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序文
Informatica® PowerExchange® Interfaces for PowerCenter®パブリケーションを使用して、PowerCenter で
バルクデータ移動および CDC ジョブを設定および実行するために PowerCenter 用の PowerExchange Client

（PWXPC）および ODBC インターフェースを使用する方法を学習します。このパブリケーションは、
PowerExchange ソースと連携するワークフローとセッションの作成、実行、および管理を担当する開発者と
管理者を対象としています。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica Network
Informatica Network は、Informatica ナレッジベースや Informatica グローバルカスタマサポートなど、多
くのリソースへの入口です。Informatica Network を利用するには、https://network.informatica.com にア
クセスしてください。
Informatica Network メンバーは、次のオプションを利用できます。
• ナレッジベースで製品リソースを検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• サポートケースを作成して確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。
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Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica PAM は、
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices で参照
できます。

Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスが開発したヒントとベストプラクティス
のコレクションで、多数のデータ管理プロジェクトから得た実体験に基づいています。Informatica Velocity
には、世界中の組織と連携してデータ管理ソリューションを計画、開発、デプロイ、管理する Informatica コ
ンサルタントによる集合知を表しています。
Informatica Velocity リソースには、http://velocity.informatica.com からアクセスしてください。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を拡張したり強化したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Marketplace で、Informatica デベロッパーやパートナーからの多数のソリューショ
ンを活用すれば、生産性を向上したり、プロジェクトでの実装時間を短縮したりできます。Informatica 
Marketplace は、https://marketplace.informatica.com からアクセスしてください。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話または Informatica Network を介してグローバルカスタマサポートに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（https://www.informatica.com/services-and-training/customer-success-services/contact-us.html）を参
照してください。
Informatica Network のオンラインサポートリソースを見つけるには、https://network.informatica.com に
アクセスして eSupport オプションを選択します。
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パート I: 概要
• PowerCenter 用の PowerExchange インタフェース, 12 ページ
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第  1  章

PowerCenter 用の
PowerExchange インタフェース

この章では、以下の項目について説明します。
• PowerCenter 用の PowerExchange インタフェースの概要, 12 ページ
• PowerExchange Client for PowerCenter (PWXPC), 13 ページ
• PowerExchange ODBC ドライバ, 18 ページ

PowerCenter 用の PowerExchange インタフェースの概要
PowerCenter を使用する場合に PowerExchange を介してデータを抽出およびロードするには、以下のインタ
フェースを使用できます。
• PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）。 パート I では PWXPC について説明します。 

PowerExchange を介してデータを抽出およびロードする際に、さまざまなプラットフォームでさまざまな
データ型に対して使用できます。 PWXPC は PowerCenter に完全に統合されています。

• PowerExchange ODBC。 パート II では PowerExchange ODBC インタフェースについて説明します。 
PowerExchange を介してデータを抽出およびロードする際に、さまざまなプラットフォームでさまざまな
データ型に対して、PowerCenter との PowerExchange ODBC 接続を使用できます。

注: PowerExchange への接続時には、PowerExchange ODBC ではなく PWXPC を使用することをお勧めしま
す。 PWXPC には追加機能があり、パフォーマンスが向上し、CDC の優れたリカバリおよびリスタートを利用
することができます。
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以下の表に、PowerExchange Client for PowerCenter と PowerExchange ODBC のインタフェース機能の比
較を示します。

PWXPC ODBC 機能 説明
はい はい バルクデータと変更データを

抽出する
PowerExchange は、リレーショナルソースと非リ
レーショナルソースのバルクデータ、および CDC
ソースの変更データを抽出します。

はい いいえ 複数のソースまたはレコード
のデータを 1 回のパスで抽出
する

PowerExchange は、グループソースを使用して、
複数のデータソースの変更データまたは VSAM お
よびシーケンシャルファイルの複数のレコードタ
イプのバルクデータを 1 回のパスで抽出します。

はい いいえ ターゲットデータと CDC リス
タート情報を単一のコミット
で保存する

CDC リスタート情報は、リレーショナルターゲッ
トテーブルまたは MQ キューと同じデータベース
に格納されます。 リスタート情報がターゲットデ
ータと同じコミットで更新されるため、CDC デー
タのリスタートおよびリカバリを確実に実行でき
ます。

はい いいえ リアルタイムセッションで
PowerCenter 正常終了を使用
する

PowerCenter は、パイプライン内の全データがタ
ーゲットに書き込まれた後にリアルタイムセッシ
ョンを停止します。

はい いいえ 変更インジケータを使用して
変更レコードのタイプを特定
する

各変更レコードは、挿入、更新、削除のいずれで
あるかを示します。 変更インジケータを使用する
場合、挿入、更新、および削除を処理するために
アップデートストラテジトランスフォーメーショ
ンを使用する必要はありません。

はい いいえ PowerExchange 抽出マップか
らソース定義を作成する

抽出マップには PowerExchange によって自動生
成されたカラムが含まれるため、Designer でのソ
ース定義の変更が最小限で済みます。

はい いいえ PowerCenter ソース定義のフ
ァイル名を使用する

PowerCenter ソース定義でファイル名を指定し、
PowerExchange データマップで指定されているフ
ァイル名をオーバーライドすることができます。

PowerExchange Client for PowerCenter (PWXPC)
PowerExchange Client for PowerCenter は PowerCenter と共にインストールされ、PowerExchange と
PowerCenter を統合してリレーショナルデータ、非リレーショナルデータ、および変更データを抽出します。
また、PWXPC はリレーショナルデータと非リレーショナルデータをバッチモードでロードします。
以下のモードを使用して、リレーショナルデータと非リレーショナルデータを抽出します。
• バルクデータ移動
• 変更データキャプチャ（CDC）リアルタイム
• 圧縮ファイルからの CDC バッチ抽出モード
• 圧縮ファイルからの CDC 継続抽出モード
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以下の表に、PowerExchange Client for PowerCenter がデータを抽出またはロードするためにアクセスでき
るデータベースのタイプを示します。

データベースタイプ バルクモード
での抽出/ロー
ド

CDC リアル
タイム抽出
モード

CDC バッチ抽
出モード

CDC 継続抽出
モード

Adabas ○/○ ○ はい ×
Datacom ○/× ○ はい ×
DB2 for z/OS ○/○ ○ はい ×
DB2 for i（i5/OS） ○/○ ○ はい ×
DB2 LUW ○/○ ○ ○ はい
IDMS ○/× ○ はい ×
IMS ○/○ ○ はい ×
MSSQL ○/○ ○ ○ はい
MYSQL ×/× ○ ○ はい
Oracle ○/○ ○ ○ はい
PostgreSQL ×/× ○ ○ はい
SAP HANA ×/× ○ ○ はい
シーケンシャルファイル ○/○ × × いいえ
VSAM
注: VSAM ESDS および RRDS データセ
ットの場合は、挿入のみが許可されま
す。VSAM KSDS データセットの場合
は、挿入、更新、および削除が許可さ
れます。

○/○ ○ はい ×

PowerExchange グループソース処理は、複数の CDC データソース、または複数のレコードタイプを持つデー
タセットおよびファイルから、1 回のパスでデータを読み取ります。PWXPC は PowerExchange グループソー
ス処理を使用して、変更ストリームから変更データを抽出したり、VSAM データセット、シーケンシャルファ
イル、および IMS アンロードデータセットから複数のレコードタイプのデータを抽出することができます。そ
のため、PWXPC 接続では PowerExchange ODBC 接続よりもデータを短時間で処理でき、ソースプラットフ
ォームまたは抽出プラットフォームの PowerExchange リソース消費率を削減できます。
以下の表に、抽出中にソースを 1 回のパスで読み取る PowerExchange データベースのタイプを示します。

データベースタイプ バルク抽出モード CDC リアルタ
イム抽出モード

CDC バッチ抽出
モード

CDC 継続抽出モ
ード

Adabas × ○ はい ×
Datacom × ○ はい ×
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データベースタイプ バルク抽出モード CDC リアルタ
イム抽出モード

CDC バッチ抽出
モード

CDC 継続抽出モ
ード

DB2 for z/OS × ○ はい ×
DB2 for i（i5/OS） × ○ はい ×
DB2 LUW × ○ ○ はい
IDMS × ○ はい ×
IMS ○

注: IMS アンロード
データセットのみ。

○ はい ×

Microsoft SQL Server × ○ ○ はい
MySQL × ○ ○ はい
Oracle × ○ ○ はい
PostgreSQL × ○ ○ はい
SAP HANA × ○ ○ はい
シーケンシャルファイル ○ × × いいえ
VSAM ○ ○ はい ×

バルク抽出モード
PWX バッチアプリケーション接続およびリレーショナル接続を使用して、PowerExchange を介してリレーシ
ョナルデータベースと非リレーショナルデータセットおよびファイルのデータを抽出およびロードします。
PWXPC は、PowerExchange Call Level Interface（SCLI）を介して PowerExchange に接続します。
PWXPC を使用すると、IMS アンロードデータセット、VSAM データセット、およびシーケンシャルファイルか
ら複数のレコードタイプのすべてのレコードを 1 回のパスで抽出できます。一方、PowerExchange ODBC 接
続では、一度に 1 つのレコードタイプを読み取るため、複数のデータのパスが必要になります。
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以下の図に、ソースデータを PowerExchange から PWXPC および PowerCenter 経由でターゲットテーブル
に抽出するデータフローを示します。

CDC バッチおよび継続抽出モード
PowerExchange は、リアルタイムの変更ストリームを可能にする代わりに、変更データを IBM i または z/OS
システム上の PowerExchange Condense の要約ファイルに、または LUW システム上の PowerExchange ロ
ガー（Linux、UNIX、Windows 用）（LUW）ログファイルに書き込むことができます。PowerCenter CDC セ
ッションの実行時は、PWXPC は PowerExchange 要約ファイルまたはログファイルから変更データを抽出し
ます。
PowerExchange Condense はオプションのコンポーネントで、IBM i（i5/OS）または z/OS システムで実行し
ます。PowerExchange Condense 変更ストリームには、データ変更が時系列の順序で含まれています。その
ため、単一の作業単位（UOW）内の変更は変更ストリーム内で連続していません。UOW Cleanser コンポーネ
ントは、トランザクション終了時刻に基づいて UOW を完全で連続した UOW に再構築し、再構築された UOW
を要約ファイルに書き込みます。
PowerExchange Logger for LUW も、オプションのコンポーネントです。PowerExchange Logger for LUW
は、成功した UOW のみを終了時刻に基づいて時系列でログファイルに書き込みます。
PWXPC は、次のいずれかのモードで PowerExchange 要約ファイルまたはログファイルから変更データを抽
出できます。
• バッチ抽出モード PWX CDC Change 接続と PowerExchange CAPX アクセス方法を使用して、変更データ

をバッチで抽出します。すべての要約ファイルまたはログファイルからのデータ読み取り後に、抽出処理は
停止します。

• 継続抽出モード PWX CDC リアルタイム接続と PowerExchange CAPXRT アクセス方法を使用して、
PowerExchange 要約ファイルまたはログファイルから継続的に変更データを抽出します。抽出処理は停止
するまで実行されます。

PWXPC は、PowerExchange Call Level Interface（SCLI）を介して PowerExchange に接続します。
PowerExchange は、マッピング内のすべてのソースで、各ログファイルまたは要約ファイルから変更データ
を 1 回のパスで一度だけ読み取ります。
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以下の画像に、ログされた変更データを PowerExchange から PWXPC および PowerCenter 経由でターゲッ
トテーブルに抽出するデータフローを示します。

CDC リアルタイム抽出モード
PowerExchange Client for PowerCenter は、リレーショナルおよび非リレーショナルソースの変更データを
変更ストリームからリアルタイムに直接抽出できます。
変更ストリームには、ソースデータの変更が時系列順に含まれます。そのため、単一の作業単位（UOW）内の
変更は変更ストリーム内で連続していません。UOW Cleanser は、UOW をトランザクションの終了時刻に基づ
いて完全な連続する UOW に再構築します。UOW Cleanser の機能は、DB2 LUW、Microsoft SQL Server、
MySQL、Oracle Express、および PostgreSQL ソース用の PowerExchange CDC ソリューションには組み込ま
れていますが、その他のすべての PowerExchange CDC ソースでは独立したタスクです。
PWX CDC リアルタイムアプリケーション接続を使用して、変更データを抽出すると、PWXPC は
PowerExchange Call Level Interface（SCLI）を介して PowerExchange に接続し、PowerExchange 
CAPXRT アクセス方式を指定します。PowerExchange は、マッピング内のすべてのソースの変更ストリーム
から変更データを 1 回のパスで読み取ります。PWXPC リアルタイムセッションは、指定された期間実行され
るか、停止されるまで継続して実行されます。
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以下の画像に、変更データを PowerExchange から PowerCenter ターゲットテーブルに抽出するデータフロ
ーを示します。

PowerExchange ODBC ドライバ
PowerExchange には、PowerCenter で使用できるシン ODBC ドライバが用意されています。 PowerCenter
統合サービスは、PowerExchange ODBC を使用して PowerExchange にローカル接続またはリモート接続で
きます。PowerExchange ODBC を使用すると、リレーショナルデータと非リレーショナルデータを抽出およ
びロードできます。 また、変更データも抽出できます。
以下のモードを使用して、リレーショナルデータと非リレーショナルデータを抽出します。
• バッチ。 PowerExchange ODBC は、PowerExchange を介してリレーショナルテーブルまたは非リレーシ

ョナルファイルからデータを抽出およびロードします。 ODBC インタフェースで複数のレコードを含む
VSAM データセットおよびシーケンシャルファイルを読み取る場合は、複数のデータのパスですべてのレコ
ードタイプを読み取ることができます。

• 圧縮ファイルからの変更データキャプチャ（CDC）バッチ抽出モード。 PowerExchange ODBC は、
PowerExchange を介して圧縮ファイルから変更データを抽出し、前回の抽出セッション以降に圧縮ファイ
ルにキャプチャされたすべての変更を読み取ります。PowerExchange ODBC は、マッピング内のソースご
とに変更データを 1 回読み取るため、複数の圧縮ファイルのパスが必要になります。抽出セッションは、キ
ャプチャされたすべての変更が読み取られた後で終了します。PowerExchange は、ソースマシン上の
CDEP ファイルにリスタート情報を保持します。 PowerExchange ODBC のリスタート機能には制限があり
ます。
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• CDC リアルタイム。 PowerExchange ODBC は、マッピング内のソースごとに 1 回のデータのパスを使用
して、変更データを変更ストリームからリアルタイムで抽出します。リアルタイム抽出は、指定された期間
実行するか、停止されるまで継続して実行することができます。 PowerExchange は、ソースマシン上の
CDEP ファイルにリスタート情報を保持します。 PowerExchange ODBC のリスタート機能には制限があり
ます。

次の表に、ソースタイプ別の PowerExchange ODBC 抽出およびロードモードを示します。

データベースタイプ バッチモ
ードでの
抽出

バッチモ
ードでの
ロード

CDC バッチ
抽出モード

CDC リアルタイ
ム抽出モード

Adabas ○ ○ ○ はい
Datacom ○ × ○ はい
DB2 for z/OS ○ ○ ○ はい
DB2 for i5/OS ○ ○ ○ はい
DB2 for Linux, UNIX, and Windows ○ ○ ○ はい
IDMS ○ × ○ はい
IMS ○ ○ ○ はい
MSSQL × ○ ○ はい
Oracle × ○ ○ はい
シーケンシャルファイル/フラットファイル ○ はい × いいえ
VSAM
注: VSAM ESDS および RRDS データセットの
場合は、挿入のみが許可されます。 VSAM 
KSDS データセットの場合は、挿入、更新、
および削除が許可されます。 

○ ○ ○ はい
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パート II: PowerExchange Client 
for PowerCenter（PWXPC）

この部には、以下の章があります。
• PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）のインストール, 21 ページ
• マッピングに関する作業, 24 ページ
• 接続, 65 ページ
• セッションに関する作業, 157 ページ
• リスタートおよびリカバリ, 191 ページ
• Flexible Target Key トランスフォーメーション, 217 ページ
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第  2  章

PowerExchange Client for 
PowerCenter（PWXPC）のインス
トール

この章では、以下の項目について説明します。
• PWXPC のインストールの概要, 21 ページ
• PWXPC のインストールおよび設定, 21 ページ
• PowerExchange と PowerCenter の相互運用性, 23 ページ

PWXPC のインストールの概要
PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）は、PowerCenter と共にインストールされるネイティブ
PowerCenter プラグインです。
PWXPC を使用するには、PowerCenter Client と PowerCenter Integration Service のマシンに
PowerExchange もインストールする必要があります。
注: 該当するバージョンの PowerExchange が PowerCenter Client プラットフォームにインストールされてお
らず、使用できない場合は、［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスが機能しません。

PWXPC のインストールおよび設定
PWXPC をインストールするには、PowerCenter 統合サービスと PowerCenter Client の PowerCenter インス
トール手順を実行します。
また、PowerCenter 統合サービスと PowerCenter Client が実行されるマシンに PowerExchange をインスト
ールして設定します。
PWXPC を使用するには、以下の PowerExchange 設定タスクを実行します。
• PowerExchange 変更データキャプチャ（CDC）を使用する場合は、CDC セッションの抽出リスタートポイ

ントを確立するようにリスタートトークンファイルを設定します。
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• PowerCenter 統合サービスと PowerCenter Client で PWXPC を設定するには、これらの PowerCenter ノ
ードで PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルを編集します。
これらの dbmover.cfg ファイルに、PWXPC の接続先にする PowerExchange リスナを指す NODE 文を追
加します。

CDC セッションのリスタートポイントの確立
PowerExchange 変更データキャプチャ（CDC）を使用する場合は、PowerCenter をアップグレードした後、
CDC セッションの抽出リスタートポイントを確立するようにリスタートトークンファイルを設定する必要があ
ります。PowerCenter のアップグレード後に CDC セッションをウォームスタートすることができます。

PowerExchange 構成ファイルの変更
PowerCenter 統合サービスマシンと Client マシンの PowerExchange 構成ファイル dbmover.cfg で、
PowerExchange リスナのノードを定義する必要があります。ソースまたはターゲットのデータベースまたは
ファイルにアクセスするリスナと通信するために PowerExchange が使用する情報を NODE 文に指定します。
注: データが PowerCenter 統合サービスと同じマシンに存在する場合は、PowerExchange ローカルモードを
使用することもできます。ローカルモードでは、PowerExchange Listener は必要ありません。ローカルモー
ドを使用する場合、PWXPC 接続の［場所］プロパティで［ローカル］を指定します。PowerExchange の
dbmover.cfg ファイルを更新する必要はありません。

PowerCenter Client マシンへの PowerExchange ノードの追加
PWXPC は、PowerExchange Listener に接続してソース定義とターゲット定義をインポートします。 PWXPC
は、NODE 文で指定されているマシンからメタデータを取得するか、ローカルモードでメタデータをローカル
に取得します。
PowerCenter Client マシン上の dbmover.cfg ファイルを更新して、接続することが必要な PowerExchange 
Listener に対して、適切な NODE 文を指定します。
dbmover.cfg ファイルに追加したノードは、［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスの［場
所］フィールドに指定されます。

PowerCenter Integration Service マシンへの PowerExchange ノードの追加
PWXPC は、該当する PowerExchange Listener に接続して、ソースからのデータ抽出またはターゲットへの
データロードを行います。
PowerCenter Integration Service マシン上の dbmover.cfg ファイルを更新して、接続することが必要な
PowerExchange Listener に対して、適切な NODE 文を指定します。
PowerCenter Integration Service マシンの dbmover.cfg ファイルに追加したノードは、PWXPC 接続の［場
所］の値に指定されます。

dbmover.cfg ファイルへの PowerExchange ノードの追加
PowerExchange ノードを dbmover.cfg ファイルに追加するには、次の手順を実行します。
1. PowerExchange のルートディレクトリにある dbmover.cfg ファイルを探します。 
2. テキストエディタでファイルを開きます。 
3. 登録する PowerExchange Listener ごとにノードを作成します。 次の形式を使用します。 

NODE=(node_name,TCPIP,hostname_or_ipaddress,port_number)
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node name は、PowerExchange Listener を参照するために使用される論理名です。 
hostname_or_ipaddress および port_number は、PowerExchange Listener のホスト名または IP アド
レスおよびポート番号です。

4. 変更を保存します。 
dbmover.cfg ファイルのいくつかのノードの例を次に示します。
/********************************************************************//* PowerExchange Configuration File/********************************************************************/NODE=(AS400_DB2,TCPIP,AS400_1,2480)NODE=(MVS1_VSAM,TCPIP,MVS1,5539)NODE=(MVS2_DB2,TCPIP,10.3.4.5,5538)

PowerExchange と PowerCenter の相互運用性
PowerCenter には PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）が付属しています。PWXPC を使用し
て PowerExchange に接続するには、PowerCenter と PowerExchange のバージョンに互換性があることを確
認する必要があります。
以下の表に、PowerExchange（PWX）と PowerCenter（PC）のバージョンのサポートされる組み合わせを示
します。

PWX バー
ジョン 1 PWC 

10.2.02 PWC 10.4.0 PWC 10.4.1 PWC 10.5 PWC 10.5.1 PWC 10.5.2

10.2.0 ○ × × × × いいえ
10.4.0 はい はい × × × いいえ
10.4.1 ○ ○ ○ × × いいえ
10.5 ○ ○ ○ ○ × いいえ
10.5.1 ○ ○ ○ ○ ○ いいえ
10.5.2 ○ ○ ○ ○ ○ はい
1. PowerExchange 10。n.1 以降の「HotFix」バージョンは、利用可能な最新の PowerCenter 10 で動作確認
済みです。n.1 以降の HotFix バージョン。
2. 最新の PowerCenter 10.5.2 リリースは、PowerExchange の最終メジャーリリース 10.5 で動作確認済みで
す。

制限: 
• PowerCenter のバージョンが PowerExchange のバージョンと同じでない場合、PowerCenter では

PowerExchange のすべての機能を利用できません。
• Informatica ドメインで PowerExchange リスナサービスまたは PowerExchange ロガーサービスを実行し

ている場合、Informatica ドメインが PowerExchange と同一のバージョン、リリース、変更（v.r.m）レ
ベルである必要があります。
異なるバージョンの Informatica ドメインと PowerExchange を実行するには、dtllst または PWXCCL コ
マンドラインプログラムのそれぞれを実行することにより、PowerExchange リスナまたは
PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）を起動する必要があります。
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第  3  章

マッピングに関する作業
この章では、以下の項目について説明します。
• マッピングに関する作業の概要, 24 ページ
• ソース定義とターゲット定義, 25 ページ
• リレーショナルソースおよびターゲット定義に関する作業, 25 ページ
• 非リレーショナルソースおよびターゲット定義に関する作業, 37 ページ
• 抽出マップ定義に関する作業, 45 ページ
• Designer での PowerExchange データのプレビュー, 50 ページ
• PowerExchange におけるグループソース処理, 53 ページ
• 非リレーショナルターゲットへの複数レコードの書き込み, 56 ページ
• ソース修飾子トランスフォーメーション, 58 ページ
• ルックアップトランスフォーメーション, 59 ページ
• ストアドプロシージャトランスフォーメーション, 62 ページ

マッピングに関する作業の概要
マッピングとは、ソース定義とターゲット定義が、データトランスフォーメーションの規則を定義するトラン
スフォーメーション定義によりリンクされているものです。マッピングは、ソースとターゲットの間のデータ
フローを表します。
ソース定義およびターゲット定義は、ソースおよびターゲットのメタデータを表します。ソース定義を作成す
る場合、その構造は、そのソース定義が表すソースのタイプによって異なります。ソース定義のためのソース
修飾子も、ソース定義のタイプによって構造が異なります。
ソース定義またはターゲット定義を作成したら、マッピングに追加して、ソースからのデータ抽出またはター
ゲットへのデータロードを行えるようにします。 ソースデータの抽出は、バッチモード、変更モード、または
リアルタイムモードで実行できます。
CDC マッピングでは、通常は複数のマッピングが必要です。CDC に備えてソーステーブルからターゲットテー
ブルをマテリアライズするバッチマッピングと、ソーステーブルに抽出マップソースを使用する CDC マッピン
グ自体です。 これらのマッピングを作成する手間を最小限に抑えるには、マプレットでバッチセッションと
CDC セッションの両方に適用できるビジネスルールを作成します。
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ソース定義とターゲット定義
PowerExchange からリレーショナルソースと非リレーショナルソースをインポートするには、Source 
Analyzer で、［ソース］-［PowerExchange からインポート］をクリックします。
PowerExchange からリレーショナルターゲットと非リレーショナルターゲットをインポートするには、
Target Designer で、［ターゲット］-［PowerExchange からインポート］をクリックします。
いずれの場合も、［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスが表示されます。このダイアログ
ボックスのいくつかのフィールドはソースの場合のみ表示され、ターゲットの場合は表示されません。
選択した［ソースタイプ］に基づいて、追加の入力フィールドが表示されます。作成したソース定義またはタ
ーゲット定義は編集できます。

リレーショナルソースおよびターゲット定義に関する作業
PowerExchange Client for PowerCenter を使用する場合は、ソーステーブルのソース定義とターゲットテー
ブルのターゲット定義を含むマッピングを作成します。
次のソースおよびターゲットリレーショナルデータベースがサポートされています。
• DB2 for z/OS
• DB2 for i（i5/OS）
• DB2 LUW
• Microsoft SQL Server
• MySQL（ソースのみ）
• Oracle
• PostgreSQL（ソースのみ）

DB2 定義に関する作業
DB2 ソース定義は、次の方法で作成できます。
• PowerExchange によって DB2 カタログから取得されたテーブル定義をインポートします。
• PowerExchange からの DB2 または DB2 アンロード（DB2UNLD）データマップ定義のインポート。
• PowerExchange の抽出マップ定義のインポート。
• 手動による DB2 定義の作成。
DB2 ターゲット定義は、次の方法で作成できます。
• PowerExchange によって DB2 カタログから取得されたテーブル定義をインポートします。
• 手動による DB2 定義の作成。
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• DB2 ソース定義からの DB2 ターゲット定義の作成。Target Designer で、DB2 ソース定義をワークスペー
スへドラッグします。
注: ソースに LOB カラムが含まれる場合、ソース定義とソース修飾子に ROWID カラムのポートが含まれま
す。マッピングでこのポートは使用されません。したがって、このポートをターゲットに接続しないままに
することができます。 
ヒント: DB2 定義がすでにリポジトリ内にある場合は、その定義を使用して、DB2 テーブルに対してデータ
の抽出とロードを実行できます。 ただし、メタデータの定義が、DB2 テーブルのテーブル構造と一致して
いる必要があります。 

関連項目：
•「非リレーショナルソース定義のインポート」  (ページ 37)
•「抽出マップ定義に関する作業」  (ページ 45)

DB2 リレーショナルソースまたはターゲット定義のインポート
PowerExchange リスナを使用するか、または Listener を使用せずにローカルで DB2 データベースに接続して
DB2 メタデータをインポートし、PowerCenter のソースまたはターゲットの定義を作成できます。 この手順
では、DB2 for z/OS、DB2 for i5/OS、DB2 for Linux、UNIX、および Windows のデータベースのインポート
処理について説明します。
DB2 データベースに接続すると、Designer に使用可能なスキーマとテーブルが表示されます。 このメタデー
タをスキーマ名、テーブル名、またはその両方を基準にフィルタリングできます。 テーブルを選択して、ソー
ス定義またはターゲット定義を作成します。 DB2 のソース定義またはターゲット定義を PowerExchange リス
ナを通じて、またはローカルにインポートすると、プライマリキーが Designer によってインポートされます。
PowerExchange で DB2 テーブルを、DB2 for z/OS ソースの DB2 データマップまたは DB2 データベースアン
ロード（DB2UNLD）データマップとしてマップできます。 DB2 ソースのこれらのタイプのデータマップを、
非リレーショナルデータマップソースと同じ方法でインポートします。
1. DB2 ソース定義をインポートするには、［ソース］ > ［PowerExchange からインポート］をクリックし、

DB2zOS、DB2i5OS、または DB2LUW のソースタイプを選択します。 
DB2 ターゲット定義をインポートするには、［ターゲット］ > ［PowerExchange からインポート］をク
リックし、DB2zOS、DB2i5OS、または DB2LUW のソースタイプを選択します。

2. 接続情報を入力します。 
以下の表に、必須およびオプションの接続属性を示します。

属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

場所 必須 データベースがあるシステム上の PowerExchange リスナの名前
（PowerExchange dbmover.cfg から得られるノード名）。

ユーザー名 必須 データベースに接続する権限を持つユーザーの名前。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows プラットフォームへの
接続で、PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にし、リレーショナルパ
ススルー認証を無効にしている場合、ユーザー名はエンタープライズユーザ
ー名になります。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
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属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

パスワード 必須 指定したユーザーのパスワード。9 文字未満のパスワードは検証されませ
ん。
コードページの違いによって発生する可能性があるエラーを避けるため、パ
スワードにはパスフレーズで許可されている文字だけを使用することをお勧
めします。
DB2 for i5/OS または DB2 for z/OS のソースまたはターゲットでは、パスワ
ードの代わりに有効な PowerExchange パスフレーズを入力できます。i5/OS
のパスフレーズは、9～31 文字の範囲で指定できます。z/OS のパスフレー
ズは、9～128 文字の範囲で指定できます。パスフレーズには次の文字を含
めることができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 最初の文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含める
ことはできません。
z/OS で IBM IRRPHREX exit に指定できる文字は、PowerExchange パスフレ
ーズに指定できる文字に影響しません。
注: z/OS で有効な RACF パスフレーズの最大長は 100 文字です。
PowerExchange は、検証のために RACF にパスフレーズを渡すときに 100
文字を超えるパスフレーズを切り捨てます。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を
SECURITY=(1,N)以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細につ
いては、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を
参照してください。

複数レコー
ドのデータ
マップ

- 複数レコードデータマップを一覧表示するようにします。SEQ または VSAM
ソースのみ。

ソースタイ
プ

必須 DB2zOS、DB2i5OS、または DB2LUW。

CDC データ
マップ

- CDC 抽出マップを一覧表示するようにします（ソースのみ）。

ネットワー
クのタイム
アウト

オプシ
ョン

PowerExchange により接続が切断されてタイムアウトのエラーメッセージ
が発行される前に、ネットワークの送受信操作中に経過する秒数。

サブシステ
ム ID

必須 接続のサブシステムの名前。DB2zOS のみ。

データベー
ス名

必須 接続のデータベースの名前。DB2i5OS と DB2LUW のみ。
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属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

スキーマ オプシ
ョン

得られるデータマップをフィルタリングするためのスキーマ名を入力しま
す。

マップ名 オプシ
ョン

生成されるデータマップをフィルタリングするためのテーブル名を入力しま
す。

大文字と小
文字を区別
する

オプシ
ョン

選択すると、PowerExchange はメタデータのフィルタリングの際に、［スキ
ーマ］フィールドと［マップ名］フィールドに入力したとおりに大文字と小
文字を区別します。選択しない場合、PowerExchange はデータマップの検
索時に大文字と小文字の違いを無視します。

3. 必要に応じてフィルタ条件を定義して、表示するスキーマおよびテーブルのリストを絞り込みます。 
フィルタを定義するには、スキーマ名、テーブル名、またはその両方を入力します。 次のワイルドカード
文字を使用して名前のパターンを入力できます。
• *（アスタリスク）。 1 つ以上の文字を表します。
• ? （疑問符）。1 つの文字を表します。
以下に例を示します。
• 「A*」と指定すると、A で始まるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*A」と指定すると、A で終わるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*cust*」と指定すると、「cust」を含むスキーマが表示されます。

4. ［接続］をクリックします。 
Designer の［選択するデータマップ］ボックスにインポートするメタデータが表示されます。 テーブル
が見つからない場合は、Designer に「データが見つかりませんでした」と表示されます。

5. インポートするテーブルを選択します（複数可）。 
複数のテーブルを選択するには Shift キーまたは Ctrl キーを使用するか、または［すべて選択］をクリッ
クします。

6. ［OK］をクリックします。 
ソース定義またはターゲット定義がワークスペースに表示されます。

関連項目：
•「非リレーショナルソース定義のインポート」  (ページ 37)

Microsoft SQL Server 定義に関する作業
Microsoft SQL Server ソース定義は、次の方法で作成できます。
• PowerExchange における Microsoft SQL Server からのテーブル定義のインポート。
• PowerExchange からの抽出マップ定義のインポート。
• PowerCenter ODBC インタフェースにおける Microsoft SQL Server からのテーブル定義のインポート。
• 手動による Microsoft SQL 定義の作成。
Microsoft SQL Server ターゲット定義は、次の方法で作成できます。
• PowerExchange における Microsoft SQL Server からのテーブル定義のインポート。
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• PowerCenter ODBC インタフェースにおける Microsoft SQL Server からのテーブル定義のインポート。
• 手動による Microsoft SQL 定義の作成。

ヒント: Microsoft SQL Server 定義がリポジトリ内にある場合は、その定義を使用して、Microsoft SQL 
Server テーブルに対してデータの抽出とロードを実行できます。 ただし、メタデータの定義が、Microsoft 
SQL Server テーブルのテーブル構造と一致している必要があります。

関連項目：
•「抽出マップ定義に関する作業」  (ページ 45)

Microsoft SQL Server リレーショナルソースまたはターゲット定義のインポー
ト
PowerExchange リスナを使用するか、または Listener を使用せずにローカルに Microsoft SQL Server データ
ベースにアクセスして、SQL Server メタデータをインポートできます。データベースに接続すると、データベ
ースのスキーマとテーブルが表示されます。データベースに接続する前に、スキーマ名、テーブル名、または
その両方の値を基準として、Designer で表示するメタデータをフィルタ処理できます。
テーブルを選択して、ソース定義またはターゲット定義を作成します。Microsoft SQL Server の定義を
PowerExchange リスナを通じて、またはローカルにインポートすると、プライマリキーがインポートされま
す。
Microsoft SQL Server リレーショナルソースまたはターゲット定義をインポートする手順
1. Microsoft SQL Server ソース定義をインポートするには、［ソース］-［PowerExchange からインポー

ト］をクリックし、ソースタイプとして MSSQL を選択します。 
Microsoft SQL Server ターゲット定義をインポートするには、［ターゲット］-［PowerExchange からイ
ンポート］をクリックし、ソースタイプとして MSSQL を選択します。

2. 接続情報を入力します。 
以下の表に、必須およびオプションの接続情報を示します。

属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

場所 必須 データベースがあるシステム上の PowerExchange リスナの名
前（PowerExchange dbmover.cfg から得られるノード名）。

ユーザ名 必須 データベースに接続するためのユーザー ID。
パスワード 必須 ユーザー ID に関連付けられているパスワード。
Multi-Record 
Datamaps(複数レコード
のデータマップ)

- 複数レコードのデータマップを一覧表示する場合は、このチ
ェックボックスを選択します。SEQ または VSAM ソースのみ。

ソースタイプ 必須 この値は SQL Server の MSSQL でなければなりません。
CDC Datamaps(CDC デー
タマップ)

- CDC 抽出マップを一覧表示する場合は、このチェックボック
スを選択します（ソースのみ）。
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属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

ネットワークのタイムア
ウト

オプシ
ョン

PowerExchange により接続が切断されてタイムアウトのエラ
ーメッセージが発行される前に、ネットワークの送受信操作
中に経過する秒数。

サーバ名 必須 SQL Server のインスタンス名。
データベース名 必須 パブリケーションデータベース名。
スキーマ オプシ

ョン
データマップのフィルタリングのスキーマ名。

Map name(マップ名) オプシ
ョン

データマップのフィルタリングのテーブル名またはマスク。

大文字と小文字を区別す
る

オプシ
ョン

選択すると、PowerExchange はデータマップのフィルタリン
グの際に、［スキーマ］フィールドと［マップ名］フィールド
に入力したとおりに大文字と小文字を区別します。選択しな
い場合、PowerExchange はデータマップの検索時に大文字と
小文字の違いを無視します。

3. オプションで、データベースの特定のスキーマおよびテーブルを表示するためのフィルタを入力します。 
スキーマ名、テーブル名、またはその両方の値を入力します。
スキーマやテーブルを表示するためのフィルタ条件を入力できます。フィルタ条件には、次のワイルドカ
ード文字を 1 つ使用できます。
• *（アスタリスク）。1 つ以上の文字を表します。
• ? （疑問符）。1 つの文字を表します。
ワイルドカード文字を入力するときは、以下の構文を使用します。
• フィルタ条件をプレフィックスとして入力します。例えば、「A*」と入力すると、A で始まるスキーマ

やテーブルが表示されます。
• フィルタ条件をサフィックスとして入力します。例えば、「*A」と入力すると、A で終わるスキーマや

テーブルが表示されます。
• フィルタ条件をサブ文字列として入力します。例えば、「*cust*」と入力すると、cust を含むスキーマ

やテーブルが表示されます。
4. ［接続］をクリックします。 

［選択するデータマップ］ボックスに、インポートするメタデータが表示されます。テーブルが見つからな
い場合は、「データが見つかりませんでした」と表示されます。

5. インポートするテーブルを選択します。 
• Shift キーを押しながらテーブルブロックを選択します。
• Ctrl キーを押したままの状態でスキーマ内で非連続選択を行います。
• ［すべて選択］ボタンを使用して、すべてのテーブルを選択します。
• ［すべて非選択］ボタンを用いて、選択の反転表示をすべてクリアすることもできます。

6. ［OK］をクリックします。 
ソース定義またはターゲット定義がワークスペースに表示されます。
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MySQL 定義に関する作業
マッピングに含める各 MySQL CDC ソースのソース定義を作成します。MySQL ターゲットはサポートされてい
ません。
MySQL ソース定義は、次の方法で作成できます。
• MySQL から、ローカルにまたは PowerExchange リスナを介して、テーブル定義をインポートする。
• PowerExchange から抽出マップ定義をインポートする。この方法は、CDC ソースに適しています。
• MySQL ソース定義を手動で作成する。

MySQL リレーショナルソース定義のインポート
PowerExchange リスナを使用して MySQL データベースに接続するか、リスナを使用せずにローカルに接続し
て、MySQL ソーステーブルのメタデータをインポートし、そのメタデータに基づいてソース定義を作成できま
す。その後、ソース定義をマッピングに含めることができます。
注: MySQL のテーブル定義を PowerExchange リスナを通じて、またはローカルにインポートすると、
Designer によってプライマリキーがインポートされます。
1. ［ソース］ > ［PowerExchange からインポート］をクリックします。 
2. ［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスで、以下の情報を入力します。 

属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

場所 必須 PowerExchange リスナノードの名前。この値は、データベースシステ
ム上の dbmover 構成ファイル内のノード名と一致する必要があります。

ユーザ名 必須 データベースに接続する権限を持つユーザー名。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows プラットフォーム
への接続で、PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にし、リレーシ
ョナルパススルー認証を無効にしている場合、ユーザー名はエンタープ
ライズユーザー名になります。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。

パスワード 必須 指定されたユーザーに関連付けられているパスワード。
複数レコードの
データマップ

- 複数レコードのデータマップを一覧表示する場合は、このオプションを
選択します。SEQ または VSAM ソースのみ。

ソースタイプ 必須 この値は MySQL ソースの MYSQL でなければなりません。
CDC データマッ
プ

- ソースの抽出マップを一覧表示する場合は、このオプションを選択しま
す。

ネットワークの
タイムアウト

オプシ
ョン

PowerExchange により接続が切断されてタイムアウトのエラーメッセ
ージが発行される前に、ネットワークの送受信操作中に経過する必要が
ある秒数。

サーバ名 必須 MySQL インスタンス名。
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属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

スキーマ オプシ
ョン

データマップのフィルタリングに使用するスキーマ名またはマスク。

Map name(マッ
プ名)

オプシ
ョン

データマップのフィルタリングに使用するテーブル名またはマスク。

大文字と小文字
を区別する

オプシ
ョン

このオプションを選択すると、データマップの検索の際に、
PowerExchange でスキーマ名とマップ名のフィルタ値が大文字と小文
字を区別して処理されます。 選択しない場合は、フィルタ値の大文字
と小文字の違いは無視されます。

3. オプションで、データベースから返されるスキーマおよびテーブルのリストをフィルタリングするための
フィルタ条件を定義します。スキーマ名、マップ名、またはその両方を入力できます。 
フィルタ条件では、次のワイルドカード文字を使用してマスクを作成できます。
• *（アスタリスク）。1 つ以上の文字を表します。
• ? （疑問符）。1 つの文字を表します。
以下に例を示します。
• 「A*」と入力すると、A で始まるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*A」と入力すると、A で終わるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*cust*」と入力すると、スキーマ名またはテーブル名に文字列「cust」を含むスキーマおよびテーブ

ルが表示されます。
4. ［接続］をクリックします。 

Designer の［選択するデータマップ］ボックスに、インポートするソーステーブルのメタデータが表示さ
れます。テーブルが見つからない場合は、「データが見つかりませんでした」と表示されます。

5. インポートするテーブルを選択します（複数可）。 
ヒント: 
• Shift キーを押しながらテーブルブロックを選択します。
• Ctrl キーを押したままの状態でスキーマ内で非連続選択を行います。
• ［すべて選択］ボタンを使用して、すべてのテーブルを選択します。
• ［すべて非選択］ボタンを使用して、選択の反転表示をすべてクリアすることもできます。

6. ［OK］をクリックします。 
ソース定義がワークスペースに表示されます。

Oracle 定義に関する作業
Oracle ソース定義は、次の方法で作成できます。
• PowerExchange における Oracle からのテーブル定義のインポート。
• PowerExchange からの抽出マップ定義のインポート。
• PowerCenter ODBC インタフェースにおける Oracle からのテーブル定義のインポート。
• 手動による Oracle ソース定義の作成。
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Oracle ターゲット定義は、次の方法で作成できます。
• PowerExchange における Oracle からのテーブル定義のインポート。
• PowerCenter ODBC インタフェースにおける Oracle からのテーブル定義のインポート。
• 手動による Oracle ソース定義の作成。

ヒント: Oracle 定義がリポジトリ内にある場合は、その定義を使用して、Oracle テーブルに対してデータ
の抽出とロードを実行できます。 ただし、メタデータの定義が、Oracle テーブルのテーブル構造と一致し
ている必要があります。

関連項目：
•「抽出マップ定義に関する作業」  (ページ 45)

Oracle リレーショナルソースまたはターゲット定義のインポート
PowerExchange リスナを使用するか、または Listener を使用せずにローカルに Oracle データベースにアク
セスして、Oracle メタデータをインポートできます。 データベースに接続すると、データベースのスキーマと
テーブルが表示されます。データベースに接続する前に、スキーマ名、テーブル名、またはその両方の値を基
準として、Designer で表示するメタデータをフィルタ処理できます。
テーブルを選択して、ソース定義またはターゲット定義を作成します。 Oracle のソース定義を
PowerExchange リスナを通じてインポートすると、プライマリキーがインポートされます。
Oracle リレーショナルソースまたはターゲット定義をインポートする手順
1. Oracle ソース定義をインポートするには、［ソース］-［PowerExchange からインポート］をクリック

し、ソースタイプとして Oracle を選択します。 
Oracle ターゲット定義をインポートするには、［ターゲット］-［PowerExchange からインポート］をク
リックし、ソースタイプとして Oracle を選択します。

2. 接続情報を入力します。 
以下の表に、必須およびオプションの接続情報を示します。

属性 必須/
オプショ
ン

説明

場所 必須 データベースがあるシステム上の PowerExchange リスナの名前
（PowerExchange dbmover.cfg から得られるノード名）。

ユーザー名 必須 データベースに接続するユーザーの名前。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows システムのソースま
たはターゲットで、PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にし、リ
レーショナルパススルー認証を無効にしている場合、ユーザー名はエン
タープライズユーザー名になります。詳細については、

『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
パスワード 必須 ユーザ名に関連付けられているパスワード。
複数レコード
のデータマッ
プ

- 複数レコードデータマップを一覧表示するようにします。SEQ または
VSAM ソースのみ。

ソースタイプ 必須 ORACLE。
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属性 必須/
オプショ
ン

説明

CDC データマ
ップ

- CDC 抽出マップを一覧表示するようにします（ソースのみ）。

ネットワーク
のタイムアウ
ト

オプショ
ン

PowerExchange により接続が切断されてタイムアウトのエラーメッセー
ジが発行される前に、ネットワークの送受信操作中に経過する秒数。

TNS 名 必須 Oracle SID（インスタンス名）。
スキーマ オプショ

ン
得られるデータマップをフィルタリングするためのスキーマ名を入力し
ます。

マップ名 オプショ
ン

生成されるデータマップをフィルタリングするためのテーブル名を入力
します。

3. オプションで、データベースの特定のスキーマおよびテーブルを表示するためのフィルタを入力します。 
スキーマ名、テーブル名、またはその両方の値を入力します。
スキーマやテーブルを表示するためのフィルタ条件を入力できます。 フィルタ条件には、次のワイルドカ
ード文字を 1 つ使用できます。
• *（アスタリスク）。 1 つ以上の文字を表します。
• ? （疑問符）。1 つの文字を表します。
ワイルドカード文字を入力するときは、以下の構文を使用します。
• フィルタ条件をプレフィックスとして入力します。例えば、「A*」と入力すると、A で始まるスキーマ

やテーブルが表示されます。
• フィルタ条件をサフィックスとして入力します。例えば、「*A」と入力すると、A で終わるスキーマや

テーブルが表示されます。
• フィルタ条件をサブ文字列として入力します。例えば、「*cust*」と入力すると、cust を含むスキーマ

やテーブルが表示されます。
4. ［接続］をクリックします。 

［選択するデータマップ］ボックスに、インポートするメタデータが表示されます。 テーブルが見つから
ない場合は、「データが見つかりませんでした」と表示されます。

5. インポートするテーブルを選択します。 
• Shift キーを押しながらテーブルブロックを選択します。
• Ctrl キーを押したままの状態でスキーマ内で非連続選択を行います。
• ［すべて選択］ボタンを使用して、すべてのテーブルを選択します。
• ［すべて非選択］ボタンを用いて、選択の反転表示をすべてクリアすることもできます。

6. ［OK］をクリックします。 
ソース定義またはターゲット定義がワークスペースに表示されます。
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PostgreSQL 定義に関する作業
マッピングに含む各 PostgreSQL CDC ソースのソース定義を作成します。PostgreSQL ターゲットはサポート
されていません。
PostgreSQL ソース定義は、次の方法で作成できます。
• PostgreSQL から、ローカルにまたは PowerExchange リスナを介して、テーブル定義をインポートする。
• PowerExchange から抽出マップ定義をインポートする。この方法は、CDC ソースに適しています。
• PostgreSQL ソース定義を手動で作成する。

PostgreSQL Relational Source Definition のインポート
PowerExchange リスナを使用して PostgreSQL データベースに接続するか、リスナを使用せずにローカルに
接続して、PostgreSQL ソーステーブルのメタデータをインポートし、メタデータに基づいてソース定義を作
成できます。その後、ソース定義をマッピングに含むことができます。
注: PostgreSQL のテーブル定義を PowerExchange リスナを通じて、またはローカルにインポートすると、
Designer によってプライマリキーがインポートされます。PostgreSQL ソーステーブルごとにプライマリキー
が必要です。
1. ［ソース］ > ［PowerExchange からインポート］をクリックします。 
2. ［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスで、以下の情報を入力します。 

属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

場所 必須 PowerExchange リスナノードの名前。この値は、データベースシステ
ム上の dbmover 構成ファイル内のノード名と一致する必要があります。

ユーザ名 必須 ソースデータベースに接続する権限を持つユーザー名。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows プラットフォーム
への接続で、PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にし、リレーシ
ョナルパススルー認証を無効にしている場合、ユーザー名はエンタープ
ライズユーザー名になります。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。

パスワード 必須 指定されたユーザーに関連付けられているパスワード。
複数レコードの
データマップ

- 複数レコードのデータマップを一覧表示する場合は、このオプションを
選択します。SEQ または VSAM ソースのみ。

ソースタイプ 必須 この値は PostgreSQL ソースの POSTGRESQL でなければなりません。
CDC データマッ
プ

- PostgreSQL ソーステーブルに定義された抽出マップを一覧表示するに
は、このオプションを選択します。

ネットワークの
タイムアウト

オプシ
ョン

PowerExchange により接続が切断されてタイムアウトのエラーメッセ
ージが発行される前に、ネットワークの送受信操作中に経過する必要が
ある秒数。デフォルトは 180 です。

サーバ名 必須 PostgreSQL ソースサーバー名。
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属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

スキーマ オプシ
ョン

CDC データマップのフィルタリングに使用するスキーマ名またはマス
ク。

Map name(マッ
プ名)

オプシ
ョン

CDC データマップのフィルタリングに使用するマップ名またはマスク。

大文字と小文字
を区別する

オプシ
ョン

このオプションを選択すると、データマップの検索の際に、
PowerExchange でスキーマ名とマップ名のフィルタ値が大文字と小文
字を区別して処理されます。選択しない場合は、フィルタ値の大文字と
小文字の違いは無視されます。

3. オプションで、データベースから返されるスキーマおよびテーブルのリストをフィルタリングするための
フィルタ条件を定義します。スキーマ名、マップ名、またはその両方を入力できます。 
フィルタ条件では、次のワイルドカード文字を使用してマスクを作成できます。
• *（アスタリスク）。1 つ以上の文字を表します。
• ? （疑問符）。1 つの文字を表します。
以下に例を示します。
• 「A*」と入力すると、A で始まるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*A」と入力すると、A で終わるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*cust*」と入力すると、スキーマ名またはテーブル名に文字列「cust」を含むスキーマおよびテーブ

ルが表示されます。
4. ［接続］をクリックします。 

Designer の［選択するデータマップ］ボックスに、インポートするソーステーブルのメタデータが表示さ
れます。テーブルが見つからない場合は、「データが見つかりませんでした」と表示されます。

5. インポートするテーブルを選択します（複数可）。 
ヒント: 
• Shift キーを押しながらテーブルブロックを選択します。
• Ctrl キーを押したままの状態でスキーマ内で非連続選択を行います。
• ［すべて選択］ボタンを使用して、すべてのテーブルを選択します。
• ［すべて非選択］ボタンを使用して、選択の反転表示をすべてクリアすることもできます。

6. ［OK］をクリックします。 
ソース定義がワークスペースに表示されます。

リレーショナルソースおよびターゲット定義の編集
リレーショナルソースおよびターゲット定義を編集して、定義を部分的に変更できます。 例えば、以下の操作
が可能です。
• カラム名を変更する。
• カラムのデータ型を変更する。
• カラムを追加または削除する。
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• カラムのキーリレーションを変更する。
• 定義の説明を追加する。
注: CDC セッションでリレーショナルソースを使用する場合は、DTL__CAPXACTION フィールドを追加する必
要はありません。また、アップデートストラテジトランスフォーメーションを含める必要もありません。 
PWXPC によって、CDC ソースの SELECT 文に DTL__CAPXACTION カラムが自動的に記述されます。そして、
DTL__CAPXACTION の値が使用され、適切な SQL 文（INSERT、UPDATE、または DELETE）が作成されます。

非リレーショナルソースおよびターゲット定義に関する作業
PowerExchange Client for PowerCenter では、以下の非リレーショナルソースまたはターゲットのタイプに
対して、ソース定義とターゲット定義を作成できます。
• Adabas
• Datacom - ソースのみ
• DB2 データマップ（DB2MAP） - ソースのみ
• DB2 for z/OS アンロードファイル（DB2UNLD） - ソースのみ
• IDMS - ソースのみ
• IMS
• SEQ
• VSAM

非リレーショナルソース定義のインポート
ローカルで PowerExchange に接続するか、または PowerExchange リスナに接続し、非リレーショナルデー
タマップをインポートしてソース定義またはデータマッピングされた DB2 定義を作成できます。
PowerExchange に接続すると、指定したソースタイプについて、そのデータマップのスキーマおよびテーブ
ルが Designer によって表示されます。PowerExchange に接続する前に、スキーマ名、データマップ名、また
はその両方を基準にこの情報をフィルタリングできます。 データマップを選択してソース定義を作成します。
以下の手順で、単一レコードおよび複数レコードのデータマップをインポートしてソース定義を作成します。 
IMS アンロードデータセット、VSAM データセット、およびシーケンシャルファイルの複数レコードのデータ
マップをインポートできます。 複数レコードのデータマップの場合は、［複数レコードのデータマップ］属性
を選択します。
1. ［ソース］ > ［PowerExchange からインポート］をクリックします。 
2. ［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスで、非リレーショナルデータマップのインポー

トに関する情報を入力します。 
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以下の表に、必須およびオプションの属性を示します。

属性 必須
また
はオ
プシ
ョン

説明

場所 必須 データベースが存在するシステムで設定した PowerExchange DBMOVER 構成フ
ァイルの NODE 文の指定に従って、PowerExchange リスナが実行するノード
の名前。

ユーザー名 必須 データベースに接続する権限を持つユーザーの名前。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows システムのソースで、
PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にしている場合、そのユーザー名は
エンタープライズユーザー名になります。詳細については、『PowerExchangeリファレンスマニュアル』を参照してください。

パスワード 必須 指定したユーザーのパスワード。9 文字未満のパスワードは検証されません。
コードページの違いによって発生する可能性があるエラーを避けるため、パス
ワードにはパスフレーズで許可されている文字だけを使用することをお勧めし
ます。
z/OS の非リレーショナルソースおよびバルクデータ移動のための i5/OS のシー
ケンシャルソースファイルでは、パスワードの代わりに有効な PowerExchange
パスフレーズを入力できます。i5/OS のパスフレーズは、9～31 文字の範囲で
指定できます。z/OS のパスフレーズは、9～128 文字の範囲で指定できます。
パスフレーズには次の文字を含めることができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めるこ
とはできません。
z/OS で IBM IRRPHREX exit に指定できる文字は、PowerExchange パスフレー
ズに指定できる文字に影響しません。
注: z/O で有効な RACF パスフレーズの最大長は 100 文字です。 PWXPC は、検
証のために RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレーズ
を切り捨てます。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を
SECURITY=(1,N)以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細につい
ては、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を参照
してください。

複数レコー
ドのデータ
マップ

オプ
ショ
ン

IMS、SEQ、および VSAM のソースにのみ使用可能な複数レコードのデータマ
ップを一覧表示する場合は、このオプションを選択します。詳細については、

「 非リレーショナルデータソースによるバルクデータ移動セッションでのグループ
ソース処理」  (ページ 53)を参照してください。
注意: 非リレーショナルデータソースの非常に大きな複数レコードのデータマ
ップを PowerCenter Designer にインポートしようとすると、インポートが失
敗します。この場合、複数レコードのデータマップを作成する代わりに、ソー
スレコードごとに個別のデータマップを作成します。
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属性 必須
また
はオ
プシ
ョン

説明

シーケンス
フィールド
の使用

オプ
ショ
ン

このオプションは、シーケンスフィールドを生成する場合に選択します。IMS
アンロードソースのみ。このオプションは、［複数レコードのデータマップ］
も選択する場合にのみ、選択することができます。詳細については、「非リレー
ショナルターゲットへの複数レコードの書き込み」  (ページ 56)を参照してくださ
い。

ソースタイ
プ

必須 ソースタイプとして、ADABAS、DATACOM、DB2MAP、DB2UNLD、IDMS、
IMS、SEQ、VSAM のいずれかを選択します。

CDC デー
タマップ

- CDC 抽出マップを一覧表示する場合はこのオプションを選択します（ソースの
み）。

ネットワー
クのタイム
アウト

オプ
ショ
ン

ネットワークの送受信操作時に何秒経過したら PowerExchange が接続を切断
し、タイムアウトのエラーメッセージを発行するかを指定します。

スキーマ オプ
ショ
ン

データマップのフィルタリングに使用するスキーマ名。

マップ名 オプ
ショ
ン

データマップのフィルタリングに使用するデータマップ名。

大文字と小
文字を区別
する

オプ
ショ
ン

PowerExchange で、［スキーマ］フィールドと［マップ名］フィールドの値に
基づいて、データマップのフィルタリングで大文字と小文字を区別する場合は
このオプションを選択します。このオプションを選択しないと、
PowerExchange はデータマップの検索時に大文字と小文字の違いを無視しま
す。

選択するデ
ータマップ

- 入力した接続、ソースタイプ、およびフィルタ詳細に対して使用可能なデータ
マップが表示されます。

3. 必要に応じてフィルタを定義し、スキーマおよびテーブルのリストを絞り込みます。 
フィルタ条件を定義するには、スキーマ名、テーブル名、またはその両方を入力します。 次のワイルドカ
ード文字を使用して名前のパターンを入力できます。
• *（アスタリスク）。 1 つ以上の文字を表します。
• ? （疑問符）。1 つの文字を表します。
以下に例を示します。
• 「A*」と指定すると、A で始まるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*A」と指定すると、A で終わるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*cust*」と指定すると、「cust」を含むスキーマが表示されます。

4. ［接続］をクリックします。 
Designer の［選択するデータマップ］ボックスに、データマップのメタデータが表示されます。 データ
マップが見つからない場合は、Designer に「データが見つかりませんでした」と表示されます。

5. インポートするデータマップを選択します（複数可）。 
複数選択するには Shift キーまたは Ctrl キーを使用するか、または［すべて選択］をクリックします。
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6. ［OK］をクリックします。 
ソース定義が表示されます。 Designer はデータマップ名をソース定義の名前として使用します。

注意: ［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスで複数のソースオブジェクトを選択し、［複数
レコードのデータマップ］を選択しないと、作成されるターゲットオブジェクトにカラムが存在しなくなる場
合があります。 
この問題を回避するには、［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスで［大文字と小文字を区
別する］を選択します。

非リレーショナルターゲット定義のインポート
ローカルで PowerExchange に接続するか、または PowerExchange リスナに接続して、非リレーショナルタ
ーゲット定義をインポートできます。
PowerExchange に接続すると、指定したターゲットタイプのデータマップスキーマおよびテーブルが
Designer に表示されます。 PowerExchange に接続する前に、スキーマ名、データマップ名、またはその両方
の値を基準にメタデータをフィルタ処理できます。 データマップを選択してターゲット定義を作成します。
1. 非リレーショナルターゲット定義をインポートするには、［ターゲット］ > ［PowerExchange からイン

ポート］をクリックし、ターゲットタイプを選択します。 
表示されるダイアログボックスとパラメータは、非リレーショナルターゲットタイプの場合と同じです。

2. 接続情報を入力します。 
以下の表に、必須およびオプションの接続属性を示します。

属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

場所 必須 データベースがあるシステム上の PowerExchange リスナの名前
（PowerExchange dbmover.cfg から得られるノード名）。

ユーザー
名

必須 データベースに接続する権限を持つユーザーの名前。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows システムのターゲットで、
PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にしている場合、そのユーザー名は
エンタープライズユーザー名になります。詳細については、『PowerExchangeリファレンスマニュアル』を参照してください。
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属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

パスワー
ド

必須 指定したユーザーのパスワード。9 文字未満のパスワードは検証されません。
コードページの違いによって発生する可能性があるエラーを避けるため、パス
ワードにはパスフレーズで許可されている文字だけを使用することをお勧めし
ます。
z/OS の非リレーショナルターゲットおよびバルクデータ移動のための i5/OS の
シーケンシャルターゲットファイルでは、パスワードの代わりに有効な
PowerExchange パスフレーズを入力できます。i5/OS のパスフレーズは、9～31
文字の範囲で指定できます。z/OS のパスフレーズは、9～128 文字の範囲で指定
できます。パスフレーズには次の文字を含めることができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めること
はできません。
z/OS で IBM IRRPHREX exit に指定できる文字は、PowerExchange パスフレーズ
に指定できる文字に影響しません。
注: z/O で有効な RACF パスフレーズの最大長は 100 文字です。 PWXPC は、検
証のために RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレーズ
を切り捨てます。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を
SECURITY=(1,N)以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細について
は、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を参照して
ください。

複数レコ
ードのデ
ータマッ
プ

オプシ
ョン

複数レコードデータマップを一覧表示するようにします。IMS アンロードター
ゲットのみ。詳細については、「非リレーショナルターゲットへの複数レコードの
書き込み」  (ページ 56)を参照してください。

シーケン
スフィー
ルドの使
用

オプシ
ョン

ターゲットにシーケンスフィールドを生成する場合に選択します。IMS アンロ
ードターゲットのみ。このオプションは、［複数レコードのデータマップ］も選
択する場合にのみ、選択することができます。詳細については、「非リレーショ
ナルターゲットへの複数レコードの書き込み」  (ページ 56)を参照してください。

ソースタ
イプ

必須 ソースタイプに ADABAS、IMS、SEQ、VSAM のいずれか 1 つを選択します。

ネットワ
ークのタ
イムアウ
ト

オプシ
ョン

PowerExchange により接続が切断されてタイムアウトのエラーメッセージが発
行される前に、ネットワークの送受信操作中に経過する秒数。

スキーマ オプシ
ョン

得られるデータマップをフィルタリングするためのスキーマ名を入力します。
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属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

マップ名 オプシ
ョン

得られるデータマップをフィルタリングするためのデータマップ名を入力しま
す。

大文字と
小文字を
区別する

オプシ
ョン

選択すると、PowerExchange はデータマップのフィルタリングの際に、［スキ
ーマ］フィールドと［マップ名］フィールドに入力したとおりに大文字と小文
字を区別します。選択しない場合、PowerExchange はデータマップの検索時に
大文字と小文字の違いを無視します。

選択する
データマ
ップ

なし 入力した接続、データベースおよびフィルタ詳細に対して使用可能なデータマ
ップが表示されます。

3. 必要に応じてフィルタを定義し、スキーマおよびテーブルのリストを絞り込みます。 
フィルタ条件を定義するには、スキーマ名、テーブル名、またはその両方を入力します。 次のワイルドカ
ード文字を使用して名前のパターンを入力できます。
• *（アスタリスク）。 1 つ以上の文字を表します。
• ? （疑問符）。1 つの文字を表します。
以下に例を示します。
• 「A*」と指定すると、A で始まるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*A」と指定すると、A で終わるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*cust*」と指定すると、「cust」を含むスキーマが表示されます。

4. ［接続］をクリックします。 
Designer の［選択するデータマップ］ボックスに、インポートするデータマップのメタデータが表示され
ます。 データマップが見つからない場合は、Designer に「データが見つかりませんでした」と表示され
ます。

5. インポートするデータマップを選択します（複数可）。 
複数選択するには Shift キーまたは Ctrl キーを使用するか、または［すべて選択］をクリックします。

6. ［OK］をクリックします。 
ターゲット定義が表示されます。 Designer はデータマップ名をターゲット定義の名前として使用します。

注意: ［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスで複数のターゲットオブジェクトを選択し、
［複数レコードのデータマップ］を選択しないと、作成されるターゲットオブジェクトにカラムが存在しなくな

る場合があります。 
この問題を回避するには、［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスで［大文字と小文字を区
別する］を選択します。

非リレーショナルソースおよびターゲット定義の詳細の表示
非リレーショナルソースおよびターゲット定義には、データマップ構造に関する情報が［属性］タブに含まれ
ています。 追加のメタデータ情報が［メタデータエクステンション］タブに含まれています。
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データマップ情報の表示
非リレーショナルソースまたはターゲット定義の［属性］タブには、定義の各フィールドが表示されます。 ま
た、各フィールドの属性とその値も、定義の作成に使用したデータマップに基づいて表示されます。 属性に
は、フィールドが属しているベースレコードの名前などの情報が含まれます。
以下の表に、非リレーショナル定義の［属性］タブでフィールドごとに表示される属性を示します。

属性名 説明
column_name データマップのフィールドの名前。
base_rec フィールドが属するレコードの名前。これは、ソース定義内の、フィールドが属する

グループの名前に対応します。
base_fld ベースレコードの名前とテーブルフィールドの名前を次のフォーマットで表していま

す。
<Base_Field_Name>:<Table_Field_Name>

base_fld_tpe フィールドの PowerExchange データ型。
base_fld_offset フィールドが開始されるオフセット値。たとえば、この値が 5 の場合は、5 番目の位

置からフィールドが開始します。各フィールドのオフセット値は、データマップのフ
ィールドの順序に基づいて決定します。

メタデータエクステンションの表示
非リレーショナルソースおよびターゲット定義にはメタデータエクステンションが含まれており、それによっ
て定義の作成に使用したデータマップの追加情報が表示されます。 VSAM およびシーケンシャル定義では、

［ファイル名］エクステンションフィールドを変更できます。
データマップ名とスキーマ名は、セッションプロパティでオーバーライドできます。
以下の表に、非リレーショナル定義の［メタデータエクステンション］タブのエクステンションを示します。

エクステンション名 説明
アクセス方法 ソースデータベースへのアクセスのためにデータマップで指定した方法:

- A = Adabas
- D = IMS DL1
- E = VSAM ESDS
- I = IDMS
- K = VSAM KSDS
- O = IMS ODBA
- N = VSAM RRDS
- S = シーケンシャル（SEQ）
- W = DB2 アンロードファイル（DB2UNLD）
- X = Datacom
- Z = DB2 データマップ

コメント 任意のコメント。
フｧイル名 データセットの名前（シーケンシャルまたは VSAM のみ）。
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エクステンション名 説明
階層構造 ソースとターゲットの定義に［シーケンスフィールドを使用］を選択した場合、 

データの階層構造を記述する XML です。［値］列の矢印をクリックして XML を表
示します。
詳細については、「階層構造」  (ページ 58)を参照してください。

マップ名 データマップの名前。
スキーマ名 データマップのベースとなっていたスキーマの名前。
シーケンスフィールド
を使用

ソースとターゲットの定義にシーケンスフィールドを生成するかどうか。詳細に
ついては、「非リレーショナルターゲットへの複数レコードの書き込み」  (ページ
56)を参照してください。

関連項目：
•「メタデータエクステンションの編集 」  (ページ 44)
•「非リレーショナルソースのバッチモードセッションの設定」  (ページ 159)

非リレーショナルソースおよびターゲット定義の編集
非リレーショナルソースおよびターゲット定義を編集して、定義を部分的に変更できます。 例えば、以下の操
作が可能です。
• カラムのデータ型を変更する
• オーナー名を変更する
• カラムのキーリレーションを変更する
• カラムを追加または削除する
• 定義の説明を追加する
• メタデータエクステンションを作成する
注: CDC セッションで非リレーショナルソースを使用する場合は、DTL__CAPXACTION フィールドを追加する
必要はありません。また、アップデートストラテジトランスフォーメーションを含める必要もありません。 
PWXPC によって、CDC ソースの SELECT 文に DTL__CAPXACTION カラムが自動的に記述されます。そして、
DTL__CAPXACTION の値が使用され、適切な SQL 文（INSERT、UPDATE、または DELETE）が作成されます。

メタデータエクステンションの編集
VSAM およびシーケンシャル定義では、［ファイル名］エクステンションフィールドを変更できます。 データ
マップのインポート時に PWXPC によって値が読み込まれる他のフィールドの中には、変更できないものもあ
ります。
デフォルトでは、［ファイル名］フィールドには PowerExchange データマップの［ファイル名］フィールドの
値が表示され、この値は VSAM データセット名またはシーケンシャルファイル名です。
注: PowerCenter 8.5 より前のバージョンで作成した VSAM およびシーケンシャル定義の場合、［ファイル名］
は空白になります。 必要に応じて、このフィールドの値は手動で、またはデータマップを再インポートして読
み込むことができます。
以下の手順で、［ファイル名］フィールドを手動で更新して、VSAM またはシーケンシャル定義のファイル名を
追加または変更する方法について説明します。
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メタデータエクステンションを編集する手順
1. ワークスペース内でソース定義またはターゲット定義をダブルクリックします。
2. ［メタデータエクステンション］タブを選択します。

［ファイル名］フィールドに PowerExchange データマップの［ファイル名］の値が読み込まれます。
3. ［値］フィールドをクリックして、下矢印を選択します。

［メタデータエクステンションの値の編集］パネルが表示され、ファイル名を入力または変更できます。
4. ［OK］をクリックします。
5. ［OK］をクリックして［テーブルの編集］を終了します。
PowerExchange データマップを再インポートして、［ファイル名］フィールドにデータマップ内の情報を自動
的に読み込むこともできます。

抽出マップ定義に関する作業
ソース定義を作成する場合は、データベースからソーステーブルのメタデータをインポートするのではなく、
CDC ソースの PowerExchange 抽出マップをインポートします。その後、ソース定義をマッピングに含めるこ
とができます。
CDC の場合、次の理由で抽出マップの使用が推奨されます。
• ソース抽出マップには、キャプチャ処理を減らすためにソースカラムのサブセットを含めることができる
• 抽出マップには、DTL__CAPXTIMESTAMP、DTL__CAPXACTION、および CDC に必要な情報を指定した

DTL__BI などの PowerExchange が生成したカラムが含まれる
1. CDC ソース定義の抽出マップをインポートするには、［ソース］ > ［PowerExchange からインポート］

をクリックします。 
注: 非リレーショナルソースタイプの場合、ダイアログボックスとパラメータは同じです。

2. ［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスで、以下の情報を入力します。 

属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

場所 必須 PowerExchange リスナのノード名。この値は、データベースが存在するシス
テム上の PowerExchange DBMOVER 構成ファイル内の NODE 文のノード名と
一致する必要があります。

ユーザー名 必須 ソースデータベースに接続する権限を持つユーザー名。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows システムのソースで、
PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にしている場合、そのユーザー名
はエンタープライズユーザー名になります。詳細については、

『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
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属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

パスワード 必須 指定したユーザーのパスワード。9 文字未満のパスワードは検証されません。
コードページの違いによって発生する可能性があるエラーを避けるため、パ
スワードにはパスフレーズで許可されている文字だけを使用することをお勧
めします。
i5/OS または z/OS にアクセスする場合は、パスワードではなく有効な
PowerExchange パスフレーズを入力できます。i5/OS のパスフレーズは、9～
31 文字の範囲で指定できます。PWXPC を使用する場合、z/OS パスフレーズ
は 9～128 文字の長さで指定できます。パスフレーズには次の文字を含めるこ
とができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めるこ
とはできません。
z/OS で IBM IRRPHREX exit に指定できる文字は、PowerExchange パスフレー
ズに指定できる文字に影響しません。
注: z/OS で有効な RACF パスフレーズの最大長は 100 文字です。PWXPC は、
検証のために RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレ
ーズを切り捨てます。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を
SECURITY=(1,N)以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細につい
ては、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を参照
してください。

複数レコー
ドのデータ
マップ

- 複数レコードのデータマップを一覧表示する場合は、このオプションを選択
します。SEQ または VSAM ソースのみ。

ソースタイ
プ

必須 次のうち 1 つのソースタイプを選択します。
- ADABAS
- DATACOM
- DB2zOS
- DB2i5OS
- DB2LUW
- IDMS
- IMS
- MSSQL
- MYSQL
- ORACLE
- PostgreSQL
- VSAM

CDC データ
マップ

必須 CDC 抽出マップを一覧表示する場合は、このオプションを選択します。
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属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

ネットワー
クのタイム
アウト

オプシ
ョン

PowerExchange により接続が切断されてタイムアウトのエラーメッセージが
発行される前に、ネットワークの送受信操作中に経過する秒数。

スキーマ オプシ
ョン

抽出マップのフィルタリングに使用するスキーマ名。

マップ名 オプシ
ョン

抽出マップのフィルタリングに使用するマップ名。

大文字と小
文字を区別
する

オプシ
ョン

このオプションを選択すると、抽出マップの検索の際に、PowerExchange で
スキーマ名とマップ名のフィルタ値が大文字と小文字を区別して処理されま
す。選択しない場合は、フィルタ値の大文字と小文字の違いは無視されます。

3. 必要に応じてフィルタ条件を定義して、表示するスキーマおよびテーブルのリストをフィルタリングしま
す。スキーマ名、テーブル名、またはその両方を入力できます。 
フィルタ条件では、次のワイルドカード文字を含めてマスクを作成できます。
• *（アスタリスク）。1 つ以上の文字を表します。
• ? （疑問符）。1 つの文字を表します。
以下に例を示します。
• 「A*」と指定すると、A で始まるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*A」と指定すると、A で終わるスキーマおよびテーブルが表示されます。
• 「*cust*」と指定すると、「cust」を含むスキーマが表示されます。

4. ［接続］をクリックします。 
Designer の［選択するデータマップ］ボックスにインポートする抽出マップのリストが表示されます。抽
出マップは、ソースタイプに基づいてフィルタリングされます 。テーブルが見つからない場合は、「デー
タが見つかりませんでした」と表示されます。

5. インポートする抽出マップを選択します（複数可）。 
複数の抽出マップを選択するには、Shift キーまたは Ctrl キーを使用するか、または［すべて選択］をク
リックします。

6. ［OK］をクリックします。 
ソース定義がワークスペースに表示されます。Designer は、抽出マップ名をソース定義の名前として使用
します。

注: Designer で、［PowerExchange からインポート］オプションを使用して、長いテーブル名またはカラム
名を持つソースに対して DB2 LUW 抽出マップをインポートすると、警告またはエラーメッセージを表示する
ことなく、カラム名の一部が表示されなかったり、長いカラム名が 74 文字に切り捨てられたりすることがあ
ります。あるいは、［PowerExchange からインポート］オプションを使用し、テーブル名またはカラム名が
80 文字を超えるソースまたはターゲットテーブルに対し、DB2 カタログからテーブル定義をインポートする場
合、Designer に、テーブル名またはカラム名が長すぎるためにインポートに失敗することを示すメッセージが
表示されます。
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抽出マップ定義の詳細の表示
抽出マップの定義には、データマップ構造に関する情報が［属性］タブに含まれています。また、メタデータ
エクステンションが［メタデータエクステンション］タブにあります。

抽出マップ情報の表示
PowerExchange 抽出マップをインポートし［Designer］>［Source Analyzer］で関連するソース定義を開い
た後、テーブル属性を表示できます。
ソース定義をダブルクリックし、［属性］タブをクリックします。タブには、ソース定義の各フィールドが一覧
表示されます。各フィールドについて、タブにカラム名などの属性が表示されます。
以下の表に、ソース定義の各フィールドでについて表示される属性を示します。

属性名 説明
column_name 抽出マップのフィールドの名前。
base_rec 空白
base_fld 空白
base_fld_tpe 空白
base_fld_offset 空白

抽出マップ内のメタデータエクステンションの表示
PowerExchange 抽出マップをインポートし［Designer］>［Source Analyzer］で関連するソース定義を開い
た後、インポートされたソース定義のメタデータエクステンションを表示できます。
注: これらのメタデータエクステンションは編集できません。ただし、マップ名とスキーマ名は、セッションプ
ロパティでオーバーライドできます。
メタデータエクステンションを表示するには、ソース定義をダブルクリックし、［テーブルの編集］ダイアログ
ボックスの［メタデータエクステンション］タブをクリックします。
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次の表に、［メタデータエクステンション］タブに表示されるメタデータ情報を示します。

エクステンシ
ョン名

説明

アクセス方法 ソースデータベースにアクセスするための抽出マップで指定されたアクセス方法。有効
な値は以下のとおりです。
- A = Adabas
- B = DB2 for z/OS または DbB2 for i（i5/OS）
- D = IMS
- E = VSAM ESDS
- F = MySQL
- H = PostgreSQL
- I = IDMS
- K = VSAM KSDS
- L = MSSQL（Microsoft SQL Server）
- N = VSAM RRDS
- P = Oracle
- V = DbB2 for Linux, UNIX, Windows
- X = Datacom

コメント オプションのコメント。
マップ名 抽出マップの名前。
元の名前 リレーショナルデータベース内または PowerExchange 抽出マップ内の元のテーブル名。
元のスキーマ リレーショナルデータベース内または PowerExchange 抽出マップ内の元のスキーマまた

は所有者名。
スキーマ名 抽出マップのスキーマの名前。

関連項目：
•「非リレーショナルソースのバッチモードセッションの設定」  (ページ 159)

抽出マップ定義の編集
抽出マップを編集して、マップを部分的に変更できます。例えば、以下の操作が可能です。
• カラムのデータ型を変更する。
• オーナー名を変更する。
• カラムを追加または削除する。
• 抽出マップの説明を追加する。
• メタデータエクステンションを作成する。
抽出マップを使用する場合は、DTL__CAPXACTION フィールドを追加する必要はありません。また、アップデ
ートストラテジトランスフォーメーションを含める必要もありません。 PWXPC によって、CDC ソースの
SELECT 文に DTL__CAPXACTION カラムが自動的に記述されます。そして、DTL__CAPXACTION の値が使用
され、適切な SQL 文（INSERT、UPDATE、または DELETE）が作成されます。
警告: : 抽出マップのカラム情報を変更すると、抽出処理時に、セッションまたはワークフローでエラーが発生
する場合があります。
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Designer での PowerExchange データのプレビュー
Designer で、有効なリレーショナルおよび非リレーショナルのソース定義またはターゲット定義のデータをプ
レビューすることができます。 抽出マップソース定義の変更データをプレビューすることもできます。 複数レ
コードデータマップソース定義のデータはプレビューできません。
データをプレビューすると、ソースまたはターゲットのデータを確認できます。表示されるデータは、ソース
定義またはターゲット定義のデータベースタイプによって異なります。PowerExchange のソース定義および
ターゲット定義のデータ型には、次の 3 種類があります。
• リレーショナル（DB2 メタデータの DB2 など）。
• 非リレーショナル（VSAM データマップの PWX_VSAM_NRDB2 など）。
• 抽出マップ（DB2 CDC データマップの PWX_DB2390_CDC など）。
ソースまたはターゲットのデータは、以下の Designer ツールでプレビューすることができます。
• Source Analyzer。ソースをインポートした後に、Source Analyzer でソースデータをプレビューできま

す。
• Target Designer。ターゲットをインポートした後に、Target Designer でターゲットデータをプレビュー

できます。
• Mapplet Designer。マプレットの作成中に、Mapplet Designer でソースデータをプレビューできます。
• Mapping Designer。マッピングの作成中に、Mapping Designer でソースおよびターゲットデータをプレ

ビューできます。

PowerExchange リレーショナルソースまたはターゲットデータのプレビュー
ソースまたはターゲットのリレーショナル定義に基づいて、リレーショナルソースまたはターゲットのテーブ
ルのデータをプレビューします。
注: ソースまたはターゲットのシステムで PowerExchange に接続できる必要があります。リレーショナルデ
ータをプレビューするには、ODBC データソースを使用して PowerExchange に接続する必要があります。 
1. ワークスペース内でリレーショナルソースまたはターゲット定義を選択します。 
2. ワークスペース内でソースまたはターゲット定義を右クリックし、［データのプレビュー］をクリックしま

す。 
［データのプレビュー］ダイアログボックスが表示されます。

3. ODBC データソース名を選択します。 
ODBC データソースは、［参照］ボタンをクリックして追加できます。

4. 必要に応じて、［ユーザー名］と［パスワード］の値を入力します。 
i5/OS または z/OS の PowerExchange のソースとターゲットでは、DBMOVER 構成ファイルでセキュリ
ティが SECURITY=(1,x)または(2,x)に設定されている PowerExchange で設定されている PowerExchange
リスナに接続する場合にのみユーザー名とパスワードが必要です。
i5/OS または z/OS のソースまたはターゲットに接続するには、パスワードの代わりに有効な
PowerExchange パスフレーズを入力できます。i5/OS のパスフレーズは、9～31 文字の長さで指定でき
ます。ODBC を使用する場合、z/OS パスフレーズは 9～79 文字の長さで指定できます。パスフレーズに
は、大文字、小文字、数値、スペース、および以下の特殊文字を使用できます。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 最初の文字はアポストロフィです。

5. テーブルオーナー名を入力します。 
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6. プレビューする行数を入力します。 
デフォルトは 100 です。［データのプレビュー］ダイアログボックスには、500 行、65,000 カラムまで表
示できます。

7. ［接続］をクリックします。 
テーブルのコンテンツが［データのプレビュー］ダイアログボックスに表示されます。

8. 表示する行数を変更するには、行数を入力して［リフレッシュ］をクリックします。 
9. データのプレビューを終了する場合は、［閉じる］をクリックします。 

PowerExchange 非リレーショナルソースまたはターゲットデータのプレビュー
ソースまたはターゲットの定義に基づいて、非リレーショナルのソースまたはターゲットのデータをプレビュ
ーします。 DB2 では、プレビュー処理でソースの DB2 テーブルのデータが表示されます。
データをプレビューするには、ソースまたはターゲットのシステムにインストールされた PowerExchange に
接続可能であることが必要です。 PowerCenter は、PWXPC を使用して非リレーショナルのソースまたはター
ゲットの PowerExchange に接続します。
1. ワークスペース内で非リレーショナルのソースまたはターゲットの定義を選択します。 
2. ワークスペース内でソースまたはターゲットの定義を右クリックし、［データのプレビュー］をクリックし

ます。 
［データのプレビュー］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［場所］の名前を選択します。 
場所名は、Designer システムにある dbmover.cfg ファイルの NODE 文から取得されます。 場所を追加す
るには、dbmover.cfg ファイルに NODE 文を追加します。

4. 必要に応じて、［ユーザー名］と［パスワード］の値を入力します。 
i5/OS と z/OS の PowerExchange のソースとターゲットでは、DBMOVER 構成ファイルでセキュリティ
が SECURITY=(1,x)または(2,x)に設定されている PowerExchange で設定されている PowerExchange リ
スナに接続する場合にのみユーザー名とパスワードが必要です。
z/OS のソースまたはターゲットに接続するか、またはバルクデータ移動のために i5/OS のシーケンシャ
ルソースファイルまたはターゲットファイルに接続する場合は、パスワードの代わりに有効な
PowerExchange パスフレーズを入力できます。i5/OS のパスフレーズは、9～31 文字の長さで指定でき
ます。 PWXPC 接続を使用する場合、z/OS パスフレーズは 9～128 文字の長さで指定できます。 パスフレ
ーズには、大文字、小文字、数値、スペース、および以下の特殊文字を使用できます。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
最初の文字はアポストロフィです。
注: z/OS で有効な RACF パスフレーズの最大長は 100 文字です。PowerExchange は、検証のために
RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレーズを切り捨てます。

5. 必要に応じて、［スキーマ］フィールドでデータマップのスキーマ名を変更します。 
6. ［ネットワークのタイムアウト］フィールドに、 PowerExchange により接続が切断されてタイムアウト

のエラーメッセージが発行される前に、ネットワークの送受信操作中に経過する秒数を入力します。 デフ
ォルトは 180 です。 

7. プレビューする行数を入力します。 
デフォルトは 10 です。 ［データのプレビュー］ダイアログボックスには、500 行、65,000 カラムまで表
示できます。

8. ［接続］をクリックします。 
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ソースまたはターゲットのコンテンツが［データのプレビュー］ダイアログボックスに表示されます。
9. 表示するデータを増やすには、［詳細］をクリックします。 

10. 表示する行数を変更するには、行数を入力して［リフレッシュ］をクリックします。 
11. データのプレビューを終了する場合は、［閉じる］をクリックします。 

PowerExchange の変更データのプレビュー
抽出マップ定義（CDC データマップ）に基づくデータをプレビューすると、変更ストリームの変更データが表
示されます。
データをプレビューするには、ソースのプラットフォームにある PowerExchange に接続可能であることが必
要です。 PowerCenter で PWXPC を使用して PowerExchange に接続し、抽出マップに基づいて CDC データ
をプレビューします。
1. ワークスペースで抽出マップのソース定義を選択します。 
2. ワークスペース内でソース定義を右クリックし、［データのプレビュー］をクリックします。 

［データのプレビュー］ダイアログボックスが表示されます。
3. ［場所］の名前を選択します。 

場所名は、Designer プラットフォームにある dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文から取得します。 場
所を追加するには、dbmover.cfg ファイルに NODE 文を追加します。

4. 必要に応じて、［ユーザー名］と［パスワード］の値を入力します。 
z/OS の PowerExchange のソースとターゲットでは、DBMOVER 構成ファイルでセキュリティが
SECURITY=(1,x)または(2,x)に設定されている PowerExchange で構成されている PowerExchange リスナ
に接続する場合にのみユーザー名とパスワードが必要です。
i5/OS または z/OS のソースに接続するには、パスワードではなく有効な PowerExchange パスフレーズ
を入力できます。 i5/OS のパスフレーズは、9～31 文字の長さで指定できます。 PWXPC 接続を使用する
場合、z/OS パスフレーズは 9～128 文字の長さで指定できます。 パスフレーズには、大文字、小文字、数
値、スペース、および以下の特殊文字を使用できます。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
最初の文字はアポストロフィです。
注: z/OS で有効な RACF パスフレーズの最大長は 100 文字です。 PowerExchange は、検証のために
RACF に z/OS パスフレーズを渡すときに 100 文字より長いパスフレーズを切り捨てます。

5. 必要に応じて、［スキーマ］フィールドで抽出マップのスキーマ名を変更します。 
6. ［ネットワークのタイムアウト］フィールドに、 PowerExchange により接続が切断されてタイムアウト

のエラーメッセージが発行される前に、ネットワークの送受信操作中に経過する秒数を入力します。 デフ
ォルトは 180 です。 

7. ［リアルタイム］または［変更］を選択します。 
［リアルタイム］オプションを選択すると、最も早い開始リスタートポイントを使用して、変更ストリーム

のデータがリアルタイムに抽出されます。 ［変更］オプションを選択すると、最も早いリスタートポイン
トを使用して圧縮ファイルからデータが抽出されます。

8. プレビューする行数を入力します。 
デフォルトは 10 です。 ［データのプレビュー］ダイアログボックスには、500 行、65,000 カラムまで表
示できます。

9. ［接続］をクリックします。 
ソースコンテンツが［データのプレビュー］ダイアログボックスに表示されます。

10. 返すデータを増やすには、［詳細］をクリックします。 
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ログの最後に到達すると、［詳細］ボタンは使用できなくなります。
11. プレビューする行数を変更するには、行数を入力して［リフレッシュ］をクリックします。 
12. データのプレビューを終了する場合は、［閉じる］をクリックします。 
関連項目：
•「デフォルトリスタートポイント」  (ページ 197)

PowerExchange におけるグループソース処理
グループソース処理では、PowerExchange は同一の物理ソース内のデータを 1 回のパスで読み取ります。 こ
の処理では、ソースデータの読み取りを複数回行う必要がないため、スループットが向上し、リソース消費率
が低下します。
PowerExchange と PWXPC は、すべてのデータソースには CDC セッションで、非リレーショナルデータソー
スにはバルクデータ移動セッションで、可能な場合にグループソース処理を使用します。
CDC データの場合、PowerExchange はグループソース処理を使用して、マッピングに定義されたすべてのテ
ーブルの変更を単一のパスで変更ストリームから読み取ります。非リレーショナルバルクデータの場合、
PowerExchange は、グループソース処理を使用して、マッピング内の単一のマルチグループソースに適合す
るすべてのレコードを読み取ります。

非リレーショナルデータソースによるバルクデータ移動セッションでのグループソース処理
バルクデータ移動操作に PWXPC 接続を使用する場合、PowerExchange は、以下の複数レコードの非リレー
ショナルデータソースに対してグループソース処理を使用します。
• IMS アンロードデータセット
• シーケンシャルデータセットおよびフラットファイル
• VSAM データセット

レコードタイプが複数存在するソースのソース定義
非リレーショナルソース定義は、PowerExchange リスナからデータマップをインポートすることで作成しま
す。複数のレコードタイプを持つデータソースの場合、PowerExchange データマップでは、一意のレコード
タイプごとにレコードおよびテーブルを定義できます。テーブルは、関連するレコードのリレーショナルビュ
ーを表します。
非リレーショナルソース定義は、データマップメタデータをグループで表します。各グループはデータマップ
内のテーブルに相当し、テーブル内のフィールドのメタデータが含まれます。
データソースが IMS、VSAM、およびシーケンシャルファイルまたはフラットファイルの場合、Designer を使
用すると、複数のレコードタイプを持つデータマップをインポートして 1 つ以上の PowerCenter ソース定義
を作成できます。複数レコードのデータマップをインポートするには、［PowerExchange からインポート］
ダイアログボックスで［複数レコードのデータマップ］を選択します。
単一レコードのソース定義を作成するには、データマップから単一のテーブルをインポートします。ソース定
義には、グループが 1 つだけ含まれた状態になります。すべてのレコードタイプが含まれたソース定義を作成
するには、複数レコードのデータマップ全体をインポートします。ソース定義には、データマップ内のテーブ
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ルごとにグループが 1 つ含まれた状態になります。各グループには、テーブル内のフィールドのメタデータが
含まれます。
以下の図に、VSAM ファイルの複数のレコードを表す複数のテーブルを含む VSAM データマップの非リレーシ
ョナルソース定義を示します。

1. セクションは、PowerExchange データマップ内のテーブルを表します。
2. グループ名。
この例のソース定義には、V07A_RECORD_LAYOUT、V07B_RECORD_LAYOUT、V07C_RECORD_LAYOUT、
および V07D_RECORD_LAYOUT の 4 つのグループが含まれています。

グループソース処理と複数レコードのデータマップ
複数のレコードタイプを使用する非リレーショナルソースに対して、PowerExchange 複数レコードのデータ
マップを使用したグループソース処理を使用することができます。
データマップを PowerCenter にインポートするには、［PowerExchange からインポート］ダイアログボック
スで［複数レコードのデータマップ］オプションを選択します。PowerCenter は、データマップで定義されて
いるすべてのレコードタイプが含まれるソース定義を作成します。ソース定義が含まれるマッピングを使用し
たバルクデータ移動セッションを実行すると、PowerExchange はグループソース処理を使用して、ソースの
データセットまたはファイル内のすべてのレコードを 1 回のパスで読み取ります。

［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスで［複数レコードのデータマップ］オプションを選
択しない場合、PowerCenter は複数レコードのデータマップ内のテーブルごと（またはレコードごと）に別々
のソース定義を作成します。これらの単一レコードソース定義を含むマッピングを使用したセッションを実行
すると、PowerExchange はソース定義ごとに 1 回ずつファイルのソースデータセットを読み取り、グループ
ソース処理は使用しません。
注: PWXPC はソース定義ごとにソースへの接続を確立して、ソースデータを読み取ります。
IMS データマップを複数レコードのデータマップとしてインポートする場合、ソース定義は、IMS アンロード
データセットを処理するためだけに使用できます。複数レコードの IMS ソース定義を使用して、IMS データベ
ースからすべてのセグメントを 1 回のパスで読み取ることはできません。IMS ソースデータベースを使用した
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バルクデータ移動操作の場合は、IMS データベース内のセグメントごとに、ソース定義を含むマッピングを作
成します。

CDC セッションでのグループソース処理
PWX CDC アプリケーション接続を使用して変更データを抽出する際に、PowerExchange は、グループソース
処理を使用して、マッピングのすべてのソース定義に対して単一のパスで変更ストリームを読み取ります。
CDC セッションの実行時に、PWXPC は、すべてのソースが含まれるソース対象リストを渡します。 
PowerExchange は、ソース対象リストを使用して、変更ストリームからデータを読み取るソースを判別しま
す。 対象リスト内のソースの変更を検出したら、PowerExchange は PWXPC に変更データを渡します。 
PWXPC は、マッピング内の該当するソースに変更データを提供します。
Designer で変更データの抽出に使用できるソース定義を作成するには、ソースメタデータを以下のいずれかの
方法でインポートします。
• PowerExchange 抽出マップは、［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスを使用してイン

ポートします。
• リレーショナルデータベースからのテーブル定義のインポートは、［PowerExchange からインポート］ダ

イアログボックスまたは［データベースからインポート］ダイアログボックスを使用して行います。
制限事項: 非リレーショナルソースの変更データを読み取るには、PowerExchange から抽出マップをインポー
トする必要があります。
抽出マップを使用してすべての CDC ソースのソース定義を作成することをお勧めします。 抽出マップからソ
ース定義を作成すると、以下の理由により、マッピングとセッションの作成プロセスが簡単になります。
• ソース定義に抽出マップ名が含まれるため、セッションの設定時に抽出マップ名を指定する必要がありませ

ん。
• ソース定義に PowerExchange 定義の CDC カラムが含まれるため、ソース定義にこれらのカラムを追加す

る必要がありません。 PowerExchange 定義のカラムには、変更インジケータカラム、操作前の画像カラ
ム、および DTL__CAPX カラムが含まれます。

変更データを抽出する際に、PowerExchange は、マッピングのすべてのソース定義に対してグループソース
処理を使用します。 すべてのソース定義が同じデータソースタイプ用である必要があります（DB2、IMS、
VSAM、Oracle など）。 マッピングには複数のデータソースタイプを含めません。複数のデータソースタイプ
を含めると、メッセージ PWXPC_10080 で、セッションが失敗します。
例えば、VSAM ソース定義と IMS ソース定義の両方を持つマッピングを含む CDC セッションは、変更ストリー
ムが同じ場合でも実行できません。 IMS データソースと VSAM データソースの両方の変更データを抽出するに
は、VSAM ソースにマッピングとセッションを作成し、IMS ソースにもマッピングとセッションを作成します。
PowerExchange では、VSAM ソースを使用したセッションのために 1 度、IMS ソースを使用したセッション
のために 1 度（合計 2 度）変更ストリームを読み取ります。
複数の CDC セッションを含むワークフローを作成すると、PowerExchange ロッガー（z/OS 用）など、セッ
ションが同じ変更ストリームから変更データを抽出した場合でも、PowerExchange はセッションごとに接続
を作成します。
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非リレーショナルターゲットへの複数レコードの書き込み
バルクデータ移動セッションの間、PowerExchange は複数レコードデータマップを使用して、非リレーショ
ナルデータソースからデータの読み取りを行い、複数レコード型を 1 回のパスで非リレーショナルターゲット
に書き込むことができます。この処理を複数レコードの書き込みと呼びます。
複数レコードの書き込みが実行されるときに、ソースシーケンス情報は維持されます。順序付けを行う複数レ
コードの書き込みを有効にするには、ソース定義およびターゲット定義の両方の［PowerExchange からイン
ポート］ダイアログボックスで、［複数レコードのデータマップ］と［シーケンスフィールドを使用］オプショ
ンを選択します。これらのオプションを選択すると、PowerExchange はソースおよびターゲット定義の各グ
ループのプライマリキーおよび外部キーフィールドを生成し、また XML 形式でレコードのリレーションのメタ
データを保存します。
複数レコードの書き込みは、以下のタイプのソースおよびターゲットで実行できます。
• z/OS 上のソースおよびターゲット IMS アンロードデータセット
• 以下のタイプの非リレーショナルソースおよびターゲットによる任意の組み合わせ

- z/OS 上のシーケンシャル、または VSAM ESDS、KSDS、または RRDS データセット
- Linux、UNIX、または Windows 上のファイル
- i5/OS のファイル

関連項目：
•「複数レコードの書き込みを実行するセッションに関する考慮事項」  (ページ 180)
•「複数レコードの書き込みのための接続属性」  (ページ 153)

順序付けを行うグループ処理
順序付けを行う複数レコードの書き込みを実行するため、PowerExchange は、グループソース処理を使用し
て 1 回のパスでソースデータを読み取り、グループターゲット処理を使用して 1 回のパスでターゲットにデー
タを書き込みます。
PowerExchange は、ターゲットに対するソースレコードのリレーションについてのメタデータを渡すために
シーケンスフィールドを生成します。PowerCenter ワークフローに対して順序付けを行う複数レコードの書き
込みを有効にすると、ワークフローは複数レコードのソースを読み取り、生成されたシーケンスフィールドを
使用してシーケンス情報を維持し、データをソースと同じシーケンスにあるターゲットに対して書き込むこと
ができるようになります。
IMS レコードタイプ間のリレーションを決定するため、PowerExchange では IMS DBD から複数レコードのデ
ータマップにインポートされたセグメント情報を使用します。シーケンシャルまたは VSAM ソースのレコード
タイプ間のリレーションを決定するため、PowerExchange ではソースまたはターゲットのデータマップで定
義したレコードプロパティを使用します。これらのレコードプロパティには、親レコード名、現在のレコード
で再定義するレコードの名前、およびレコードがヘッダとトレーラのどちらであるかが含まれます。このセグ
メント情報またはレコードプロパティを使用して、ソース定義およびターゲット定義のプライマリキー、外部
キー、およびシーケンスメタデータが生成されます。
PowerCenter セッションを実行すると、PowerExchange は生成されたキーの値を使用してデータを再構築
し、正しいシーケンスでターゲットに書き込みます。PowerExchange は統合サービスノードの順序付けを行
う待ち行列キャッシュにデータを保持します。PowerExchange はターゲットにデータを書き込む際、、生成さ
れたキーフィールドを削除し、ネットワークを介して正しいシーケンスでデータをターゲットファイルに送信
します。
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順序付けを行うグループソース処理の場合、PowerExchange はソースデータの読み取り時に次の関数を実行
します。
• データを 1 回のパスで読み取ります。
• データマップ内の複雑なテーブルをソース定義から削除します。
• ソース定義にプライマリキーおよび外部キーのカラムを追加します。
• ソース階層を表すシーケンスメタデータを生成します。
順序付けを行うグループターゲット処理の場合、PowerExchange はターゲットデータの書き込み時に次の関
数を実行します。
• キャッシュ内のレコードを再順序付けします。
• レコードを順序付けしてからターゲットに書き込むまでの間に、シーケンスデータフィールドを破棄しま

す。
• データを 1 回のパスでターゲットに書き込みます。

ソース定義とターゲット定義における順序付けのサポート
複数レコードのデータマップを PowerCenter にインポートするときに順序付けによる複数レコードの書き込
み処理を有効にする場合、生成されるソース定義またはターゲット定義にはレコードの順序付けをサポートす
る特別な機能が含められます。
次の PowerCenter 機能は順序付けをサポートします。
• テーブル定義内の生成されたプライマリキーと外部キー。キーには、各行とその親を一意に特定するシーケ

ンス番号が入っています。
• 次に示す、［テーブルの編集］ダイアログボックスの［メタデータエクステンション］タブ上のメタデータ

エクステンション。
- シーケンスフィールドを使用。このメタデータエクステンションは、［PowerExchange からインポート］

ダイアログボックスで［シーケンスフィールドを使用］オプションが選択されていることを示します。
- 階層構造。このメタデータエクステンションは、ソース定義またはターゲット定義の中のテーブルの階層

構造を定義する XML コードの一部分です。
注: ［テーブルの編集］ダイアログボックスの［テーブル］タブの［データベースタイプ］フィールドで、シー
ケンスソース定義とシーケンスターゲット定義に異なる値が指定されています。シーケンスソース定義のデー
タベースタイプは PWX_VSAM です。シーケンスターゲット定義のデータベースタイプは PWX_SEQ です。

生成されたプライマリキーと外部キーの列
ソース定義で順序付けを有効にすると、ソース定義には生成されたプライマリキーと外部キーのカラムが含ま
れます。これらのキーカラムは、シーケンス情報をソースファイルから収集して、ターゲットにおいて同じシ
ーケンスでデータを再構築するために使用されます。
ソース定義には、以下の生成されたカラムが含まれます。
• DTL_PK_tablename。ソーステーブルごとに生成されたシーケンス番号が含まれます。このシーケンス番

号がプライマリキーの働きをします。
• DTL_FK_tablename。ルート以外のレコードに対応するテーブルごとに生成されたシーケンス番号が含ま

れます。このシーケンス番号が外部キーの働きをします。
マッピングでは、生成されたシーケンス番号を、ターゲット側で対応する生成されたカラムに変更せずに渡す
必要があります。生成されたカラムの名前および種類も変更してはいけません。シーケンスフィールドの名前
は、階層構造メタデータエクステンションで定義された XML コードの中に記述されています。
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階層構造
階層構造のメタデータエクステンションは、順序付けを有効にしたソース定義またはターゲット定義でテーブ
ルの階層構造を定義する XML コードの一部分です。開発者はこの情報を使用して、PowerCenter トランスフ
ォーメーションのテーブル間のリレーションを制御するマッピングのロジックを記述することができます。
階層構造には次の情報が含まれています。
• データベースタイプ、データマップ、スキーマ
• データマップの各レコードに関するノード定義
各ノードで次の情報が定義されます。
• ノード名
• 親ノードの名前（ルートノードのヌル文字列）
• 水平位置と垂直位置
• レコード名
• テーブル名
• 生成されたプライマリキーの列名
• ルート以外のノードでは、生成された外部キーの列と名前です。
次に示す XML の行は、階層構造の一例です。
?<?xml version="1.0" encoding="UTF-16LE" standalone="no" ?><HIERARCHY DBTYPE="IMS" MAP="imsstudkey" SCHEMA="mrecims">
  <NODE NAME="STUDENT" PARENTNODE="" POSHOR="1" POSVERT="1">    <RECORD NAME="STUDENT">      <TABLE NAME="STUDENT">        <COL_PK CANDIDATE="1" NAME="DTL_PK_STUDENT"/>      </TABLE>    </RECORD>  </NODE>
  <NODE NAME="COURSE" PARENTNODE="STUDENT" POSHOR="1" POSVERT="2">    <RECORD NAME="COURSE">      <TABLE NAME="COURSE">        <COL_PK CANDIDATE="1" NAME="DTL_PK_COURSE"/>        <COL_FK CANDIDATE="1" NAME="DTL_FK_COURSE"/>      </TABLE>    </RECORD>  </NODE>
</HIERARCHY>

ソース修飾子トランスフォーメーション
ソース修飾子トランスフォーメーションにより、セッションの実行時に PowerCenter 統合サービスがソース
から読み取る行またはレコードが決定されます。
リレーショナルソース定義またはフラットファイルソース定義をマッピングに追加する場合は、追加するソー
ス定義をソース修飾子トランスフォーメーションに接続する必要があります。ソース修飾子トランスフォーメ
ーションの種類は、ソース定義の種類によって異なります。
• リレーショナルソース定義の場合、ソース修飾子トランスフォーメーションを使用します。
• 非リレーショナルソース定義の場合、アプリケーションマルチグループソース修飾子トランスフォーメーシ

ョンを使用します。
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ソース修飾子トランスフォーメーションのデータ型
ソース修飾子トランスフォーメーションおよびアプリケーションマルチグループソース修飾子トランスフォー
メーション内のデータ型は、ANSI SQL-92 汎用データ型に基づく内部データ型であり、PowerCenter がプラッ
トフォーム間でデータを移動するために使用します。
PowerCenter 統合サービスでデータをソースから読み取るときは、データが PowerExchange データ型からト
ランスフォーメーションデータ型に変換されます。セッションが実行されると、PowerCenter 統合サービスは
トランスフォーメーションデータ型に従ってトランスフォーメーションを実行します。ターゲットにデータを
書き込むとき、PowerCenter 統合サービスはターゲット定義のデータ型に従ってデータを変換します。
アプリケーションマルチグループソース修飾子トランスフォーメーション内のすべてのポートのトランスフォ
ーメーションデータ型はあらかじめ定義されています。 アプリケーションマルチグループソース修飾子トラン
スフォーメーション内のいずれのフィールドのデータ型も変更できません。

ソース修飾子の作成
デフォルトでは、非リレーショナルソース定義がマッピングに追加されると、PowerCenter Designer によっ
てアプリケーションマルチグループソース修飾子トランスフォーメーションが作成されます。 同様に、リレー
ショナルソース定義をマッピングに追加すると、Source Qualifier トランスフｫーメーションが作成されます。
ソース定義をマッピングに追加するときに Source Qualifier を手動で作成するように PowerCenter Designer
を設定した場合は、Source Qualifier をソース定義に手動で接続する必要があります。

ソース修飾子トランスフォーメーションの編集
作成したソース修飾子トランスフォーメーションは編集できます。 アプリケーションマルチグループソース修
飾子トランスフォーメーションは編集できません。

［最終チェックポイントから再開］リカバリ戦略を有効にしてソース修飾子トランスフォーメーションを使用す
る場合、トランスフォーメーションの［出力は確定的］オプションを選択する必要があります。このオプショ
ンを選択しないと、Workflow Manager で CDC セッションを検証できなくなります。

ルックアップトランスフォーメーション
この節では、PWXPC で PowerExchange ソースおよびターゲットに対してルックアップトランスフォーメー
ションを使用する際の考慮事項について説明します。
PowerExchange を介して、マッピング内でルックアップトランスフォーメーションを使用して、非リレーシ
ョナルファイル、リレーショナルテーブル、ビュー、あるいはシノニムのデータをルックアップすることがで
きます。 PowerCenter Client および PowerCenter Integration Service の両方の接続先となる任意のフラッ
トファイル、非リレーショナルファイル、またはリレーショナルテーブルのルックアップ定義をインポートで
きます。
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ルックアップトランスフォーメーションの使用に関する考慮事項
PowerExchange ソースまたはターゲットでルックアップトランスフォーメーションを使用する場合は、以下
の使用に関する考慮事項を確認してください。
• 非リレーショナルファイルとリレーショナルテーブルのルックアップトランスフォーメーションのインポー

トプロセスでは、ODBC が使用されます。
PWXPC を使用して非リレーショナルファイルまたはリレーショナルテーブルの定義をインポートするに
は、マッピングでルックアップを設定する前にまず、Source Analyzer または Target Designer の

［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスで定義をインポートします。
• ルックアップ用に PWXPC 接続を使用できます。接続の種類は、以下の基準によって異なります。

- リレーショナルテーブルを含むルックアップの場合は、データベースタイプに適したリレーショナル接続
を使用します（PWX DB2zOS、PWX DB2i5OS、PWX DB2LUW、PWX Microsoft SQL Server、PWX 
Oracle など）。

- 非リレーショナルファイルを含むルックアップの場合は、PWX NRDB ルックアップ接続を選択します。
• NRDB ルックアップには、ルックアップトランスフォーメーションのプロパティ［複数の一致に対するルッ

クアップポリシー］は影響しません。ルックアップトランスフォーメーションでは常に、ルックアップ条件
に一致する最初の行が返されます。

• 非アクティブな DB2 ルックアップの場合は、ルックアップトランスフォーメーションによって、PWXPC に
送信される SQL に FETCH FIRST 2 ROWS ONLY が追加されます。これにより、DB2 における処理が最適化
され、返される結果セットも 2 行を超えることはありません。非アクティブな DB2 ルックアップとは、［複
数の一致に対するルックアップポリシー］の値が、［エラーを報告］、［最初の値を使用］、［最後の値を使
用］、［任意の値を使用］のいずれかであるようなルックアップのことです。

• ［最終チェックポイントから再開］リカバリ戦略を有効にしてルックアップトランスフォーメーションを使
用するには、トランスフォーメーションの［ルックアップソースは静的です］または［ルックアップキャッ
シュパーシステント］オプションを選択する必要があります。これらのオプションのいずれかを選択しない
と、Workflow Manager で CDC セッションを検証できなくなります。

• IMS データベースでルックアップトランスフォーメーションを使用するには、IMS データベースの検索を実
行するために使用するフィールドを慎重に検討します。連結キー（CCK）フィールドを使用すると、パフォ
ーマンスが最適になり、IMS データベースに及ぼす影響を最小限に抑えることができます。

• CDC マッピング内のターゲットに対してルックアップトランスフォーメーションを使用するには、特別な
カスタムプロパティを使用して、各パイプラインが変更ストリームのデータにアクセスできるようにしま
す。

• IDMS データソースのルックアップなど、PowerCenter ワークフローは Central Version（CV）モードで
IDMS Netport ジョブを実行したとき、ソースデータの処理または他のルックアップが遅れた場合、
Netport ジョブは IDMS エラーコード 0069 を返すことがある。このエラーは、CV 内部タイムアウトの長さ
の Netport ジョブで何のアクティビティも行われておらず、バインド実行単位の期限が切れたときに発生
します。
IDMS タイムアウトを無効にするには、次の IDMS システム生成パラメータを指定します。
- CHKUSER TASK IS number_of_tasks
- EXTERNAL WAIT IS FOREVER

関連項目：
•「NRDB ルックアップリレーショナル接続」  (ページ 101)
•「IMS のルックアップの設定」  (ページ 61)
•「CDC データのルックアップの設定」  (ページ 62)
•「PowerExchange 接続の設定」  (ページ 68)
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キャッシュを使用しない非リレーショナルルックアップにおける制限
次に示す PowerExchange アクセス方式を使用する非リレーショナルデータソースは、キャッシュルックアッ
プをサポートしますが、キャッシュを使用しないルックアップはサポートしません。
• DB2UNLD
• DB2390IMG
• ESDS
• IMSUNLD
• RRDS
• TAPE
• USER
次に示す PowerExchange アクセス方式を使用する非リレーショナルデータソースは、キャッシュルックアッ
プとキャッシュを使用しないルックアップの両方をサポートします。
• ADABAS
• DATACOM
• DB2
• DL/1 BATCH (IMS)
• IDMS
• IMS ODBA
• KSDS
• SEQ

IMS のルックアップの設定
キーを使用すると、IMS データベースから効率的にデータを取得できます。 PowerExchange では、データマ
ップに連結キー（CCK）フィールドを作成できます。 連結キー（CCK）フィールドを使用すると、
PowerExchange によって完全修飾されたセグメント検索引数（SSA）が作成されるため、IMS データベース
の検索効率が向上します。
PowerExchange は、［ルックアップ条件］トランスフォーメーション属性で指定されたフィールドを使用して
セグメント検索引数（SSA）を作成します。 フィールドを SSA で使用するには、そのフィールドが Designer
で IMS ソースまたはターゲット定義のキーとしてマークされている必要があります。
IMS データベースのルックアップ用に検索キーを用意するには、［ルックアップ条件］トランスフォーメーショ
ン属性で以下のタイプのフィールドを使用します。
• 連結キー（CCK）フィールド。 このフィールドを IMS ソースまたはターゲット定義のキーとして指定し、

［ルックアップ条件］属性で使用します。 CCK フィールドを使用すると、IMS データベースの検索効率を最
大限に高めることができます。

• キーフィールド。 このフィールドを IMS ソースまたはターゲット定義のキーとして指定し、［ルックアップ
条件］属性で使用します。 CCK フィールドとキーフィールドはどちらも IMS ソースまたはターゲット定義
に存在するため、そのいずれかを目的のセグメントに対して指定できます。 セグメントがルートでない場
合は、ルックアップ条件で CCK フィールドとキーフィールドの両方を組み合わせて使用することが必要に
なる可能性が高くなります。
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• IMS データベース定義（DBD）で定義された検索フィールド。このフィールドを IMS ソースまたはターゲ
ット定義のキーとして指定し、［ルックアップ条件］属性で使用します。 セグメントにキーがない場合で
も、IMS は IMS 検索フィールドを使用して IMS セグメントをスキャンできます。 このタイプの検索呼び出
しは、CCK フィールドまたはキーフィールドを使用したキーによる検索と比較すると効率が下がります。 
ルートセグメントにキー指定があると仮定して、検索フィールドと一緒にその CCK フィールドを含めると、
IMS でスキャンされるデータ量が制限されるため、データベースに及ぼす影響も制限されます。

• キーフィールド以外または検索フィールド以外のフィールド。 効率が最も低い検索方法は、キーフィール
ド以外または検索フィールド以外のフィールドを IMS ソースまたはターゲット定義のキーとしてマークし、

［ルックアップ条件］属性で使用する方法です。 この場合は、一致を見つけるために IMS データベースのス
キャンが実行されます。 この処理は IMS 運用システムに悪影響を及ぼす可能性があるため、避けてくださ
い。
ヒント: スキャンされるデータベースのデータ量を制限するには、CCK フィールドとキーフィールドをでき
るだけ多く指定します。 検索フィールドを使用する場合は、できるだけ多くの CCK フィールドと、少なく
ともルート CCK フィールドを含めます。 キーフィールド以外または検索フィールド以外のフィールドは最
後の手段としてのみ使用してください。

IMS データマップに CCK フィールドを作成する方法の詳細については、『PowerExchange Navigator ユーザ
ーガイド』を参照してください。

CDC データのルックアップの設定
CDC データが適用されているテーブルを含む CDC ソースからデータを抽出するためのマッピングでルックア
ップトランスフォーメーションを使用することができます。
CDC データの動的ルックアップを使用して、同じマッピング内の他の静的ルックアップとルックアップキャッ
シュを共有する場合は、［設定オブジェクト］タブのセッションの［カスタムプロパティ］属性フィールドで、
次の両方のカスタムプロパティを指定します。
• MergeCDCReaders=Yes
• SingleThreadExecutionModel=Yes
これらのカスタムプロパティを指定すると、トランスフォーメーションを介した PWXPC CDC リーダーからラ
イタへのパーティションポイントが削除されます。 そのため、変更ストリームから読み取られた変更の順序
は、変更がライタに到達するまで維持されます。 これにより、動的ルックアップキャッシュに配置された CDC
データに、他のパイプライン内のそのキャッシュを共有するルックアップがアクセスできるようになります。
警告: : これらのカスタムプロパティを使用すると、リーダーからライタへのすべてのソースデータがシングル
スレッド化されるため、セッションのスループットに影響します。 そのため、これらのカスタムプロパティ
は、動的キャッシュに格納された CDC データをパイプライン全体で共有する必要がある場合にのみ指定してく
ださい。

ストアドプロシージャトランスフォーメーション
PowerCenter マッピングで DB2 for z/OS または DB2 for i5/OS ストアドプロシージャを指定するストアドプ
ロシージャトランスフォーメーションを使用できます。ストアドプロシージャトランスフォーメーションは、
バルクデータ移動での読み取りまたは書き込み操作と変更データキャプチャ（change data capture: CDC）セ
ッションに使用します。
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ストアドプロシージャトランスフォーメーションの使用に関する考慮事項
以下の使用に関する考慮事項は、DB2 for z/OS および DB2 for i5/OS のストアドプロシージャ情報に適用され
ます。
• DB2 for z/OS または DB2 for i5/OS ストアドプロシージャをインポートする前に、ODBC データソースの作

成と設定を行う必要があります。
• PowerCenter はスキーマ名を含まない非修飾プロシージャ名で、ストアドプロシージャをインポートして

呼び出します。DB2 は CURRENT PATH レジスタを使用して PowerExchange に対して非修飾ストアドプ
ロシージャを実行します。DB2 は、ストアドプロシージャの定義が存在するスキーマ名が見つかるまで、
スキーマ名の CURRENT PATH リストを左から右に検索します。
ただしデフォルトでは、PowerExchange は PWXPC 接続の［ユーザー名］値をスキーマ名として使用して
非修飾ストアドプロシージャを実行します。例えば、PowerExchange 接続のユーザー名が USER1 の場合、
PowerExchange は非修飾ストアドプロシージャを USER1.procedure_name として呼び出します。また
は、バルクデータ移動で使用される非修飾 DB2 for i5/OS ストアドプロシージャ名の場合は、PowerCenter
の DB2i5OS リレーショナル接続の［ライブラリリスト］属性を使用してストアドプロシージャ名を修飾で
きます。
注: ストアドプロシージャトランスフォーメーションのスキーマ名を明示的に設定するには、ストアドプロ
シージャトランスフォーメーションの［ストアドプロシージャ名］プロパティを編集します。

• ［最終チェックポイントから再開］リカバリ戦略を有効にしてストアドプロシージャトランスフォーメーシ
ョンを使用する場合、トランスフォーメーションの［出力は確定的］オプションを選択する必要がありま
す。このオプションを選択しないと、Workflow Manager で CDC セッションを検証できなくなります。

• マッピング内でストアードプロシージャトランスフォーメーションを設定したあと、PowerCenter 統合サ
ービスを使用してセッションを実行します。

マッピングでのストアドプロシージャトランスフォーメーションの実装
PowerCenter マッピングで、DB2 for z/OS または DB2 for i5/OS ストアドプロシージャのストアドプロシージ
ャトランスフォーメーションを実装します。
1. z/OS または i5/OS システムで DB2 ストアドプロシージャを作成してコンパイルします。
2. z/OS または i5/OS システムで PowerExchange リスナが実行されていることを確認します。
3. Mapping Designer が実行されている Windows システムで、ストアドプロシージャを含むデータベース

の ODBC データソースを作成して設定します。
詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照します。

4. Mapping Designer で、［トランスフォーメーション］ > ［ストアドプロシージャのインポート］を選択し
ます。

5. ［ODBC データソース］ボックスで、Windows システムで設定した ODBC データソースを入力するか参照
します。

6. Mapping Designer でマッピングにストアドプロシージャトランスフォーメーションを追加します。
注: ストアドプロシージャのインポート時に、Mapping Designer はストアドプロシージャ名をスキーマ名
で修飾しません。名前をそのままにすると、PowerExchange は、PowerExchange 接続の［ユーザー名］
の値をスキーマ名として使用して、非修飾ストアドプロシージャを実行します。PowerExchange バルク
データ移動で使用される非修飾 DB2 for i5/OS ストアドプロシージャ名の場合、DB2i5OS リレーショナル
接続の［ライブラリリスト］属性を使用してストアドプロシージャ名を修飾できます。
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7. ストアドプロシージャ名を修飾するスキーマ名が PowerExchange リスナが実行されているユーザー名と
異なり、［ライブラリリスト］属性を使用して DB2i5OS ストアドプロシージャ名を修飾していない場合、
ストアドプロシージャトランスフォーメーションのプロパティを編集してスキーマ名を指定します。［トラ
ンスフォーメーションの編集］ダイアログボックスで［プロパティ］タブをクリックし、［ストアドプロシ
ージャ名］ボックスでストアドプロシージャ名の前にスキーマ名を追加します。
例えば、ストアドプロシージャ名が ZEMPS1 で、PowerExchange リスナが実行されているユーザー名が
USER2 の場合、［ストアドプロシージャ名］ボックスに「USER2.ZEMPS」と入力します。

ストアドプロシージャトランスフォーメーションの詳細については、『PowerCenter トランスフォーメーショ
ンガイド』を参照します。
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第  4  章

接続
この章では、以下の項目について説明します。
• 接続の概要, 65 ページ
• PowerExchange 接続の設定, 68 ページ
• DB2 リレーショナル接続, 69 ページ
• DB2 CDC アプリケーション接続, 79 ページ
• NRDB Batch アプリケーション接続, 88 ページ
• NRDB CDC アプリケーション接続, 93 ページ
• NRDB ルックアップリレーショナル接続, 101 ページ
• Microsoft SQL Server リレーショナル接続, 104 ページ
• Microsoft SQL Server CDC アプリケーション接続, 107 ページ
• MySQL CDC アプリケーション接続, 114 ページ
• Oracle リレーショナル接続, 120 ページ
• Oracle CDC アプリケーション接続, 122 ページ
• PostgreSQL CDC アプリケーション接続, 129 ページ
• 接続属性の設定, 135 ページ
• 複数レコードの書き込みのための接続属性, 153 ページ
• 非同期ネットワーク通信, 154 ページ

接続の概要
セッションで PowerCenter Integration Service からソースまたはターゲットにアクセスするには、事前に
Workflow Manager で接続を設定しておく必要があります。 データベースまたはファイルに対して読み込みま
たは書き込みを行うセッションを作成または変更するときに選択できるのは、設定済みのソースおよびターゲ
ットのデータベースのみです。 接続はリポジトリに保存されます。
PowerExchange Client for PowerCenter では、ソースタイプまたはターゲットタイプに応じてリレーショナ
ル接続またはアプリケーション接続を設定します。
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ソースデータ抽出用の接続の種類
以下の表に、PowerExchange からデータを抽出するために作成できる接続のタイプを、データソースと抽出
モードに基づいて示します。

ソースの種類と抽出モード 接続 接続タイプ
Adabas バルク アプリケーション PWX NRDB Batch
要約ファイルからの Adabas バッチ アプリケーション PWX NRDB CDC Change
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の Adabas 継続

アプリケーション PWX NRDB CDC Real Time

Adabas リアルタイム アプリケーション PWX NRDB CDC Real Time
Datacom バルク アプリケーション PWX NRDB Batch
要約ファイルからの Datacom バッチ アプリケーション PWX NRDB CDC Change
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の Datacom 継続

アプリケーション PWX NRDB CDC Real Time

Datacom リアルタイム アプリケーション PWX NRDB CDC Real Time
DB2 for i5/OS バルク リレーショナル PWX DB2i5OS
要約ファイルからの DB2 for i5/OS バッチ アプリケーション PWX DB2i5OS CDC Change
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の DB2 for i5/OS 継続

アプリケーション PWX DB2i5OS CDC Real Time

DB2 for i5/OS リアルタイム アプリケーション PWX DB2i5OS CDC Real Time
DB2 for Linux, UNIX, and Windows バルク リレーショナル PWX DB2LUW
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の DB2 for Linux, UNIX, and Windows バッチ

アプリケーション PWX DB2LUW CDC Change

LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の DB2 for Linux, UNIX, and Windows 継続

アプリケーション PWX DB2LUW CDC Real Time

DB2 for Linux, UNIX, and Windows リアルタイム アプリケーション PWX DB2LUW CDC Real Time
DB2 for z/OS バルク リレーショナル PWX DB2zOS
要約ファイルからの DB2 for z/OS バッチ アプリケーション PWX DB2zOS CDC Change
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の DB2 for z/OS 継続

アプリケーション PWX DB2zOS CDC Real Time

DB2 for z/OS リアルタイム アプリケーション PWX DB2zOS CDC Real Time
IDMS バルク アプリケーション PWX NRDB Batch
要約ファイルからの IDMS バッチ アプリケーション PWX NRDB CDC Change
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ソースの種類と抽出モード 接続 接続タイプ
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の IDMS 継続

アプリケーション PWX NRDB CDC Real Time

IDMS リアルタイム アプリケーション PWX NRDB CDC Real Time
IMS バルク アプリケーション PWX NRDB Batch
要約ファイルからの IMS バッチ アプリケーション PWX NRDB CDC Change
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の IMS 継続

アプリケーション PWX NRDB CDC Real Time

IMS リアルタイム アプリケーション PWX NRDB CDC Real Time
Microsoft SQL Server バルク リレーショナル PWX MSSQLServer
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の Microsoft SQL Server バッチ

アプリケーション PWX MSSQL CDC Change

LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の Microsoft SQL Server 継続

アプリケーション PWX MSSQL CDC Real Time

Microsoft SQL Server リアルタイム アプリケーション PWX MSSQL CDC Real Time
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の MySQL バッチ

アプリケーション PWX MYSQL CDC Change

LUW ログファイルの PowerExchange ロガーからの
MySQL 継続

アプリケーション PWX MYSQL CDC Real Time

MySQL リアルタイム アプリケーション PWX MYSQL CDC Real Time
Oracle バルク リレーショナル PWX Oracle
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の Oracle バッチ

アプリケーション PWX Oracle CDC Change

LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の Oracle 継続

アプリケーション PWX Oracle CDC Real Time

Oracle リアルタイム アプリケーション PWX Oracle CDC Real Time
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の PostgreSQL バッチ

アプリケーション PWX PostgreSQL CDC Change

LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の PostgreSQL 継続

アプリケーション PWX PostgreSQL CDC Real 
Time

PostgreSQL リアルタイム アプリケーション PWX PostgreSQL CDC Real 
Time

シーケンシャルファイルとフラットファイルバルク アプリケーション PWX NRDB Batch
シーケンシャルファイルと要約ファイルからのフラ
ットファイルバッチ

なし なし
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ソースの種類と抽出モード 接続 接続タイプ
シーケンシャルおよびフラットファイルリアルタイ
ム

なし なし

VSAM バルク アプリケーション PWX NRDB Batch
要約ファイルからの VSAM バッチ アプリケーション PWX NRDB CDC Change
LUW ログファイルの PowerExchange ロッガーから
の VSAM 継続

アプリケーション PWX NRDB CDC Real Time

VSAM リアルタイム アプリケーション PWX NRDB CDC Real Time

ターゲットデータロード用の接続の種類
以下の表に、PowerExchange ターゲットにデータをロードするために定義できるリレーショナル接続とアプ
リケーション接続のタイプを示します。

ターゲットタイプ 接続 接続タイプ
Adabas バルク アプリケーション PWX NRDB Batch
DB2 for i5/OS バルク リレーショナル PWX DB2i5OS
DB2 for Linux、UNIX、および Windows
バルク

リレーショナル PWX DB2LUW

DB2 for z/OS バルク リレーショナル PWX DB2zOS
IMS バルク アプリケーション PWX NRDB Batch
Microsoft SQL Server バルク リレーショナル PWX MSSQLServer
Oracle バルク リレーショナル PWX Oracle
シーケンシャルファイルとフラットファ
イルバルク

アプリケーション PWX NRDB Batch

VSAM バルク アプリケーション PWX NRDB Batch

PowerExchange 接続の設定
データソースとターゲットへの PWXPC 接続を設定します。この接続は、リレーショナルソースまたは非リレ
ーショナルソースからバルクデータまたは変更データを抽出するセッション、あるいはバルクデータをリレー
ショナルターゲットまたは非リレーショナルターゲットにロードするセッションで使用します。
1. Workflow Manager で、PowerCenter リポジトリに接続します。 
2. PWXPC リレーショナル接続を設定するには、［接続］ > ［リレーショナル］をクリックします。 
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［リレーショナル接続ブラウザ］ダイアログボックスが表示されます。
3. PWXPC アプリケーション接続を設定するには、［接続］ > ［アプリケーション］をクリックします。 

［アプリケーション接続ブラウザ］ダイアログボックスが表示されます。
4. ［タイプの選択］フィールドで特定の接続タイプを選択します。 
5. ［新規］をクリックします。 

［接続オブジェクト定義］ダイアログボックスが表示されます。
6. 接続属性の値を入力します。 

詳細については、特定の接続タイプのトピックを参照してください。
7. ［OK］をクリックします。 

新しい接続が［アプリケーションオブジェクトブラウザ］または［リレーショナルオブジェクトブラウザ］
に表示されます。

関連項目：
•「DB2 CDC アプリケーション接続」  (ページ 79)
•「DB2 リレーショナル接続」  (ページ 69)
•「Microsoft SQL Server CDC アプリケーション接続」  (ページ 107)
•「Microsoft SQL Server リレーショナル接続」  (ページ 104)
•「NRDB Batch アプリケーション接続」  (ページ 88)
•「NRDB CDC アプリケーション接続」  (ページ 93)
•「NRDB ルックアップリレーショナル接続」  (ページ 101)
•「Oracle CDC アプリケーション接続」  (ページ 122)
•「Oracle リレーショナル接続」  (ページ 120)

DB2 リレーショナル接続
バルクデータ移動セッションでの DB2 for z/OS、DB2 for i5/OS、および DB2 for Linux, UNIX, and Windows
のソースからデータを抽出して、ソースにデータをロードするには、リレーショナル接続を設定します。リレ
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ーショナル接続は、CDC セッションで DB2 リレーショナルターゲットに変更データを適用する場合にも使用
します。
以下の表に、PWX DB2zOS、PWX DB2i5OS、PWX DB2LUW のリレーショナル接続タイプの接続属性を示しま
す。

接続属
性

必
須

DB2zOS、
DB2i5OS、
DB2LUW タ
イプ

説明

名前 ○ すべて リレーショナル接続の名前。
コード
ページ

○ すべて ソースデータベースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サービ
スが使用するコードページ。
注: Unicode モードでは、PWXPC によってコードページがこの値で設定さ
れ、PowerExchange DBMOVER 構成ファイルのコードページ指定がオーバ
ーライドされます。 

場所 ○ すべて PowerExchange DBMOVER 構成ファイルの NODE 文で指定されたソースデ
ータベースまたはターゲットデータベースの場所。

データ
ベース
名

○ すべて DB2 サブシステムまたはデータベース名。

ユーザ
ー名

○ すべて データベースへのアクセスに使用できるユーザー名。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows システムのデータベー
スで、PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にし、リレーショナルパ
ススルー認証を無効にしている場合、ユーザー名はエンタープライズユー
ザー名になります。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
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接続属
性

必
須

DB2zOS、
DB2i5OS、
DB2LUW タ
イプ

説明

パスワ
ード

○ すべて 指定したユーザーのパスワード。9 文字未満のパスワードは検証されませ
ん。
コードページの違いによって発生する可能性があるエラーを避けるため、
パスワードにはパスフレーズで許可されている文字だけを使用することを
お勧めします。
DB2i5OS および DB2zOS のリレーショナル接続の場合は、パスワードでは
なく、有効な PowerExchange パスフレーズを入力できます。PWXPC 接続
を使用する場合、i5/OS のパスフレーズは 9～31 文字の長さで指定できま
す。z/OS のパスフレーズは、9～128 文字の範囲で指定できます。パスフ
レーズには次の文字を含めることができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含める
ことはできません。
z/OS で IBM IRRPHREX exit に指定できる文字は、PowerExchange パスフレ
ーズに指定できる文字に影響しません。
注: z/OS で有効な RACF パスフレーズの最大長は 100 文字です。
PowerExchange は、検証のために RACF にパスフレーズを渡すときに 100
文字を超えるパスフレーズを切り捨てます。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を
SECURITY=(1,N)以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細につ
いては、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を
参照してください。

分離レ
ベル

○ DB2i5OS トランザクションのコミット範囲。
有効な値は以下のとおりです。
- なし
- CS。カーソルの安定性。
- RR。繰り返し可能な読み込み。
- CHG。変更。
- すべて
デフォルトは CS です。
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接続属
性

必
須

DB2zOS、
DB2i5OS、
DB2LUW タ
イプ

説明

データ
ベース
ファイ
ルの上
書き

× DB2i5OS i5/OS データベースファイルのオーバーライド。フォーマットは次のとお
りです。
from_file/to_library/to_file/to_member 
説明:
- from_file はオーバーライドされるファイルです。
- to_library は新しく使用するライブラリです。
- to_file は新しく使用するライブラリ内のファイルです。
- to_member はオプションで、新しく使用するライブラリおよびファイル

内のメンバです。値が指定されない場合は、「*FIRST」が使用されます。
1 つの接続で、一意のファイルオーバーライドを 8 回まで入力できます。1
つのオーバーライドは 1 つのソースまたはターゲットに適用されます。複
数のファイルオーバーライドを指定する場合、各ファイルオーバーライド
をスペースで区切り、ファイルオーバーライド全体の文字列を二重引用符
で囲みます。
注: ライブラリリストとデータベースファイルの上書きを指定して、その両
方にテーブルが存在する場合は、データベースファイルの上書きが優先さ
れます。 

ライブ
ラリリ
スト

× DB2i5OS Select、Insert、Delete または Update 文用のテーブル名を修飾するため、
または実行でプロシージャが呼び出される際にストアドプロシージャ名を
修飾するための、PowerExchange が検索するライブラリのリスト。テーブ
ル名またはストアドプロシージャ名がスキーマ名で修飾されていない場合、
PowerExchange がリストを検索します。
複数のライブラリを指定する場合は、ライブラリ名をスペースで区切り、
リストを二重引用符で囲みます（例: "TGTLIB1 TGTLIB2 TGTLIB3"）。
注: ライブラリリストとデータベースファイルの上書きを指定して、その両
方にテーブルが存在する場合は、データベースファイルの上書きが優先さ
れます。 

環境
SQL

× すべて データベース環境で実行する SQL コマンド。

圧縮 × すべて このオプションは、PowerCenter セッション中にソースデータを圧縮する
場合に選択します。

暗号化
タイプ

○ すべて 暗号化タイプ。サポートされている暗号化タイプの詳細については、「暗号
化と圧縮の設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは［なし］です。

暗号化
レベル

× すべて 暗号化レベル。サポートされている暗号化レベルの詳細については、「暗号
化と圧縮の設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 1 です。

ペーシ
ングサ
イズ

○ すべて ペーシングサイズ。ぺーシングサイズの設定の詳細については、「ペーシン
グの設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 0 です。

行とし
て解釈

× すべて ペーシングサイズが行数かどうかを制御します。
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接続属
性

必
須

DB2zOS、
DB2i5OS、
DB2LUW タ
イプ

説明

バルク
ロード

× DB2zOS PowerExchange が DB2 LOAD ユーティリティを使用して DB2 for z/OS ター
ゲットにデータをロードするかどうかを制御します。このオプションを選
択した場合、DB2 LOAD ユーティリティに適用される残りの接続属性を設
定できます。選択しない場合、PowerExchange はこれらの属性を無視しま
す。

ファイ
ル名

× DB2zOS DB2 LOAD ユーティリティが DB2 テーブルにデータをロードするために使
用する一時ファイルを PowerExchange が作成するために使用するデータセ
ットプレフィックス。

スペー
ス

○ DB2zOS z/OS スペースをトラックまたはシリンダのどちらに割り当てるかを制御し
ます。
有効な値は以下のとおりです。
- TRACK
- CYLINDER
デフォルトは TRACK です。

プライ
マリス
ペース

○ DB2zOS LOAD 操作で使用するための、z/OS 上のプライマリスペース。デフォルト
は 0 です。

セカン
ダリス
ペース

○ DB2zOS LOAD 操作で使用するための、z/OS 上のセカンダリスペース。デフォルト
は 0 です。

一時フ
ァイル
の削除

○ DB2zOS DB2 テーブルにデータをロードする際に DB2 LOAD ユーティリティのため
に作成した一時ファイルを PowerExchange で処理する方法を決定します。
有効な値は以下のとおりです。
- NO。一時ファイルを削除しません。
- BEFORE。ユーティリティの実行前に一時ファイルを削除します。
- AFTER SUCCESS ONLY。ユーティリティが戻りコード 0 で正常に終了し

た場合に、一時ファイルを削除します。
- AFTER。ユーティリティの実行後に一時ファイルを削除します。
デフォルトは［いいえ］です。

JCL テ
ンプレ
ート

○ DB2zOS PowerExchange ターゲットシステムにある DB2 LOAD ユーティリティ用の
JCL テンプレートの名前。
デフォルトは DB2LDJCL です。

CTL テ
ンプレ
ート

○ DB2zOS ターゲットシステムの PowerExchange にある DB2 LOAD ユーティリティ用
の制御ファイルテンプレートの名前。
デフｫルトは DB2LDCTL です。

ロード
オプシ
ョン

○ DB2zOS PowerExchange が DB2 LOAD ユーティリティに提供するデータを DB2 テ
ーブルにロードする方法を示します。
有効な値は以下のとおりです。
- RESUME。LOAD RESUME 文を生成します。
- REPLACE。LOAD REPLACE 文を生成します。
デフォルトは RESUME です。
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接続属
性

必
須

DB2zOS、
DB2i5OS、
DB2LUW タ
イプ

説明

モード
の種類

○ DB2zOS PowerExchange がデータを DB2 テーブルにロードする際に DB2 LOAD ユ
ーティリティを実行する方法を示します。
有効な値は以下のとおりです。
- TASK。LOAD ユーティリティを PowerExchange リスナのサブタスクと

して実行します。
- JOB。DB2 LOAD ユーティリティを実行する独立したジョブをサブミット

します。
- NOSUBMIT。DB2 LOAD ユーティリティを実行するためのファイルと JCL

を作成します（モードの時間が DATAONLY に設定されている場合を除
く）が、ロードジョブはサブミットしません。ジョブを手動でサブミッ
トする必要があります。

デフォルトは TASK です。
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接続属
性

必
須

DB2zOS、
DB2i5OS、
DB2LUW タ
イプ

説明

モード
の時間

○ DB2zOS PowerExchange による DB2 LOAD ユーティリティの実行の処理方法を決定
します。
有効な値は以下のとおりです。
- WAIT。ジョブが終了するのを待ってから、PowerCenter に制御を返しま

す。このオプションは、モードの種類が JOB または TASK に設定されて
いる場合のみ指定できます。

- NO WAIT。ジョブの終了を待たずに PowerCenter に制御を返します。こ
のオプションは、モードの種類が JOB または NOSUBMIT に設定されて
いる場合のみ指定できます。

- TIMED。［時間］属性に指定されている秒数だけ待ってから、
PowerCenter に制御を返します。TIMED オプションは、モードの種類が
JOB に設定されている場合のみ指定できます。

- DATAONLY。データファイルのみを作成します。DB2 LOAD ユーティリテ
ィを実行するファイルや JCL は作成しません。通常このオプションは、
モードの種類が NOSUBMIT に設定されている場合に使用されます。

デフォルトは WAIT です。
注意事項: 
- WAIT を入力した場合、PowerExchange ではネットワーク操作のタイム

アウト値として 99,999 秒が使用され、［PWX 上書き］接続属性の
TCPIP_OP_TIMEOUT パラメータで指定される値は使用されない。TIMED
を入力した場合、PowerExchange により、接続属性で指定されるネット
ワーク操作のタイムアウト値に 5 分が追加される。

- WAIT を入力し、ワークフローの実行時にサブミットされたジョブが失敗
した場合、z/OS システム上の PowerExchange リスナは実行し続けます。
リスナを停止するには、次のいずれかの操作を実行します。
- z/OS オペレータコンソールで次のコマンドを入力します。

F task_name,STOPTASK TASKID=task_id
詳細については、『PowerExchange コマンドリファレンス』の

「STOPTASK コマンド」のトピックを参照してください。
- PowerExchange Navigator の［データベース行のテスト］ダイアログ

ボックスに STOPTASK コマンドを入力します。［DB の種類］リストか
ら［TASK_CNTL］を選択し、［Fetch］ボックスで［タスクの停止］を
選択します。［SQL Statement］ボックスには stoptask taskid=が表示さ
れます。タスク ID を入力します。
詳細については、『PowerExchange Navigator ユーザーガイド』の「デ
ータベース行のテスト内の PowerExchange リスナコマンドの発行」の
トピックを参照してください。

時間 ○ DB2zOS モードの種類を JOB に設定し、モードの時間を TIMED に設定した場合に
有効になる待機時間（秒単位）。
有効な値は 1～99998 です。
デフォルトは 0 です。

文字デ
ータを
文字列
に変換

× すべて データに埋め込まれた NULL がスペースとして処理されるように、文字フ
ィールドを文字列フィールドに変換するかどうかを制御します。
デフォルトでは、この属性は選択されていません。
詳細については、「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)を参照してく
ださい。

DB2 リレーショナル接続       75



接続属
性

必
須

DB2zOS、
DB2i5OS、
DB2LUW タ
イプ

説明

書き込
みモー
ド

× すべて 書き込みモード。［書き込みモード］オプションの詳細については、「書き
込みモードの設定」  (ページ 139)を参照してください。
デフォルトは、［書き込み確認オン］です。

拒否フ
ァイル

× すべて 拒否ファイルに対して PWXR のデフォルトのプレフィックスをオーバーラ
イドします。
書き込みモードがフォールトトレランスを持つ非同期の場合、
PowerExchange はターゲットマシン上に拒否ファイルを作成します。
注: PWXDISABLE を入力すると、拒否ファイルの作成を防ぐことができま
す。 

相関 ID × DB2zOS DB2 要求の DB2 相関 ID として使用される値。
この値は、PowerExchange DBMOVER 構成ファイルの SESSID 文の値をオ
ーバーライドします。

オフロ
ード処
理

× DB2zOS オフロード処理を使用して、PowerExchange バルクデータ処理をソースシ
ステムから PowerCenter 統合サービスマシンに移動するかどうかを示しま
す。
有効な値は以下のとおりです。
- ×。オフロード処理は使用しません。
- ○。オフロード処理を使用します。
- 自動。オフロード処理を使用するかどうかが PowerExchange によって決

定されます。
デフォルトは［いいえ］です。

ワーカ
スレッ
ド

× DB2zOS オフロード処理を有効にする場合は、バルクデータの処理のために
PowerExchange が PowerCenter 統合サービスマシン上で使用するスレッ
ドの数を指定します。
最適なパフォーマンスを得るためには、PowerCenter 統合サービスマシン
にインストールされているプロセッサまたはこのマシンで使用可能なプロ
セッサの数を超えないようにこの値を設定します。
有効な値は 1～64 です。
デフォルトは 0 です。マルチスレッド処理は無効になります。

配列サ
イズ

× DB2zOS、
DB2i5OS

DB2 アクセス方式を使用する DB2 バルクデータ移動操作用の DB2 フェッ
チ配列サイズ（単位: 行数）。この配列サイズは、DB2 ソーステーブルから
データを読み取るために PowerExchange で使用される DB2 の複数行の
FETCH 文に関連します。
有効な値は 1～5000 です。デフォルトは 25 です。
ヒント: DB2 for i5/OS バルクデータ移動操作の場合は、100 以下の配列サイ
ズを入力することをお勧めします。
注: 次の条件がすべて当てはまるとき、PowerExchange は配列サイズを動
的に削減します。 
- テーブルに LOB カラムが含まれている。
- ［配列サイズ］の値が 1 よりも大きい。
- 行サイズ×［配列サイズ］の値が 16000000 バイトよりも大きい。
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接続属
性

必
須

DB2zOS、
DB2i5OS、
DB2LUW タ
イプ

説明

PWX オ
ーバー
ライド

× すべて PowerExchange 接続のオーバーライド値をセミコロンで区切って指定しま
す。以下のオプションのオーバーライドを 1 つ以上入力できます。
- APPBUFSIZE=app_buf_size。接続のアプリケーションバッファの初期サ

イズを指定します。DBMOVER 構成ファイル内の APPBUFSIZE をオーバ
ーライドします。

- CNV_ERROR_OK= {N|Y}。DB2 リレーショナル接続を使用して DB2 ターゲ
ットにデータを書き込む場合は、このパラメータを Y に設定して、
PWX-00143 メッセージで DBAPI の不正な NULL 変換エラーが報告された
後もワークフローを続行できるようにします。このエラーは、ワークフ
ローがターゲットの NOT NULL カラムに NULL データを書き込もうとす
ると発生します。この種類のエラーが発生したときにワークフローを異
常終了させるには、このパラメータを N に設定します。デフォルトは N
です。

- CONNECTSTRINGCODEPAGE=code_page。接続文字列の文字のコードペ
ージ。PowerExchange がメッセージ PWX-07610 を発行する場合、この
オーバーライドを入力します。

- CONNSHARE={N|Y}。デフォルトでは、ワークフローのすべての DB2 ル
ックアップは同じ接続を使用し、PowerExchange リスナは単一タスクで
これらのルックアップを実行します。
9.6.0 より前の PowerExchange リリースで DB2 ルックアップに有効な動
作を保持するには、CONNSHARE=N と指定します。
注意: CDC ワークフローで DB2 の接続がターゲットとして使用されてい
る場合、デフォルトの方式を変えないでください。変更すると、接続の
共有が必要な内部 PowerCenter の状態テーブルが正しく更新されないこ
とがあります。
注: 接続を共有する DB2 ルックアップはオフロード処理、パーティショ
ン化、スレッド処理を使用しません。

- DB2TRUNCASDEL={N|Y}。DB2zOS ターゲット接続のみに適用されます。
デフォルト値の N では、PowerCenter 統合サービスが TRUNCATE 文を要
求すると、PowerExchange は TRUNCATE 文を発行します。
このオーバーライドを Y に設定した場合、PowerCenter 統合サービスが
TRUNCATE 文を要求すると、PowerExchange は DELETE 文を発行しま
す。
注: DB2TRUNCASDEL オーバーライドは DB2zOS ターゲット接続のみに
適用されます。DB2i5OS ターゲット接続の場合、PowerExchange は必ず
DELETE 文を発行します。DB2LUW ターゲット接続の場合、
PowerExchange は必ず TRUNCATE 文を発行します。

- LOWVALUES={Y|N}。PowerCenter のセッションにこれらの値を渡すとき
に、PowerExchange により、ソース文字フィールドに低値と呼ばれる 16
進数の「0」の値が保持されるかどうかを示します。「Y」を入力すると、
低値が保持されます。セッションが実行されると、PWXPC は、z/OS 上
の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、Windows、z/OS 上のシーケ
ンシャルファイルターゲットにこれらの値を書き込むことができます。
DBMOVER 構成ファイル内の LOWVALUES をオーバーライドします。

- PWXNOQUOTES={Y|N}。デフォルトでは、PWXPC がセッション処理用の
データを選択するために使用する SQL SELECT 文で、スペースや特殊文
字が含まれるすべてのテーブル名やフィールド名の前後に二重引用符

（"）が追加されます。この場合の特殊文字とは、/+-=~`! %^&*()[]{}';?,< 
>\\|です。テーブルが schema.table_name という形式によりスキーマ名
とテーブル名の両方で識別される場合、PWXPC は「table_name」値の
前後にだけ引用符を追加します。
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接続属
性

必
須

DB2zOS、
DB2i5OS、
DB2LUW タ
イプ

説明

ご使用の環境で、何らかの理由で引用符付きのテーブル名やフィールド
名を使用できない場合、PWXNOQUOTES に Y を設定してデフォルトの動
作をオーバーライドします。

- QAQQINILIB=library_name QAQQINI 照会オプションファイルを含む IBM 
i（i5/OS）システム上のライブラリ名を指定します。IBM i システム上の
DBMOVER 構成ファイルにオプションの QAQQINILIB 文が含まれる場合、
このオーバーライドは DBMOVER ファイルで指定した値よりも優先され
ます。このオーバーライドは、IBM i システムにのみ適用されます。

- RETLOGINFOMSG={N|Y}。デフォルトでは、PWXPC はセッションログに
PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを書き込みます
が、情報メッセージは書き込みません。RETLOGINFOMSG=Y を指定する
と、PWXPC は、エラーメッセージと警告メッセージとともに情報メッセ
ージをセッションログに書き込みます。

- RTNBUFFSIZE={kilobytes|960}。PowerExchange から IBM 
QjoRetrieveJournalEntries API を呼び出した結果として CDC のジャーナ
ルエントリを収集するために使用されるバッファのサイズ（キロバイト
単位）。このパラメータを使用して、環境に基づいてパフォーマンスを調
整します。
有効な値は 128～12288 です。デフォルトは 960 KB です。
PowerExchange AS4J CAPI_CONNECTION 文で RTNBUFFSIZE パラメータ
も指定した場合、DB2 接続を使用するセッションではこのオーバーライ
ドが優先されます。

- TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout。ネットワーク操作タ
イムアウト間隔（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細につ
いては、「非同期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してください。

- TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout。接続タイムアウト間隔
（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同期

ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してください。
- USE_CATALOG_METADATA={N|Y}。SELECT 文を発行するのではなく、

DB2 バルクロードセッション中に DB2 カタログからメタデータを読み取
る場合は、Y を指定します。その場合、PowerExchange は、DB2 ロード
文の作成に必要なメタデータを取得するために、ターゲットテーブルに
対する SELECT 権限を必要としません。

接続再
試行期
間

× すべて 最初の接続試行が失敗した後、PowerCenter 統合サービスが
PowerExchange リスナへの再接続を試行する秒数。統合サービスが再試行
期間内に PowerExchange リスナに接続できなかった場合、セッションは失
敗します。
デフォルト値は 0 であり、この PWXPC 接続属性に基づいて接続の再試行
を無効にします。
注: PowerExchange リスナのソースデータベースへの接続には、接続レジ
リエンスはありません。

関連項目：
•「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)
•「ペーシングの設定」  (ページ 136)
•「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)
•「書き込みモードの設定」  (ページ 139)
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DB2 CDC アプリケーション接続
DB2 for z/OS、DB2 for i5/OS、または DB2 for Linux, UNIX, and Windows のソースからリアルタイム抽出モ
ードで変更データを抽出するには、CDC アプリケーション接続を設定します。また、PowerExchange 
Condense ファイルからバッチ抽出モードで、または PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows
用）のログファイルからバッチ抽出モードまたは継続抽出モードで変更データを抽出する場合も CDC アプリケ
ーション接続を設定します。
DB2 ソースタイプに応じて、次のタイプのアプリケーション接続を設定できます。
• PWX DB2zOS CDC Change
• PWX DB2zOS CDC Real Time
• PWX DB2i5OS CDC Change
• PWX DB2i5OS CDC Real Time
• PWX DB2LUW CDC Change
• PWX DB2LUW CDC Real Time
以下の表に、接続属性を示します。

接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

名前 ○ 前
後
方
向

アプリケーション接続の名前。

コードページ ○ 前
後
方
向

ソースデータベースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サー
ビスが使用するコードページ。
Unicode モードでは、DB2LUW CDC 接続用に UTF-8 を選択する必要があ
ります。
注: Unicode モードでは、PWXPC によってコードページがこの値で設定さ
れ、PowerExchange 構成ファイルのコードページ指定がオーバーライド
されます。

場所 ○ 前
後
方
向

PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で指定されたソー
スデータベースまたはターゲットデータベースの場所。

ユーザー名 ○ 前
後
方
向

DB2 データベースへのアクセスに使用できるユーザー名。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows システムのデータベ
ースで、PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にしている場合、ユー
ザー名はエンタープライズユーザー名になります。詳細については、

『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

パスワード ○ 前
後
方
向

指定したユーザーのパスワード。9 文字未満のパスワードは検証されませ
ん。
コードページの違いによって発生する可能性があるエラーを避けるため、
パスワードにはパスフレーズで許可されている文字だけを使用することを
お勧めします。
PWX DB2i5OS および DB2zOS CDC の場合は、パスワードではなく、有効
な PowerExchange パスフレーズを入力できます。i5/OS のパスフレーズ
は、9～31 文字の範囲で指定できます。PWXPC 接続を使用する場合、
z/OS パスフレーズは 9～128 文字の長さで指定できます。パスフレーズに
は次の文字を含めることができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含め
ることはできません。
z/OS で IBM IRRPHREX イグジットに指定できる文字は、PowerExchange
パスフレーズに指定できる文字に影響しません。
注: z/OS で有効な RACF パスフレーズの最大長は 100 文字です。
PowerExchange は、検証のために RACF にパスフレーズを渡すときに 100
文字を超えるパスフレーズを切り捨てます。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を
SECURITY=(1,N)以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細に
ついては、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」
を参照してください。

圧縮 × 前
後
方
向

このオプションは、PowerCenter セッション中にソースデータを圧縮する
場合に選択します。

暗号化タイプ ○ 前
後
方
向

暗号化タイプ。暗号化タイプの詳細については、「暗号化と圧縮の設定」  
(ページ 136)を参照してください。
デフォルトは［なし］です。

暗号化レベル × 前
後
方
向

暗号化レベル。暗号化レベルの詳細については、「暗号化と圧縮の設定」  
(ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 1 です。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

ペーシングサイ
ズ

○ 前
後
方
向

ペーシングサイズ。ぺーシングサイズの設定の詳細については、「ペーシ
ングの設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 0 です。

行として解釈 × 前
後
方
向

ペーシングサイズが行数かどうかを制御します。

イメージタイプ × 前
後
方
向

CDC セッションに PWXPC がキャプチャした更新操作を更新として渡す
か、削除後の挿入として渡すかを示します。
デフォルトは［BA］で、更新を削除後の挿入として処理します。
詳細については、「イメージタイプの設定」  (ページ 141)を参照してくださ
い。

アプリケーショ
ン名

× 前
後
方
向

アプリケーション名。

RestartToken フ
ァイルフォルダ

○ 前
後
方
向

再起動トークンフォルダ。
デフォルトは、$PMRootDir/Restart です。
詳細については、「CDC リスタート属性の設定」  (ページ 145)を参照してく
ださい。

再起動トークン
フｧイル名

× 前
後
方
向

再起動トークンのファイル名。

RestartToken フ
ァイルを保持す
るための実行数

× 前
後
方
向

保持する再起動トークンファイルのバックアップコピーの最大数。
デフォルトは 0 です。

リカバリキャッ
シュフォルダ

× 前
後
方
向

セッションのリカバリを有効にするファイルキャッシュフォルダ。
デフォルトは、$PMRootDir/Cache です。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

UOW カウント × 前
後
方
向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内の
すべてのターゲットにデータをコミットする前に処理する作業単位

（UOW）の数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0。この属性を無効にします。
n。PWXPC がコミット要求を送信する前に処理する UOW の数を指定しま
す。
デフォルトは 1 です。
詳細については、「UOW カウントの設定」  (ページ 145)を参照してくださ
い。

Reader の時間制
限

× リ
ア
ル
タ
イ
ム

PowerCenter 統合サービスがソースからデータを読み取ってから停止する
までの秒数。

「0」を入力した場合、読み取り時間は［Reader の時間制限］属性によっ
て制限されません。これは、テストのみを目的とする属性です。
ヒント: ［Reader の時間制限］ではなく［アイドル時間］を使用してくだ
さい。
デフォルトは 0 です。

アイドル時間 × リ
ア
ル
タ
イ
ム

変更ログの最後に達した（この状態はメッセージ PWX-09967 で示されま
す）後で、PowerExchange リスナが EOF（ファイルの終わり）を返す前
にアイドルのままで保たれる秒数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。EOF は返されません。セッションは継続して実行されます。
0。ログの最後で EOF が返されます。セッションは正常に終了します。
n。EOF が返されるまでの秒数。
デフォルトは-1 です。
詳細については、「アイドル時間の設定」  (ページ 143)を参照してください。

リアルタイムフ
ラッシュ待ち時
間（ミリ秒単位）

× リ
ア
ル
タ
イ
ム

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機しなければな
らない時間（ミリ秒）。この期間を経過すると、PWXPC は引き続き現在の
UOW 内の変更を UOW の最後に達するまで読み込みます。その後、デー
タをターゲットにコミットできるように、PWXPC が PowerCenter にコミ
ット要求を送信します。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0～86400。PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機し
なければならない時間（ミリ秒）を指定します。0～2000 の値を指定する
と、PWXPC は 2000 ミリ秒（2 秒）を使用します。
デフォルトは 0 です。
詳細については、「PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設
定」  (ページ 147)を参照してください。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

PWX 待ち時間
（秒単位）

× リ
ア
ル
タ
イ
ム

ソースプラットフォーム上の PowerExchange 抽出処理で、PowerCenter
統合サービスマシン上の PWXPC に制御が返される前に、変更データのた
めに待機する最大秒数。
デフォルトは 2 です。

コミットあたり
の最大行数

× 前
後
方
向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内の
すべてのターゲットにデータをコミットする前に処理する変更レコードの
最大数。PWXPC では、変更データがコミットされる UOW の境界を待機
しません。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)を参照し
てください。

コミットあたり
の最小行数

× リ
ア
ル
タ
イ
ム

PowerExchange リスナがコミットレコードを PWXPC に渡す前に、変更ス
トリームから読み取る必要がある変更レコードの最小数。この最小数に達
するまで、PowerExchange リスナは変更レコードだけを PWXPC に渡し、
コミットレコードを破棄します。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最小行数の設定」  (ページ 149)を参照し
てください。

ジャーナル名
注: PWX DB2i5OS
リアルタイムア
プリケーション
接続の場合のみ。 

× 前
後
方
向

PowerExchange CAPI_CONNECTION のライブラリ名とジャーナル名をオ
ーバーライドします。
完全なライブラリ名とジャーナル名を以下の形式で指定します。
library/journal

ライブラリ/ファ
イルオーバーラ
イド
注: PWX DB2i5OS
リアルタイムア
プリケーション
接続の場合のみ。 

× 前
後
方
向

接続を使用するすべてのソースの抽出マップ内のライブラリ名とファイル
名をオーバーライドします。
単一のライブラリ名とファイル名を以下の形式で指定します。
library/file
ライブラリ名にアスタリスクを指定する場合は、セッションプロパティの

［ライブラリ/ファイルオーバーライド］属性を使用します。
注: この属性は、セッションプロパティの［ライブラリ/ファイルオーバー
ライド］の値でオーバーライドされます。

文字データを文
字列に変換

× 前
後
方
向

データに埋め込まれた NULL がスペースとして処理されるように、文字フ
ィールドを文字列フィールドに変換するかどうかを制御します。
デフォルトでは、この属性は選択されていません。
詳細については、「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)を参照して
ください。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

イベントテーブ
ル

× リ
ア
ル
タ
イ
ム

イベント処理に使用される PowerExchange 抽出マップ名。
詳細については、「イベントテーブル処理の設定」  (ページ 142)を参照して
ください。

オフロード処理 × リ
ア
ル
タ
イ
ム

PowerExchange が CDC オフロード処理を使用するかどうかを制御しま
す。オフロード処理が有効化されている場合、PowerExchange は、変更
データのカラムレベルの処理をソースシステムから PowerCenter 統合サ
ービスマシンに移します。
有効な値は以下のとおりです。
- ×。オフロード処理を無効化します。
- ○。オフロード処理を有効化します。
- 自動。オフロード処理を使用するかどうかが PowerExchange によって

決定されます。
デフォルトは［いいえ］です。
オフロード処理の詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 用）』を参照してください。

ワーカスレッド × リ
ア
ル
タ
イ
ム

CDC オフロード処理を使用する場合の、PowerExchange が PowerCenter
統合サービスマシンで変更データを処理するために使用するスレッドの
数。
最適なパフォーマンスを得るためには、統合サービスマシンにインストー
ルされているプロセッサまたはこのマシンで使用可能なプロセッサの数を
超えないようにこの値を設定します。
有効な値は 1～64 です。
デフォルトは 0 です。

配列サイズ × リ
ア
ル
タ
イ
ム

［ワーカスレッド］値が 0 より大きい場合、スレッドのストレージ配列サ
イズを指定します（単位: レコード数）。
有効な値は 1～5000 です。
デフォルトは 25 です。

マップの場所 × リ
ア
ル
タ
イ
ム

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）に対してリモー
トロギングを使用する場合のソース抽出マップの場所。この値は、統合サ
ービスマシンの PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で
指定された場所のノード名である必要があります。
リモートロギングの詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 版）』を参照してください。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

マップの場所の
ユーザー

× リ
ア
ル
タ
イ
ム

［マップの場所］で値を指定した場合の、マップの場所に対する有効なユ
ーザー ID。

マップの場所の
パスワード

× リ
ア
ル
タ
イ
ム

［マップの場所］で値を指定した場合の、指定したマップの場所のユーザ
ーの有効なパスワード。

CAPI 接続名オー
バーライド

× リ
ア
ル
タ
イ
ム

デフォルトの CAPI 接続名をオーバーライドします。
詳細については、「CAPI 接続名オーバーライドの設定」  (ページ 143)を参照
してください。

PWX ログエント
リの取得

× 前
後
方
向

CDC セッションに関連する PowerExchange 情報メッセージを、PWXPC
が PowerCenter セッションログに書き込むかどうかを制御します。
デフォルトでは、PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージ
はセッションログに書き込まれますが、情報メッセージは書き込まれませ
ん。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

PWX オーバーラ
イド

× 前
後
方
向

PowerExchange 接続のオーバーライド値をセミコロンで区切って指定し
ます。以下のオプションのオーバーライドを 1 つ以上入力できます。
- APPBUFSIZE=app_buf_size。接続のアプリケーションバッファの初期

サイズを指定します。DBMOVER 構成ファイル内の APPBUFSIZE をオー
バーライドします。

- CONNECTSTRINGCODEPAGE=code_page。接続文字列の文字のコード
ページ。PowerExchange がメッセージ PWX-07610 を発行する場合、こ
のオーバーライドを入力します。

- LOWVALUES={Y|N}。PowerCenter のセッションにこれらの値を渡すと
きに、PowerExchange により、ソース文字フィールドに低値と呼ばれ
る 16 進数の「0」の値が保持されるかどうかを示します。「Y」を入力す
ると、低値が保持されます。セッションが実行されると、PWXPC は、
z/OS 上の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、Windows、z/OS 上
のシーケンシャルファイルターゲットにこれらの値を書き込むことがで
きます。DBMOVER 構成ファイル内の LOWVALUES をオーバーライドし
ます。

- PWXNOQUOTES={Y|N}。デフォルトでは、PWXPC がセッション処理用
のデータを選択するために使用する SQL SELECT 文で、スペースや特殊
文字が含まれるすべてのテーブル名やフィールド名の前後に二重引用符

（"）が追加されます。この場合の特殊文字とは、/+-=~`! %^&*()[]{}';?,< 
>\\|です。テーブルが schema.table_name という形式によりスキーマ
名とテーブル名の両方で識別される場合、PWXPC は「table_name」値
の前後にだけ引用符を追加します。
ご使用の環境で、何らかの理由で引用符付きのテーブル名やフィールド
名を使用できない場合、PWXNOQUOTES に Y を設定してデフォルトの
動作をオーバーライドします。

- QAQQINILIB=library_name QAQQINI 照会オプションファイルを含む
IBM i（i5/OS）システム上のライブラリ名を指定します。IBM i システム
上の DBMOVER 構成ファイルにオプションの QAQQINILIB 文が含まれる
場合、このオーバーライドは DBMOVER ファイルで指定した値よりも優
先されます。このオーバーライドは、IBM i システムにのみ適用されま
す。

- RETLOGINFOMSG={N|Y}。デフォルトでは、PWXPC はセッションログに
PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを書き込みます
が、情報メッセージは書き込みません。RETLOGINFOMSG=Y を指定する
と、PWXPC は、エラーメッセージと警告メッセージとともに情報メッ
セージをセッションログに書き込みます。
注: RETLOGINFOMSG 接続オーバーライドは、［PWX ログエントリの取
得］接続属性に相当します。

- TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout。ネットワーク操作
タイムアウト間隔（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細
については、「非同期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してくださ
い。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

- TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout。接続タイムアウト間隔
（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同

期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してください。
接続再試行期間 × 前

後
方
向

最初の接続試行が失敗した後、PowerCenter 統合サービスが
PowerExchange リスナへの再接続を試行する秒数。統合サービスが再試
行期間内に PowerExchange リスナに接続できなかった場合、セッション
は失敗します。
デフォルト値は 0 であり、この PWXPC 接続属性に基づいて接続の再試行
を無効にします。
注: PowerExchange リスナのソースデータベースへの接続には、接続レジ
リエンスはありません。

関連項目：
•「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)
•「ペーシングの設定」  (ページ 136)
•「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)
•「PowerExchange ログエントリの取得」  (ページ 138)
•「イメージタイプの設定」  (ページ 141)
•「CAPI 接続名オーバーライドの設定」  (ページ 143)
•「アイドル時間の設定」  (ページ 143)
•「CDC リスタート属性の設定」  (ページ 145)
•「UOW カウントの設定」  (ページ 145)
•「PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設定」  (ページ 147)
•「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)
•「CDC セッションのコミット処理」  (ページ 188)
•「セッションログとリスタートトークンファイルの履歴の管理」  (ページ 216)
•「イベントテーブル処理の設定」  (ページ 142)
•「CDC セッションのリカバリの有効化」  (ページ 207)
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NRDB Batch アプリケーション接続
バルクデータ移動セッションで非リレーショナルソースからデータを抽出して、非リレーショナルターゲット
にデータをロードするには、NRDB Batch アプリケーション接続を設定します。NRDB Batch アプリケーショ
ン接続は、CDC セッションで非リレーショナルターゲットに変更データを適用する場合にも使用します。
以下の表に、PWX NRDB Batch アプリケーション接続タイプの接続属性を示します。

接続属
性

必
須

説明

名前 ○ アプリケーション接続の名前。
コードペ
ージ

○ ソースデータベースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サービスが使用する
コードページ。
注: Unicode モードでは、PWXPC によってコードページがこの値で設定され、
PowerExchange 構成ファイルのコードページ指定がオーバーライドされます。 

場所 ○ PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で指定されたソースデータベース
またはターゲットデータベースの場所。

ユーザー
名

○ データベースユーザー名。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows システムのデータベースで、
PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にしている場合、そのユーザー名はエンター
プライズユーザー名になります。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
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接続属
性

必
須

説明

パスワー
ド

○ 指定したユーザーまたは有効な PowerExchange パスフレーズのパスワード。
9 文字未満のパスワードは検証されません。
コードページの違いによって発生する可能性があるエラーを避けるため、パスワードに
はパスフレーズで許可されている文字だけを使用することをお勧めします。
z/OS の非リレーショナルのソースまたはターゲットおよび i5/OS のシーケンシャルソー
スファイルまたはターゲットファイルでは、パスワードの代わりにパスフレーズを入力
できます。i5/OS のパスフレーズは、9～31 文字の範囲で指定できます。PWXPC 接続を
使用する場合、z/OS パスフレーズは 9～128 文字の長さで指定できます。パスフレーズ
には次の文字を含めることができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めることはできま
せん。
z/OS で IBM IRRPHREX イグジットに指定できる文字は、PowerExchange パスフレーズに
指定できる文字に影響しません。
注: z/OS で有効な RACF パスフレーズの最大長は 100 文字です。PowerExchange は、検
証のために RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレーズを切り捨
てます。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を SECURITY=(1,N)
以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を参照してください。
IMS の接続のパスフレーズを使用するには、次の追加の要件を確実に満たす必要があり
ます。
- ODBA の IMS へのアクセスは、『PowerExchange ナビゲータユーザーガイド』で説明さ

れているとおりに設定する必要があります。
- 必ずアクセス方式に IMS ODBA を指定している IMS データマップを使用してください。

DL/1 BATCH アクセス方式を指定するデータマップは使用しないでください。これは、
パスフレーズをサポートしていない netport ジョブの使用がこのアクセス方式で必須に
なっているためです。

- IMS データベースは、ODBA の IMS へのアクセスを使用するために、IMS 制御領域でオ
ンラインにする必要があります。

圧縮 × セッションでソースデータを圧縮するかどうかを制御します。
暗号化タ
イプ

× 暗号化タイプ。暗号化タイプの詳細については、「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)を参
照してください。
デフォルトは［なし］です。

暗号化レ
ベル

× 暗号化レベル。暗号化レベルの詳細については、「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)を参
照してください。
デフォルトは 1 です。

ペーシン
グサイズ

× ペーシングサイズ。ぺーシングサイズの設定の詳細については、「ペーシングの設定」  (ペ
ージ 136)を参照してください。
デフォルトは 0 です。

行として
解釈

× ペーシングサイズをキロバイトで表すか行数で表すかを制御します。
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接続属
性

必
須

説明

オフロー
ド処理

× オフロード処理を使用するかどうかを制御します。オフロード処理では、
PowerExchange バルクデータ処理がソースシステムから PowerCenter 統合サービスマシ
ンに移行されます。
有効な値は以下のとおりです。
- ×。オフロード処理を無効化します。
- 自動。オフロード処理を使用するかどうかが PowerExchange によって決定されます。
- 事前フィルタ。処理が PowerCenter 統合サービスマシンにオフロードされますが、デ

ータのフィルタリングはソースシステム上で継続されます。
IMS アンロードファイルおよび DB2 for z/OS イメージコピーデータソースに［事前フ
ィルタ］を選択した場合は、PowerExchange によって［事後フィルタ］に変更されま
す。

- 事後フィルタ。データのフィルタリングなど、バルクデータ処理を PowerCenter 統合
サービスマシンにオフロードします。

デフォルトは［いいえ］です。
ワーカー
スレッド

× PowerExchange が PowerCenter 統合サービスマシンでバルクデータを処理するために使
用するスレッドの数。
最適なパフォーマンスを得るためには、統合サービスマシンにインストールされている
プロセッサまたはこのマシンで使用可能なプロセッサの数を超えないようにこの値を設
定します。
有効な値は 1～64 です。
デフォルトは 0 です。マルチスレッド処理は無効になります。リーダーまたはライタパ
イプラインのパーティション化を使用する場合は、デフォルト値の 0 を許可します。複
数のワーカースレッドとパーティション化の両方を使用することはできません。
一部の NRDB Batch 接続タイプはワーカースレッドをサポートしていません。これらの
接続のいずれかの［ワーカースレッド］接続属性がゼロ以外の値に設定されている場合
は、スレッドなしで処理が続行されます。
メッセージ PWX-31505 に接続パフォーマンス設定（ワーカースレッドの数を含む）がレ
ポートされます。ワーカースレッドが使用されない場合は、メッセージ PWX-31505 にワ
ーカースレッド数としてゼロがレポートされます。

配列サイ
ズ

× VSAM データセットおよびシーケンシャルファイルの場合は、パーティション化されたセ
ッションまたはマルチスレッドセッションで使用されるストレージ配列のサイズ（単位
はレコード数）。
パーティション化されたセッションの場合、この配列サイズはパーティション間で共有
されます。マルチスレッドセッションの場合、各スレッドでこの配列サイズが使用され
ます。
DB2 for z/OS イメージコピーの場合は、割り当てる必要のある最大メモリバッファを決
定します。zIIP 処理を有効にした場合、［配列サイズ］は、zIIP プロセッサにディスパッ
チする圧縮された行数も表しています。
有効な値は 1～5000 です。デフォルトは 25 です。
特に［書き込みモード］属性で[書き込み確認オン]が指定されている場合、パーティショ
ン化されたセッションを調整するために配列サイズを増やします。

書き込み
モード

× データを PowerExchange リスナに同期的に送信するか非同期的に送信するかを制御しま
す。

［書き込みモード］オプションの詳細については、「書き込みモードの設定」  (ページ 139)
を参照してください。
デフォルトは、［書き込み確認オン］です。
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接続属
性

必
須

説明

文字デー
タを文字
列に変換

× データに埋め込まれた NULL がスペースとして処理されるように、文字フィールドを文
字列フィールドに変換するかどうかを制御します。
デフォルトでは、この属性は選択されていません。
詳細については、「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)を参照してください。

PWX ロ
グエント
リの取得

× セッションに関連する PowerExchange 情報メッセージを、PWXPC が PowerCenter セッ
ションログに書き込むかどうかを制御します。
デフォルトでは、PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージはセッションロ
グに書き込まれますが、情報メッセージは書き込まれません。

NRDB Batch アプリケーション接続       91



接続属
性

必
須

説明

PWX オ
ーバーラ
イド

× PowerExchange 接続のオーバーライド値をセミコロンで区切って指定します。以下のオ
プションのオーバーライドを 1 つ以上入力できます。
- APPBUFSIZE=app_buf_size。接続のアプリケーションバッファの初期サイズを指定し

ます。DBMOVER 構成ファイル内の APPBUFSIZE をオーバーライドします。
- CNV_ERROR_OK= {N|Y}。NRDB バッチ接続を使用してリレーショナルターゲットにデ

ータを書き込む場合は、このパラメータを Y に設定して、PWX-00143 メッセージで
DBAPI の不正な NULL 変換エラーが報告された後もワークフローを続行できるように
します。このエラーは、ワークフローがターゲットの NOT NULL カラムに NULL デー
タを書き込もうとすると発生します。この種類のエラーが発生したときにワークフロ
ーを異常終了させるには、このパラメータを N に設定します。デフォルトは N です。

- CONNECTSTRINGCODEPAGE=code_page。接続文字列の文字のコードページ。
PowerExchange がメッセージ PWX-07610 を発行する場合、このオーバーライドを入力
します。

- CSQ_MEMSIZE=memory_size。複数レコードの書き込みを行う際、ディスクに保存す
る前に使用するキャッシュのメモリサイズ（単位: メガバイト）。デフォルトは 16 で
す。

- DSNTYPE=dataset_type。データセットタイプ。有効な値は LARGE です。大規模形式
の物理シーケンシャル（PS）データセットを割り当てるには、DSNTYPE=LARGE を指
定します。デフォルトでは、DSNTYPE は指定されていません。

- LOWVALUES={Y|N}。PowerCenter のセッションにこれらの値を渡すときに、
PowerExchange により、ソース文字フィールドに低値と呼ばれる 16 進数の「0」の値
が保持されるかどうかを示します。「Y」を入力すると、低値が保持されます。セッシ
ョンが実行されると、PWXPC は、z/OS 上の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、
Windows、z/OS 上のシーケンシャルファイルターゲットにこれらの値を書き込むこと
ができます。DBMOVER 構成ファイル内の LOWVALUES をオーバーライドします。

- PWXNOQUOTES={Y|N}。デフォルトでは、PWXPC がセッション処理用のデータを選択
するために使用する SQL SELECT 文で、スペースや特殊文字が含まれるすべてのテー
ブル名やフィールド名の前後に二重引用符（"）が追加されます。この場合の特殊文字
とは、/+-=~`! %^&*()[]{}';?,< >\\|です。テーブルが schema.table_name という形式
によりスキーマ名とテーブル名の両方で識別される場合、PWXPC は「table_name」
値の前後にだけ引用符を追加します。
ご使用の環境で、何らかの理由で引用符付きのテーブル名やフィールド名を使用でき
ない場合、PWXNOQUOTES に Y を設定してデフォルトの動作をオーバーライドしま
す。

- RETLOGINFOMSG={N|Y}。デフォルトでは、PWXPC はセッションログに
PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを書き込みますが、情報メッセ
ージは書き込みません。RETLOGINFOMSG=Y を指定すると、PWXPC は、エラーメッセ
ージと警告メッセージとともに情報メッセージをセッションログに書き込みます。
注: RETLOGINFOMSG 接続オーバーライドは、［PWX ログエントリの取得］接続属性に
相当します。

- TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout。ネットワーク操作タイムアウト間
隔（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同期ネットワー
ク通信」  (ページ 154)を参照してください。

- TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout。接続タイムアウト間隔（秒単位）。この
タイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同期ネットワーク通信」  (ページ
154)を参照してください。

- WRT_ERROR_HANDLING=Y。ライタのパーティション化を使用し、［書き込みモード］
属性を［書き込み確認オン］に設定した場合は、WRT_ERROR_HANDLING=Y と指定す
ると、代替のエラー処理が使用されます。この代替方法は、入力データに多数のエラ

92       第 4 章: 接続



接続属
性

必
須

説明

ーが含まれている場合にデフォルトの方法よりも効率的に処理できます。この文は
DBMOVER 構成ファイルでも指定できます。

接続再試
行期間

× 最初の接続試行が失敗した後、PowerCenter 統合サービスが PowerExchange リスナへの
再接続を試行する秒数。統合サービスが再試行期間内に PowerExchange リスナに接続で
きなかった場合、セッションは失敗します。
デフォルト値は 0 であり、この PWXPC 接続属性に基づいて接続の再試行を無効にします
注: PowerExchange リスナのソースデータベースへの接続には、接続レジリエンスはあ
りません。

関連項目：
•「ペーシングの設定」  (ページ 136)
•「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)
•「書き込みモードの設定」  (ページ 139)
•「PowerExchange ログエントリの取得」  (ページ 138)

NRDB CDC アプリケーション接続
非リレーショナルソースからリアルタイム抽出モードで、または PowerExchange Condense 要約ファイルか
らバッチ抽出モードで変更データを抽出するには、NRDB CDC アプリケーション接続を設定します。
以下の表に CDC 変更および PWX NRDB CDC リアルタイムのアプリケーション接続タイプの接続属性を示しま
す。

接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

名前 ○ 前後
方向

アプリケーション接続名。

コードページ ○ 前後
方向

ソースデータベースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サー
ビスが使用するコードページ。
注: Unicode モードでは、PWXPC によってコードページがこの値で設定さ
れ、PowerExchange 構成ファイルのコードページ指定がオーバーライド
されます。 

場所 ○ 前後
方向

DBMOVER 構成ファイルの NODE 文で指定したソースデータベースまたは
ターゲットデータベースの場所。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

ユーザー名 ○ 前後
方向

データベースに接続するユーザーの名前。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows プラットフォームへ
の接続で、PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にしている場合、そ
のユーザー名はエンタープライズユーザー名になります。詳細について
は、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。

パスワード ○ 前後
方向

指定したユーザーまたは有効な PowerExchange パスフレーズのパスワー
ド。
9 文字未満のパスワードは検証されません。
コードページの違いによって発生する可能性があるエラーを避けるため、
パスワードにはパスフレーズで許可されている文字だけを使用することを
お勧めします。
PWXPC 接続を使用する場合、z/OS アクセス用の PowerExchange パスフ
レーズは 9～128 文字の長さで指定できます。パスフレーズには次の文字
を含めることができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含め
ることはできません。
IBM IRRPHREX イグジットに指定できる文字は、PowerExchange パスフレ
ーズに指定できる文字に影響しません。
注: 有効な RACF のパスフレーズは最長 100 文字です。PowerExchange
は、検証のために RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパ
スフレーズを切り捨てます。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を
SECURITY=(1,N)以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細に
ついては、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」
を参照してください。
IMS の接続のパスフレーズを使用するには、次の追加の要件を確実に満た
す必要があります。
- ODBA の IMS へのアクセスは、『PowerExchange ナビゲータユーザーガイド』で説明されているとおりに設定する必要があります。
- 必ずアクセス方式に IMS ODBA を指定している IMS データマップを使用

してください。DL/1 BATCH アクセス方式を指定するデータマップは使
用しないでください。これは、パスフレーズをサポートしていない
netport ジョブの使用がこのアクセス方式で必須になっているためです。

- IMS データベースは、ODBA の IMS へのアクセスを使用するために、
IMS 制御領域でオンラインにする必要があります。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

圧縮 × 前後
方向

PowerCenter セッションでソースデータを圧縮するかどうかを制御しま
す。

暗号化タイプ ○ 前後
方向

暗号化タイプ。サポートされている暗号化タイプの詳細については、「暗
号化と圧縮の設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは［なし］です。

暗号化レベル × 前後
方向

暗号化レベル。サポートされている暗号化レベルの詳細については、「暗
号化と圧縮の設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 1 です。

ペーシングサイ
ズ

○ 前後
方向

ペーシングサイズ。

行として解釈 × 前後
方向

ペーシングサイズが行数かどうかを示します。

イメージタイプ × 前後
方向

CDC セッションに PWXPC がキャプチャした更新を渡す方法を示します
（更新として渡すか、または削除後の挿入として渡します）。

デフォルトは［BA］で、更新を削除後の挿入として処理します。
詳細については、「イメージタイプの設定」  (ページ 141)を参照してくださ
い。

アプリケーショ
ン名

× 前後
方向

アプリケーション名。

RestartToken フ
ァイルフォルダ

○ 前後
方向

再起動トークンフォルダを含むフォルダ名。
デフォルトは、$PMRootDir/Restart です。

再起動トークン
フｧイル名

× 前後
方向

再起動トークンファイルの名前。

RestartToken フ
ァイルを保持す
るための実行数

× 前後
方向

再起動トークンファイルを保持するバックアップコピーの最大数。
デフォルトは 0 です。

リカバリキャッ
シュフォルダ

× 前後
方向

セッションのリカバリに使用するファイルキャッシュフォルダの名前。
デフォルトは、$PMRootDir/Cache です。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

UOW カウント × 前後
方向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内の
すべてのターゲットにデータをコミットする前に処理する作業単位

（UOW）の数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0。この属性を無効にします。
n。PWXPC がコミット要求を送信する前に処理する UOW の数を指定しま
す。
デフォルトは 1 です。
詳細については、「UOW カウントの設定」  (ページ 145)を参照してくださ
い。

Reader の時間制
限

× リア
ルタ
イム

PowerCenter 統合サービスがソースからデータを読み取ってから停止する
までの秒数。
デフォルトは 0 です。Reader の時間が制限されていないことを示します。
これは、テストのみを目的とする値です。
ヒント: 代わりに、［アイドル時間］を使用します。

アイドル時間 × リア
ルタ
イム

変更ログの最後に達した（この状態はメッセージ PWX-09967 で示されま
す）後で、PowerExchange リスナが EOF（ファイルの終わり）を返す前
にアイドルのままで保たれる秒数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。EOF は返されません。セッションは継続して実行されます。
0。ログの最後で EOF が返されます。セッションは正常に終了します。
n。EOF を返すまでに PowerExchange リスナをアイドル状態にしておく
秒数です。
デフォルトは-1 です。
詳細については、「アイドル時間の設定」  (ページ 143)を参照してください。

リアルタイムフ
ラッシュ待ち時
間（ミリ秒単位）

× リア
ルタ
イム

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機しなければな
らない時間（ミリ秒）。この期間を経過すると、PWXPC は引き続き現在の
UOW 内の変更を UOW の最後に達するまで読み込みます。その後、デー
タをターゲットにコミットできるように、PWXPC が PowerCenter にコミ
ット要求を送信します。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0～86400。PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機し
なければならない時間（ミリ秒）を指定します。0～2000 の値を指定する
と、PWXPC は 2000 ミリ秒（2 秒）を使用します。
デフォルトは 0 です。
詳細については、「PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設
定」  (ページ 147)を参照してください。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

PWX 待ち時間
（秒単位）

× リア
ルタ
イム

ソースプラットフォーム上の PowerExchange で、PowerCenter 統合サー
ビスプラットフォーム上の PWXPC にデータをフラッシュするまでに、他
の変更データを待機する最大秒数。
デフォルトは 2 です。

コミットあたり
の最大行数

× 前後
方向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内の
すべてのターゲットにデータをコミットする前に処理する変更レコードの
最大数。PWXPC では、変更データがコミットされる UOW の境界を待機
しません。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)を参照し
てください。

コミットあたり
の最小行数

× リア
ルタ
イム

PowerExchange リスナがコミットレコードを PWXPC に渡す前に、変更ス
トリームから読み取る必要がある変更レコードの最小数。この最小数に達
するまで、PowerExchange リスナは変更レコードだけを PWXPC に渡し、
コミットレコードを破棄します。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最小行数の設定」  (ページ 149)を参照し
てください。

文字データを文
字列に変換

× 前後
方向

データに埋め込まれた NULL がスペースとして処理されるように、文字フ
ィールドを文字列フィールドに変換するかどうかを制御します。
デフォルトでは、この属性は選択されていません。

イベントテーブ
ル

× リア
ルタ
イム

イベント処理に使用される PowerExchange 抽出マップ名。
詳細については、「イベントテーブル処理の設定」  (ページ 142)を参照して
ください。

オフロード処理 × リア
ルタ
イム

CDC オフロード処理を使用して、変更データ用の PowerExchange 処理を
ソースシステムから PowerCenter 統合サービスマシンに移動するかどう
かを制御します。
有効な値は以下のとおりです。
- ×
- ○
- 自動。オフロード処理を使用するかどうかが PowerExchange によって

決定されます。
デフォルトは［いいえ］です。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

ワーカスレッド × リア
ルタ
イム

CDC オフロード処理を有効にした場合に、PowerExchange が
PowerCenter 統合サービスマシンで変更データを処理するために使用する
スレッドの数。
最適なパフォーマンスを得るためには、PowerCenter 統合サービスマシン
にインストールされているプロセッサまたはこのマシンで使用可能なプロ
セッサ数を超えないようにこの値を設定します。
有効な値は 1～64 です。
デフォルトは 0 です。

配列サイズ × リア
ルタ
イム

［ワーカスレッド］の値が 0 より大きい場合は、スレッドのストレージ配
列のサイズ（単位: レコード数）です。
有効な値は 1～5000 です。
デフォルトは 25 です。

マップの場所 × リア
ルタ
イム

オフロード処理を有効にした場合のソース抽出マップの場所。この値は、
PowerCenter 統合サービスマシンの DBMOVER 構成ファイルの NODE 文
に設定した場所の名前にする必要があります。

マップの場所の
ユーザー

× リア
ルタ
イム

［マップの場所］を指定した場合、その場所のユーザーの有効なユーザー
ID。

マップの場所の
パスワード

× リア
ルタ
イム

［マップの場所のユーザー］を指定した場合、そのユーザー ID の有効なパ
スワード。

CAPI 接続名オー
バーライド

× リア
ルタ
イム

デフォルトの CAPI 接続名をオーバーライドする名前。

PWX ログエント
リの取得

× 前後
方向

CDC セッションに関連する PowerExchange 情報メッセージを、PWXPC
が PowerCenter セッションログに書き込むかどうかを制御します。
デフォルトでは、PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージ
はセッションログに書き込まれますが、情報メッセージは書き込まれませ
ん。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

PWX オーバーラ
イド

× 前後
方向

PowerExchange 接続のオーバーライド値をセミコロンで区切って指定し
ます。以下のオーバーライドを 1 つ以上入力できます。
- APPBUFSIZE=app_buf_size。接続のアプリケーションバッファの初期

サイズを指定します。DBMOVER 構成ファイル内の APPBUFSIZE をオー
バーライドします。

- CONNECTSTRINGCODEPAGE=code_page。接続文字列の文字のコード
ページ。PowerExchange がメッセージ PWX-07610 を発行する場合、こ
のオーバーライドを入力します。

- DSNTYPE=dataset_type。データセットタイプ。有効な値は LARGE で
す。大規模形式の物理シーケンシャル（PS）データセットを割り当て
るには、DSNTYPE=LARGE を指定します。デフォルトでは、DSNTYPE
は指定されていません。

- LOWVALUES={Y|N}。PowerCenter のセッションにこれらの値を渡すと
きに、PowerExchange により、ソース文字フィールドに低値と呼ばれ
る 16 進数の「0」の値が保持されるかどうかを示します。「Y」を入力す
ると、低値が保持されます。セッションが実行されると、PWXPC は、
z/OS 上の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、Windows、z/OS 上
のシーケンシャルファイルターゲットにこれらの値を書き込むことがで
きます。DBMOVER 構成ファイル内の LOWVALUES をオーバーライドし
ます。

- PWXNOQUOTES={Y|N}。デフォルトでは、PWXPC がセッション処理用
のデータを選択するために使用する SQL SELECT 文で、スペースや特殊
文字が含まれるすべてのテーブル名やフィールド名の前後に二重引用符

（"）が追加されます。この場合の特殊文字とは、/+-=~`! %^&*()[]
{}';?,< >\\|です。テーブルが schema.table_name という形式によりス
キーマ名とテーブル名の両方で識別される場合、PWXPC は

「table_name」値の前後にだけ引用符を追加します。
ご使用の環境で、何らかの理由で引用符付きのテーブル名やフィールド
名を使用できない場合、PWXNOQUOTES に Y を設定してデフォルトの
動作をオーバーライドします。

- RETLOGINFOMSG={N|Y}。デフォルトでは、PWXPC はセッションログに
PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを書き込みます
が、情報メッセージは書き込みません。RETLOGINFOMSG=Y を指定する
と、PWXPC は、エラーメッセージと警告メッセージとともに情報メッ
セージをセッションログに書き込みます。
注: RETLOGINFOMSG 接続オーバーライドは、［PWX ログエントリの取
得］接続属性に相当します。

- TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout。ネットワーク操作
タイムアウト間隔（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細
については、「非同期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してくださ
い。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

- TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout。接続タイムアウト間隔
（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同

期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してください。
接続再試行期間 × 前後

方向
最初の接続試行が失敗した後、PowerCenter 統合サービスが
PowerExchange リスナへの再接続を試行する秒数。統合サービスが再試
行期間内に PowerExchange リスナに接続できなかった場合、セッション
は失敗します。
デフォルト値は 0 であり、この PWXPC 接続属性に基づいて接続の再試行
を無効にします。
注: PowerExchange リスナのソースデータベースへの接続には、接続レジ
リエンスはありません。

CDC オフロード処理の詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（z/OS 版）』を参照してください。
関連項目：
•「DB2 CDC アプリケーション接続」  (ページ 79)
•「DB2 リレーショナル接続」  (ページ 69)
•「Microsoft SQL Server CDC アプリケーション接続」  (ページ 107)
•「Microsoft SQL Server リレーショナル接続」  (ページ 104)
•「NRDB Batch アプリケーション接続」  (ページ 88)
•「NRDB ルックアップリレーショナル接続」  (ページ 101)
•「Oracle CDC アプリケーション接続」  (ページ 122)
•「Oracle リレーショナル接続」  (ページ 120)
•「PowerExchange 接続の設定」  (ページ 68)
•「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)
•「ペーシングの設定」  (ページ 136)
•「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)
•「PowerExchange ログエントリの取得」  (ページ 138)
•「イメージタイプの設定」  (ページ 141)
•「CDC リスタート属性の設定」  (ページ 145)
•「UOW カウントの設定」  (ページ 145)
•「アイドル時間の設定」  (ページ 143)
•「CAPI 接続名オーバーライドの設定」  (ページ 143)
•「PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設定」  (ページ 147)
•「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)
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•「CDC セッションのコミット処理」  (ページ 188)
•「セッションログとリスタートトークンファイルの履歴の管理」  (ページ 216)
•「イベントテーブル処理の設定」  (ページ 142)
•「CDC セッションのリカバリの有効化」  (ページ 207)

NRDB ルックアップリレーショナル接続
ルックアップを使用して PowerExchange 非リレーショナルソースからデータを抽出する場合、NRDB ルック
アップリレーショナル接続を設定します。
以下の表に、PWX NRDB ルックアップリレーショナル接続タイプの接続属性を示します。

接続属
性

必須 説明

名前 はい リレーショナル接続の名前。
コード
ページ

はい ソースデータベースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サービスが使用する
コードページを選択します。
注: Unicode モードでは、PWXPC によってコードページがこの値で設定され、
PowerExchange 構成ファイルのコードページ指定がオーバーライドされます。 

場所 はい PowerExchange 構成ファイル dbmover.cfg でノードとして指定されたソースデータベー
スまたはターゲットデータベースの場所。

ユーザ
ー名

はい 接続先 PowerExchange リスナのユーザー名。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows システム上の PowerExchange リス
ナへの接続で、PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にしている場合、そのユーザ
ー名はエンタープライズユーザー名になります。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
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接続属
性

必須 説明

パスワ
ード

はい 指定したユーザーまたは有効な PowerExchange パスフレーズのパスワード。
9 文字未満のパスワードは検証されません。
コードページの違いによって発生する可能性があるエラーを避けるため、パスワードに
はパスフレーズで許可されている文字だけを使用することをお勧めします。
PWXPC 接続を使用する場合、z/OS アクセス用の PowerExchange パスフレーズは 9～
128 文字の長さで指定できます。パスフレーズには次の文字を含めることができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含めることはでき
ません。
IBM IRRPHREX イグジットに指定できる文字は、PowerExchange パスフレーズに指定で
きる文字に影響しません。
注: 有効な RACF のパスフレーズは最長 100 文字です。PowerExchange は、検証のため
に RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレーズを切り捨てます。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を SECURITY=(1,N)
以上にして PowerExchange リスナを実行します。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を参照してください。
IMS にルックアップ接続する際にパスフレーズを使用するには、次の追加の要件を確実
に満たす必要があります。
- ODBA の IMS へのアクセスは、『PowerExchange ナビゲータユーザーガイド』で説明

されているとおりに設定する必要があります。
- 必ずアクセス方式に IMS ODBA を指定している IMS データマップを使用してくださ

い。DL/1 BATCH アクセス方式を指定するデータマップは使用しないでください。こ
れは、パスフレーズをサポートしていない netport ジョブの使用がこのアクセス方式
で必須になっているためです。

- IMS データベースは、ODBA の IMS へのアクセスを使用するために、IMS 制御領域で
オンラインにする必要があります。

環境
SQL

いい
え

データベース環境で実行する SQL コマンド。

圧縮 いい
え

選択すると、PowerCenter のセッション中にソースデータが圧縮されます。

暗号化
タイプ

いい
え

暗号化タイプ。サポートされている暗号化タイプの詳細については、「暗号化と圧縮の設
定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは［なし］です。

暗号化
レベル

いい
え

暗号化レベル。サポートされている暗号化レベルの詳細については、「暗号化と圧縮の設
定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 1 です。

ペーシ
ングサ
イズ

いい
え

ペーシングサイズを入力します。

行とし
て解釈

いい
え

ペーシングサイズが行数単位かどうかを指定します。

102       第 4 章: 接続



接続属
性

必須 説明

文字デ
ータを
文字列
に変換

いい
え

データに埋め込まれた NULL がスペースとして処理されるように、文字フィールドを文
字列フィールドに変換します。
デフォルトでは、この属性は選択されていません。

PWX オ
ーバー
ライド

いい
え

以下のオーバーライドを含む PowerExchange 接続のオーバーライド値を、セミコロン
で区切って指定します。
- APPBUFSIZE=app_buf_size。接続のアプリケーションバッファの初期サイズを指定し

ます。DBMOVER 構成ファイル内の APPBUFSIZE をオーバーライドします。
- CONNECTSTRINGCODEPAGE=code_page。接続文字列の文字のコードページ。

PowerExchange がメッセージ PWX-07610 を発行する場合、このオーバーライドを入
力します。

- DSNTYPE=dataset_type。データセットタイプ。有効な値は LARGE です。大規模形式
の物理シーケンシャル（PS）データセットを割り当てるには、DSNTYPE=LARGE を指
定します。デフォルトでは、DSNTYPE は指定されていません。

- LOWVALUES={Y|N}。PowerCenter のセッションにこれらの値を渡すときに、
PowerExchange により、ソース文字フィールドに低値と呼ばれる 16 進数の「0」の値
が保持されるかどうかを示します。「Y」を入力すると、低値が保持されます。セッシ
ョンが実行されると、PWXPC は、z/OS 上の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、
Windows、z/OS 上のシーケンシャルファイルターゲットにこれらの値を書き込むこと
ができます。DBMOVER 構成ファイル内の LOWVALUES をオーバーライドします。

- RETLOGINFOMSG={N|Y}。デフォルトでは、PWXPC はセッションログに
PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを書き込みますが、情報メッセ
ージは書き込みません。RETLOGINFOMSG=Y を指定すると、PWXPC は、エラーメッ
セージと警告メッセージとともに情報メッセージをセッションログに書き込みます。

- TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout。ネットワーク操作タイムアウト
間隔（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同期ネットワ
ーク通信」  (ページ 154)を参照してください。

- TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout。接続タイムアウト間隔（秒単位）。この
タイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同期ネットワーク通信」  (ページ
154)を参照してください。

接続再
試行期
間

いい
え

最初の接続試行が失敗した後、PowerCenter 統合サービスが PowerExchange リスナへ
の再接続を試行する秒数。統合サービスが再試行期間内に PowerExchange リスナに接
続できなかった場合、セッションは失敗します。
デフォルト値は 0 であり、この PWXPC 接続属性に基づいて接続の再試行を無効にしま
す。
注: PowerExchange リスナのソースデータベースへの接続には、接続レジリエンスはあ
りません。

関連項目：
•「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)
•「ペーシングの設定」  (ページ 136)
•「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)
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Microsoft SQL Server リレーショナル接続
バルクデータ移動セッションで Microsoft SQL Server のソースからデータを抽出して、Microsoft SQL Server
のターゲットにデータをロードするには、リレーショナル接続を設定します。リレーショナル接続は、CDC セ
ッションで Microsoft SQL Server リレーショナルターゲットに変更データを適用する場合にも使用します。
以下の表に、PWX MSSQLServer リレーショナル接続タイプの接続属性を示します。

接続属性 必
須

説明

名前 ○ リレーショナル接続の名前。
コードペ
ージ

○ ソースデータベースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サービスが使用する
コードページ。
注: Unicode モードでは、PWXPC は PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルのコード
ページ指定の代わりに、このコードページを使用します。 

場所 ○ PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で指定されたソースデータベース
またはターゲットデータベースの場所。

サーバー
名

○ SQL Server インスタンスの名前。

データベ
ース名

○ SQL Server データベースの名前。

ユーザー
名

○ データベースへのアクセスに使用できるユーザー名。

パスワー
ド

○ 指定されたユーザー名のパスワード。

環境 SQL × データベース環境で実行する SQL コマンド。
圧縮 × このオプションは、PowerCenter セッション中にソースデータを圧縮する場合に選択し

ます。
暗号化タ
イプ

× 暗号化タイプ。サポートされている暗号化タイプの詳細については、「暗号化と圧縮の設
定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは［なし］です。

暗号化レ
ベル

× 暗号化レベル。サポートされている暗号化レベルの詳細については、「暗号化と圧縮の設
定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 1 です。

ペーシン
グサイズ

× ペーシングサイズ。ぺーシングサイズの設定の詳細については、「ペーシングの設定」  
(ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 0 です。

行として
解釈

× ペーシングサイズが行数かどうかを制御します。
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接続属性 必
須

説明

文字デー
タを文字
列に変換

× データに埋め込まれた NULL がスペースとして処理されるように、文字フィールドを文
字列フィールドに変換するかどうかを制御します。
デフォルトでは、この属性は選択されていません。
詳細については、「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)を参照してください。

書き込み
モード

× 書き込みモード。［書き込みモード］オプションの詳細については、「書き込みモードの設
定」  (ページ 139)を参照してください。
デフォルトは、［書き込み確認オン］です。

配列サイ
ズ

× SQL Server バルクロード操作のストレージ配列のサイズ（単位: レコード数）。
有効な値は 1～5000 です。デフォルトは 25 です。

拒否ファ
イル

× 拒否ファイルに対して PWXR のデフォルトのプレフィックスをオーバーライドします。
書き込みモードがフォールトトレランスを持つ非同期に設定されている場合、
PowerExchange はターゲットマシン上に拒否ファイルを作成します。
注: PWXDISABLE を入力すると、拒否ファイルの作成を防ぐことができます。 
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接続属性 必
須

説明

PWX オ
ーバーラ
イド

× PowerExchange 接続のオーバーライド値をセミコロンで区切って指定します。以下のオ
プションのオーバーライドを 1 つ以上入力できます。
- APPBUFSIZE=app_buf_size。接続のアプリケーションバッファの初期サイズを指定し

ます。DBMOVER 構成ファイル内の APPBUFSIZE をオーバーライドします。
- CONNECTSTRINGCODEPAGE=code_page。接続文字列の文字のコードページ。

PowerExchange がメッセージ PWX-07610 を発行する場合、このオーバーライドを入
力します。

- LOWVALUES={Y|N}。PowerCenter のセッションにこれらの値を渡すときに、
PowerExchange により、ソース文字フィールドに低値と呼ばれる 16 進数の「0」の値
が保持されるかどうかを示します。「Y」を入力すると、低値が保持されます。セッシ
ョンが実行されると、PWXPC は、z/OS 上の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、
Windows、z/OS 上のシーケンシャルファイルターゲットにこれらの値を書き込むこと
ができます。DBMOVER 構成ファイル内の LOWVALUES をオーバーライドします。

- PWXNOQUOTES={Y|N}。デフォルトでは、PWXPC がセッション処理用のデータを選択
するために使用する SQL SELECT 文で、スペースや特殊文字が含まれるすべてのテー
ブル名やフィールド名の前後に二重引用符（"）が追加されます。この場合の特殊文字
とは、/+-=~`! %^&*()[]{}';?,< >\\|です。テーブルが schema.table_name という形式
によりスキーマ名とテーブル名の両方で識別される場合、PWXPC は「table_name」
値の前後にだけ引用符を追加します。
ご使用の環境で、何らかの理由で引用符付きのテーブル名やフィールド名を使用でき
ない場合、PWXNOQUOTES に Y を設定してデフォルトの動作をオーバーライドしま
す。

- RETLOGINFOMSG={N|Y}。デフォルトでは、PWXPC はセッションログに
PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを書き込みますが、情報メッセ
ージは書き込みません。RETLOGINFOMSG=Y を指定すると、PWXPC は、エラーメッ
セージと警告メッセージとともに情報メッセージをセッションログに書き込みます。

- TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout。ネットワーク操作タイムアウト
間隔（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同期ネットワ
ーク通信」  (ページ 154)を参照してください。

- TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout。接続タイムアウト間隔（秒単位）。この
タイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同期ネットワーク通信」  (ページ
154)を参照してください。

接続再試
行期間

× 最初の接続試行が失敗した後、PowerCenter 統合サービスが PowerExchange リスナへ
の再接続を試行する秒数。統合サービスが再試行期間内に PowerExchange リスナに接
続できなかった場合、セッションは失敗します。
デフォルト値は 0 であり、この PWXPC 接続属性に基づいて接続の再試行を無効にしま
す。
注: PowerExchange リスナのソースデータベースへの接続には、接続レジリエンスはあ
りません。

関連項目：
•「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)
•「ペーシングの設定」  (ページ 136)
•「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)
•「書き込みモードの設定」  (ページ 139)
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Microsoft SQL Server CDC アプリケーション接続
Microsoft SQL Server ソースからリアルタイム抽出モードで、または PowerExchange ロッガー（Linux、
UNIX、Windows 用）のログファイルからバッチ抽出モードまたは継続抽出モードで変更データを抽出するに
は、CDC アプリケーション接続を設定します。
以下の表に、CDC 変更および MSSQL CDC リアルタイムのアプリケーション接続タイプの接続属性を示しま
す。

接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

名前 ○ 前後
方向

アプリケーション接続の名前。

コードページ ○ 前後
方向

ソースデータベースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サー
ビスが使用するコードページ。
注: Unicode モードでは、PWXPC は PowerExchange dbmover.cfg 構成フ
ァイルのコードページ指定の代わりに、このコードページを使用します。 

場所 ○ 前後
方向

PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で指定されたソー
スデータベースまたはターゲットデータベースの場所。

ユーザー名 ○ 前後
方向

SQL Server データベースへのアクセスに使用できるユーザー名。

パスワード ○ 前後
方向

指定されたユーザー名のパスワード。

圧縮 × 前後
方向

このオプションは、PowerCenter セッション中にソースデータを圧縮する
場合に選択します。

暗号化タイプ ○ 前後
方向

暗号化タイプ。暗号化タイプの詳細については、「暗号化と圧縮の設定」  
(ページ 136)を参照してください。
デフォルトは［なし］です。

暗号化レベル × 前後
方向

暗号化レベル。暗号化レベルの詳細については、「暗号化と圧縮の設定」  
(ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 1 です。

ペーシングサイ
ズ

○ 前後
方向

ペーシングサイズ。ぺーシングサイズの設定の詳細については、「ペーシ
ングの設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 0 です。

行として解釈 × 前後
方向

ペーシングサイズが行数かどうかを制御します。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

イメージタイプ × 前後
方向

CDC セッションに PWXPC がキャプチャした更新操作を更新として渡す
か、削除後の挿入として渡すかを示します。
デフォルトは［BA］で、更新を削除後の挿入として処理します。
詳細については、「イメージタイプの設定」  (ページ 141)を参照してくださ
い。

アプリケーショ
ン名

× 前後
方向

アプリケーション名。

RestartToken フ
ァイルフォルダ

○ 前後
方向

再起動トークンフォルダ。
デフォルトは、$PMRootDir/Restart です。
詳細については、「CDC リスタート属性の設定」  (ページ 145)を参照してく
ださい。

再起動トークン
フｧイル名

× 前後
方向

再起動トークンのファイル名。

RestartToken フ
ァイルを保持す
るための実行数

× 前後
方向

保持する再起動トークンファイルのバックアップコピーの最大数。
デフォルトは 0 です。

リカバリキャッ
シュフォルダ

× 前後
方向

セッションのリカバリを有効にするファイルキャッシュフォルダ。
デフォルトは、$PMRootDir/Cache です。

UOW カウント × 前後
方向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内のす
べてのターゲットにデータをコミットする前に処理する作業単位（UOW）
の数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0。この属性を無効にします。
n。PWXPC がコミット要求を送信する前に処理する UOW の数を指定しま
す。
デフォルトは 1 です。
詳細については、「UOW カウントの設定」  (ページ 145)を参照してくださ
い。

Reader の時間制
限

× リア
ルタ
イム

PowerCenter 統合サービスがソースからデータを読み取ってから停止する
までの秒数。

「0」を入力した場合、読み取り時間は［Reader の時間制限］属性によっ
て制限されません。これは、テストのみを目的とする属性です。
ヒント: ［Reader の時間制限］の代わりに［アイドル時間］を使用できま
す。 
デフォルトは 0 です。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

アイドル時間 × リア
ルタ
イム

変更ログの最後に達した（この状態はメッセージ PWX-09967 で示されま
す）後で、PowerExchange リスナが EOF（ファイルの終わり）を返す前
にアイドルのままで保たれる秒数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。EOF は返されません。セッションは継続して実行されます。
0。ログの最後で EOF が返されます。セッションは正常に終了します。
n。EOF が返されるまでの秒数。
デフォルトは-1 です。
詳細については、「アイドル時間の設定」  (ページ 143)を参照してください。

リアルタイムフ
ラッシュ待ち時
間（ミリ秒単
位）

× リア
ルタ
イム

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機しなければな
らない時間（ミリ秒）。この期間を経過すると、PWXPC は引き続き現在の
UOW 内の変更を UOW の最後に達するまで読み込みます。その後、デー
タをターゲットにコミットできるように、PWXPC が PowerCenter にコミ
ット要求を送信します。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0～86400。PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機し
なければならない時間（ミリ秒）を指定します。0～2000 の値を指定する
と、PWXPC は 2000 ミリ秒（2 秒）を使用します。
デフォルトは 0 です。
詳細については、「PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設
定」  (ページ 147)を参照してください。

PWX 待ち時間
（秒単位）

× リア
ルタ
イム

ソースプラットフォーム上の PowerExchange 抽出処理で、PowerCenter
統合サービスマシン上の PWXPC に制御が返される前に、変更データのた
めに待機する最大秒数。
デフォルトは 2 です。

コミットあたり
の最大行数

× 前後
方向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内のす
べてのターゲットにデータをコミットする前に処理する変更レコードの最
大数。PWXPC では、変更データがコミットされる UOW の境界を待機しま
せん。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)を参照し
てください。

コミットあたり
の最小行数

× リア
ルタ
イム

PowerExchange リスナがコミットレコードを PWXPC に渡す前に、変更ス
トリームから読み取る必要がある変更レコードの最小数。この最小数に達
するまで、PowerExchange リスナは変更レコードだけを PWXPC に渡し、
コミットレコードを破棄します。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最小行数の設定」  (ページ 149)を参照し
てください。
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う
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変
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ム

説明

文字データを文
字列に変換

× 前後
方向

データに埋め込まれた NULL がスペースとして処理されるように、文字フ
ィールドを文字列フィールドに変換するかどうかを制御します。
デフォルトでは、この属性は選択されていません。
詳細については、「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)を参照してく
ださい。

イベントテーブ
ル

× リア
ルタ
イム

イベント処理に使用される PowerExchange 抽出マップ名。
詳細については、「イベントテーブル処理の設定」  (ページ 142)を参照してく
ださい。

オフロード処理 × リア
ルタ
イム

PowerExchange が CDC オフロード処理を使用するかどうかを制御しま
す。オフロード処理が有効化されている場合、PowerExchange は、変更
データのカラムレベルの処理をソースシステムから PowerCenter 統合サ
ービスマシンに移します。
有効な値は以下のとおりです。
- ×。オフロード処理を無効化します。
- ○。オフロード処理を有効化します。
- 自動。オフロード処理を使用するかどうかが PowerExchange によって

決定されます。
デフォルトは［いいえ］です。
オフロード処理の詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 用）』を参照してください。

ワーカスレッド × リア
ルタ
イム

CDC オフロード処理を使用する場合の、PowerExchange が PowerCenter
統合サービスマシンで変更データを処理するために使用するスレッドの
数。
最適なパフォーマンスを得るためには、統合サービスマシンにインストー
ルされているプロセッサまたはこのマシンで使用可能なプロセッサの数を
超えないようにこの値を設定します。
有効な値は 1～64 です。
デフォルトは 0 です。

配列サイズ × リア
ルタ
イム

［ワーカスレッド］値が 0 より大きい場合、スレッドのストレージ配列サ
イズを指定します（単位: レコード数）。
有効な値は 1～5000 です。
デフォルトは 25 です。

マップの場所 × リア
ルタ
イム

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）に対してリモー
トロギングを使用する場合のソース抽出マップの場所。この値は、統合サ
ービスマシンの PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で
指定された場所のノード名である必要があります。
リモートロギングの詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 版）』を参照してください。
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ム

説明

マップの場所の
ユーザー

× リア
ルタ
イム

［マップの場所］で値を指定した場合の、マップの場所に対する有効なユ
ーザー ID。

マップの場所の
パスワード

× リア
ルタ
イム

［マップの場所］で値を指定した場合の、指定したマップの場所のユーザ
ーの有効なパスワード。

CAPI 接続名オー
バーライド

× リア
ルタ
イム

デフォルトの CAPI 接続名をオーバーライドします。
詳細については、「CAPI 接続名オーバーライドの設定」  (ページ 143)を参照
してください。

ロッガー DBID × リア
ルタ
イム

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）構成ファイル
pwxccl で指定されている DBID パラメータ値。
この値は、PowerExchange ロッガーで複数のパブリケーションデータベ
ース内の記事の変更データを抽出する場合にのみ必要です。この場合は、
PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルで MSQL CAPI_CONNECTION
文の MULTIPUB パラメータを Y に設定する必要があります。設定しない
場合、抽出に失敗します。

PWX ログエント
リの取得

× 前後
方向

CDC セッションに関連する PowerExchange 情報メッセージを、PWXPC
が PowerCenter セッションログに書き込むかどうかを制御します。
デフォルトでは、PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージ
はセッションログに書き込まれますが、情報メッセージは書き込まれませ
ん。
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須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

PWX オーバーラ
イド

× 前後
方向

PowerExchange 接続のオーバーライド値をセミコロンで区切って指定し
ます。以下のオプションのオーバーライドを 1 つ以上入力できます。
- APPBUFSIZE=app_buf_size。接続のアプリケーションバッファの初期

サイズを指定します。DBMOVER 構成ファイルの APPBUFSIZE の値をオ
ーバーライドします。

- CONNECTSTRINGCODEPAGE=code_page。接続文字列の文字のコード
ページ。PowerExchange がメッセージ PWX-07610 を発行する場合、こ
のオーバーライドを入力します。

- LOWVALUES={Y|N}。PowerCenter のセッションにこれらの値を渡すと
きに、PowerExchange により、ソース文字フィールドに低値と呼ばれ
る 16 進数の「0」の値が保持されるかどうかを示します。「Y」を入力す
ると、低値が保持されます。セッションが実行されると、PWXPC は、
z/OS 上の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、Windows、z/OS 上
のシーケンシャルファイルターゲットにこれらの値を書き込むことがで
きます。DBMOVER 構成ファイル内の LOWVALUES をオーバーライドし
ます。

- PWXNOQUOTES={Y|N}。デフォルトでは、PWXPC がセッション処理用
のデータを選択するために使用する SQL SELECT 文で、スペースや特殊
文字が含まれるすべてのテーブル名やフィールド名の前後に二重引用符

（"）が追加されます。この場合の特殊文字とは、/+-=~`! %^&*()[]{}';?,< 
>\\|です。テーブルが schema.table_name という形式によりスキーマ
名とテーブル名の両方で識別される場合、PWXPC は「table_name」値
の前後にだけ引用符を追加します。
ご使用の環境で、何らかの理由で引用符付きのテーブル名やフィールド
名を使用できない場合、PWXNOQUOTES に Y を設定してデフォルトの
動作をオーバーライドします。

- RETLOGINFOMSG={N|Y}。デフォルトでは、PWXPC はセッションログに
PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを書き込みます
が、情報メッセージは書き込みません。RETLOGINFOMSG=Y を指定する
と、PWXPC は、エラーメッセージと警告メッセージとともに情報メッ
セージをセッションログに書き込みます。
注: RETLOGINFOMSG 接続オーバーライドは、［PWX ログエントリの取
得］接続属性に相当します。

- TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout。ネットワーク操作
タイムアウト間隔（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細
については、「非同期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してくださ
い。

- TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout。接続タイムアウト間隔
（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同

期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してください。
接続再試行期間 × 前後

方向
最初の接続試行が失敗した後、PowerCenter 統合サービスが
PowerExchange リスナへの再接続を試行する秒数。統合サービスが再試
行期間内に PowerExchange リスナに接続できなかった場合、セッション
は失敗します。
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変
更
ま
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は
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タ
イ
ム

説明

デフォルト値は 0 であり、この PWXPC 接続属性に基づいて接続の再試行
を無効にします。
注: PowerExchange リスナのソースデータベースへの接続には、接続レジ
リエンスはありません。

関連項目：
•「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)
•「ペーシングの設定」  (ページ 136)
•「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)
•「PowerExchange ログエントリの取得」  (ページ 138)
•「イメージタイプの設定」  (ページ 141)
•「アイドル時間の設定」  (ページ 143)
•「CAPI 接続名オーバーライドの設定」  (ページ 143)
•「UOW カウントの設定」  (ページ 145)
•「CDC リスタート属性の設定」  (ページ 145)
•「PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設定」  (ページ 147)
•「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)
•「CDC セッションのコミット処理」  (ページ 188)
•「セッションログとリスタートトークンファイルの履歴の管理」  (ページ 216)
•「CDC セッションのリカバリの有効化」  (ページ 207)
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MySQL CDC アプリケーション接続
MySQL ソースからリアルタイム抽出モードで、または PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）
のログファイルからバッチ抽出モードまたは継続抽出モードで変更データを抽出するには、CDC アプリケーシ
ョン接続を設定します。
以下の表に、MSSQL CDC リアルタイムおよび MYSQL CDC 変更のアプリケーション接続タイプの接続属性を
示します。

接続属性 必
須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

名前 ○ 前後
方向

アプリケーション接続の名前。

コードページ ○ 前後
方向

ソースデータベースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サー
ビスが使用するコードページ。
注: Unicode モードでは、PWXPC は PowerExchange dbmover.cfg 構成フ
ァイルのコードページ指定の代わりに、このコードページを使用します。 

場所 ○ 前後
方向

PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で指定されたソー
スデータベースの場所。

ユーザー名 ○ 前後
方向

MySQL ソースデータベースへのアクセスに使用できるユーザー名。

パスワード ○ 前後
方向

指定されたユーザー名のパスワード。

圧縮 × 前後
方向

このオプションは、PowerCenter セッション中にソースデータを圧縮する
場合に選択します。

暗号化タイプ ○ 前後
方向

暗号化タイプを指定するかまた暗号化を無効にします。暗号化タイプの詳
細については、「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは［なし］です。

暗号化レベル × 前後
方向

暗号化レベル。暗号化レベルの詳細については、「暗号化と圧縮の設定」  
(ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 1 です。

ペーシングサイ
ズ

○ 前後
方向

ペーシングサイズ。ぺーシングサイズの設定の詳細については、「ペーシ
ングの設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 0 です。

行として解釈 × 前後
方向

ペーシングサイズを行数で指定するかを制御します。

イメージタイプ × 前後
方向

CDC セッションに PWXPC がキャプチャした更新操作を更新として渡す
か、削除後の挿入として渡すかを示します。
デフォルトは［BA］で、更新を削除後の挿入として処理します。
詳細については、「イメージタイプの設定」  (ページ 141)を参照してくださ
い。
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須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

アプリケーショ
ン名

× 前後
方向

CDC セッションを一意に識別するアプリケーション名。

RestartToken フ
ァイルフォルダ

○ 前後
方向

再起動トークンフォルダ。
デフォルトは、$PMRootDir/Restart です。
詳細については、「CDC リスタート属性の設定」  (ページ 145)を参照してく
ださい。

再起動トークン
フｧイル名

× 前後
方向

再起動トークンのファイル名。

RestartToken フ
ァイルを保持す
るための実行数

× 前後
方向

保持する再起動トークンファイルのバックアップコピーの最大数。
デフォルトは 0 です。

リカバリキャッ
シュフォルダ

× 前後
方向

セッションのリカバリを有効にするファイルキャッシュフォルダ。
デフォルトは、$PMRootDir/Cache です。

UOW カウント × 前後
方向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内の
すべてのターゲットにデータをコミットする前に処理する作業単位

（UOW）の数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0。この属性を無効にします。
n。PWXPC がコミット要求を送信する前に処理する UOW の数を指定しま
す。
デフォルトは 1 です。
詳細については、「UOW カウントの設定」  (ページ 145)を参照してくださ
い。

Reader の時間制
限

× リア
ルタ
イム

PowerCenter 統合サービスがソースからデータを読み取ってから停止する
までの秒数。
0 を入力すると、リーダー時間は制限されません。これは、テストのみを
目的とする属性です。
ヒント: ［Reader の時間制限］の代わりに［アイドル時間］を使用できま
す。 
デフォルトは 0 です。

アイドル時間 × リア
ルタ
イム

変更ログの最後に達した後で、PowerExchange リスナが EOF（ファイル
の終わり）を返す前にアイドルのままで保たれる秒数。メッセージ
PWX-09967 は、ログの末尾に達した時点を示します。
有効な値は以下のとおりです。
-1。EOF は返されません。セッションは継続して実行されます。
0。ログの最後で EOF が返されます。セッションは正常に終了します。
n。EOF が返されるまでの秒数。
デフォルトは-1 です。
詳細については、「アイドル時間の設定」  (ページ 143)を参照してください。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

リアルタイムフ
ラッシュ待ち時
間（ミリ秒単位）

× リア
ルタ
イム

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機しなければな
らない時間（ミリ秒）。この期間を経過すると、PWXPC は引き続き現在の
UOW 内の変更を UOW の最後に達するまで読み込みます。その後、デー
タをターゲットにコミットできるように、PWXPC が PowerCenter にコミ
ット要求を送信します。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0～86400。PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機し
なければならない時間（ミリ秒）を指定します。0～2000 の値を指定する
と、PWXPC は 2000 ミリ秒（2 秒）を使用します。
デフォルトは 0 です。
詳細については、「PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設
定」  (ページ 147)を参照してください。

PWX 待ち時間
（秒単位）

× リア
ルタ
イム

ソースプラットフォーム上の PowerExchange 抽出処理で、PowerCenter
統合サービスマシン上の PWXPC に制御が返される前に、変更データのた
めに待機する最大秒数。
デフォルトは 2 です。

コミットあたり
の最大行数

× 前後
方向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内の
すべてのターゲットにデータをコミットする前に処理する変更レコードの
最大数。PWXPC では、変更データがコミットされる UOW の境界を待機
しません。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)を参照し
てください。

コミットあたり
の最小行数

× リア
ルタ
イム

PowerExchange リスナがコミットレコードを PWXPC に渡す前に、変更ス
トリームから読み取る必要がある変更レコードの最小数。この最小数に達
するまで、PowerExchange リスナは変更レコードだけを PWXPC に渡し、
コミットレコードを破棄します。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最小行数の設定」  (ページ 149)を参照し
てください。

文字データを文
字列に変換

× 前後
方向

データに埋め込まれた NULL がスペースとして処理されるように、文字フ
ィールドを文字列フィールドに変換するかどうかを制御します。
デフォルトでは、この属性は選択されていません。
詳細については、「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)を参照して
ください。

イベントテーブ
ル

× リア
ルタ
イム

イベント処理に使用される PowerExchange 抽出マップ名。
詳細については、「イベントテーブル処理の設定」  (ページ 142)を参照して
ください。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

オフロード処理 × リア
ルタ
イム

PowerExchange が CDC オフロード処理を使用するかどうかを制御しま
す。オフロード処理が有効化されている場合、PowerExchange は、変更
データのカラムレベルの処理をソースシステムから PowerCenter 統合サ
ービスマシンに移します。
有効な値は以下のとおりです。
- ×。オフロード処理を無効化します。
- ○。オフロード処理を有効化します。
- 自動。オフロード処理を使用するかどうかが PowerExchange によって

決定されます。
デフォルトは［いいえ］です。
オフロード処理の詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 用）』を参照してください。

ワーカスレッド × リア
ルタ
イム

CDC オフロード処理を使用する場合の、PowerExchange が PowerCenter
統合サービスマシンで変更データを処理するために使用するスレッドの
数。
最適なパフォーマンスを得るためには、統合サービスマシンにインストー
ルされているプロセッサまたはこのマシンで使用可能なプロセッサの数を
超えないようにこの値を設定します。
有効な値は 1～64 です。
デフォルトは 0 です。

配列サイズ × リア
ルタ
イム

［ワーカスレッド］値が 0 より大きい場合、スレッドのストレージ配列サ
イズを指定します（単位: レコード数）。
有効な値は 1～5000 です。
デフォルトは 25 です。

マップの場所 × リア
ルタ
イム

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）に対してリモー
トロギングを使用する場合のソース抽出マップの場所。この値は、統合サ
ービスマシンの PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で
指定された場所のノード名である必要があります。
リモートロギングの詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 版）』を参照してください。

マップの場所の
ユーザー

× リア
ルタ
イム

［マップの場所］で値を指定した場合の、マップの場所に対する有効なユ
ーザー ID。

マップの場所の
パスワード

× リア
ルタ
イム

［マップの場所］で値を指定した場合の、指定したマップの場所のユーザ
ーの有効なパスワード。

CAPI 接続名オー
バーライド

× リア
ルタ
イム

デフォルトの CAPI 接続名をオーバーライドします。
詳細については、「CAPI 接続名オーバーライドの設定」  (ページ 143)を参照
してください。

ロッガー DBID × リア
ルタ
イム

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）構成ファイル
pwxccl で指定されている DBID パラメータ値。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

PWX ログエント
リの取得

× 前後
方向

CDC セッションに関連する PowerExchange 情報メッセージを、PWXPC
が PowerCenter セッションログに書き込むかどうかを制御します。
デフォルトでは、PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージ
はセッションログに書き込まれますが、情報メッセージは書き込まれませ
ん。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

PWX オーバーラ
イド

× 前後
方向

PowerExchange 接続のオーバーライド値をセミコロンで区切って指定し
ます。以下のオプションのオーバーライドを 1 つ以上入力できます。
- APPBUFSIZE=app_buf_size。接続のアプリケーションバッファの初期

サイズを指定します。DBMOVER 構成ファイルの APPBUFSIZE の値をオ
ーバーライドします。

- CONNECTSTRINGCODEPAGE=code_page。接続文字列の文字のコード
ページ。PowerExchange がメッセージ PWX-07610 を発行する場合、こ
のオーバーライドを入力します。

- LOWVALUES={Y|N}。PowerCenter のセッションにこれらの値を渡すと
きに、PowerExchange により、ソース文字フィールドに低値と呼ばれ
る 16 進数の「0」の値が保持されるかどうかを示します。「Y」を入力す
ると、低値が保持されます。セッションが実行されると、PWXPC は、
z/OS 上の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、Windows、z/OS 上
のシーケンシャルファイルターゲットにこれらの値を書き込むことがで
きます。DBMOVER 構成ファイル内の LOWVALUES をオーバーライドし
ます。

- PWXNOQUOTES={Y|N}。デフォルトでは、PWXPC がセッション処理用
のデータを選択するために使用する SQL SELECT 文で、スペースや特殊
文字が含まれるすべてのテーブル名やフィールド名の前後に二重引用符

（"）が追加されます。この場合の特殊文字とは、/+-=~`! %^&*()[]
{}';?,< >\\|です。テーブルが schema.table_name という形式によりス
キーマ名とテーブル名の両方で識別される場合、PWXPC は

「table_name」値の前後にだけ引用符を追加します。
ご使用の環境で、何らかの理由で引用符付きのテーブル名やフィールド
名を使用できない場合、PWXNOQUOTES に Y を設定してデフォルトの
動作をオーバーライドします。

- RETLOGINFOMSG={N|Y}。デフォルトでは、PWXPC はセッションログに
PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを書き込みます
が、情報メッセージは書き込みません。RETLOGINFOMSG=Y を指定す
ると、PWXPC は、エラーメッセージと警告メッセージとともに情報メ
ッセージをセッションログに書き込みます。
注: RETLOGINFOMSG 接続オーバーライドは、［PWX ログエントリの取
得］接続属性に相当します。

- TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout。ネットワーク操作
タイムアウト間隔（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細
については、「非同期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してくださ
い。

- TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout。接続タイムアウト間隔
（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同

期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してください。
接続再試行期間 × 前後

方向
最初の接続試行が失敗した後、PowerCenter 統合サービスが
PowerExchange リスナへの再接続を試行する秒数。統合サービスが再試
行期間内に PowerExchange リスナに接続できなかった場合、セッション
は失敗します。
デフォルト値は 0 であり、この PWXPC 接続属性に基づいて接続の再試行
を無効にします。
注: PowerExchange リスナのソースデータベースへの接続には、接続レジ
リエンスはありません。
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Oracle リレーショナル接続
バルクデータ移動セッションで Oracle ソースからデータを抽出して、Oracle ターゲットにデータをロードす
るには、リレーショナル接続を設定します。リレーショナル接続は、CDC セッションで Oracle リレーショナ
ルターゲットに変更データを適用する場合にも使用します。
以下の表に、PWX Oracle リレーショナル接続タイプの接続属性を示します。

接続属
性

必須 説明

名前 はい リレーショナル接続の名前。
コード
ページ

はい ソースデータベースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サービスが使用する
コードページ。
注: Unicode モードでは、PWXPC は PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルのコード
ページ指定の代わりに、このコードページを使用します。 

場所 はい PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で指定されたソースデータベース
またはターゲットデータベースの場所。

TNS 名 はい Oracle インスタンスの Net サービス名。
ユーザ
ー名

はい データベースへのアクセスに使用できるユーザー名。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows システムのデータベースで、
PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にし、リレーショナルパススルー認証を無効
にしている場合、ユーザー名はエンタープライズユーザー名になります。詳細について
は、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。

パスワ
ード

はい 指定されたユーザー名のパスワード。

環境
SQL

いい
え

データベース環境で実行する SQL コマンド。

圧縮 いい
え

このオプションは、PowerCenter セッション中にソースデータを圧縮する場合に選択し
ます。

暗号化
タイプ

いい
え

暗号化タイプ。サポートされている暗号化タイプの詳細については、「暗号化と圧縮の設
定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは［なし］です。

暗号化
レベル

いい
え

暗号化レベル。サポートされている暗号化レベルの詳細については、「暗号化と圧縮の設
定」  (ページ 136)を参照してください。

ペーシ
ングサ
イズ

いい
え

ペーシングサイズ。ぺーシングサイズの設定の詳細については、「ペーシングの設定」  
(ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 0 です。

行とし
て解釈

いい
え

ペーシングサイズが行数かどうかを制御します。

文字デ
ータを
文字列
に変換

いい
え

データに埋め込まれた NULL がスペースとして処理されるように、文字フィールドを文
字列フィールドに変換するかどうかを制御します。
デフォルトでは、この属性は選択されていません。
詳細については、「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)を参照してください。
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接続属
性

必須 説明

書き込
みモー
ド

いい
え

書き込みモード。［書き込みモード］オプションの詳細については、「書き込みモードの設
定」  (ページ 139)を参照してください。
デフォルトは、［書き込み確認オン］です。

拒否フ
ァイル

いい
え

拒否ファイルに対して PWXR のデフォルトのプレフィックスをオーバーライドします。
書き込みモードがフォールトトレランスを持つ非同期に設定されている場合、
PowerExchange はターゲットマシン上に拒否ファイルを作成します。
注: PWXDISABLE を入力すると、拒否ファイルの作成を防ぐことができます。 

PWX オ
ーバー
ライド

いい
え

PowerExchange 接続のオーバーライド値をセミコロンで区切って指定します。以下のオ
プションのオーバーライドを 1 つ以上入力できます。
- APPBUFSIZE=app_buf_size。接続のアプリケーションバッファの初期サイズを指定し

ます。DBMOVER 構成ファイル内の APPBUFSIZE をオーバーライドします。
- CONNECTSTRINGCODEPAGE=code_page。接続文字列の文字のコードページ。

PowerExchange がメッセージ PWX-07610 を発行する場合、このオーバーライドを入
力します。

- LOWVALUES={Y|N}。PowerCenter のセッションにこれらの値を渡すときに、
PowerExchange により、ソース文字フィールドに低値と呼ばれる 16 進数の「0」の値
が保持されるかどうかを示します。「Y」を入力すると、低値が保持されます。セッシ
ョンが実行されると、PWXPC は、z/OS 上の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、
Windows、z/OS 上のシーケンシャルファイルターゲットにこれらの値を書き込むこと
ができます。DBMOVER 構成ファイル内の LOWVALUES をオーバーライドします。

- PWXNOQUOTES={Y|N}。デフォルトでは、PWXPC がセッション処理用のデータを選択
するために使用する SQL SELECT 文で、スペースや特殊文字が含まれるすべてのテー
ブル名やフィールド名の前後に二重引用符（"）が追加されます。この場合の特殊文字
とは、/+-=~`! %^&*()[]{}';?,< >\\|です。テーブルが schema.table_name という形式
によりスキーマ名とテーブル名の両方で識別される場合、PWXPC は「table_name」
値の前後にだけ引用符を追加します。
ご使用の環境で、何らかの理由で引用符付きのテーブル名やフィールド名を使用でき
ない場合、PWXNOQUOTES に Y を設定してデフォルトの動作をオーバーライドしま
す。

- RETLOGINFOMSG={N|Y}。デフォルトでは、PWXPC はセッションログに
PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを書き込みますが、情報メッセ
ージは書き込みません。RETLOGINFOMSG=Y を指定すると、PWXPC は、エラーメッ
セージと警告メッセージとともに情報メッセージをセッションログに書き込みます。

- TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout。ネットワーク操作タイムアウト
間隔（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同期ネットワ
ーク通信」  (ページ 154)を参照してください。

- TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout。接続タイムアウト間隔（秒単位）。この
タイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同期ネットワーク通信」  (ページ
154)を参照してください。

接続再
試行期
間

いい
え

最初の接続試行が失敗した後、PowerCenter 統合サービスが PowerExchange リスナへ
の再接続を試行する秒数。統合サービスが再試行期間内に PowerExchange リスナに接
続できなかった場合、セッションは失敗します。
デフォルト値は 0 であり、この PWXPC 接続属性に基づいて接続の再試行を無効にしま
す。
注: PowerExchange リスナのソースデータベースへの接続には、接続レジリエンスはあ
りません。

詳細については、『PowerExchange バルクデータ移動ガイド』を参照してください。
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関連項目：
•「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)
•「ペーシングの設定」  (ページ 136)
•「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)
•「書き込みモードの設定」  (ページ 139)

Oracle CDC アプリケーション接続
Oracle ソースからリアルタイム抽出モードで、または PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows
用）のログファイルからバッチ抽出モードまたは継続抽出モードで変更データを抽出するには、CDC アプリケ
ーション接続を設定します。
以下の表に、PWX Oracle CDC アプリケーション接続タイプの接続属性を示します。

接続属性 必
須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

名前 ○ 前後
方向

アプリケーション接続の名前。

コードページ ○ 前後
方向

ソースデータベースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サー
ビスが使用するコードページ。
Unicode モードでは、Oracle CDC 接続用に UTF-8 を選択する必要があり
ます。
注: Unicode モードでは、PWXPC によってコードページがこの値で設定さ
れ、PowerExchange 構成ファイルのコードページ指定がオーバーライド
されます。 

場所 ○ 前後
方向

PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で指定されたソー
スデータベースまたはターゲットデータベースの場所。

ユーザー名 ○ 前後
方向

Oracle データベースにアクセスするために使用できるユーザー名。
サポートされている Linux、UNIX、または Windows システムのデータベ
ースで、PowerExchange LDAP ユーザー認証を有効にしている場合、ユー
ザー名はエンタープライズユーザー名になります。詳細については、

『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
パスワード ○ 前後

方向
指定されたユーザー名のパスワード。

圧縮 × 前後
方向

このオプションは、PowerCenter セッション中にソースデータを圧縮する
場合に選択します。

暗号化タイプ ○ 前後
方向

暗号化タイプ。暗号化タイプの詳細については、「暗号化と圧縮の設定」  
(ページ 136)を参照してください。
デフォルトは［なし］です。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

暗号化レベル × 前後
方向

暗号化レベル。暗号化レベルの詳細については、「暗号化と圧縮の設定」  
(ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 1 です。

ペーシングサイ
ズ

○ 前後
方向

ペーシングサイズ。ぺーシングサイズの設定の詳細については、「ペーシ
ングの設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 0 です。

行として解釈 × 前後
方向

ペーシングサイズが行数かどうかを制御します。

イメージタイプ × 前後
方向

CDC セッションに PWXPC がキャプチャした更新操作を更新として渡す
か、削除後の挿入として渡すかを示します。
デフォルトは［BA］で、更新を削除後の挿入として処理します。
詳細については、「イメージタイプの設定」  (ページ 141)を参照してくださ
い。

アプリケーショ
ン名

× 前後
方向

アプリケーション名。

RestartToken フ
ァイルフォルダ

○ 前後
方向

再起動トークンフォルダ。
デフォルトは、$PMRootDir/Restart です。
詳細については、「CDC リスタート属性の設定」  (ページ 145)を参照してく
ださい。

再起動トークン
フｧイル名

× 前後
方向

再起動トークンのファイル名。

RestartToken フ
ァイルを保持す
るための実行数

× 前後
方向

保持する再起動トークンファイルのバックアップコピーの最大数。
デフォルトは 0 です。

リカバリキャッ
シュフォルダ

× 前後
方向

セッションのリカバリを有効にするファイルキャッシュフォルダ。
デフォルトは、$PMRootDir/Cache です。

UOW カウント × 前後
方向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内の
すべてのターゲットにデータをコミットする前に処理する作業単位

（UOW）の数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0。この属性を無効にします。
n。PWXPC がコミット要求を送信する前に処理する UOW の数を指定しま
す。
デフォルトは 1 です。
詳細については、「UOW カウントの設定」  (ページ 145)を参照してくださ
い。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

Reader の時間制
限

× リア
ルタ
イム

PowerCenter 統合サービスがソースからデータを読み取ってから停止する
までの秒数。

「0」を入力した場合、読み取り時間は［Reader の時間制限］属性によっ
て制限されません。これは、テストのみを目的とする属性です。
ヒント: ［Reader の時間制限］ではなく［アイドル時間］を使用してくだ
さい。 
デフォルトは 0 です。

アイドル時間 × リア
ルタ
イム

変更ログの最後に達した（この状態はメッセージ PWX-09967 で示されま
す）後で、PowerExchange リスナが EOF（ファイルの終わり）を返す前
にアイドルのままで保たれる秒数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。EOF は返されません。セッションは継続して実行されます。
0。ログの最後で EOF が返されます。セッションは正常に終了します。
n。EOF が返されるまでの秒数。
デフォルトは-1 です。
詳細については、「アイドル時間の設定」  (ページ 143)を参照してください。

リアルタイムフ
ラッシュ待ち時
間（ミリ秒単位）

× リア
ルタ
イム

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機しなければな
らない時間（ミリ秒）。この期間を経過すると、PWXPC は引き続き現在の
UOW 内の変更を UOW の最後に達するまで読み込みます。その後、デー
タをターゲットにコミットできるように、PWXPC が PowerCenter にコミ
ット要求を送信します。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0～86400。PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機し
なければならない時間（ミリ秒）を指定します。0～2000 の値を指定する
と、PWXPC は 2000 ミリ秒（2 秒）を使用します。
デフォルトは 0 です。
詳細については、「PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設
定」  (ページ 147)を参照してください。

PWX 待ち時間
（秒単位）

× リア
ルタ
イム

ソースプラットフォーム上の PowerExchange 抽出処理で、PowerCenter
統合サービスマシン上の PWXPC に制御が返される前に、変更データのた
めに待機する最大秒数。
デフォルトは 2 です。

コミットあたり
の最大行数

× 前後
方向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内の
すべてのターゲットにデータをコミットする前に処理する変更レコードの
最大数。PWXPC では、変更データがコミットされる UOW の境界を待機
しません。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)を参照し
てください。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

コミットあたり
の最小行数

× リア
ルタ
イム

PowerExchange リスナがコミットレコードを PWXPC に渡す前に、変更ス
トリームから読み取る必要がある変更レコードの最小数。この最小数に達
するまで、PowerExchange リスナは変更レコードだけを PWXPC に渡し、
コミットレコードを破棄します。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最小行数の設定」  (ページ 149)を参照し
てください。

インスタンス名 × リア
ルタ
イム

PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイル内の ORACLEID 文の Oracle イ
ンスタンス名をオーバーライドします。

接続文字列 × リア
ルタ
イム

PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイル内の ORACLEID 文の接続値を
オーバーライドします。

ソーススキーマ
名

× 前後
方向

登録グループのスキーマ名をオーバーライドします。

文字データを文
字列に変換

× 前後
方向

データに埋め込まれた NULL がスペースとして処理されるように、文字フ
ィールドを文字列フィールドに変換するかどうかを制御します。
デフォルトでは、この属性は選択されていません。
詳細については、「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)を参照して
ください。

イベントテーブ
ル

× リア
ルタ
イム

イベント処理に使用される PowerExchange 抽出マップ名。
詳細については、「イベントテーブル処理の設定」  (ページ 142)を参照して
ください。

オフロード処理 × リア
ルタ
イム

PowerExchange が CDC オフロード処理を使用するかどうかを制御しま
す。オフロード処理が有効化されている場合、PowerExchange は、変更
データのカラムレベルの処理をソースシステムから PowerCenter 統合サ
ービスマシンに移します。
有効な値は以下のとおりです。
- ×。オフロード処理を無効化します。
- ○。オフロード処理を有効化します。
- 自動。オフロード処理を使用するかどうかが PowerExchange によって

決定されます。
デフォルトは［いいえ］です。
オフロード処理の詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 用）』を参照してください。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

ワーカスレッド × リア
ルタ
イム

CDC オフロード処理を使用する場合の、PowerExchange が PowerCenter
統合サービスマシンで変更データを処理するために使用するスレッドの
数。
最適なパフォーマンスを得るためには、PowerCenter 統合サービスマシン
にインストールされているプロセッサまたはこのマシンで使用可能なプロ
セッサの数を超えないようにこの値を設定します。
有効な値は 1～64 です。
デフォルトは 0 です。

配列サイズ × リア
ルタ
イム

［ワーカスレッド］値が 0 より大きい場合、スレッドのストレージ配列サ
イズを指定します（単位: レコード数）。
有効な値は 1～5000 です。
デフォルトは 25 です。

マップの場所 × リア
ルタ
イム

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）に対してリモー
トロギングを使用する場合のソース抽出マップの場所。この値は、統合サ
ービスマシンの PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で
指定された場所のノード名である必要があります。
リモートロギングの詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 版）』を参照してください。

マップの場所の
ユーザー

× リア
ルタ
イム

［マップの場所］で値を指定した場合の、マップの場所に対する有効なユ
ーザー ID。

マップの場所の
パスワード

× リア
ルタ
イム

［マップの場所］で値を指定した場合の、指定したマップの場所のユーザ
ーの有効なパスワード。

CAPI 接続名オー
バーライド

× リア
ルタ
イム

デフォルトの CAPI 接続名をオーバーライドします。

PWX ログエント
リの取得

× 前後
方向

CDC セッションに関連する PowerExchange 情報メッセージを、PWXPC
が PowerCenter セッションログに書き込むかどうかを制御します。
デフォルトでは、PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージ
はセッションログに書き込まれますが、情報メッセージは書き込まれませ
ん。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変更
また
はリ
アル
タイ
ム

説明

PWX オーバーラ
イド

× 前後
方向

PowerExchange 接続のオーバーライド値をセミコロンで区切って指定し
ます。以下のオプションのオーバーライドを 1 つ以上入力できます。
- APPBUFSIZE=app_buf_size。接続のアプリケーションバッファの初期

サイズを指定します。DBMOVER 構成ファイル内の APPBUFSIZE をオー
バーライドします。

- CONNECTSTRINGCODEPAGE=code_page。接続文字列の文字のコード
ページ。PowerExchange がメッセージ PWX-07610 を発行する場合、こ
のオーバーライドを入力します。

- LOWVALUES={Y|N}。PowerCenter のセッションにこれらの値を渡すと
きに、PowerExchange により、ソース文字フィールドに低値と呼ばれ
る 16 進数の「0」の値が保持されるかどうかを示します。「Y」を入力す
ると、低値が保持されます。セッションが実行されると、PWXPC は、
z/OS 上の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、Windows、z/OS 上
のシーケンシャルファイルターゲットにこれらの値を書き込むことがで
きます。DBMOVER 構成ファイル内の LOWVALUES をオーバーライドし
ます。

- PWXNOQUOTES={Y|N}。デフォルトでは、PWXPC がセッション処理用
のデータを選択するために使用する SQL SELECT 文で、スペースや特殊
文字が含まれるすべてのテーブル名やフィールド名の前後に二重引用符

（"）が追加されます。この場合の特殊文字とは、/+-=~`! %^&*()[]
{}';?,< >\\|です。テーブルが schema.table_name という形式によりス
キーマ名とテーブル名の両方で識別される場合、PWXPC は

「table_name」値の前後にだけ引用符を追加します。
ご使用の環境で、何らかの理由で引用符付きのテーブル名やフィールド
名を使用できない場合、PWXNOQUOTES に Y を設定してデフォルトの
動作をオーバーライドします。

- RETLOGINFOMSG={N|Y}。デフォルトでは、PWXPC はセッションログに
PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを書き込みます
が、情報メッセージは書き込みません。RETLOGINFOMSG=Y を指定す
ると、PWXPC は、エラーメッセージと警告メッセージとともに情報メ
ッセージをセッションログに書き込みます。
注: RETLOGINFOMSG 接続オーバーライドは、［PWX ログエントリの取
得］接続属性に相当します。

- TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout。ネットワーク操作
タイムアウト間隔（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細
については、「非同期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してくださ
い。

- TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout。接続タイムアウト間隔
（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同

期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してください。
接続再試行期間 × 前後

方向
最初の接続試行が失敗した後、PowerCenter 統合サービスが
PowerExchange リスナへの再接続を試行する秒数。統合サービスが再試
行期間内に PowerExchange リスナに接続できなかった場合、セッション
は失敗します。
デフォルト値は 0 であり、この PWXPC 接続属性に基づいて接続の再試行
を無効にします。
注: PowerExchange リスナのソースデータベース（PowerExchange 
Express CDC for Oracle に使用されるソースデータベースを除く）への接
続には、接続レジリエンスはありません。
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CDC オフロード処理およびリモートロギングの詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（Linux、
UNIX、Windows 用）』を参照してください。
関連項目：
•「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)
•「ペーシングの設定」  (ページ 136)
•「書き込みモードの設定」  (ページ 139)
•「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)
•「PowerExchange ログエントリの取得」  (ページ 138)
•「イメージタイプの設定」  (ページ 141)
•「CAPI 接続名オーバーライドの設定」  (ページ 143)
•「アイドル時間の設定」  (ページ 143)
•「UOW カウントの設定」  (ページ 145)
•「CDC リスタート属性の設定」  (ページ 145)
•「PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設定」  (ページ 147)
•「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)
•「CDC セッションのコミット処理」  (ページ 188)
•「セッションログとリスタートトークンファイルの履歴の管理」  (ページ 216)
•「イベントテーブル処理の設定」  (ページ 142)
•「CDC セッションのリカバリの有効化」  (ページ 207)
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PostgreSQL CDC アプリケーション接続
PostgreSQL ソースからリアルタイム抽出モードで、または PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、
Windows 用）のログファイルからバッチ抽出モードまたは継続抽出モードで変更データを抽出するように、
CDC アプリケーション接続を設定します。
以下の表に、PostgreSQL CDC リアルタイムおよび PostgreSQL CDC 変更のアプリケーション接続タイプの接
続属性を示します。

接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

名前 ○ 前後
方向

アプリケーション接続の名前。

コードページ ○ 前後
方向

ソースデータベースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サー
ビスが使用するコードページ。
注: Unicode モードでは、PWXPC は PowerExchange dbmover.cfg 構成フ
ァイルのコードページ指定の代わりに、このコードページを使用します。 

場所 ○ 前後
方向

PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で指定されたソー
スデータベースの場所。

ユーザー名 ○ 前後
方向

PostgreSQL ソースデータベースへのアクセスに使用できるユーザー名。

パスワード ○ 前後
方向

指定されたユーザー名のパスワード。

圧縮 × 前後
方向

このオプションは、PowerCenter CDC セッション中にソースデータを圧
縮する場合に選択します。

暗号化タイプ ○ 前後
方向

暗号化タイプを指定するかまた暗号化を無効にします。暗号化タイプの詳
細については、「暗号化と圧縮の設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは［なし］です。

暗号化レベル × 前後
方向

暗号化レベル。暗号化レベルの詳細については、「暗号化と圧縮の設定」  
(ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 1 です。

ペーシングサイ
ズ

○ 前後
方向

ペーシングサイズ。ぺーシングサイズの設定の詳細については、「ペーシ
ングの設定」  (ページ 136)を参照してください。
デフォルトは 0 です。

行として解釈 × 前後
方向

ペーシングサイズが数値または行として指定されるかを制御します。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

イメージタイプ × 前後
方向

CDC セッションに PWXPC がキャプチャした更新操作を更新として渡す
か、削除後の挿入として渡すかを示します。
デフォルトは［BA］で、更新を削除後の挿入として処理します。
詳細については、「イメージタイプの設定」  (ページ 141)を参照してくださ
い。

アプリケーショ
ン名

× 前後
方向

CDC セッションを一意に特定するアプリケーション名。

RestartToken フ
ァイルフォルダ

○ 前後
方向

再起動トークンフォルダ。
デフォルトは、$PMRootDir/Restart です。
詳細については、「CDC リスタート属性の設定」  (ページ 145)を参照してく
ださい。

再起動トークン
フｧイル名

× 前後
方向

再起動トークンのファイル名。

RestartToken フ
ァイルを保持す
るための実行数

× 前後
方向

保持する再起動トークンファイルのバックアップコピーの最大数。
デフォルトは 0 です。

リカバリキャッ
シュフォルダ

× 前後
方向

セッションのリカバリを有効にするファイルキャッシュフォルダ。
デフォルトは、$PMRootDir/Cache です。

UOW カウント × 前後
方向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内の
すべてのターゲットにデータをコミットする前に処理する作業単位

（UOW）の数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0。この属性を無効にします。
n。PWXPC がコミット要求を送信する前に処理する UOW の数を指定しま
す。
デフォルトは 1 です。
詳細については、「UOW カウントの設定」  (ページ 145)を参照してくださ
い。

Reader の時間制
限

× リア
ルタ
イム

PowerCenter 統合サービスがソースからデータを読み取ってから停止する
までの秒数。
0 を入力すると、リーダー時間は制限されません。これは、テストのみを
目的とする属性です。
ヒント: ［Reader の時間制限］の代わりに［アイドル時間］を使用できま
す。 
デフォルトは 0 です。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

アイドル時間 × リア
ルタ
イム

変更ログの最後に達した後で、PowerExchange リスナが EOF（ファイル
の終わり）を返す前にアイドルのままで保たれる秒数。メッセージ
PWX-09967 は、ログの末尾に達した時点を示します。
有効な値は以下のとおりです。
-1。EOF は返されません。セッションは継続して実行されます。
0。ログの最後で EOF が返されます。セッションは正常に終了します。
n。EOF が返されるまでの秒数。
デフォルトは-1 です。
詳細については、「アイドル時間の設定」  (ページ 143)を参照してください。

リアルタイムフ
ラッシュ待ち時
間（ミリ秒単位）

× リア
ルタ
イム

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機しなければな
らない時間（ミリ秒）。この期間を経過すると、PWXPC は引き続き現在の
UOW 内の変更を UOW の最後に達するまで読み込みます。その後、デー
タをターゲットにコミットできるように、PWXPC が PowerCenter にコミ
ット要求を送信します。
有効な値は以下のとおりです。
-1。この属性を無効にします。
0～86400。PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機し
なければならない時間（ミリ秒）を指定します。0～2000 の値を指定する
と、PWXPC は 2000 ミリ秒（2 秒）を使用します。
デフォルトは 0 です。
詳細については、「PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設
定」  (ページ 147)を参照してください。

PWX 待ち時間
（秒単位）

× リア
ルタ
イム

ソースプラットフォーム上の PowerExchange 抽出処理で、PowerCenter
統合サービスマシン上の PWXPC に制御が返される前に、変更データのた
めに待機する最大秒数。
デフォルトは 2 です。

コミットあたり
の最大行数

× 前後
方向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内の
すべてのターゲットにデータをコミットする前に処理する変更レコードの
最大数。PWXPC では、変更データがコミットされる UOW の境界を待機
しません。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)を参照し
てください。

コミットあたり
の最小行数

× リア
ルタ
イム

PowerExchange リスナがコミットレコードを PWXPC に渡す前に、変更ス
トリームから読み取る必要がある変更レコードの最小数。この最小数に達
するまで、PowerExchange リスナは変更レコードだけを PWXPC に渡し、
コミットレコードを破棄します。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。
詳細については、「コミットあたりの最小行数の設定」  (ページ 149)を参照し
てください。

PostgreSQL CDC アプリケーション接続       131



接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

文字データを文
字列に変換

× 前後
方向

データに埋め込まれた NULL がスペースとして処理されるように、文字フ
ィールドを文字列フィールドに変換するかどうかを制御します。
デフォルトでは、この属性は選択されていません。
詳細については、「文字データの文字列への変換」  (ページ 137)を参照して
ください。

イベントテーブ
ル

× リア
ルタ
イム

イベント処理に使用される PowerExchange 抽出マップ名。
詳細については、「イベントテーブル処理の設定」  (ページ 142)を参照して
ください。

オフロード処理 × リア
ルタ
イム

PowerExchange が CDC オフロード処理を使用するかどうかを制御しま
す。オフロード処理が有効化されている場合、PowerExchange は、変更
データのカラムレベルの処理をソースシステムから PowerCenter 統合サ
ービスマシンに移します。
有効な値は以下のとおりです。
- ×。オフロード処理を無効化します。
- ○。オフロード処理を有効化します。
- 自動。オフロード処理を使用するかどうかが PowerExchange によって

決定されます。
デフォルトは［いいえ］です。
オフロード処理の詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 用）』を参照してください。

ワーカスレッド × リア
ルタ
イム

CDC オフロード処理を使用する場合の、PowerExchange が PowerCenter
統合サービスマシンで変更データを処理するために使用するスレッドの
数。
最適なパフォーマンスを得るためには、統合サービスマシンにインストー
ルされているプロセッサまたはこのマシンで使用可能なプロセッサの数を
超えないようにこの値を設定します。
有効な値は 1～64 です。
デフォルトは 0 です。

配列サイズ × リア
ルタ
イム

［ワーカスレッド］値が 0 より大きい場合、スレッドのストレージ配列サ
イズを指定します（単位: レコード数）。
有効な値は 1～5000 です。
デフォルトは 25 です。

マップの場所 × リア
ルタ
イム

PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）に対してリモー
トロギングを使用する場合のソース抽出マップの場所。この値は、統合サ
ービスマシンの PowerExchange dbmover.cfg 構成ファイルの NODE 文で
指定された場所のノード名である必要があります。
リモートロギングの詳細については、『PowerExchange CDC ガイド（Linux、UNIX、Windows 版）』を参照してください。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

マップの場所の
ユーザー

× リア
ルタ
イム

［マップの場所］で値を指定した場合の、マップの場所に対する有効なユ
ーザー ID。

マップの場所の
パスワード

× リア
ルタ
イム

［マップの場所］で値を指定した場合の、指定したマップの場所のユーザ
ーの有効なパスワード。

CAPI 接続名オー
バーライド

× リア
ルタ
イム

デフォルトの CAPI 接続名をオーバーライドします。
詳細については、「CAPI 接続名オーバーライドの設定」  (ページ 143)を参照
してください。

Retrieve PWX 
Log Entries(PWX
ログエントリの
取得)

× 前後
方向

CDC セッションに関連する PowerExchange 情報メッセージを、PWXPC
が PowerCenter セッションログに書き込むかどうかを制御します。
デフォルトでは、PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージ
はセッションログに書き込まれますが、情報メッセージは書き込まれませ
ん。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

PWX オーバーラ
イド

× 前後
方向

PowerExchange 接続のオーバーライド値をセミコロンで区切って指定し
ます。以下のオプションのオーバーライドを 1 つ以上入力できます。
- APPBUFSIZE=app_buf_size。接続のアプリケーションバッファの初期

サイズを指定します。DBMOVER 構成ファイルの APPBUFSIZE の値をオ
ーバーライドします。

- CONNECTSTRINGCODEPAGE=code_page。接続文字列の文字のコード
ページ。PowerExchange がメッセージ PWX-07610 を発行する場合、こ
のオーバーライドを入力します。

- LOWVALUES={Y|N}。PowerCenter のセッションにこれらの値を渡すと
きに、PowerExchange により、ソース文字フィールドに低値と呼ばれ
る 16 進数の「0」の値が保持されるかどうかを示します。「Y」を入力す
ると、低値が保持されます。セッションが実行されると、PWXPC は、
z/OS 上の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、Windows、z/OS 上
のシーケンシャルファイルターゲットにこれらの値を書き込むことがで
きます。DBMOVER 構成ファイル内の LOWVALUES をオーバーライドし
ます。

- PWXNOQUOTES={Y|N}。デフォルトでは、PWXPC がセッション処理用
のデータを選択するために使用する SQL SELECT 文で、スペースや特殊
文字が含まれるすべてのテーブル名やフィールド名の前後に二重引用符

（"）が追加されます。この場合の特殊文字とは、/+-=~`! %^&*()[]{}';?,< 
>\\|です。テーブルが schema.table_name という形式によりスキーマ
名とテーブル名の両方で識別される場合、PWXPC は「table_name」値
の前後にだけ引用符を追加します。
ご使用の環境で、何らかの理由で引用符付きのテーブル名やフィールド
名を使用できない場合、PWXNOQUOTES に Y を設定してデフォルトの
動作をオーバーライドします。

- RETLOGINFOMSG={N|Y}。デフォルトでは、PWXPC はセッションログに
PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを書き込みます
が、情報メッセージは書き込みません。RETLOGINFOMSG=Y を指定する
と、PWXPC は、エラーメッセージと警告メッセージとともに情報メッ
セージをセッションログに書き込みます。
注: RETLOGINFOMSG 接続オーバーライドは、［PWX ログエントリの取
得］接続属性に相当します。

- TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout。ネットワーク操作
タイムアウト間隔（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細
については、「非同期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してくださ
い。

- TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout。接続タイムアウト間隔
（秒単位）。このタイムアウトオーバーライドの詳細については、「非同

期ネットワーク通信」  (ページ 154)を参照してください。
接続再試行期間 × 前後

方向
最初の接続試行が失敗した後、PowerCenter 統合サービスが
PowerExchange リスナへの再接続を試行する秒数。統合サービスが再試
行期間内に PowerExchange リスナに接続できなかった場合、セッション
は失敗します。
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接続属性 必
須
か
ど
う
か

変
更
ま
た
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

説明

デフォルト値は 0 であり、この PWXPC 接続属性に基づいて接続の再試行
を無効にします。
注: PowerExchange リスナのソースデータベースへの接続には、接続レジ
リエンスはありません。

接続属性の設定
使用する接続属性は、どのように PowerCenter セッションを実行してソースからデータを抽出するかによっ
て異なります。この節では、主にいくつかのキー接続属性について説明します。接続タイプに設定できる属性
すべての完全なリストについては、特定の接続タイプのトピックを参照してください。
必要に応じて次のキー接続属性を使用します。
• 共通の接続属性：

- 圧縮、暗号化タイプ、暗号化レベル
- ペーシングサイズ、行として解釈
- 文字データを文字列に変換
- PWX ログエントリの取得

• バッチアプリケーションおよびリレーショナルの接続属性:
- 書き込みモード

• CDC 接続属性:
- イメージタイプ
- イベントテーブル
- CAPI 接続名オーバーライド
- アイドル時間
- CDC リスタート
- UOW カウント
- リアルタイムフラッシュ待ち時間
- コミットあたりの最大行数
- コミットあたりの最小行数

• 非同期通信の接続属性:
- PWX オーバーライド: TCPIP ネットワーク操作タイムアウト
- PWX オーバーライド: TCPIP 接続タイムアウト
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共通の接続属性
ここで説明するのは、PWXPC リレーショナルおよびアプリケーション接続タイプの両方に共通する属性です。

暗号化と圧縮の設定
PowerExchange でデータを抽出またはロードする接続を設定する場合、PowerCenter セッション中にデータ
を暗号化するか、圧縮するように接続属性を設定できます。
データを圧縮するか、暗号化するには、［圧縮］、［暗号化タイプ］、［暗号化レベル］の接続属性を設定します。
これらの属性によって、統合サービスマシンで DBMOVER 構成ファイルに COMPRESS 文、ENCRYPT 文、お
よび ENCRYPTLEVEL 文の値が定義されている場合、それらが上書きされます。PowerCenter セッションの圧
縮または暗号化を有効にするには、必ず該当する接続属性を選択してください。
注: 暗号化レベルと暗号化タイプの接続属性、または DBMOVER 構成ファイルの ENCRYPT 文および
ENCRYPTLEVEL 文を設定する代わりに、Secure Sockets Layer（SSL）認証を使用することをお勧めします。
SSL 認証は複数の Informatica 製品で使用されており、より厳格なセキュリティが提供されます。SSL 認証の
実装の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「Secure Sockets Layer のサポート」
の章を参照してください。 
PowerExchange ネットワークでの SSL 認証の実装に関する詳細については、『PowerExchange リファレンス
マニュアル』を参照してください。
以下の表に、圧縮と暗号化の接続属性を示します。

接続属
性

必須 説明

圧縮 × この属性は、PowerCenter セッション中にソースデータを圧縮する場合に選択します。
暗号化
レベル

× ［暗号化タイプ］に［AES］を選択した場合は、暗号化レベルを示す次のうちいずれかの
値を入力します。
- 1. 128 ビットの暗号化キーを使用します。
- 2. 192 ビットの暗号化キーを使用します。
- 3. 256 ビットの暗号化キーを使用します。
デフォルトは 1 です。
注: ［暗号化タイプ］に［なし］を選択した場合、PowerExchange では［暗号化レベル］
の値が無視されます。

暗号化
タイプ

○ 次のいずれかの値を選択して、暗号化タイプを指定します。
- なし
- AES
デフォルトは［なし］です。
注: ［DES］と［RC2］の値は破棄されます。PowerExchange は［DES］と［RC2］の値
を［AES］に変換します。

ペーシングの設定
ペーシングサイズを設定して、PowerExchange Listener からのデータ転送速度を下げることができます。 ペ
ーシングサイズは、PowerExchange Listener がソースまたはターゲットに渡すデータの量を規定します。セ
ッションの実行中に、外部のアプリケーション、データベース、または PowerCenter Integration Service ノ
ードがボトルネックになっている場合は、ペーシングサイズを設定してください。
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以下の表に、ペーシングの属性を示します。

接続属性 必須 説明
ペーシングサイズ いいえ ソースシステムから PowerExchange Listener に渡すことが可能なデー

タ量を入力します。 値を小さくすると、セッションのパフォーマンス
は高速になります。
最小値は 0 です。0 を入力すると、最大のパフォーマンスが得られま
す。
デフォルトは 0 です。

行として解釈 いいえ ペーシングサイズを行数で表す場合に選択します。このオプションを
クリアすると、ペーシングサイズは KB を表します。
このオプションはデフォルトで選択されています。

タイムアウトの設定
PowerExchange からデータの抽出とロードを行うように接続を設定する際は、接続とネットワーク操作のタ
イムアウトを設定できます。
PowerExchange では、デフォルトで 180 秒の接続タイムアウト値が使用され、ネットワーク操作タイムアウ
トは有効化されません。代わりに、ハートビート処理が使用され、ネットワーク送受信タイムアウトが検出さ
れます。
接続またはネットワーク操作のタイムアウト値は、［PWX オーバーライド］接続属性を使用して定義します。
次の表に、PWX オーバーライド属性で指定できるタイムアウトの値を示します。

接続属性 必須 説明
PWX オーバーライ
ド

いいえ PowerExchange タイムアウト値を秒単位で指定します。 複数の文はセ
ミコロンで区切ります。
- TCPIP_OP_TIMEOUT= network_operation_timeout ;
- TCPIP_CON_TIMEOUT= connection_timeout 
TCPIP_OP_TIMEOUT の有効な値は 5～30758400 です。 あるいは、0
または-1 を指定してタイムアウトしないようにすることもできます

（デフォルト）。
TCPIP_CON_TIMEOUT の有効な値は 10～2678400 です。 デフォルト
は 180 です。

文字データの文字列への変換
一部のデータソースでは、CHAR や VARCHAR などの文字データ型のデータフィールドに NULL が埋め込まれ
る場合があります。 PowerCenter では、文字フィールドに NULL 終了文字列が含まれる必要があります。 文
字フィールドに NULL が埋め込まれている場合は、バルクデータ移動セッションと CDC セッションが予期しな
い結果になる可能性があります。
通常、この問題は、意図的かどうかに関係なく NULL が埋め込まれている文字フィールドを含む z/OS ソース
で発生します。
この問題を防ぐには、文字フィールドを文字列フィールドに変換します。 文字列データフィールドでは、埋め
込まれた各 NULL がスペースに変換されます。
例えば、単一の文字フィールドがサブフィールドの集まりであるとします。 データを z/OS ソースに書き込む
ユーザーアプリケーションでは、NULL 区切り文字（x’00’）を使用してサブフィールドを区切ります。
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文字フィールドには、以下の 16 進 EBCDIC データが含まれています。
C1C2C300C4C5C6C700C8C9
このデータの「00」は NULL 区切り文字を表します。 ユーザーアプリケーションで、データが以下の 16 進文
字列に解析されます。
• x’C1C2C3’（テキスト「ABC」に変換されます）
• x’C4C5C6C7’（テキスト「DEFG」に変換されます）
• x’C8C9’（テキスト「HI」に変換されます）
サブフィールドの明示的なマッピングは存在しません。 PowerCenter では、セッションに対して文字列

「ABC」のみが読み取られ、最初の NULL 区切り文字の後にある残りのデータは切り詰められます。
切り詰めに加え、セッションの失敗などの他の予期しない結果が発生する可能性もあります。 ワークフローで
トランスフォーメーションを使用せずにデータをターゲットに直接渡す場合は、問題が発生する可能性が低く
なります。
このような問題を軽減するには、NULL がスペースとして処理されるように、NULL が埋め込まれている文字
データを文字列に変換します。 以下のいずれかの方法を用います。
• 接続を使用するすべてのソースの文字フィールドが PowerCenter によって変換されるようにするには、接

続で［文字データを文字列に変換］属性を選択します。 デフォルトでは、この属性は選択されておらず、
PowerCenter では文字フィールドの NULL がターゲットに渡されます。

• テーブル内の個々の文字フィールドを手動で変換するには、Source Analyzer でソース定義を編集します。 
［テーブルの編集］ダイアログボックスで、［カラム］タブをクリックします。 次に、変換する各 CHAR カ

ラムおよび VARCHAR カラムのデータ型を STRING に変更します。 NULL が含まれている可能性のある文字
カラムがわかっている場合は、この方法の方が効率的です。

これらの変換方法のいずれかを前述の EBCDIC データの例に適用すると、データの読み取り時に PWXPC によ
って「00」が「40」に置き換えられます。
C1C2C340C4C5C6C740C8C9
PowerCenter によってこのデータがターゲットに抽出されるときに、「40」の値がスペースに置き換えられま
す。
ABC DEFG HI

PowerExchange ログエントリの取得
PWXPC はデフォルトで PowerExchange のエラーメッセージと警告メッセージを PowerCenter セッションロ
グに書き込みます。PowerExchange 情報メッセージもセッションログに書き込むように PWXPC を設定する
ことができます。その後、セッション処理に関する PowerCenter および PowerExchange のすべてのメッセ
ージがセッションログに含まれます。
PWXPC はセッションログにメッセージを書き込む場合、PowerCenter メッセージ PWXPC_10091 に
PowerExchange メッセージを組み込みます。
PowerCenter セッションログに PowerExchange 情報メッセージを含めるように PWXPC を設定するには、
PowerCenter で次のいずれかの接続属性を設定します。
• ［PWX ログエントリの取得］接続属性を選択する。（PWXPC アプリケーション接続タイプのみ）
• ［PWX 上書き］接続属性で RETLOGINFOMSG=Y オプションを指定する。（すべての PWXPC 接続タイプ）

［PWX ログエントリの取得］接続属性と、［PWX 上書き］接続属性の RETLOGINFOMSG=Y オプションは同じ
です。

［PWX ログエントリの取得］接続属性を有効にするか、または［PWX 上書き］接続属性で
RETLOGINFOMSG=Y を指定すると、PWXPC は情報メッセージを含むセッションに関するすべての
PowerExchange メッセージを PowerCenter セッションログに書き込みます。
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注意: 情報メッセージはサイズが制限されていないため、セッションログで数百行を占める場合があります。

バッチアプリケーションおよびリレーショナルの接続属性
これらの属性は、明記されていない限り、PWXPC バッチアプリケーションとリレーショナルの両方の接続タ
イプで使用できます。

書き込みモードの設定
書き込みモードを設定するには、［書き込みモード］および［拒否ファイル］接続属性を定義します。
書き込みモード

オプション。PowerExchange リスナにデータを送信するモードを定義します。
次のいずれかのオプションを選択します。
書き込み確認オン

PowerExchange リスナにデータを送信し、成功/失敗の応答を待ってから、以降のデータを送信しま
す。このモードではデータをバッファしないで、PowerExchange リスナにデータを同期的に送信し
ます。SQL 要求を送信した後、送信者は PowerExchange からの応答を待ってから、次の SQL 要求
を送信します。
このモードの場合、エラー回復は適切に行われますが、データ転送速度は他のモードに比べて低下し
ます。
セッションが致命的でないエラーを検出したときにセッションの実行を停止するには、［タスクの編
集］ダイアログボックスの［設定オブジェクト］タブにある［停止するエラー数］セッション属性で
0 より大きい値を指定します。

［最終チェックポイントから再開］リカバリ戦略で CDC ワークフローを実行し、PWX バッチまたはリ
レーショナル接続を使用してターゲットにデータを書き込む場合は、ターゲット接続の書き込みモー
ドとして［書き込み確認オン］を指定します。

書き込み確認オフ
データをバッファして PowerExchange リスナにデータを非同期的に送信します。このモードでは、
成功または失敗応答を待機しません。このモードでは［書き込み確認オン］よりもデータ転送速度が
速くなりますが、エラー発生時に失敗した SQL 文を判別する機能は提供されません。エラーが発生し
た場合は、テーブル全体をリロードし、データ整合性を確保する必要があります。この設定は、テー
ブルをリロードできる場合にのみ使用してください。
注意: 
• ［書き込み確認オン］を使用する場合、PowerCenter 統計の信頼がなくなります。
• CDC ソースの場合は、［フォールトトレランスと非同期］を使用します。［書き込みの確認-オフ］

を使用すると、CDC 処理が失敗する可能性があります。
フォールトトレランスを持つ非同期

［書き込み確認オフ］の速度で［書き込み確認オン］のエラー検出を実行できます。このモードでは
データをバッファして、PowerExchange リスナにデータを非同期に送信します。SQL エラーが発生
すると、PowerExchange はターゲットマシン上に拒否ファイルを作成します。このファイルには、
ライタがターゲットに書き込めなかったデータレコードが含まれます。テーブル全体をリロードせ
ず、ファイルの内容を表示してエラーを識別して修正します。特定の SQL 戻りコードの処理方法を指
定することもできます。セッションが致命的でないエラーを検出したときにセッションの実行を停止
するには、［タスクの編集］ダイアログボックスの［設定オブジェクト］タブにある［停止するエラ
ー数］セッション属性で 0 より大きい値を指定します。
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［フォールトトレランスを持つ非同期］オプションは PWX DB2zOS、PWX DB2i5OS、PWX DB2LUW、
PWX MSSQLServer、および PWX Oracle のリレーショナル接続でのみ使用可能です。ただし、
Linux、UNIX、および Windows のリレーショナルターゲットの場合、セッションは通常、PWX リレ
ーショナル接続ではなくネイティブドライバを使用して、ターゲットにデータディレクトリを読み込
みます。
注: ［書き込み確認オフ］オプションセットで CDC セッションが失敗した場合、接続で使用できる場
合は［フォールトトレランスを持つ非同期］を使用することを検討してください。

デフォルトは、［書き込み確認オン］です。
拒否ファイル

オプション。PowerExchange 拒否ファイルの PWXR のデフォルトプレフィックスを上書きするプレフィ
ックスです。
書き込みモードに［フォールトトレランスを持つ非同期］を指定しているときに、エラーが発生してター
ゲットにデータを書き込めなくなった場合、PowerExchange はターゲットマシン上に拒否ファイルを作
成します。拒否ファイルには、Writer でターゲットに書き込まれなかったデータ行が含まれています。
注: 拒否ファイルを作成しないように設定する場合は、「PWXDISABLE」と入力します。 
詳細については、『PowerExchange バルクデータ移動ガイド』を参照してください。

CDC アプリケーション接続属性
この節では、PWXPC CDC アプリケーション接続タイプに固有の属性について説明します。
関連項目：
•「イメージタイプの設定」  (ページ 141)
•「イベントテーブル処理の設定」  (ページ 142)
•「アイドル時間の設定」  (ページ 143)
•「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)
•「コミットあたりの最小行数の設定」  (ページ 149)
•「PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設定」  (ページ 147)
•「CAPI 接続名オーバーライドの設定」  (ページ 143)
•「UOW カウントの設定」  (ページ 145)
•「CDC コミット処理のための接続属性 」  (ページ 150)
•「変更およびリアルタイムモードでの CDC データ抽出」  (ページ 166)
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イメージタイプの設定
以下の表に、オプションの［イメージタイプ］接続属性を示します。

接続属
性

変更また
はリアル
タイム

説明

イメー
ジタイ
プ

前後方向 更新をターゲットに適用する CDC セッションに PWXPC がキャプチャした更新を
渡す方法を示します。
有効な値は以下のとおりです。
- ［AI］。 更新を更新操作として処理します。 PWXPC は各更新を 1 つの更新レコ

ードとして渡します。 CDC セッションのソース定義を作成するためにインポー
トする抽出マップに操作前の画像（BI）フィールドおよび変更インジケータ

（CI）フィールドを追加しない限り、更新レコードにはデータの操作後の画像の
みが含まれます。

- ［BA］。 更新を削除後の挿入として処理します。 PWXPC は各更新を 1 つの削除
レコードと 1 つの挿入レコードとして渡します。 削除レコードにはデータの操
作前の画像が含まれ、挿入レコードには操作後の画像が含まれています。

デフォルトは［BA］です。

PowerExchange では、ソースタイプに関係なく、ソースに対する更新操作の前後の画像データがキャプチャ
されます。 操作前の画像データは、リアルタイムモードで常に抽出できます。ただし、バッチおよび継続抽出
モードでは、変更が PowerExchange Condense または PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows
用）によって操作後の画像のみで処理された場合は、操作後の画像データのみを使用できます。

［BA］を指定すると、PWXPC は、キャプチャした更新操作ごとに、データの操作前の画像を含む削除レコード
と操作後の画像を含む挿入レコードを生成します。 ソース定義用にインポートする抽出マップ内の一部のカラ
ムに対して、BI フィールドと CI フィールドも定義した場合、PWXPC は、生成した削除レコードと挿入レコー
ドの情報に基づいて BI フィールドと CI フィールドにデータを入れます。

［AI］を指定した場合でも、データの操作前の画像が存在する場合は、それを抽出処理に使用できます。
PWXPC は操作前の画像データと操作後の画像データを同じ更新行に埋め込みます。 PWXPC で操作前の画像デ
ータを埋め込むには、以下の設定タスクを実行する必要があります。
• PowerExchange Navigator で、PowerCenter のソース定義のためにインポートする抽出マップに BI フィ

ールドと CI フィールドを追加します。
• バッチまたは継続抽出モードを使用する場合、PowerExchange Condense または PowerExchange ロッガ

ー（Linux、UNIX、Windows 用）コンフィギュレーションファイルの CAPT_IMAGE パラメータに BA と入
力します。 この設定により、操作前の画像と操作後の画像の両方が PowerExchange Condense 圧縮ファ
イルまたは PowerExchange ロッガーログファイルに格納されます。 CDC セッションが実行されると、こ
れらのファイルからデータが抽出されます。

データの操作前の画像を処理する場合でも、［AI］設定の使用をお勧めします。CDC セッションでは、操作前
の画像データを取得する場合、1 つの更新レコードを処理する方が削除レコードおよび挿入レコードを個別に
処理するよりも効率的です。
例えば、プライマリキーへの変更を処理するには、操作前の画像データと操作後の画像データを同じ更新行に
入れます。 プライマリキーへの変更が可能な DB2 for z/OS などのリレーショナルデータベースは、これらの
更新を、行の削除と新しいキー値での読み込みと同じように処理します。 PowerExchange でプライマリキー
の変更を検出できるようにするには、プライマリキーカラムの BI フィールドと CI フィールドをソース定義の
抽出マップに含めます。次に、PowerCenter で、ターゲットに対する変更を削除操作、およびそれに続く挿入
操作として適用するようにフレキシブルターゲットキーカスタムトランスフォーメーションを定義します。 
CDC セッションで、トランスフォーメーションをマッピングに含めます。ターゲットリレーショナルデータベ
ースでプライマリキーへの変更が許可されていない場合、プライマリキーに対する更新は失敗します。
注: フレキシブルターゲットキーカスタムトランスフォーメーションを使用するには、［イメージタイプ］属性
を［AI］に設定し、ソースの PowerExchange 抽出マップで BI フィールドと CI フィールドを設定します。
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BI カラムと CI カラムを抽出マップに追加する方法の詳細については、『PowerExchange Navigator ユーザー
ガイド』を参照してください。
関連項目：
•「フレキシブルターゲットキートランスフォーメーションを含むマッピングの設定」  (ページ 219)

イベントテーブル処理の設定
以下の表に、オプションの［イベントテーブル］接続属性を示します。

接続属性 変更またはリアルタイム 説明
イベントテーブル リアルタイム イベントテーブル処理に使用される PowerExchange 抽出

マップ名を指定します。

イベントテーブル処理を使用すると、ユーザー定義イベント（日の終わりなど）に基づいて、変更の抽出を停
止できます。 例えば、抽出プロセスを毎晩停止する場合、その日のすべての変更が処理された後、深夜にイベ
ントテーブルへ変更を書き込みます。 この変更によって、PowerExchange は変更データの読み取りを停止し、
現在の UOW が完了した後で抽出プロセスをシャットダウンします。
イベントテーブル処理には、以下の規則およびガイドラインがあります。
• イベントテーブル処理は、リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モードでのみ使用します。
• イベントテーブルを作成し、テーブルを更新できるアプリケーションを定義する必要があります。
• PowerExchange Navigator で、変更データキャプチャのイベントテーブルを登録する必要があります。
• CDC セッション内のイベントテーブルとすべてのソーステーブルは、同じソースタイプで構成する必要が

あります。
イベントテーブル処理を使用する手順
1. イベントテーブルを作成します。 

イベントテーブルのソースタイプは、変更データのソースタイプと一致している必要があります。また、
イベントテーブルは、抽出する変更データと同じマシン上に存在している必要があります。 例えば、MVS
で DB2 の変更データを抽出する場合、イベントテーブルは、抽出対象の DB2 ソーステーブルと同じ DB2
サブシステムに存在する DB2 テーブルであることが必須です。

2. PowerExchange Navigator で、イベントテーブルのキャプチャ登録および抽出マップを作成します。 
キャプチャ登録を作成する際に、PowerExchange Navigator は抽出マップを生成します。

3. PowerCenter で、CDC セッションを作成し、PWX CDC リアルタイムアプリケーション接続の［イベント
テーブル］属性で抽出マップ名を指定します。 

4. 定義したイベントが発生したときには、イベントテーブルを更新します。 
PowerExchange はイベントテーブルに対する更新を読み取ると、EOF（ファイルの終わり）を変更スト
リームに配置します。 PWXPC が EOF を処理して、PowerCenter 統合サービスに渡し、PowerExchange 
Reader をシャットダウンします。PowerCenter 統合サービスは、現在パイプライン内にあるすべてのデ
ータをターゲットに書き込むと、CDC セッションを終了します。
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CAPI 接続名オーバーライドの設定
以下の表に、オプションの［CAPI 接続名オーバーライド］接続属性を示します。

接続属性 変更またはリアルタイム 説明
CAPI 接続名オーバーラ
イド

リアルタイム PowerExchange DBMOVER 構成ファイルの CAPI 接
続名をオーバーライドします。

PowerExchange では、最大 8 つの CAPI_CONNECTION 文を PowerExchange DBMOVER 構成ファイルで定
義できます。1 台のマシンの 1 つの PowerExchange リスナで、複数のタイプのデータベースから変更をキャ
プチャする場合は、複数の CAPI_CONNECTION 文を定義します。例えば、ソース固有の CAPI_CONNECTION
文を指定することで、1 つの PowerExchange リスナで Oracle および DB2（Linux、UNIX、および Windows
用）のソースの変更をキャプチャできます。DBMOVER 構成ファイルで CAPI_SRC_DFLT 文を追加すること
で、デフォルトの CAPI_CONNECTION 文を指定することもできます。PowerExchange CAPI_CONNECTION
文の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
PowerCenter CDC セッションの DBMOVER 構成ファイルで CAPI_CONNECTION 文をオーバーライドするに
は、［CAPI 接続名オーバーライド］接続属性を指定します。

アイドル時間の設定
以下の表に、オプションの［アイドル時間］接続属性を示します。

接続属
性

変更また
はリアル
タイム

説明

アイド
ル時間

リアルタ
イム

変更ログの最後に達した（この状態はメッセージ PWX-09967 で示されます）後で、
PowerExchange リスナが EOF（ファイルの終わり）を返す前にアイドルのままで
保たれる秒数を指定します。
有効な値は以下のとおりです。
-1。 EOF は返されません。セッションは継続して実行されます。
0。ログの最後で EOF が返されます。セッションは正常に終了します。
n。指定した秒数の間、データを受け取らなかった場合には、EOF が返されます。
セッションが終了します。
デフォルトは-1 です。

［アイドル時間］の終了条件は、リアルタイムセッションが継続的に実行されるのか、または指定期間後にシャ
ットダウンされるのかを示すために使用します。

［アイドル時間］タイマーは、PowerExchange リスナがソースの変更データの読み取りを始めたときに開始さ
れます。

［アイドル時間］に-1 を入力すると、PowerExchange が PowerCenter Integration Server に EOF を返さない
ので、セッションは継続的に実行されます。通常、デフォルト値の-1 はリアルタイムセッションに使用されま
す。
継続抽出セッションを停止するには、PowerCenter Workflow Monitor の停止コマンドまたは強制終了コマン
ド、タスクとワークフローを停止および強制終了する pmcmd コマンド、または PowerExchange の
STOPTASK コマンドを発行します。
• PowerCenter Workflow Monitor または pmcmd のタスク停止コマンドによるセッションまたはワークフ

ローの停止は、通常どおりの終了です。 PowerCenter は、CDC リーダーおよびライタがパイプライン内の
全データを処理してシャットダウンした後に正常終了を実行します。
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• PowerCenter Workflow Monitor または pmcmd のタスク強制終了コマンドによるセッションまたはワー
クフローの強制終了は、異常終了です。 PowerCenter は、CDC リーダーおよびライタがシャットダウンす
るまで、またはパイプライン内の全データを処理するまで待機しません。

• PowerExchange STOPTASK コマンドを発行すると、PowerExchange リスナで抽出タスクが停止し、
Integration Service に EOF が渡されます。その後、セッションが正常に終了します。

警告: : セッションプロパティで、［コミットタイプ］プロパティが［ソース］を指定していること、および
［ファイルの終わりでコミット］プロパティが無効になっていることを確認します。デフォルトでは、［ファイ

ルの終わりでコミット］プロパティは有効になっています。このプロパティを有効にすると、CDC リーダーが
リスタートトークンをコミットしてシャットダウンするとデータがコミットされ、セッションのリスタート時
に重複データがターゲットに送信されます。 

［アイドル時間］に 0 を入力すると、ログの終わり（EOL）に達したときに PowerExchange から
PowerCenter 統合サービスに EOF が返されます。PowerCenter 統合サービスは EOF を受け取ると、すべて
のデータをコミットし、リスタートトークンファイルを更新して、セッションを正常に終了します。EOL は、
PowerExchange が変更ストリームの読み込みを開始した時点での、変更ストリームの終わりによって決まり
ます。EOL の概念が必要になるのは、変更ストリームは一般に静的ではなく、実際の EOL は常に前方に移動し
ているためです。EOL に達すると、PowerExchange は次のメッセージを発行します。
PWX-09967 CAPI i/f: End of log for time yy/mm/dd hh:mm:ss reached
例えば、あるセッションで変更ストリームの読み込みを午前 10:00 時に開始したとすると、そのときに EOL が
決定されます。変更ストリーム内のそのポイントに達すると、PowerExchange は Integration Service に EOF
を返します。 これは、午前 10:00 時より後で変更ストリームに記録された変更は処理されないことを意味しま
す。ソースの変更データを、連続的にではなく定期的に抽出する場合は、［アイドル時間］を 0 に指定すると便
利です。

［アイドル時間］に正の値を入力すると、セッションは指定した期間内に返されるデータがなくなるまで実行さ
れます。［アイドル時間］制限に達すると、PowerExchange は PowerCenter 統合サービスに EOF を送信し、
セッションを正常に終了します。［アイドル時間］を小さな値（1 など）に設定すると、変更ストリーム内のす
べての使用可能なデータを読み込む前に、指定時間が経過してしまう可能性があります。

［アイドル時間］の制限に達すると、次のメッセージが発行されます。
[PWXPC_10072] [INFO] [CDCDispatcher] session ended after waiting for [idle_time] seconds. Idle Time limit is reached
このメッセージは、連続的な抽出が PowerExchange の STOPTASK コマンドで停止された場合にも発行され
ます。 その場合は、メッセージの idle_time 変数が 86400 になります。この値は、［アイドル時間］に-1 を指
定したときの時間制限が「無期限」に相当します。
ヒント: 非常にアクティブなシステムでは、［アイドル時間］に正の値を指定することが適切でない場合があり
ます。セッションを連続的に実行したくない場合は、0 を使用してください。 
例えば、［アイドル時間］に 10 秒を指定し、PowerExchange で変更ストリームにソースのデータが 10 秒間み
つからない場合、PowerExchange が PowerCenter 統合サービスに EOF を返すことで、セッションが正常に
終了します。

［Reader の制限時間］と［アイドル時間］に値を指定した場合、PowerCenter 統合サービスは、これらの終
了条件のうち、先に制限に達した条件に応じて、ソースからのデータの読み取りを停止します。［アイドル時
間］の制限より前に［Reader の制限時間］に達した場合、［アイドル時間］の制限に達していない場合でもセ
ッションはその時点で停止します。
警告: : ［Reader の制限時間］が有効な場合は、CDC セッションが通常どおりには終了しません。 ［Reader
の制限時間］ではなく［アイドル時間］を使用してください。 
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CDC リスタート属性の設定
以下の表に、CDC セッションの接続再開の属性オプションを示します。

接続属性 変更ま
たはリ
アルタ
イム

説明

アプリケー
ション名

前後方
向

抽出のアプリケーション名。この名前は、PowerExchange リスナによるデータ抽
出の監査証跡の一部です。
アプリケーション名は、各セッションで一意でなければなりません。名前は大文字
と小文字が区別され、20 文字以内にする必要があります。
デフォルトは、ワークフロー名の最初の 20 文字です。

再起動トー
クンファイ
ルフォルダ

前後方
向

リスタートトークンオーバーライドファイルを含む PowerCenter 統合サービスノ
ード上のフォルダー名。
デフォルトは、$PMRootDir/Restart です。

再起動トー
クンフｧイ
ル名

前後方
向

リスタートトークンオーバーライドファイルを含むリスタートトークンファイルフ
ォルダー内のファイル名。PWXPC は、このファイルが存在する場合は、そのコン
テンツを状態情報と組み合わせて使用し、セッションのリスタートポイントを決定
します。
デフォルトは、［アプリケーション名］の値（指定されている場合）またはワーク
フロー名（［アプリケーション名］が指定されていない場合）です。

さまざまな CDC リーダーのアプリケーション接続属性を使用して、再起動情報を指定できます。PWXPC で
は、再起動情報に基づいて、キャプチャされた変更データの読み取り開始位置を PowerExchange に指示しま
す。
警告: : ［アプリケーション名］にデフォルト値を使用する場合には注意が必要です。デフォルトは一意のアプ
リケーション名にならない可能性があります。［アプリケーション名］の値と［リスタートトークンファイル
名］の値は、すべての CDC セッションで一意である必要があります。いずれかの属性に重複した名前が指定さ
れた場合、CDC セッションが失敗し、データが消失したり、予期せぬ結果が発生したりする可能性がありま
す。 
関連項目：
•「リスタートトークンファイルの設定」  (ページ 202)

UOW カウントの設定
以下の表に、オプションの［UOW カウント］接続属性を示します。

接続属性 変更また
はリアル
タイム

説明

UOW カウ
ント

前後方向 PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内のすべての
ターゲットにデータをコミットする前に処理する作業単位（UOW）の数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。 この属性を無効にします。
0。この属性を無効にします。
n。PWXPC がコミット要求を送信する前に処理する UOW の数を指定します。
デフォルトは 1 です。
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作業単位（UOW）とは、1 つのコミット範囲内の変更を集めたもので、トランザクションによってソースシス
テム上に作成されます。各 UOW には異なる数の変更を含めることができます。
PWXPC が PowerExchange から変更データを読み取り、ソース修飾子に提供すると、UOW のカウントが始ま
ります。 ［UOW カウント］属性にゼロ以外の値を使用する場合、UOW カウントが指定した値に達すると、
PWXPC はリアルタイムフラッシュを発行して変更データをターゲットにコミットします。PWXPC はリアルタ
イムフラッシュを発行する場合、次のメッセージをセッションログに書き込みます。
[PWXPC_10081] [INFO] [CDCDispatcher] raising real-time flush with restart tokens [restart1_token], [restart2_token] because UOW Count [uow_count] is reached
例えば、［UOW カウント］の値が 10 の場合、10 番目の UOW が処理されると、PowerCenter 統合サービスは
ソースから読み込んだすべての変更データをターゲットにコミットします。

［UOW カウント］の値を小さく設定するほど、PowerCenter 統合サービスがターゲットにデータをコミット
するのが速くなります。変更データをターゲットに適用するための待ち時間をできる限り短くする必要がある
場合、［UOW カウント］の値に 1 を指定します。
コミット処理を制御するのは［UOW カウント］属性だけではありません。［コミットあたりの最大行数］属性
と［リアルタイムフラッシュ待ち時間］属性もコミットの頻度に影響します。
小さな UOW が多数ある場合は、［UOW カウント］属性または［コミットあたりの最小行数］属性のいずれか
または両方を使用して、UOW の一貫性のあるフローを作成できます。このフローはほぼ同じサイズでまとめ
てターゲットにコミットできます。

［リアルタイムフラッシュ待ち時間］属性を指定することで、時間に基づいて UOW 境界で発生するコミットを
制御することもできます。［UOW カウント］属性または［リアルタイムフラッシュ待ち時間］属性のいずれか
または両方を指定します。両方の属性を指定すると、いずれかの制限に達したときにコミットが発生します。
警告: : ［UOW カウント］に小さい値を指定すると、データがより頻繁にターゲットにコミットされるため、
セッションによるターゲットプラットフォームのシステムリソースの消費量が増える場合があります。［UOW
カウント］、［コミットあたりの最大行数］、［リアルタイムフラッシュ待ち時間］の各接続属性を設定する場合
には、パフォーマンスおよびリソース消費率と待ち時間要件のバランスをとります。 
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関連項目：
•「CDC セッションのコミット処理」  (ページ 188)

PWX 待ち時間とリアルタイムフラッシュ待ち時間の設定
次の表にオプションのフラッシュ待ち時間の接続属性を示します。

接続属性 変更また
はリアル
タイム

説明

リアルタイム
フラッシュ待
ち時間（ミリ
秒）

リアルタ
イム

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機しなければならな
い時間（ミリ秒）。この期間を経過すると、PWXPC は引き続き現在の UOW 内
の変更を UOW の最後に達するまで読み込みます。その後、データをターゲッ
トにコミットできるように、PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信し
ます。
有効な値は以下のとおりです。
-1。 この属性を無効にします。
0～86400。PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機しな
ければならない時間（ミリ秒）を指定します。0～2000 の値を指定すると、
PWXPC は 2000 ミリ秒（2 秒）を使用します。
デフォルトは 0 です。

PWX 待ち時間
（秒単位）

リアルタ
イム

ソースマシン上の PowerExchange が、PowerCenter 統合サービスマシン上の
PWXPC にデータをフラッシュするまでに、追加の変更データを待機する最大
秒数。
デフォルトは 2 です。

CDC セッションの開始時に、PWXPC は［PWX 待ち時間（秒）］属性の値を接続から PowerExchange リスナ
に渡し、変更ストリームから変更データを要求します。PowerExchange リスナは、この待ち時間の値をソー
スマシンで Consumer API（CAPI）のインタフェースタイムアウト値として使用します。PowerExchange は
ソースマシンで以下のメッセージを発行し、CAPI のインタフェースタイムアウト値を識別します。
PWX-09957 CAPI i/f: Read times out after <number> seconds
アプリケーション接続で［PWX ログエントリの取得］属性を選択した場合、PWXPC はこの情報メッセージを
セッションログにも書き込みます。
PowerExchange は、変更データをソースマシン上のバッファに読み込みます。 次のいずれかの状態になると、
PowerExchange は、変更データを格納しているバッファを PowerCenter 統合サービスマシン上の PWXPC に
フラッシュします。
• バッファがいっぱいになったとき
• コミットポイントが発生したとき
• ［PWX 待ち時間（秒単位）］間隔（CAPI のインタフェースタイムアウト時間）が終了したとき
注: CAPI のインタフェースタイムアウト時間は、PWXPC が PowerCenter からの停止要求を処理する速度にも
影響します。PWXPC が停止要求を処理できるようになる前に、PWXPC は PowerExchange が制御を戻すのを
待つ必要があります。 
PowerExchange が変更データを PWXPC にフラッシュした後、PWXPC がその変更データをソース修飾子に提
供すると、［リアルタイムフラッシュ待ち時間］の間隔が始まります。［リアルタイムフラッシュ待ち時間］の
間隔が経過し、PWXPC が UOW 境界に達すると、PWXPC はコミット要求を PowerCenter に送信し、以下の
メッセージをセッションログに書き込みます。
[PWXPC_10082] [INFO] [CDCDispatcher] raising real-time flush with restart tokens [restart1_token], [restart2_token] because Real-time Flush Latency [milliseconds] occurred
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例えば、リアルタイムフラッシュ待ち時間の間隔の値が 10 秒の場合、10 秒が経過して次の UOW 境界に達す
ると、PWXPC はすべての完全な UOW のコミット要求を PowerCenter に送信します。

［リアルタイムフラッシュ待ち時間］の間隔を小さく設定するほど、変更データがより速くターゲットにコミッ
トされます。変更をターゲットに適用するための待ち時間をできる限り短くする必要がある場合、［リアルタイ
ムフラッシュ待ち時間］の間隔に小さい値を指定します。
警告: : フラッシュ待ち時間の間隔を短く指定すると、以下の理由により、ソースシステム、PowerCenter 統
合サービスシステム、およびターゲットシステムで消費するシステムリソースが多くなる場合があります。 
• PowerExchange がより頻繁に PWXPC に返します。その結果、各反復処理で PowerExchange から

PWXPC に渡される行数が少なくなり、ソースマシンで消費するリソースが多くなります。
• PowerCenter がより頻繁に変更データをターゲットにコミットします。その結果、PowerCenter 統合サー

ビスマシンとターゲットマシンで消費するリソースが多くなります。
フラッシュ待ち時間の間隔を設定するときは、パフォーマンスおよびリソース消費率と待ち時間要件のバラン
スをとります。
ターゲットでコミット処理を制御するために、［リアルタイムフラッシュ待ち時間］属性を［コミットあたりの
最大行数］接続属性および［UOW カウント］接続属性と組み合わせて使用できます。
関連項目：
•「CDC セッションのコミット処理」  (ページ 188)

コミットあたりの最大行数の設定
以下の表に、オプションの［コミットあたりの最大行数］接続属性を示します。

接続属性 変更または
リアルタイ
ム

説明

コミットあ
たりの最大
行数

前後方向 PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内のすべ
てのターゲットにデータをコミットする前に処理する変更レコードの最大数。
PWXPC では、変更データがコミットされる UOW の境界を待機しません。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。

［コミットあたりの最大行数］属性を使用すると、UOW の境界間で変更レコードをコミットできます。ターゲ
ットデータベース上でロックの問題が発生したり、PowerCenter 統合サービスマシン上で多くのリソースを消
費したりする可能性のある、非常に大きな UOW が変更ストリーム内にある場合はこの属性を使用します。
PWXPC は、［コミットあたりの最大行数］の値を使用して、UOW の終わりを受け取る前にターゲットにデー
タをコミットします。このプロセスはサブパケットのコミットと呼ばれます。
重要: PWXPC は UOW 境界間で変更データをターゲットにコミットできるので、参照整合性（RI）が損なわれ
る場合があります。RI 制約を持つ CDC セッションにターゲットがある場合は、この接続を使用しないでくだ
さい。

［コミットあたりの最大行数］の値は、PWXPC がリアルタイムフラッシュを発行して変更データをターゲット
にコミットする前に、PWXPC が処理するソース UOW 内の変更レコードの数です。PWXPC が変更データをタ
ーゲットにフラッシュすると、次のメッセージがセッションログに書き込まれます。
[PWXPC_12128] [INFO] [CDCDispatcher] raising real-time flush with restart tokens [restart1_token], [restart2_token] because Maximum Rows Per commit [commit_count] occurred
例えば、各 UOW に 1,000 個の変更レコードが含まれている場合に、［コミットあたりの最大行数］に 100 を指
定すると、PWXPC は 100 個のレコードごとにリアルタイムフラッシュを発行して変更レコードをコミットす
るため、各 UOW で 10 回コミットすることになります。
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コミット処理の一環として、これらの変更に対してターゲットデータベース内のロックがすべて解放されます。
指定されたレコード数に達したとき、または UOW の終わりに達したときに、PWXPC は［コミットあたりの最
大行数］カウンタをリセットします。
コミット処理を制御するのは［コミットあたりの最大行数］属性だけではありません。［UOW カウント］属性
と［リアルタイムフラッシュ待ち時間］属性もターゲットコミットの頻度に影響します。［コミットあたりの最
大行数］属性と［UOW カウント］属性の違いは、前者では UOW 内のレコード数を指定するのに対し、［UOW
カウント］では完全な UOW の数を指定する点です。
大きな UOW にサブパケットコミットを使用することで、ターゲットでのロック競合を最小限に抑え、
PowerCenter 統合サービスマシンでのストレージ使用を減らすことができます。ただし、［コミットあたりの
最大行数］に小さい値を指定すると、PWXPC がコミット要求をターゲットに頻繁に送信するため、セッショ
ンではターゲットマシンのシステムリソースの消費量が増える場合があります。［コミットあたりの最大行数］、

［UOW カウント］、［リアルタイムフラッシュ待ち時間］の値を設定するときは、パフォーマンスおよびリソー
ス消費率と待ち時間要件のバランスをとる必要があります。
1 つのセッションで複数のソースの変更を処理する場合、［コミットあたりの最大行数］カウントはグループ内
のすべてのソースを対象に累積した値です。変更レコードが最大数に達すると、変更を適用するソースの数に
関係なく、PWXPC はコミット要求を PowerCenter に送信します。例えば、UOW に 1 つ目のソースの 900 個
の変更レコードが含まれ、続けて 2 つ目のソースの 100 個の変更レコードが含まれ、その後に最初のソースの
500 個の変更レコードが含まれているとします。［コミットあたりの最大行数］属性を 1000 に設定すると、
PWXPC は 1000 個の変更レコードの後（つまり 2 つ目のソースの 100 個の変更後）にコミットを発行します。
警告: : UOW に複数のソーステーブルへの変更が含まれている場合、［コミットあたりの最大行数］属性を使用
すると、ソーステーブルをリンクするリレーションが一貫しなくなる変更ストリーム内の位置でコミットが生
成される可能性があります。この状況では、ターゲットコミットエラーが発生する場合があります。 
関連項目：
•「CDC セッションのコミット処理」  (ページ 188)

コミットあたりの最小行数の設定
以下の表に、オプションの［コミットあたりの最小行数］接続属性を示します。

接続属性 変更または
リアルタイ
ム

説明

コミットあ
たりの最小
行数

リアルタイ
ム

PowerExchange リスナがコミットレコードを PWXPC に渡す前に、変更スト
リームから読み取る必要がある変更レコードの最小数。この最小数に達する
まで、PowerExchange リスナは変更レコードだけを PWXPC に渡し、コミッ
トレコードを破棄します。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。

変更ストリームに小さな UOW が多く含まれている場合、［コミットあたりの最小行数］属性を使用して、より
均一なサイズで構成されたより大きな UOW を作成できます。
この属性は、PowerExchange リスナがコミット要求を PWXPC に渡す前に、変更ストリームから読み取る必
要がある変更レコードの最小数を指定します。最小行数制限に達するまで、PowerExchange リスナは変更ス
トリームから読み取ったコミットレコードを破棄し、変更レコードのみを PWXPC に渡します。最小行数の制
限値に達した後、PowerExchange では次のコミットレコードが PWXPC に渡され、最小行数カウンタがリセ
ットされます。
トランザクション制御システムで実行されている CICS や IMS などのオンライントランザクションは多くの場
合、ごく少数の変更を行った後でコミットを発行します。これにより、多くの小さな UOW が変更ストリーム
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に生まれます。PowerExchange と PWXPC は、より小数のより大きな UOW をより効率的に処理できます。そ
のため、この属性を使用して UOW のサイズを大きくすることで、CDC 処理の効率性を改善できます。
PowerExchange は新しいコミットポイントを変更ストリームデータに作成しないので、最小行数制限によっ
て変更データの参照整合性が損なわれることはありません。PowerExchange は、変更ストリーム内の元のコ
ミットレコードの一部をスキップするだけです。

CDC コミット処理のための接続属性
以下の表に、ターゲットのコミット処理を制御するために使用できるオプションの CDC 接続属性を示します。

接続属性 リアル
タイム
または
変更

説明

コミットあ
たりの最大
行数

前後方
向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内のすべての
ターゲットにデータをコミットする前に処理する変更レコードの最大数。PWXPC
では、変更データがコミットされる UOW の境界を待機しません。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。

コミットあ
たりの最小
行数

リアル
タイム

PowerExchange がソースコミットレコードを PWXPC に渡す前に、変更ストリー
ムから読み取る必要がある変更レコードの最小数。この最小値に達する前に、
PowerExchange ではいずれのコミットレコードも伴わず、変更レコードのみを
PWXPC に渡します。
デフォルトは 0 であり、この属性が無効化されます。

リアルタイ
ムフラッシ
ュ待ち時間

（ミリ秒）

リアル
タイム

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機しなければならない時
間（ミリ秒）。この期間を経過すると、PWXPC は引き続き現在の UOW 内の変更を
UOW の最後に達するまで読み込みます。その後、データをターゲットにコミット
できるように、PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信します。
有効な値は以下のとおりです。
-1。 この属性を無効にします。
0～86400。PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信するまで待機しなけれ
ばならない時間（ミリ秒）を指定します。0～2000 の値を指定すると、PWXPC は
2000 ミリ秒（2 秒）を使用します。
デフォルトは 0 です。

UOW カウン
ト

前後方
向

PWXPC が PowerCenter にコミット要求を送信して CDC セッション内のすべての
ターゲットにデータをコミットする前に処理する UOW の数。
有効な値は以下のとおりです。
-1。 この属性を無効にします。
0。この属性を無効にします。
n。PWXPC がコミット要求を送信する前に処理する UOW の数を指定します。
デフォルトは 1 です。

これらすべてのコミット制御属性に値を指定できます。ただし、PWXPC は以下の属性の値のいずれかに最初
に一致した場合にのみ、データバッファをフラッシュして変更データをターゲットにコミットします。
• コミットあたりの最大行数
• リアルタイムフラッシュ待ち時間
• UOW カウント
PWXPC は変更データをコミットした後、［コミットあたりの最大行数］、［リアルタイムフラッシュ待ち時間］、

［UOW カウント］の各カウンタをリセットし、変更データの読み込みを続行します。再度いずれかのコミット
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制御属性値に一致すると、PWXPC は新しい変更データをターゲットにコミットします。コミット処理は、
CDC セッションが停止、正常終了、または異常終了するまで継続されます。PWXPC CDC リーダーが正常に終
了すると、PWXPC は、バッファされた完全な UOW および最終リスタートトークンをすべてターゲットにフラ
ッシュするための最終コミットを発行します。終了する前に、PWXPC CDC リーダーは以下のメッセージをセ
ッションログに書き込みます。
PWXPC_12075 [INFO] [CDCRestart] Session complete. Next session will restart at:  Restart 1 [restart1_token] : Restart 2 [restart2_token]
制限: セッションの［プロパティ］タブで［ファイルの最後でコミット］プロパティを選択にすると、
PowerCenter 統合サービスがバッファ内の残りの変更データをターゲットにコミットするため、ターゲットで
データの重複が発生する可能性があります。この最終的なコミットは、PWXPC CDC リーダーが、リスタート
トークンを含め、バッファ内の完了した UOW をすべてターゲットにコミットした後で実行されます。したが
って、リスタートトークンは、PowerCenter 統合サービスがターゲットにコミットした最終変更データよりも
古い、変更ストリーム内のポイントを示すことがあります。CDC セッションのリスタート時にデータが重複す
る可能性を避けるには、［コミットタイプ］セッションプロパティを［ソース］に設定し、［ファイルの最後で
コミット］プロパティをクリアします。 
関連項目：
•「CDC セッションのコミット処理」  (ページ 188)

ターゲット待ち時間
ターゲット待ち時間とは、PWXPC が変更ストリームから変更データを抽出する際にかかる時間、および
PowerCenter 統合サービスがそのデータをターゲットに適用する際にかかる時間の合計です。この処理が短時
間で実行されると、ターゲット待ち時間は短くなります。
コミット制御属性に使用する値は、ターゲット待ち時間に影響します。PowerCenter 統合サービスマシンとタ
ーゲットデータベースのリソース消費率とターゲット待ち時間要件のバランスをとる必要があります。
ターゲット待ち時間を短くすると、PowerCenter 統合サービスが変更データをより頻繁にフラッシュする必要
があり、ターゲットデータベースがより多くのコミット要求を処理する必要があるため、リソース消費率が高
くなります。
次のコミット制御属性のデフォルト値を使用すると、待ち時間が最短になります。
• ［コミットあたりの最大行数］: 0（このオプションが無効化されます）
• ［コミットあたりの最小行数］: 0（このオプションが無効化されます）
• ［リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）］: 0（2000 ミリ秒、つまり 2 秒になります）
• ［UOW カウント］: 1
PWXPC は各 UOW の後または UOW の境界で変更をコミットするので、これらの値によってターゲット待ち時
間を短くすることができます。ただし、これらの値を使用すると、ソースシステム、Integration Service マシ
ン、およびターゲットデータベースのリソース消費率が最も高くなります。 または、変更データのフラッシュ
頻度が高すぎて PowerCenter 統合サービスまたはターゲットデータベースで処理できなくなるため、スルー
プットが低下する可能性があります。
リソース消費率を低下させ、CDC セッションのスループットを向上させるには、以下の属性のいずれか 1 つの
みにデフォルト値よりも大きな値を指定します。
• Minimum Rows Per commit
• Real-time Flush Latency in milli-seconds
• UOW カウント
使用しない属性は無効にします。
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CDC コミット処理属性の使用例
以下の例では、コミット制御属性が PWXPC による CDC コミット処理に与える影響を示します。

例 1.サブパケットコミットと UOW カウント
この例では、ターゲットコミット処理の制御に［コミットあたりの最大行数］属性と［UOW カウント］属性
を使用します。変更データは、同じサイズの UOW で構成されます。各 UOW には、1,000 個の変更レコードが
含まれます。コミット制御属性の値は以下のとおりです。
• ［コミットあたりの最大行数］は 300 に設定されています。
• ［コミットあたりの最小行数］は 0 に設定されており、この属性が無効化されます。
• ［リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）］は 0 に設定されているため、2 秒が使用されます。
• ［UOW カウント］は 1 に設定されています。
PWXPC は、最大行数の値に基づいて UOW の最初の 300 レコードを読み取った後でデータバッファをフラッ
シュします。このアクションは、変更データをターゲットにコミットします。PWXPC は、引き続き 300 レコ
ードごとに変更データをターゲットにコミットします。
PWXPC は、UOW カウントとリアルタイムフラッシュ待ち時間の間隔の場合にのみ、UOW 境界で変更データ
をコミットします。PWXPC が 300 個の変更レコードを読み取る前にリアルタイムフラッシュ待ち時間の間隔
が経過した場合でも、PWXPC は最大行数の値に基づいて変更データをコミットします。これは、UOW 境界に
達する前に、そのしきい値に達するためです。
UOW の終わりが読み取られると、［UOW カウント］値が 1 なので、PWXPC は変更データをコミットします。
PWXPC は、コミットを発行するたびに UOW および最大行数カウンタとリアルタイムフラッシュ待ち時間タイ
マをリセットします。すべての UOW が同じ数の変更レコードを持っているので、PWXPC は、引き続き変更デ
ータを読み取り、各 UOW の同じポイントで変更データをターゲットにコミットします。
この例では、PWXPC は以下のポイントで変更データをコミットします。
• 最大行数の値に基づく 300 個の変更レコード
• 最大行数の値に基づく 600 個の変更レコード
• 最大行数の値に基づく 900 個の変更レコード
• UOW カウント値に基づく 1,000 個の変更レコード

例 2.UOW カウントと時間ベースのコミット
この例は、コミット処理の制御に［UOW カウント］属性と［リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）］属
性を使用します。変更データは、さまざまなサイズの UOW で構成されます。コミット制御属性の値は以下の
とおりです。
• ［コミットあたりの最大行数］は 0 に設定されており、この属性は無効化されます。
• ［コミットあたりの最小行数］は 0 に設定されており、この属性が無効化されます。
• ［リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）］は 5000（5 秒に相当）に設定されています。
• ［UOW カウント］は 1000 に設定されています。
最初に、PWXPC は 900 個の完全な UOW を 5 秒で読み取ります。その時点でリアルタイムフラッシュ待ち時
間の間隔は経過しています。その結果、PWXPC はデータバッファをフラッシュして、変更データをターゲッ
トにコミットします。PWXPC は、UOW カウンタとリアルタイムフラッシュ待ち時間タイマの両方をリセット
します。PWXPC が 1,000 番目の UOW に達すると、PWXPC は変更データをターゲットにコミットしません。
これは、UOW カウンタが最後のコミットの後で 0 にリセットされているためです。
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PWXPC は、4 秒間で次の 1,000 個の UOW を読み取ります。これは、リアルタイムフラッシュ待ち時間タイマ
よりも低い値です。UOW カウンタに達しているので、PWXPC はこの変更データをターゲットにコミットしま
す。その後、PWXPC はリアルタイムフラッシュ待ち時間タイマと UOW カウンタの両方をリセットします。
UOW カウントまたはリアルタイムフラッシュ待ち時間制限のうち、最初に制限に達した方に基づいて、
PWXPC は引き続き変更データを読み取り、変更データをターゲットにコミットします。
この例では、PWXPC は以下のポイントで変更データをコミットします。
• UOW 900 の後（リアルタイム待ち時間フラッシュ待ち時間タイマが最初に制限に達したため）。
• UOW 1,900 の後（2 番目のコミットサイクルの間に UOW カウントが最初に制限に達したため）。

例 3.最小行と UOW カウント
この例では、ターゲットコミット処理の制御に［コミットあたりの最小行数］属性と［UOW カウント］属性
を使用します。変更データは、同じサイズの UOW で構成されます。各 UOW には、10 個の変更レコードが含
まれます。コミット制御属性の値は以下のとおりです。
• ［コミットあたりの最大行数］は 0 に設定されており、この属性は無効化されます。
• ［コミットあたりの最小行数］は 100 に設定されています。
• ［リアルタイムフラッシュ待ち時間（ミリ秒）］は-1 に設定されており、この属性は無効化されます。
• ［UOW カウント］は 10 に設定されています。
PWXPC は、最小行数の値を PowerExchange に渡し、変更ストリームから変更データを要求します。最小行
数の値が 100 なので、PowerExchange は最初の 9 個の UOW のコミットレコードをスキップします。
PowerExchange が 10 番目の UOW で最後の変更レコードを読み取ると、最小行数制限に達します。そして、
PowerExchange は 10 番目の UOW のコミットレコードを PWXPC に渡し、最小行数カウンタをリセットしま
す。PWXPC は UOW カウンタを 1 に増やします。
PowerExchange および PWXPC は、UOW カウンタが 10 になるまで変更データを読み取り続けます。このポ
イントで、PWXPC はデータバッファをフラッシュして、変更データをターゲットにコミットし、UOW カウン
タをリセットします。
この例では、PWXPC は 1,000 個の変更レコードを読み取ると、変更データをコミットします。これは UOW に
100 個の変更レコードが含まれており、［UOW カウント］が 10 に設定されているためで、10 の UOW ごとに
コミットを実行することに相当します。

複数レコードの書き込みのための接続属性
複数レコードの書き込みを実行するワークフローでソースまたはターゲットに対して接続を作成する際は、次
に示すルールおよびガイドラインに従います。
• 複数レコードの書き込みは PWXPC 接続でのみ使用できます。PowerExchange の ODBC 接続による複数レ

コードの書き込みはサポートされていません。
• ソースおよびターゲットの［オフロード処理］接続属性で、［後でフィルタ］を選択します。

PowerExchange および PWXPC は、Integration Service マシンでオフロード処理を実行します。
［オフロード処理］とは別の値を選択した場合、PowerExchange は［後でフィルタ］の値を変更します。

ただし、GetDatabaseKey 関数または GetIMSRBAByLevel 関数を使用して BMC LONG 形式で IMS アンロ
ードファイルから RBA を読み込む場合は、［オフロード処理］ソース接続属性に［いいえ］を選択する必要
があります。 この値を選択しないと、メッセージ PWX-03803 でセッションが失敗します。
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• ［オフロード処理］接続属性で［後でフィルタ］を選択し、［ワーカースレッド］接続属性をゼロ以外の値に
設定すると、IMS ソース接続でマルチスレッド処理がサポートされます。

• IMS ターゲット接続では、マルチスレッドマッピング処理がサポートされません。［ワーカースレッド］接
続属性をゼロ以外の値に設定した場合、セッションではこの設定が無視されます。

• マルチスレッド処理は、シーケンシャル接続と VSAM 接続にはサポートされません。
• マルチスレッド処理は、シーケンシャルまたは VSAM ソース接続またはターゲット接続にはサポートされま

せん。
［ワーカースレッド］接続属性を設定した場合、その設定は無視されます。

• ソースおよびターゲットの［書き込み確認］接続プロパティで［オフ］を選択します。他の値を選択する
と、PowerExchange によって値が［Off］に変更されます。

• 場合によっては、［CSQ_MEMSIZE］パラメータの値（［PWX オーバーライド］接続プロパティの）を変更
する必要があるかもしません。このプロパティは、キャッシュが複数レコードの書き込みに消費できる最大
メモリ容量を定義します。

関連項目：
•「非リレーショナルターゲットへの複数レコードの書き込み」  (ページ 56)
•「複数レコードの書き込みを実行するセッションに関する考慮事項」  (ページ 180)

非同期ネットワーク通信
PowerExchange では、PowerExchange クライアントと PowerExchange Listener 間でのデータの送受信操
作すべてに非同期ネットワーク通信が使用されます。 非同期通信では、PowerExchange はネットワーク処理
とデータ処理用に別々のスレッドを使用して、ネットワーク処理とデータ処理が重なるようにします。
失敗した接続の試行と失敗した接続を検出するために、PowerExchange では、ハートビートタイムアウト処
理などいくつかのタイムアウト処理のタイプが用意されています。非アクティブな期間、PowerExchange ク
ライアントと PowerExchange Listener のネットワークスレッドでは、ハートビートデータの送受信が行われ
ます。ハートビートデータまたはハートビート以外のデータがハートビートタイムアウト間隔中に送受信され
ない場合、PowerExchange により接続が切断されてエラーメッセージが発行されます。
ハートビート処理を含む PowerExchange の非同期通信には、以下の利点があります。
• ストリーミングデータ転送のセッションパフォーマンスの向上
• 接続の失敗の早期検出
• ほとんどの場合に設定を必要としないタイムアウト処理

非同期読み取りおよび書き込み処理
非同期読み取りおよび書き込み操作では、アプリケーションスレッド、ネットワークスレッド、および循環バ
ッファを使用して PowerExchange クライアントと PowerExchange Listener 間でデータを交換します。
以下の手順は、非同期読み取り処理をまとめたものです。
1. PowerExchange Listener のアプリケーションスレッドによって、PowerExchange Listener の循環バッ

ファにデータが書き込まれます。
2. PowerExchange Listener のネットワークスレッドによって、循環バッファからデータが読み取られ、ネ

ットワークを介して送信されます。
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3. PowerExchange クライアントのネットワークスレッドによって、ネットワークからデータが読み取られ、
PowerExchange クライアントの循環バッファに書き込まれます。

4. PowerExchange クライアントのアプリケーションスレッドによって、循環バッファからデータが読み取
られ、処理されます。

以下の手順は、非同期書き込み処理をまとめたものです。
1. PowerExchange クライアントのアプリケーションスレッドによって、PowerExchange クライアントの

循環バッファにデータが書き込まれます。
2. PowerExchange クライアントのネットワークスレッドによって、循環バッファからデータが読み取られ、

ネットワークを介して送信されます。
3. PowerExchange Listener のネットワークスレッドによって、ネットワークからデータが読み取られ、

PowerExchange Listener の循環バッファに書き込まれます。
4. PowerExchange Listener のアプリケーションスレッドによって、循環バッファからデータが読み取られ、

ターゲットに書き込まれます。

タイムアウト処理
失敗した接続の試行と失敗した接続を検出するために、PowerExchange では以下のタイムアウトのタイプが
用意されています。
接続タイムアウト

接続タイムアウトは、失敗した接続の試行を検出するために使用されます。PowerExchange では、接続
がデフォルトで 180 秒間試行されます。 接続を確立できない場合は、エラーメッセージが発行されます。 
接続タイムアウトの間隔は、［PWX オーバーライド］接続属性を使用して変更できます。

ハートビートタイムアウト
非アクティブな期間、PowerCenter Client と PowerCenter Listener のネットワークスレッドでは、ハー
トビートデータの送受信が行われます。ハートビートデータを含め、データが 500 秒間以上送受信されな
かった場合、PowerExchange により接続が切断されてエラーメッセージが発行されます。

ネットワーク操作タイムアウト
必要に応じて、ネットワーク操作タイムアウトを設定できます。 クライアント側のアプリケーションスレ
ッドで、単一のネットワーク操作が指定された秒数を超えたことが認識された場合、PowerExchange に
より接続が切断されてタイムアウトのエラーメッセージが発行されます。
デフォルトでは、ネットワーク操作タイムアウトは有効にならず、PowerExchange ではハートビート処
理のみが使用され、送受信タイムアウトが検出されます。

注: DBMOVER コンフィギュレーションファイル内の TIMEOUTS 文は廃止され、無効になりました。

接続タイムアウトとネットワーク操作タイムアウトの設定
デフォルトの接続タイムアウトをオーバーライドするか、ネットワーク操作タイムアウトを有効にするには、
以下の手順を実行します。
接続タイムアウトとネットワーク操作タイムアウトを設定する手順
1. Workflow Manager で、PowerCenter リポジトリに接続します。 
2. 次のうち 1 つのアクションを実行します。 

• ［接続］-［リレーショナル］をクリックします。
• ［接続］-［アプリケーション］をクリックします。
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［リレーショナル接続ブラウザ］ダイアログボックスまたは［アプリケーション接続ブラウザ］ダイアログ
ボックスが表示されます。

3. ［タイプの選択］フィールドで、タイムアウトを設定する接続のタイプを選択します。 
4. 接続を作成するか編集するかに基づいて、［編集］または［新規］をクリックします。 

［接続オブジェクト定義］ダイアログボックスが表示されます。
5. ［PWX オーバーライド］接続属性までスクロールします。 ［値］カラムで、接続タイムアウトの間隔、ネ

ットワーク操作タイムアウトの間隔、またはその両方の秒数を指定します。 
両方のオーバーライドを指定する場合は、順序に関係なく、それらのオーバーライドをセミコロンで区切
ります。 以下の構文を使用します。
TCPIP_OP_TIMEOUT=network_operation_timeout;TCPIP_CON_TIMEOUT=connection_timeout

6. ［OK］をクリックします。 
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第  5  章

セッションに関する作業
この章では、以下の項目について説明します。
• セッションに関する作業の概要, 157 ページ
• バッチモードでのデータ抽出, 157 ページ
• 変更およびリアルタイムモードでの CDC データ抽出, 166 ページ
• PowerExchange ターゲットへのデータのロード, 174 ページ
• 複数レコードの書き込みを実行するセッションに関する考慮事項, 180 ページ
• リレーショナルターゲットの制約に基づくロード, 185 ページ
• セッションおよび接続のプロパティの変数, 185 ページ
• PowerExchange Listener サービスへ接続するワークフロー, 187 ページ
• ワークフロー用の PowerExchange サービスの設定, 187 ページ
• パイプラインのパーティション化, 188 ページ
• バルクデータ移動セッションのコミット処理, 188 ページ
• CDC セッションのコミット処理, 188 ページ
• セッション実行前/実行後 SQL コマンドのストアドプロシージャ呼び出し, 189 ページ
• ソース文字フィールドの最小値の保持, 189 ページ

セッションに関する作業の概要
PowerCenter Designer でマッピングを作成後、セッションを作成することができます。また、このセッショ
ンをワークフローで使えば、データの抽出、トランスフォーメーション、およびロードができます。 セッショ
ンとワークフローは Workflow Manager で作成します。
ワークフローでセッションを作成して、バッチ、変更、またはリアルタイムモードでデータを抽出することが
できます。セッションを設定するときに、PowerCenter Integration Service でのデータ抽出方法を指定しま
す。 セッションを作成して、データをターゲットにロードすることもできます。

バッチモードでのデータ抽出
バッチモードでデータを抽出するには、バッチモード用の接続を選択し、セッションプロパティを設定する必
要があります。選択する接続と設定するセッションプロパティは、ソースデータの種類によって異なります。
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複数のシーケンシャルファイルまたは VSAM ESDS ファイルからのデータ抽出
PowerExchange のファイルリスト処理を使用して、複数のシーケンシャルファイルまたは VSAM ESDS ファ
イルから同じレコードレイアウトのデータを抽出できます。
ファイルリストファイルを使用する必要があります。 ファイルリストファイルでは、ソースデータの抽出元フ
ァイルの名前を指定します。 PowerExchange リスナは、ファイルリストファイルに示されたすべてのファイ
ルから、ファイルのリスト順にデータを抽出します。
シーケンシャルソースまたは VSAM ESDS ソースのファイルリスト処理を要求するには、以下のセッション属
性を設定します。
• ［ファイル名のオーバーライド］属性でファイルリストファイル名を指定します。
• ［ファイルリストファイル］オプションを選択します。
関連項目：
•「非リレーショナルソースのバッチモードセッションの設定」  (ページ 159)

IMS アクセス方式および関連プロパティのオーバーライド
セッションプロパティの PowerExchange IMS ソースまたはターゲットのアクセス方式をオーバーライドでき
ます。 アクセスタイプに応じて、IMS SSID、PSB 名、PCB 名、PCB 番号などの関連セッションプロパティも
オーバーライドできます。
オーバーライドは以下の理由で使用します。
• バルクデータ移動セッションの設定をより柔軟にします。 セッションを実行するときに、必要に応じて

IMS ODBA アクセス方式と DL/1 BATCH アクセス方式を切り替えることができます。 ODBA を使用して頻
繁に実行する小さいデータベースのクエリを PowerExchange リスナサブタスクとして実行し、データを読
み取りまたは書き込みます。 データベースに長時間アクセスする必要がある大量の更新を処理するには、
DL/I バッチジョブまたは BMP ジョブを夜間に実行します。

• PowerExchange データマップの作成数を少なくします。 アクセス方式または関連プロパティを変更するた
めに、重複データマップを作成する必要はありません。 データマップの数が少なければ、PowerCenter の
マッピングとワークフローの作成数も少なくできます。

• 多くの PCB を含み、大きなバッファを必要とする非常に大きな PSB の作成を回避します。 大きな PSB は、
DBMOVER メンバの NETPORT 文の最大数（10）を超えることを避けるために使用されることがありま
す。 代わりに、セッションの実行時に PSB と PCB の番号をオーバーライドすることもできます。

• DL/I または BMP を使用して複数の PSB にアクセスする場合に、NETPORT 文と LISTENER 文のペア 1 組
を使用します。

• 別の IMS サブシステムのソースまたはターゲットを参照するように、ODBA データマップの IMS SSID をオ
ーバーライドします。 IMS SSID をオーバーライドして、BMP Netport ジョブを別の IMS SSID に指定する
か、または IMS ソースアンロードファイルの別の DBD ライブラリを使用します。

PowerCenter の［タスクの編集］ダイアログボックスの［マッピング］タブでセッションのオーバーライド値
を入力します。 アクセス方式に応じて、以下のオーバーライド値をソースおよびターゲットに指定できます。
• IMS AM オーバーライド。 アクセス方式をオーバーライドします。
• IMS SSID オーバーライド。 IMS SSID をオーバーライドします。
• IMS PSBNAME オーバーライド。 PSB 名をオーバーライドします。 IMS ODBA アクセスと DL/I バッチア

クセスで使用できます。
• IMS PCBNAME オーバーライド。 PCB 名をオーバーライドします。 IMS ODBA アクセスでのみ使用できま

す。
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• IMS PCBNUMBER オーバーライド。 PCB 番号をオーバーライドします。 DL/I バッチアクセスでのみ使用
できます。

注: PowerExchange Navigator で、IMS データマップのデータベース行テストのこれらのプロパティをオーバ
ーライドできます。

非リレーショナルソースのバッチモードセッションの設定
バッチモードで非リレーショナルソースからデータを抽出するセッションを設定するときに、ソースのデータ
マップ情報をオーバーライドできます。 PWXPC と PowerExchange は、この情報を使用してソースデータを
抽出します。
1. Task Developer で、非リレーショナルソースがあるセッションをダブルクリックします。 
2. ［マッピング］タブの［トランスフォーメーション］ツリーにある［ソース］ノードを展開します。非リレ

ーショナルソースをクリックします。 
PowerCenter は［リーダー］にソースタイプの PowerExchange バッチリーダーを設定します。非リレー
ショナルバッチソースのリーダー名は、以下のいずれかの形式です。
PowerExchange Batch Reader for database_type PowerExchange Reader for database_type
database_type 変数には、次の値のいずれかが示されます。
• ADABAS
• ADABAS アンロードファイル
• DB2 データマップ
• DB2 アンロードデータセット
• DATACOM
• IDMS
• IMS
• シーケンシャルファイル
• VSAM ファイル
注: リーダーの名前は変更できません。このルールの唯一の例外は Adabas です。ADABAS または
ADABAS アンロードファイルを使用できます。

3. ［接続］の［値］フィールドで、PWX NRDB バッチ接続を選択します。 
4. 必要に応じて、［プロパティ］で、ソースタイプに適用するセッション属性を設定します。 

以下の表に、これらの属性を示します。

属性名 説明
スキーマ名のオー
バーライド

ソースの PowerExchange データマップ内のスキーマ名をオーバーライドしま
す。

マップ名のオーバ
ーライド

ソースの PowerExchange データマップのデータマップ名をオーバーライドしま
す。
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属性名 説明
ファイル名 ADABAS アンロードソースタイプの場合、アンロードされた ADABAS データベー

スのファイル名を指定します。
ADABAS アンロードソースタイプの場合は必須です。

ADABAS パスワー
ド

ADABAS ソースタイプ用のデータベースパスワード。
ソースファイルの ADABAS FDT がパスワードで保護されている場合、ADABAS 
FDT パスワードを入力します。
注: PowerCenter はパスワードを暗号化し、ワークフロー用に生成した XML ファ
イルに暗号化されたパスワードを表示します。

データベース ID の
オーバーライド

ADABAS ソースタイプと ADABAS アンロードソースタイプの場合、
PowerExchange データマップ内の ADABAS データベース ID をオーバーライドし
ます。

ファイル ID のオー
バーライド

ADABAS ソースタイプと ADABAS アンロードソースタイプの場合、
PowerExchange データマップ内の ADABAS ファイル ID をオーバーライドしま
す。

DB2 サブシステム
ID

DB2 データマップソースタイプの場合、PowerExchange データマップ内の DB2
サブシステム ID をオーバーライドします。

DB2 テーブル名 DB2 データマップソースタイプの場合、PowerExchange データマップ内の DB2
テーブル名をオーバーライドします。

アンロードファイ
ル名

DB2 アンロードデータセットソースタイプの場合、PowerExchange データマッ
プ内の DB2 アンロードファイル名をオーバーライドします。
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属性名 説明
Filter Overrides 定義した特定の条件に基づいて PowerExchange によって読み取られるソースデ

ータをフィルタリングします。
PWXPC は、フィルタ条件を SELECT SQL 文の WHERE 句に追加し、処理のため
に SQL 文を PowerExchange に渡します。 PowerExchange で NRDB SQL に対し
てサポートされている任意のフィルタ条件構文を使用できます。
単一レコードのソースの場合は、次の構文を使用します。
filter_condition
例えば、TYPE という名前のカラムの値が A または D であるレコードを選択する
には、以下のフィルタ条件を選択します。
TYPE=‘A’ or TYPE=‘D’
マルチレコードのソースの場合は、以下のいずれかの代替構文を使用します。
filter_condition
group_name1=filter;    group_name2=filter;...
group_name 構文は、SQL クエリ条件をマルチレコードのソース定義内の特定
のレコードに制限します。 group_name 構文を使用しない場合、SQL クエリ条
件はマルチレコードのソース定義内のすべてのレコードに適用されます。
例えば、USER1 レコードおよび USER2 レコードを含むマルチレコードのソース
で、ID カラムの値が「DBA」であるレコードのみを選択するには、以下のいず
れかの SQL クエリ条件を指定します。
USER1=ID=’DBA’;USER2=ID=’DBA’
ID=’DBA’
注: ［フィルタオーバーライド］属性とフィルタリング WHERE 句を含む［SQL
クエリオーバーライド］属性の両方を指定すると、結果の SELECT 文には、AND
演算子を使用して［フィルタオーバーライド］フィルタ条件を［SQL クエリオ
ーバーライド］フィルタ条件と関連付ける WHERE 句が含まれます。以下に例を
示します。
SELECT * from schema.table WHERE Filter_Overrides_conditions AND SQL_Query_Override_conditions

IMS アンロードフ
ァイル名

IMS ソースタイプ用の IMS データベースのアンロードファイル名。ソースデータ
を IMS データベースではなくバックアップファイルから読み取る場合は必須で
す。IMS アンロードファイルへの複数レコードの書き込みの場合、ソースとター
ゲットの両方に必要。
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属性名 説明
IMS AM オーバーラ
イド

IMS ソースタイプの場合、ソースのインポート済みデータ―マップの IMS アクセ
ス方式を使用可能な他のアクセス方式でオーバーライドします。実行時に、セッ
ションでこのオーバーライドアクセス方式を使用します。
- DL/1 BATCH アクセス方式を指定したソースデータマップをインポートした場

合は O と入力して、IMS ODBA アクセス方式でオーバーライドします。ODBA
アクセスでは、IMS PSBNAME オーバーライド属性および IMS PCBNAME オー
バーライド属性も指定する必要があります。

- IMS ODBA アクセス方式を指定したソースデータマップをインポートした場合
は D と入力して、DL/I アクセスまたは BMP アクセス指定する DL/1 BATCH ア
クセス方式でオーバーライドします。IMS PCBNUMBER オーバーライド属性も
指定する必要があります。

重要: アクセス方式をオーバーライドしてセッションを実行する前に、新しいア
クセス方式の PowerExchange 設定タスクを完了していることを確認します。例
えば、オーバーライドが DL/1 BATCH の場合は、DBMOVER メンバの LISTENER
文および NETPORT 文を設定し、Netport JCL を設定する必要があります。オー
バーライドが IMS ODBA の場合は、他の設定タスクを実行する必要があります。
詳細については、『PowerExchange ナビゲータユーザーガイド』の「IMS データ
マップ」を参照してください。

IMS SSID オーバー
ライド

IMS ソースタイプでは、ソースの IMS ODBA データマップをインポートし、アク
セス方式をオーバーライドしていない場合は、この属性を使用してセッションの
データマップの IMS サブシステム ID（SSID）をオーバーライドします。IMS AM
オーバーライドセッション属性でオーバーライドに ODBA アクセスを指定した
場合は、この値を入力する必要があります。ODBA アクセスには SSID が必須で
す。
IMS アンロードファイルのソースがあるセッションの場合は、このオーバーライ
ドを使用して、DBD ライブラリを別の DBD ライブラリに変更するために
DBMOVER メンバの別の IMSID 文を参照します。オーバーライドを使用すると、
IMSID 文を編集または追加して PowerExchange リスナを再起動せずに DBD ライ
ブラリを切り替えることができます。例えば、このオーバーライドを使用して、
アンロードファイルに対して DBD ライブラリに加えた変更をテストします。
BMP を使用して IMS にアクセスする Netport ジョブを使用する場合は、このオ
ーバーライドと Netport JCL の%IMSID 置換変数を一緒に使用し、IMS SSID を指
定してセッションに使用できます。このオーバーライドは置換変数を置き換えま
す。オーバーライドと置換変数を一緒に使用することで、同一の Netport JCL を
使用して複数の IMS 環境（開発環境、テスト環境、プロダクション環境など）
にアクセスできます。
注: DL/I バッチを使用して IMS データにアクセスしたり、IMS アンロードファイ
ルにアクセスしたりする場合は、IMS SSID は必要はありません。

IMS PSBNAME オー
バーライド

IMS ソースタイプでは、ソースの IMS ODBA データマップをインポートした場合
にアクセス方式をオーバーライドしていないと、この値でデータマップの PSB
名をオーバーライドします。［IMS AM オーバーライド］属性でオーバーライドに
ODBA アクセスを指定した場合は、この値を入力する必要があります。ODBA ア
クセスには PSB 名が必須です。
DL/I バッチアクセスまたは BMP アクセスを使用し、このオーバーライドを指定
する場合は、Netport JCL の PSB=%PSBNAME 置換変数も指定する必要がありま
す。オーバーライド値は、JCL の置換変数を置き換えます。
Netport JCL の PSB=%PSBNAME ではなく PSB=%1 置換変数を指定した場合は、
セッションで NETPORT 文の PSB 名を使用します（指定した場合）。この場合、
各 PSB に個別の NETPORT 文が必要です。DBMOVER メンバで 10 個の
NETPORT 文の制限を超えないようにするため、代わりにこのオーバーライド
に%PSBNAME 置換変数を使用します。
注: IMS ソースアンロードファイルにアクセスする際に PSB 名は使用しません。
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属性名 説明
IMS PCBNAME オー
バーライド

IMS ソースタイプでは、ソースの IMS ODBA データマップをインポートした場合
にアクセス方式をオーバーライドしていないと、この値でデータマップの PCB
名をオーバーライドします。［IMS AM オーバーライド］属性でオーバーライドに
ODBA アクセスを指定した場合は、この値を入力する必要があります。ODBA ア
クセスには PCB 名が必須です。
DL/I バッチアクセス、BMP アクセス、または IMS アンロードファイルへのアク
セスに PCB 名は使用しません。

IMS PCBNUMBER
オーバーライド

IMS ソースタイプでは、ソースの DL/1 BATCH データマップをインポートした場
合にアクセス方式をオーバーライドしていないと、この値でデータマップの
PCB 番号をオーバーライドします。［IMS AM オーバーライド］属性で、オーバ
ーライドに DL/I アクセスを指定した場合は、この値を入力する必要があります。
DL/I アクセスまたは BMP アクセスには PCB 番号が必須です。
IMS ODBA アクセスまたは IMS アンロードファイルへのアクセスに PCB 番号は
使用しません。

ファイル名のオー
バーライド

VSAM ファイルソースタイプとシーケンシャルファイルソースタイプの場合、
PowerExchange データマップ内のデータセット名またはファイル名をオーバー
ライドします。
完全なデータセット名またはファイル名を入力します。
i5/OS の場合、形式は library_name/file_name です。

［ファイルリストファイル］チェックボックスを選択した場合は、この属性にフ
ァイルリストファイルの名前を入力します。ファイルリストファイルは、ファイ
ルのリストです。

ファイルリストフ
ァイル

VSAM ファイルソースタイプとシーケンシャルファイルソースタイプの場合、フ
ァイルのリストを含むファイルを指定します。［ファイル名のオーバーライド］
フィールドにファイルリストファイルを入力した場合にのみ、この属性を選択し
ます。

SQL クエリーオー
バーライド

PowerExchange に送信された SQL クエリをオーバーライドします。
PWXPC は、デフォルトの SQL クエリを無視し、入力された SQL 文のほうを
PowerExchange に渡して処理します。NRDB SQL に対して PowerExchange でサ
ポートされている任意の SQL 文を入力できます。
例えば、TYPE という名前のカラムの値が A または D であるレコードをテーブル
USER から選択するには、以下の SQL クエリオーバーライドを指定します。
Select ID, NAME from USER where TYPE=‘A’ or TYPE=‘D’;
マルチレコードのソースの場合は、次の構文を使用します。
group_name1=sql_query_override1;    group_name2=sql_query_override2;...
例えば、USER1 および USER2 という名前の 2 つのレコードを含むマルチレコー
ドのソースで、ID カラムの値が DBA であるレコードのみを選択するには、以下
の SQL クエリオーバーライドを指定します。
USER1=Select ID, NAME from USER1 where ID='DBA'; USER2=Select ID, NAME from USER2 where ID='DBA';
注: ［フィルタオーバーライド］属性とフィルタリング WHERE 句を含む［SQL
クエリオーバーライド］属性の両方を指定すると、結果の SELECT 文には、AND
演算子を使用して［フィルタオーバーライド］フィルタ条件を［SQL クエリオ
ーバーライド］フィルタ条件と関連付ける WHERE 句が含まれます。以下に例を
示します。
SELECT * from schema.table WHERE Filter_Overrides_conditions AND SQL_Query_Override_conditions

バッチモードでのデータ抽出       163



属性名 説明
PWX パーティショ
ン方式

オフロードされた DB2 アンロード、VSAM ファイル、およびシーケンシャルフ
ァイルのソースタイプの場合、次のいずれかのパーティション方式を指定しま
す。
- 単一接続。PowerExchange により、データソースに対して単一の接続が作成

されます。最初のパーティション用に指定するオーバーライドはいずれも、す
べてのパーティションに使用されます。このオプションでは、最初のパーティ
ションのオーバーライドとは異なるオーバーライドを他のパーティションに指
定した場合、セッションは失敗し、エラーメッセージが表示されます。

- オーバーライドドリブン。指定したオーバーライドがすべてのパーティション
で同一の場合、PowerExchange はデータソースに対して単一の接続を作成し
ます。すべてのパーティションにわたってオーバーライドが同一でない場合、
PowerExchange は複数の接続を作成します。

N 個ブロックした
後にフラッシュ

複数レコードソースの場合、どのブロックもフラッシュすることなく発生できる
ブロックフラッシュの最大数を指定します。
大量の複数レコードソースの場合、デフォルトでは、バッファが完全にいっぱい
になるか、またはファイルの終わりに到達したときにのみ、PWXPC がデータの
ブロックをフラッシュします。一部のレコードタイプのデータ量が他のレコード
タイプほど多くない場合は、フラッシュが頻繁に起きないこともあります。この
場合、そのレコードタイプは長い期間ターゲットにデータがなかった可能性があ
るので、ライタ側でフラッシュをブロックします。
すべてのレコードタイプのバッファを定期的にフラッシュするには、この N 個
ブロックした後にフラッシュセッションプロパティを定義します。このプロパテ
ィは、フラッシュされているいずれか 1 つのブロックを除き、すべてのレコード
タイプにわたって起きるブロックフラッシュの最大数を指定します。値に 0 を指
定するとこの機能は無効になり、ブロックがいっぱいになったときにのみフラッ
シュが発生します。
このプロパティの有効な値は、-1～100000 です。
デフォルト値「-1」は、次のように機能します。
- シーケンスフィールドを使用しないすべての複数レコードソースの場合、この

機能を無効にしてブロックがいっぱいになったときにのみフラッシュする N 
個ブロックした後にフラッシュ = 0 と同じ処理を行います。

- シーケンスフィールドを使用するすべての複数レコードソースの場合、N 個ブ
ロックした後にフラッシュ = 7 *（ソース内のレコードタイプ数）を使用しま
す。

5. ［OK］をクリックします。 
関連項目：
•「PWXPC でのソースデータのフィルタリング」  (ページ 241)

リレーショナルバッチモードセッションのセッションプロパティの設定
バッチモードでリレーショナルソースからデータを抽出するには、PWXPC リレーショナルデータベース接続
を選択します。その後、セッションプロパティを設定します。
一部のセッションプロパティは、PowerExchange に固有です。
1. Task Developer で、リレーショナルソースを含むセッションをダブルクリックして、セッションプロパ

ティを開きます。 
2. ［マッピング］タブの［ソース］ビューをクリックします。 
3. ［リーダー］設定の［リーダー］フィールドで、［リレーショナルリーダー］を選択します。DB2 for z/OS

の場合は、［DB2 イメージコピー用の PowerExchange Reader］リーダーを選択することもできます。 
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4. リレーショナルリーダーを使用する場合は、次のいずれかのリレーショナルデータベース接続を選択しま
す。 
• DB2 for i5/OS の場合は、PWX DB2i5OS を選択します。
• DB2 for Linux、UNIX、および Windows の場合は、PWX DB2LUW for DB2 を選択します。
• DB2 for z/OS の場合は、PWX DB2zOS を選択します。
• Microsoft SQL Server の場合は、PWX MSSQLServer を選択します。
• Oracle の場合は、PWX Oracle を選択します。
DB2 イメージコピーリーダーを使用する場合は、PWX NRDB Batch アプリケーション接続を選択します。

5. 必要に応じて、［マッピング］タブの［ソース］ビューをクリックし、［プロパティ］領域の属性を設定し
ます。 
以下の表に、設定可能な属性を示します。

属性名 説明
スキーマ名のオ
ーバーライド

ソーススキーマ名をオーバーライドします。

マップ名のオー
バーライド

ソーステーブル名をオーバーライドします。

DB2 サブシステ
ム ID

PowerExchange データマップ内の DB2 インスタンス名をオーバーライドします。

イメージコピー
データセット

DB2 イメージコピーソースの場合、イメージコピーデータセット名を指定します。
イメージコピーデータセット名を指定しない場合で、なおかつテーブルがパーティ
ション化されていないテーブルスペース内に存在する場合は、TYPE=FULL で
SHRLEVEL=REFERENECE の最新のイメージコピーデータセットが使用されます。
テーブルがパーティション化されているテーブルスペース内に存在する場合は、

［イメージコピーデータセット］属性を指定する必要があります。
一貫性チェック
を無効にする

DB2 イメージコピーソースに対して選択しない場合は、PowerExchange によって
カタログが読み取られ、指定したイメージコピーデータセットの DSN に
SHRLEVEL=REFERENCE および TYPE=FULL が定義されていること、およびこのデ
ータセットが指定したテーブルのイメージコピーであることが確認されます。DSN
にこれらのプロパティが定義されていない場合、セッションは失敗します。
選択した場合は、SHRLEVEL および TYPE の値に関係なく、PowerExchange によっ
てイメージコピーデータセットが読み取られます。イメージコピーのオブジェクト
ID が DB2 カタログのオブジェクト ID と一致することは確認されません。
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属性名 説明
Filter Overrides 指定した条件に基づいて PowerExchange によって読み取られるソースデータをフ

ィルタリングします。
PWXPC は、指定されたフィルタ条件を SELECT SQL 文の WHERE 句に追加し、処
理のために SQL 文を PowerExchange に渡します。PowerExchange で NRDB SQL
に対してサポートされている任意のフィルタ条件構文を使用できます。詳細につい
ては、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
例えば、TYPE という名前のカラムの値が A または D であるレコードを選択するに
は、以下のフィルタ条件を指定します。
TYPE=‘A’ or TYPE=‘D’
注: ［フィルタオーバーライド］属性とフィルタリング WHERE 句を含む［SQL ク
エリオーバーライド］属性の両方を指定すると、結果の SELECT 文には、AND 演
算子を使用して［フィルタオーバーライド］フィルタ条件を［SQL クエリオーバー
ライド］フィルタ条件と関連付ける WHERE 句が含まれます。以下に例を示しま
す。
SELECT * from schema.table WHERE Filter_Overrides_conditions AND SQL_Query_Override_conditions

SQL クエリーオ
ーバーライド

PowerExchange に送信された SQL クエリをオーバーライドします。
注意: DB2 for z/OS データソースの場合は、PowerExchange によって FOR FETCH 
ONLY が SQL SELECT 文に自動的に追加されます。［SQL クエリーオーバーライド］
属性（［プロパティ］領域内）に FOR FETCH ONLY を含めると、この式が SELECT
文に 2 回含まれることになります。この場合、PowerExchange はエラーを発行し
ます。
注: ［フィルタオーバーライド］属性とフィルタリング WHERE 句を含む［SQL ク
エリオーバーライド］属性の両方を指定すると、結果の SELECT 文には、AND 演
算子を使用して［フィルタオーバーライド］フィルタ条件を［SQL クエリオーバー
ライド］フィルタ条件と関連付ける WHERE 句が含まれます。以下に例を示しま
す。
SELECT * from schema.table WHERE Filter_Overrides_conditions AND SQL_Query_Override_conditions

6. ［OK］をクリックします。 
関連項目：
•「PWXPC でのソースデータのフィルタリング」  (ページ 241)

変更およびリアルタイムモードでの CDC データ抽出
変更モードで変更キャプチャデータを抽出するには（CAPX）、変更モードアプリケーション接続を選択しま
す。 リアルタイムモードでデータを抽出するには（CAPXRT）、リアルタイムモードアプリケーション接続を選
択します。
PowerCenter 8.x でインポートされた非リレーショナルソース定義では、ソースタイプに適したバッチリーダ
ーが自動的に選択されています。 このリーダーの選択は変更できません。
関連項目：
•「CDC アプリケーション接続属性」  (ページ 140)
•「リスタートおよびリカバリの概要」  (ページ 191)
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•「CDC セッションのコミット処理」  (ページ 188)
•「PWXPC のリスタートおよびリカバリについて」  (ページ 192)
•「リスタートトークンファイルの設定」  (ページ 202)
•「リスタート処理のための CDC セッションの設定」  (ページ 208)
•「CDC セッションのリカバリの有効化」  (ページ 207)

PowerExchange 抽出マップ
CDC セッションのために、PowerExchange 抽出マップからソースメタデータをインポートして、マッピング
で使用できるソース定義を定義します。
抽出マップは、ソースのキャプチャ登録を作成すると、PowerExchange Navigator によって生成されます。
必要に応じて、抽出マップを変更したり、既存のキャプチャ登録に基づいて別の抽出マップを作成できます。
PowerCenter Designer で抽出マップをインポートする場合は、［PowerExchange からインポート］ダイア
ログボックスで［CDC データマップ］オプションを選択します。これにより Designer は抽出マップに基づい
てソース定義を作成します。ソース定義の［メタデータエクステンション］タブに、抽出マップからインポー
トされたスキーマ名とマップ名が表示されます。セッションプロパティでこの情報を指定する必要はありませ
ん。
代わりに、リレーショナルデータベースからソースメタデータをインポートしてソース定義を定義できます。
ただし、CDC リーダーとアプリケーション CDC 接続を使用するには、その後にセッション［プロパティ］で
抽出マップ名を手動で指定する必要があります。
注: 非リレーショナルソースで CDC リーダーを使用するには、抽出マップをインポートする必要があります。

［データベースタイプ］の値が PWX_source_NRDB2 のソースには、CDC リーダーを選択することはできませ
ん。 
抽出マップを含むマルチレコードの非リレーショナルソースから変更データを抽出する場合は、データマップ
内のテーブルごとに PowerExchange キャプチャ登録を作成する必要があります。 PowerExchange 
Navigator では、登録ごとに対応する抽出マップが作成されます。その後、データマップをマルチレコードの
非リレーショナルソースとしてインポートするか（バッチ使用の場合）、各テーブルの抽出マップをインポート
することができます（CDC 使用の場合）。

セッションでの複数 CDC ソースからのデータ抽出
マッピングに変更モードまたはリアルタイムモードで CDC データの抽出元にする複数のソースが含まれている
場合、すべてのソースで同じアプリケーション接続を使用する必要があります。
アプリケーション接続をマッピング内の最初のソースにのみ指定します。 他の接続はすべて、［タイプ］の値
を［なし］に設定できます。
注: すべてのソースでソースデータ型を同じにする必要があります。 データ型が複数にわたるソースを含むマ
ッピングを使用するセッションは、実行時に失敗します。 

変更およびリアルタイムモードセッションのセッションプロパティ
変更モードまたはリアルタイムモードでデータを抽出するセッションを設定すると、PWXPC では抽出マップ
を使用してソースデータが抽出されます。 CDC ソースのソース定義は、抽出マップを使用して作成するか

（［インポート］ダイアログボックスの［CDC データマップ］）、リレーショナルデータベースからメタデータを
インポートして作成することができます。 セッションプロパティは、ソースメタデータのインポート方法によ
って異なります。
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抽出マップソースの変更セッションまたはリアルタイムセッションの設定
Task Developer から抽出マップソースの変更セッションまたはリアルタイムセッションを設定します。
1. Task Developer で、セッションをダブルクリックします。 

［タスクの編集］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［プロパティ］タブで、以下を編集します。 

• ［コミットタイプ］フィールドで、［ソース］を選択します。
• ［ファイルの最後でコミット］プロパティをクリアします。
• セッションのリカバリを有効にするには、［リカバリ戦略］プロパティを［最終チェックポイントから

再開］に設定します。これによりデータとリスタートトークンが適切に処理されることが保証されるた
め、CDC セッションにとって重要な設定です。
注: このリカバリ戦略を有効にすると、［出力は確定的］オプションが使用できるトランスフォーメー
ションを使用する場合、このオプションを指定する必要があります。ルックアップトランスフォーメー
ションを使用する場合、代わりに［ルックアップソースは静的です］または［ルックアップキャッシュ
パーシステント］オプションを選択します。これらのオプションのいずれかを選択しないと、
Workflow Manager でセッションを検証できなくなります。

• 変更データをリレーショナルターゲットに書き込みむ場合、［パフォーマンス］セクションで［デッド
ロック時のセッションリトライ］プロパティが選択されていないことを確認して、デッドロックが発生
したときにターゲットの書き込みを再試行しないようにします。デフォルトでは、このプロパティは選
択されていません。また、データベース接続の再試行を防止するため、ターゲットのリレーショナル接
続定義で、［接続再試行期間］属性がデフォルト値の 0 に設定されていることを確認します。これらの
設定のいずれかをデフォルト値から変更するには、セッションが処理する最大のトランザクションを十
分保持できるだけのバッファを DTM バッファプールに確保する必要があります。

［デッドロック時のセッションリトライ］プロパティと［接続再試行期間］属性にデフォルト設定を使
用しない場合、十分なバッファが利用できないことで、CDC セッションが次のメッセージを表示して
ハングすることがあります。
WRT_8450 : The writer is waiting for buffer blocks. To improve session performance and to prevent the session from hanging, increase the DTM buffer pool size in the session properties.
この場合、ソース接続の［コミット間隔］セッションプロパティと［コミットあたりの最大行数］属性
を同じ値（1000 など）に設定します。［コミット間隔］プロパティは、セッションがデータをターゲッ
トにコミットする場合は制御はしませんが、トランザクションを保持するのに使用可能な DTM バッフ
ァプール内のバッファの数に影響します。［コミットあたりの最大行数］接続属性を使用して、大きな
トランザクション内の行をターゲット上でサブパケットのコミット処理できるようにサブセットに分割
します。コミット処理の制御の詳細については、「CDC コミット処理のための接続属性 」  (ページ
150)を参照してください。

3. ［マッピング］タブで、［ソース］ビューをクリックします。 
4. ［リーダー］の右ペインで、リレーショナルソースの場合は、該当する CDC リーダーを選択します。 

抽出マップソースの場合は、抽出マップのソースタイプに基づいて、PWXPC によってリーダーが自動的
に選択されます。

5. ［接続］の［値］フィールドで、アプリケーション接続タイプとして［CDC リアルタイム］または［CDC
変更］を選択します。 

［アプリケーション接続ブラウザ］に、ソースタイプに対して有効な接続が表示されます。必要に応じて、
アプリケーション接続を開いて接続値をオーバーライドすることができます。

6. ［プロパティ］でオプションの属性を設定できます。 
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以下の表に、設定可能なオプションの属性を示します。

属性名 説明
スキーマ名のオーバ
ーライド

PowerExchange 抽出マップ内のスキーマ名をオーバーライドします。

マップ名のオーバー
ライド

PowerExchange 抽出マップ名をオーバーライドします。

ADABAS パスワード ADABAS ソースタイプ用のソースファイルの ADABAS パスワード。
ソースファイルの Adabas FDT がパスワードで保護されている場合、Adabas 
FDT パスワードを入力します。
注: PowerCenter はパスワードを暗号化し、ワークフロー用に生成した XML フ
ァイルに暗号化されたパスワードを表示します。

データベース ID の
オーバーライド

ADABAS ソースタイプの場合、PowerExchange データマップ内の ADABAS デー
タベース ID をオーバーライドします。

ファイル ID のオー
バーライド

ADABAS ソースタイプの場合、PowerExchange データマップ内の ADABAS ファ
イル ID をオーバーライドします。

ライブラリ/ファイ
ルオーバーライド

DB2i5OS リアルタイムソースタイプの場合、抽出マップ内のライブラリ名とフ
ァイル名をオーバーライドします。
ライブラリ名とファイル名を、省略せずに次の形式で指定します。
library/file
もう 1 つの方法としては、ライブラリ名にアスタリスク（*）を指定して、複数
のライブラリからファイル名が同じファイルすべてについての変更を取得しま
す。
この属性は、アプリケーション接続の［ライブラリ/ファイルオーバーライド］
属性をオーバーライドします。

ソーススキーマのオ
ーバーライド

ORACLE ソースタイプの場合、ソーススキーマ名をオーバーライドします。
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属性名 説明
Filter Overrides 指定した条件に基づいて PowerExchange によって読み取られるソースデータを

フィルタリングします。
PWXPC は、指定されたフィルタ条件を SELECT SQL 文の WHERE 句に追加し、
処理のために SQL 文を PowerExchange に渡します。PowerExchange で NRDB 
SQL に対してサポートされている任意のフィルタ条件構文を使用できます。詳
細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してくださ
い。
例えば、TYPE という名前のカラムの値が A または D であるレコードを選択す
るには、以下のフィルタ条件を指定します。
TYPE=‘A’ or TYPE=‘D’
カラムの ID と ACCOUNT が変更された変更レコードを選択するには、以下のフ
ィルタ条件を指定して DTL__CI カラムを使用することができます。
DTL__CI_ID=‘Y’ and DTL__CI_ACCOUNT=’Y’
注: ［フィルタオーバーライド］属性とフィルタリング WHERE 句を含む［SQL
クエリオーバーライド］属性の両方を指定すると、結果の SELECT 文には、
AND 演算子を使用して［フィルタオーバーライド］フィルタ条件を［SQL クエ
リオーバーライド］フィルタ条件と関連付ける WHERE 句が含まれます。以下
に例を示します。
SELECT * from schema.table WHERE Filter_Overrides_conditions AND SQL_Query_Override_conditions

SQL クエリーオーバ
ーライド

PowerExchange に送信された SQL クエリをオーバーライドします。
注: ［フィルタオーバーライド］属性とフィルタリング WHERE 句を含む［SQL
クエリオーバーライド］属性の両方を指定すると、結果の SELECT 文には、
AND 演算子を使用して［フィルタオーバーライド］フィルタ条件を［SQL クエ
リオーバーライド］フィルタ条件と関連付ける WHERE 句が含まれます。以下
に例を示します。
SELECT * from schema.table WHERE Filter_Overrides_conditions AND SQL_Query_Override_conditions

7. ［OK］をクリックします。 

リレーショナルソースの変更またはリアルタイムセッションの設定
Task Developer から非リレーショナルソースの変更セッションまたはリアルタイムセッションを設定します。
1. Task Developer で、セッションをダブルクリックします。 

［タスクの編集］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［プロパティ］タブをクリックして、以下のフィールドを変更します。 

• ［コミットタイプ］フィールドで、［ソース］を選択します。
• ［ファイルの最後でコミット］オプションをクリアします。
• セッションのリカバリを有効にするには、［リカバリ戦略］プロパティを［最終チェックポイントから

再開］に設定します。これによりデータとリスタートトークンが適切に処理されることが保証されるた
め、CDC セッションにとって重要な設定です。
注: このリカバリ戦略を有効にすると、［出力は確定的］オプションが使用できるトランスフォーメー
ションを使用する場合、このオプションを指定する必要があります。ルックアップトランスフォーメー
ションを使用する場合、代わりに［ルックアップソースは静的です］または［ルックアップキャッシュ
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パーシステント］オプションを選択します。これらのオプションのいずれかを選択しないと、
Workflow Manager でセッションを検証できなくなります。

• 変更データをリレーショナルターゲットに書き込みむ場合、［パフォーマンス］セクションで［デッド
ロック時のセッションリトライ］プロパティが選択されていないことを確認して、デッドロックが発生
したときにターゲットの書き込みを再試行しないようにします。デフォルトでは、このプロパティは選
択されていません。また、データベース接続の再試行を防止するため、ターゲットのリレーショナル接
続定義で、［接続再試行期間］属性がデフォルト値の 0 に設定されていることを確認します。これらの
設定のいずれかをデフォルト値から変更するには、セッションが処理する最大のトランザクションを十
分保持できるだけのバッファを DTM バッファプールに確保する必要があります。

［デッドロック時のセッションリトライ］プロパティと［接続再試行期間］属性にデフォルト設定を使
用しない場合、十分なバッファが利用できないことで、CDC セッションが次のメッセージを表示して
ハングすることがあります。
WRT_8450 : The writer is waiting for buffer blocks. To improve session performance and to prevent the session from hanging, increase the DTM buffer pool size in the session properties.
この場合、ソース接続の［コミット間隔］セッションプロパティと［コミットあたりの最大行数］属性
を同じ値（1000 など）に設定します。［コミット間隔］プロパティは、セッションがデータをターゲッ
トにコミットする場合は制御はしませんが、トランザクションを保持するのに使用可能な DTM バッフ
ァプール内のバッファの数に影響します。［コミットあたりの最大行数］接続属性を使用して、大きな
トランザクション内の行をターゲット上でサブパケットのコミット処理できるようにサブセットに分割
します。コミット処理の制御の詳細については、「CDC コミット処理のための接続属性 」  (ページ
150)を参照してください。

3. ［マッピング］タブの［ソース］ビューをクリックします。 
［リーダー］フィールドで、ソースタイプに基づいて次のいずれかの CDC リーダーを選択します。
• DB2 for z/OS の場合は、PowerExchange CDC Change または PowerExchange CDC Real-time for 

DB2zOS を選択します。
• DB2 for i5/OS の場合は、PowerExchange CDC Change または PowerExchange CDC Real-time for 

DB2i5OS を選択します。
• Linux、UNIX、および Windows 上の DB2 の場合は、PowerExchange CDC Change または

PowerExchange Real-time for DB2LUW を選択します。
• Microsoft SQL Server の場合は、PowerExchange CDC Change または PowerExchange Real-time 

for MSSQL を選択します。
• MySQL の場合は、PowerExchange CDC Change または PowerExchange CDC Real-time for MYSQL

を選択します。
• Oracle の場合は、PowerExchange CDC Real-time for Oracle を選択します。

4. ［接続値］フィールドで、アプリケーション接続を選択します。 
ヒント: CDC の変更リーダーおよびリアルタイムリーダーに対して、最初の CDC ソースに対してのみアプ
リケーション接続を選択します。後続の CDC ソースの接続タイプには［なし］を選択します。
PowerExchange グループソース処理では、最初のアプリケーション接続の接続情報のみが使用されます。
後続のアプリケーション接続の指定は必要なく、指定するとセッションが失敗する可能性があります。 

5. 必要に応じて、アプリケーション接続を開いて接続値をオーバーライドします。 
6. ［プロパティ］設定で、ソースタイプに適用する属性を設定します。 
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以下の表に、必須およびオプションの属性を示します。

属性名 説明
抽出マップ名 必須。CDC ソースの PowerExchange 抽出マップ名。リレーショナルソースの抽出マ

ップ名を指定する必要があります。
ライブラリ/フ
ァイルオーバ
ーライド

オプション。DB2i5OS リアルタイムソースタイプの場合、抽出マップ内のライブラ
リ名とファイル名をオーバーライドします。
ライブラリ名とファイル名を、省略せずに次の形式で指定します。
library/file
もう 1 つの方法としては、ライブラリ名にアスタリスク（*）を指定して、複数のラ
イブラリからファイル名が同じファイルすべてについての変更を取得します。
この属性は、アプリケーション接続の［ライブラリ/ファイルオーバーライド］の値
をオーバーライドします。

ソーススキー
マのオーバー
ライド

オプション。Oracle 変更ソースタイプとリアルタイムソースタイプの場合、ソース
スキーマ名をオーバーライドします。

7. ［OK］をクリックします。 
関連項目：
•「接続」  (ページ 65)
•「i5/OS ライブラリまたはファイルのオーバーライドのアスタリスクワイルドカード」  (ページ 172)
•「リスタートおよびリカバリ」  (ページ 191)
•「PWXPC でのソースデータのフィルタリング」  (ページ 241)

i5/OS ライブラリまたはファイルのオーバーライドのアスタリスクワイルドカード
リアルタイム抽出では、i5/OS ファイルが同じ名前とレイアウトの多くのライブラリに存在する場合、［ライブ
ラリ/ファイルオーバーライド］属性で、名前にアスタリスク（*）のワイルドカードを指定できます。 使用す
ると、PowerExchange は、指定のファイル名に関し同じジャーナルに記録されている変更を、そのファイル
が入っているすべてのライブラリから読み取ります。
ワイルドカードにアスタリスクを使う場合、マッピングには単一ソースのみ設定します。

［ライブラリ/ファイルオーバーライド］プロパティでワイルドカードとしてアスタリスクを入力する際は、次
の構文を使用します。
*/file_name
以下の規則とガイドラインに従う必要があります。
• リアルタイム抽出にのみ、ワイルドカードとしてのアスタリスクを［ライブラリ/ファイルオーバーライド］

プロパティで使用することができます。
• マッピングに含まれている DB2 for i5/OS のファイルには、PowerExchange のキャプチャ登録が必要で

す。アスタリスクをライブラリオーバーライドとして使用することで、PowerExchange Navigator で変更
データキャプチャに単一のファイルをマップし登録することができます。CDC のセッションは、すべての
ライブラリで発生するファイルインスタンスのすべてに対して変更の抽出を実行できます。

• 複数のファイルインスタンスに関する変更を抽出するには、ファイルが同じジャーナルを使用し、かつ
IMAGES（*BOTH）で定義されている必要があります。
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• 指定されたファイル名は、i5/OS の有効なファイル名である必要があります。DB2 テーブル名を指定するこ
とはできません。

• i5/OS で生成したファイル名を使用する場合、ジャーナルの内容を必ず理解してください。i5/OS で生成さ
れるファイル名はすべて、DB2 のテーブル名の最初の 5 文字の後に 5 桁を追加した形式で構成されていま
す。これらのファイル名は、予期せぬファイルからのデータ抽出を招く可能性があります。

• リアルタイム抽出セッションが実行されるたびに、PowerExchange では、ファイル名に一致するファイル
がジャーナルでチェックされます。同じファイル名を含み同じジャーナルを使用する新しいライブラリを追
加する場合、変更が抽出されるファイルはセッションごとに異なります。

• 再起動トークンは、マッピングに含まれているソースの専用です。PWXPC は、抽出マップ名の前に指定の
オーバーライドを前置きすることにより、セッションに［ライブラリ/ファイルオーバーライド］の値が存
在することを示しています。
次に、再起動トークンの例を示します。このソースは、［ライブラリ/ファイルオーバーライド］属性で*/
file_name を指定した対象のセッションで処理されます。
<*/file_name>d3instance.regname_tablename=restart1<*/file_name>d3instance.regname_tablename=restart2
リスタートトークンのオーバーライド時に、リスタートトークンファイルにライブラリ/ファイルオーバー
ライド情報を含める必要はありません。オーバーライド情報は、セッションプロパティで見つかると
PWXPC によって含められます。

ソース行の更新としての処理
PowerExchange 抽出マップには、変更が挿入、更新、削除のいずれであるかを示す DTL_CAPXACTION カラ
ムが含まれます。 Designer で抽出マップをインポートする場合、PWXPC は、ソース定義にこのカラムを含み
ます。 PowerCenter Integration Service は、このカラムを使用して、行がターゲットに到達したときに
PowerCenter によって行に適用されるアクションを決定します。
場合によっては、DTL_CAPXACTION カラムの値に関係なく、各ソース行を更新として扱うようにセッション
を設定する必要があります。 例えば、変更ストリームに、ソーステーブル内のキー以外のフィールドに対して
同じ値を持つ複数の行挿入が含まれるとします。 このフィールドがターゲットテーブルのキーフィールドであ
る場合、行をターゲットテーブルに挿入しようとすると、プライマリキー制約違反が発生します。
各ソース行を更新としてターゲットに移動するようにセッションを設定するには、以下の手順を実行します。
1. Task Developer で、セッションをダブルクリックして編集します。 
2. ［プロパティ］タブをクリックします。 
3. ［ソース行の扱い］属性で、［データドリブン］を選択します。 
4. Mapping Designer でマッピングにアップデートストラテジトランスフォーメーションを追加します。 
5. アップデートストラテジトランスフォーメーションを開きます。 
6. ［プロパティ］タブをクリックします。 
7. ［アップデートストラテジトランスフォーメーション］フィールドの横にあるボタンをクリックします。 
8. 行を常に更新としてマークするアップデートストラテジ式を入力します。 
9. 式を検査し、［OK］をクリックします。 

10. ［OK］をクリックします。 
11. アップデートストラテジトランスフォーメーション内のポートを、別のトランスフォーメーションまたは

ターゲットインスタンスに接続します。 
セッションを実行すると、可能であれば、PowerCenter は各ソース行を更新としてターゲットに移動します。 
一致するプライマリキー値を含む行がターゲットシステムに存在しない場合、PowerCenter は行を挿入しま
す。
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注: CDC データソースの場合、［ソース行の扱い］プロパティで［挿入］、［更新］、または［削除］を選択する
と、Integration Service ではその選択が無視され、DTL_CAPXACTION カラムに示されているアクションが使
用されます。

PowerExchange ターゲットへのデータのロード
データをリレーショナルターゲットおよび非リレーショナルターゲットにロードできます。

リレーショナルターゲットにデータをロードするセッションの設定
データをリレーショナルターゲットにロードするには、リレーショナルデータベース接続を選択します。 その
後、他のリレーショナルターゲットの場合と同じようにセッションのプロパティを設定することができます。
注: DB2 for i5/OS テーブルにはフラットファイルとしてアクセスすることもできます。 テーブルをシーケンシ
ャルデータマップとして PowerExchange にインポートした場合は、PWX NRDB Batch アプリケーション接続
を使用して書き込みを行うことができます。 
リレーショナルターゲットにデータをロードするセッションを設定する手順
1. Task Developer で、セッションをダブルクリックして編集します。 
2. [マッピング] タブの [ターゲット] ビューをクリックします。 
3. ［ライタ］設定で、リレーショナルターゲットを含むセッションを実行するために［リレーショナルライ

タ］を選択します。 
4. ［接続値］フィールドで、次のいずれかの種類のリレーショナルデータベース接続を選択します。 

• DB2 for i5/OS の場合は、PWX DB2i5OS を選択します。
• DB2 for Linux, UNIX, and Windows の場合は、PWX DB2LUW を選択します。
• DB2 for z/OS の場合は、PWX DB2zOS を選択します。
• Microsoft SQL Server の場合は、PWX MSSQLServer を選択します。
• Oracle の場合は、PWX Oracle を選択します。

5. その他のセッションのプロパティを構成します。 
注: PWX DB2zOS のターゲットの接続に［テーブルの切り詰めオプション］セッションプロパティを選択
した場合、デフォルトでは、新しいデータをロードする前にテーブルを切り詰めるように、
PowerExchange によって TRUNCATE 文が発行されます。 
DB2 for z/OS のターゲットに［PWX オーバーライド］接続属性で DB2TRUNCASDEL=Y オーバーライド
オプションを指定すると、PowerExchange は TRUNCATE 文ではなく DELETE 文を発行します。
DB2TRUNCASDEL オーバーライドは DB2zOS ターゲット接続のみに適用されます。
DB2i5OS ターゲット接続の場合、PowerExchange は必ず DELETE 文を発行します。DB2LUW ターゲッ
ト接続の場合、PowerExchange は必ず TRUNCATE 文を発行します。

6. ［OK］をクリックします。 
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非リレーショナルターゲットにデータをロードするセッションの設定
PWXPC はデータを非リレーショナルターゲットにロードできます。非リレーショナルターゲットのタイプに
は、Adabas、IMS、シーケンシャルデータセット、フラットファイル、VSAM ファイルなどがあります。
PowerCenter は、ターゲットタイプに基づいて正しい PowerExchange ライタを選択します。PWX NRDB バ
ッチアプリケーション接続を選択したら、ターゲットのセッションプロパティを設定できます。
複数レコードの非リレーショナルターゲットのセッション設定に関する詳細は、「「 ターゲットの複数レコード
の書き込みセッションのプロパティ」  (ページ 183)」を参照してください。
1. Task Developer で、セッションをダブルクリックして編集します。 
2. ［マッピング］タブの［トランスフォーメーション］ツリーにある［ターゲット］ノードを展開します。非

リレーショナルターゲットをクリックします。 
PowerCenter は、選択したターゲットタイプに基づいてライタの値を設定します。

3. ［接続］の［値］フィールドで PWX NRDB バッチアプリケーション接続を選択します。 
4. 必要に応じて、［プロパティ］で、ターゲットタイプにセッション属性を設定します。 

以下の表に、これらの属性をアルファベット順に示します。

属性名 説明
ADABAS パスワー
ド

［ADABAS］ターゲットタイプ用の ADABAS ファイルパスワード。
ターゲットファイルの ADABAS FDT がパスワードで保護されている場合、
ADABAS FDT パスワードを入力します。
注: PowerCenter はパスワードを暗号化し、ワークフロー用に生成した XML ファ
イルに暗号化されたパスワードを表示します。

BLKSIZE z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用の z/OS データセットのブロックサイズ。
デフォルトは 0 です。これは最良のブロックサイズを使用することを示します。
VB を RECFM 値に対して選択した場合、実際のブロックサイズは BLKSIZE に指定
する値よりも最大 4 バイト大きくなる可能性があります。

DATACLAS z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用の z/OS SMS データクラス名。
SQL オーバーライ
ドの削除

［ADABAS］および［VSAM］ターゲットタイプの場合、PowerExchange に送信さ
れるデフォルトの Delete SQL をオーバーライドします。

Disp z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用の z/OS データセットの処理。
有効な値は以下のとおりです。
- OLD
- SHR
- NEW
- MOD
デフォルトは、データセットが存在する場合は MOD、存在しない場合は NEW で
す。
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属性名 説明
ファイル名のオー
バーライド

［SEQ］ターゲットタイプと［VSAM］ターゲットタイプの場合、PowerExchange
データマップ内のデータセット名またはファイル名をオーバーライドします。完
全なデータセット名またはファイル名を入力します。
i5/OS では、library_name/file_name の形式を使用します。

IMS AM オーバー
ライド

［IMS］ターゲットタイプの場合、ターゲットのインポート済みデータ―マップの
IMS アクセス方式を使用可能な他のアクセス方式でオーバーライドします。実行
時に、セッションでこのオーバーライドアクセス方式を使用します。
- DL/1 BATCH アクセス方式を指定したターゲットデータマップをインポートし

た場合は O と入力して、IMS ODBA アクセス方式でオーバーライドします。
ODBA アクセスでは、IMS PSBNAME オーバーライド属性および IMS PCBNAME
オーバーライド属性も指定する必要があります。

- IMS ODBA アクセス方式を指定したターゲットデータマップをインポートした
場合は D と入力して、DL/I アクセスまたは BMP アクセス指定する DL/1 
BATCH アクセス方式でオーバーライドします。IMS PCBNUMBER オーバーライ
ド属性も指定する必要があります。

重要: アクセス方式をオーバーライドしてセッションを実行する前に、新しいア
クセス方式の PowerExchange 設定タスクを完了していることを確認します。例
えば、オーバーライドが DL/1 BATCH の場合は、DBMOVER メンバの LISTENER
文および NETPORT 文を設定し、Netport JCL を設定する必要があります。オー
バーライドが IMS ODBA の場合は、他の設定タスクを実行する必要があります。
詳細については、『PowerExchange ナビゲータユーザーガイド』の「IMS データ
マップ」を参照してください。

IMS PCBNAME オ
ーバーライド

［IMS］ターゲットタイプでは、ターゲットの IMS ODBA データマップをインポー
トした場合にアクセス方式をオーバーライドしていないと、この値でデータマッ
プの PCB 名をオーバーライドします。［IMS AM オーバーライド］属性でオーバー
ライドに ODBA アクセスを指定した場合は、この値を入力する必要があります。
ODBA アクセスには PCB 名が必須です。
DL/I アクセスまたは BMP アクセスには PCB 番号は使用しません。

IMS PCBNUMBER
オーバーライド

［IMS］ターゲットタイプでは、ターゲットの DL/1 BATCH データマップをインポ
ートした場合にアクセス方式をオーバーライドしていないと、この値でデータマ
ップの PCB 番号をオーバーライドします。［IMS AM オーバーライド］属性で、オ
ーバーライドに DL/I アクセスまたは BMP アクセスを指定した場合は、この値を
入力する必要があります。DL/I アクセスまたは BMP アクセスには PCB 番号が必
須です。
IMS ODBA アクセスには PCB 番号は使用しません。

IMS PSBNAME オ
ーバーライド

ターゲットの IMS ODBA データマップをインポートした場合にアクセス方式をオ
ーバーライドしていないと、この値でデータマップの PSB 名をオーバーライドし
ます。［IMS AM オーバーライド］属性でオーバーライドに ODBA アクセスを指定
した場合は、この値を入力する必要があります。ODBA アクセスには PSB 名が必
須です。
DL/I バッチアクセスまたは BMP アクセスを使用し、このオーバーライドを指定
する場合は、Netport JCL の PSB=%PSBNAME 置換変数も指定する必要がありま
す。オーバーライド値は、JCL の置換変数を置き換えます。
Netport JCL の PSB=%PSBNAME ではなく PSB=%1 置換変数を指定した場合、セ
ッションで NETPORT 文の PSB 名を使用します（指定した場合）。この場合、各
PSB に個別の NETPORT 文が必要です。10 個の NETPORT 文の制限を超えないよ
うにするため、代わりにこのオーバーライドに%PSBNAME 置換変数を使用しま
す。
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属性名 説明
IMS SSID オーバー
ライド

［IMS］ターゲットタイプでは、ターゲットの IMS ODBA データマップをインポー
トした場合にアクセス方式をオーバーライドしていないと、IMS サブシステム ID

（SSID）のオーバーライドにこの値を使用します。［IMS AM オーバーライド］属
性でオーバーライドに ODBA アクセスを指定した場合は、この値を入力する必要
があります。ODBA アクセスには SSID が必須です。
IMS DL/1 BATCH アクセス方式や BMP Netport ジョブを使用する場合、このオー
バーライドは Netport JCL の%IMSID 置換変数と使用できます。このオーバーラ
イドでは、セッションに使用する IMS SSID を指定する置換変数を置き換えます。
置換変数とオーバーライドを一緒に使用することで、同一の Netport JCL を使用
して複数の IMS 環境（開発環境、テスト環境、プロダクション環境など）にアク
セスできます。
注: DL/I バッチを使用して IMS データにアクセスしたり、IMS アンロードファイ
ルにアクセスしたりする場合は、IMS SSID は必要はありません。

ターゲットの初期
化

［VSAM］ターゲットタイプの場合、PowerExchange で空の VSAM データセットへ
の挿入と更新の両方を可能にするには、このオプションを選択します。
このオプションを選択しない場合、PowerExchange では空の VSAM データセット
への挿入のみが許可されます。

挿入のみ ［ADABAS］および［VSAM］ターゲットタイプの場合、更新と削除を挿入として
処理します。
注: ターゲットにキーが存在しない場合、このオプションを選択する必要があり
ます。 

Insert SQL のオー
バーライド

すべての非リレーショナルターゲットタイプ用。PowerExchange に送信される
デフォルトの Insert SQL をオーバーライドします。

LRECL z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用のデータセットの論理レコード長。
Disp が MOD または NEW でない場合、この値は無視されます。
デフォルトは 256 です。
VB を RECFM 値に対して選択した場合、論理レコード内のデータバイトの最大数
を LRECL に指定します。PowerExchange では、レコード記述子ワード（RDW）
用に、この値に 4 が追加されます。

マップ名のオーバ
ーライド

すべての非リレーショナルターゲットタイプ用。ターゲット PowerExchange デ
ータマップ名をオーバーライドします。
注: この名前を［ファイル名のオーバーライド］属性でオーバーライドしないと、
PWXPC はマッピング内のソースに指定したファイル名を送信します。 

MGMTCLAS z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用の SMS 管理クラス名。
Disp が MOD または NEW でない場合、この値は無視されます。

MODELDCB z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用の、SMS 管理 GDG データセット以外のデー
タセットのモデル DCB。
Disp が MOD または NEW でない場合、この値は無視されます。

Post SQL すべての非リレーショナルターゲットタイプ用。ターゲットデータベース接続を
使用してセッションを実行した後に実行される 1 つ以上の SQL 文。
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属性名 説明
Pre SQL すべての非リレーショナルターゲットタイプ用。ターゲットデータベース接続を

使用してセッションを実行する前に実行される 1 つ以上の SQL 文。
注: 場合によっては、［接続ごとに Pre SQL を 1 回実行］属性を［Pre SQL］属性
とともに指定する必要があります。

接続ごとに Pre 
SQL を 1 回実行

すべての非リレーショナルターゲットタイプ用。［Pre SQL］属性で指定した SQL
を 1 つの接続に対して 1 回だけ実行します。
この属性は以下のいずれかの場合に選択します。
- ライタのパーティション化を使用するセッションの［Pre SQL］属性で、セッ

ションで 1 回しか実行できない CREATEFILE などの SQL 文を指定します。［接
続ごとに Pre SQL を 1 回実行］を選択しない場合、セッションはパーティショ
ンごとに文を 1 回実行しようとします。

- 複数レコードの書き込みを実行するセッションの［Pre SQL］属性で、GDG の
新しい世代または空のファイルを作成する CREATEFILE 文を指定します。［接
続ごとに Pre SQL を 1 回実行］を選択しない場合、セッションはセッションが
書き込むレコードごとに、世代を作成するか新しい空のファイルを作成しよう
とします。

プライマリスペー
ス

z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用のプライマリスペース割り当て。単位は［ス
ペース］ 属性で指定します。
Disp が MOD または NEW でない場合、この値は無視されます。
デフォルトは 1 です。

RECFM z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用の z/OS レコード形式。有効な値は、F、V、
FU、FB、VU、VB、FBA、および VBA です。
DISP が MOD または NEW でない場合、この値は無視されます。

スキーマ名のオー
バーライド

すべての非リレーショナルターゲットの場合、ターゲット PowerExchange デー
タマップのスキーマ名をオーバーライドします。
注: この名前を［ファイル名のオーバーラード］属性でオーバーライドしないと、
PWXPC はマッピング内のソースに指定したファイル名を送信します。 

セカンダリスペー
ス

z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用のセカンダリスペース割り当て。単位は［ス
ペース］ 属性で指定します。
Disp が MOD または NEW でない場合、この値は無視されます。
デフォルトは 1 です。

スペース z/OS の［SEQ］ターゲットタイプの場合、z/OS データセットのプライマリスペ
ースまたはセカンダリスペースを表す単位のタイプ。有効な値は次のとおりで
す。
- CYLINDER
- TRACK
Disp が MOD または NEW でない場合、この値は無視されます。
デフォルトは TRACK(トラック)です。

STORCLAS z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用の SMS ストレージクラス名。
Disp が MOD または NEW でない場合、この値は無視されます。
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属性名 説明
ターゲットの切り
詰めオプション

［VSAM］ターゲットタイプの場合、新しいデータをロードする前にテーブルの内
容を切り詰めるか、または削除します。
注: 切り詰めが正常に機能するように、この切り詰めオプションの REUSE オプシ
ョンを使用して VSAM データセットを定義する必要があります。 

UNIT z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用の z/OS ユニットタイプ。
Disp が MOD または NEW でない場合、この値は無視されます。
デフォルトは SYSDA です。

SQL オーバーライ
ドの更新

［ADABAS］および［VSAM］ターゲットタイプの場合、PowerExchange に送信さ
れるデフォルトの Update SQL をオーバーライドします。

更新/挿入 ［ADABAS］および［VSAM］ターゲットタイプの場合、失敗した挿入を更新とし
て処理し、失敗した更新を挿入として処理します。

VOLSER z/OS の［SEQ］ターゲットタイプ用のボリュームシリアル番号。
Disp が MOD または NEW でない場合、この値は無視されます。

5. ［OK］をクリックします。 

ブロック化された可変長データセットのブロックサイズとレコードサイズ
ブロック化された可変長データセットを作成するために VB を RECFM 属性に対して選択する場合、データセ
ットのブロックサイズとレコードサイズは BS および LRECL に指定する値とは若干異なります。
VB を RECFM 属性に対して選択する場合、LRECL に指定する値はレコード内のデータバイトの最大数です。
レコード記述子ワード（RDW）のスペースを確保するために、PowerExchange では 4 バイトが LRECL 値に
追加されます。この値は、新しいデータセットの実際のレコード長を決定するために指定します。
また、PowerExchange により、BS に指定する値に最大 4 バイトが追加される可能性があります。
PowerExchange では、このようにして、実際のブロックサイズ値が実際のレコードサイズ値よりも少なくと
も 4 バイト大きくなるように設定されます。これらの 4 バイトはブロック記述子ワード（BDW）用に確保され
ます。
例えば、以下の属性を定義するとします。

属性 値
RECFM VB
LRECL 27994
BLKSIZE 27998

作成されたデータセットの属性は以下のようになります。
  Record format . . . : VB   Record length . . . : 27998     Block size  . . . . : 28002
この例では、PowerExchange はレコードサイズを 27994 から 27998 に増やします。また、ブロックサイズが
レコードサイズよりも 4 バイト以上大きくなるように、PowerExchange はブロックサイズを 27998 から
28002 に増加します。

PowerExchange ターゲットへのデータのロード       179



トラックサイズによっては、結果のブロックサイズがトラックの半分よりも大きくなり、余分なスペースが生
じる可能性があります。この問題を回避するには、LRECL にレコード内のデータバイト数を指定し、RDW 用
の追加の 4 バイトを含めないようにします。

複数レコードの書き込みを実行するセッションに関する考慮事項
複数レコードの書き込みを実行するセッションを使用するときは、以下の領域で特別な考慮事項が適用されま
す。
• 複数レコードの書き込みの順序付けおよびキュー追加のキャッシュ
• 複数レコードの書き込みの行統計
• ソースの複数レコードの書き込みセッションのプロパティ
• ターゲットの複数レコードの書き込みセッションのプロパティ
関連項目：
•「非リレーショナルターゲットへの複数レコードの書き込み」  (ページ 56)
•「複数レコードの書き込みのための接続属性」  (ページ 153)

複数レコードの書き込みの順序付けおよびキュー追加のキャッシュ
複数レコードの書き込み処理の場合、PowerExchange は順序付けおよびキュー追加のキャッシュと呼ばれる
キャッシュを PowerCenter Integration Service マシン上に保持します。PowerExchange はこのキャッシュ
を使用し、レコードタイプが複数存在する非リレーショナルソースのデータを正しいシーケンスに並べ、その
後でターゲットに送信します。
PowerCenter ワークフローでは、各ソースレコードタイプのデータが個別のパイプラインで処理されます。ソ
ースレコードは IMS セグメントを表すことも、シーケンシャルレコードまたは VSAM レコードを表すこともで
きます。PowerExchange Writer は、指定されたレコードタイプではデータを順番に受け取りますが、複数の
レコードタイプではデータの順番が狂うことがあります。
任意のレコードタイプが指定されたデータは、到着後、ソース上と同じシーケンスでキャッシュに書き込まれ
ます。任意のレコードタイプの他のレコードに対するデータリレーションは、次の項目によって管理されてい
ます。
• プライマリキー（PK）。ソース内のレコードの物理シーケンスを示すシーケンス番号が入っています。
• 外部キー（FK）。現在のデータがその子になるデータレコードのシーケンス番号
• セグメントシーケンス番号。データが属するセグメントまたはレコードに対応する番号
PWX オーバーライド接続パラメータの CSQ_MEMSIZE パラメータを使用して、キャッシュで使用するメモリ
を制限できます。この限度に達すると、データはディスク上のファイルに分割されます。
キャッシュに対して、読み出しと書き込みを別々のスレッドで行っています。
プロデューサスレッドでは、データレコードをキャッシュに書き込みます。プロデューサは、各レコードに対
し 1 つまたは複数のキューを管理しています。
コンシューマスレッドでは、キャッシュからデータを読み出し、順序付け情報を使用してデータを正しい順序
に再構成した後、ターゲットのデータセットに書き込みます。コンシューマスレッドでは、キャッシュからレ
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コードをプライマリキーの順序で読み出します。キャッシュからの読み取りは、ソースからデータが読み取ら
れた元の順序どおり行われます。
コンシューマスレッドが孤立したレコードを検出すると、これをスキップし、スキップしたレコードの番号を
報告します。このようにしてコンシューマスレッドは、フィルタ処理で除去されたかマッピング回路で失われ
た親からデータが孤立した状況を検出します。
PowerExchange は、キャッシュに対して読み書きしたレコードの数を次のメッセージの中で報告します。
PWX-35805 Records written to cache: total_record_countPWX-35806 Records read from cache: total_record_count 
レコードのスキップが発生すると、PowerExchange はキャッシュされたレコード、書き込まれたレコード、
スキップされたレコードの数を次のメッセージの中で報告します。
PWX-35807 Records cached = cached, records written = written, records skipped = skipped 
PowerCenter は、キャッシュに関わるメッセージも発行します。詳細については、「複数レコードの書き込み
の行統計」  (ページ 182)を参照してください。
注意事項: 
• 同期を保つように設計されてはいないため、PowerCenter が最後のコミットを処理した後でも

PowerExchange Writer がまだデータを書き込んでいる可能性があります。
• VSAM データセットまたはシーケンシャルデータセットに 1 つ以上のヘッダーレコードが含まれる場合は、

PowerExchange はそのファイル全体をキャッシュに書き込み、すべてのレコードが処理された場合のみタ
ーゲットに書き込む可能性があります。

• データはそのレコードタイプごとに個別の PowerCenter パイプラインによって処理されるため、キャッシ
ュに書き込まれるデータの量は、PowerExchange における各レコードタイプの到着次第で大きく変化しま
す。
例えば、データがまったく存在しないレコードタイプの場合、処理前にファイル全体が自動的にキャッシュ
に書き込まれることが考えられます。

キャッシュスピルファイル
順序付けおよびキュー追加のキャッシュが最大メモリサイズに達すると、ディスクにデータが保存されます。
PWX オーバーライド接続パラメータの CSQ_MEMSIZE パラメータでは、最大メモリサイズをメガバイト単位
で定義します。デフォルトは 16 です。
キャッシュモジュールは、次のいずれかの環境変数で指定されたディレクトリにスピルファイルを作成します。
• ウィンドウ上の TMP 環境変数
• Linux および UNIX 上の TMPDIR 環境変数
環境変数が設定されていない場合、キャッシュモジュールは、現在のディレクトリにスピルファイルを書き込
みます。
ターゲットファイルの内容全体が最初にディスク上のスピルファイルに書き込まれる場合があります。これら
のファイルを識別し、一時ディレクトリのディスク領域が不足するなどの潜在的な問題をトラブルシューティ
ングするために、PowerExchange は一連のメッセージをメッセージログに書き込みます。
PowerExchange は、データをディスクに保存するときに、以下のメッセージの一部またはすべてを書き込み
ます。
• PWX-35860。以下の情報を報告します。

- TMP または TMPDIR 環境変数の値に基づく、スピルファイルディレクトリ
- 環境変数の名前、または環境変数が指定されていない場合は「CWD」
- CSQ_MEMSIZE の値に基づく、キャッシュに割り当てられたメモリの量
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• PWX-35861～PWX-35864。それぞれ割り当てられた、割り当て解除された、新しいトランザクションに
割り当てられた、または保持された各スピルファイルの割り当て数と名前を報告します。割り当て数は、複
数レコードの書き込みセッション中に割り当てられたスピルファイルの数を表します。
過度のファイル割り当て解除および割り当てアクティビティを回避するために、デフォルトでは 3 つのスピ
ルファイルが保持され、セッション中に必要に応じて新しいトランザクションに割り当てられます。

• PWX-35853。キャッシュモジュールの append()ルーチンで問題が発生した場合に、返されたエラーコー
ドと番号を報告します。このモジュールでは、キャッシュに大量のディスク領域が必要な場合や、一時ディ
レクトリへの書き込みを妨げるアクセス許可の問題が発生した場合に、エラーが発生する可能性がありま
す。

• PWX-35851、PWX-35854。PWX-35853 で対応していないエラーが発生した場合、PWX-35851 はモジュ
ール名およびエラーコードと番号を報告します。または、キュー名が関連している場合、PWX-35854 は、
モジュール名、エラーコードと番号、およびキュー名を報告します。

複数レコードの書き込みの行統計
次に示す複数レコードの書き込みの統計は、セッションログと Workflow Monitor にレポートされます。
• 要求された行の数。PWXPC が順序付けおよびキュー追加のキャッシュに渡した行の数。
• 適用され影響を受けた行の数順序付けおよびキュー追加のキャッシュから正常に読み込まれた行の数。
• 拒否された行の数。孤立行として拒否された行の数。孤立行とは、孤立行の外部キーと一致するプライマリ

キーを持つキャッシュにレコードが存在しないレコードです。
複数レコードの書き込みはターゲット接続設定の［書き込み確認］がオフに設定されていることが条件となる
ため、これらの書き込みは PowerCenter に対して非同期となります。Writer への入力データによっては、セ
ッションログに報告される行統計と Workflow Monitor が必ずしもいつも、実際にターゲットに書き込まれた
行の番号を反映しているとは限りません。

ソースの複数レコードの書き込みセッションのプロパティ
複数レコードの書き込みを行う PowerCenter バルクデータ移動セッションの場合、ソースに次のセッション
プロパティを定義できます。
Flush After N Blocks

オプション。デフォルトでは、バッファが完全にいっぱいになるかファイルの終わりにきたときのみ、
PWXPC がデータのブロックをフラッシュします。一部のレコードタイプのデータ量が他のレコードタイ
プほど多くない場合は、フラッシュが頻繁に起きないことがあります。フラッシュが遅れると、フラッシ
ュがほとんど起きないレコードタイプのうちの 1 つで、ターゲットに長い時間データを書き込まない状態
になる可能性があり、これが Writer 側のフラッシュを阻害します。
すべてのレコードのバッファが規則的な時間間隔でフラッシュされるようにするには、このセッションプ
ロパティを定義します。このプロパティは、フラッシュされているいずれか 1 つのレコードタイプのブロ
ックを除き、すべてのレコードタイプにわたってフラッシュ可能なブロックの最大数を指定します。値に
ゼロを指定するとこの機能は無効になります。その結果、ブロックがいっぱいになったときのみフラッシ
ュが発生します。
有効な値は-1～100000 です。
デフォルト値「-1」は、次のように機能します。
• シーケンスを使用しない複数レコードソースの場合、デフォルト値の Flush After N blocks=0 です。す

なわち、この機能はデフォルトでは無効になっています。
• シーケンスフィールドを使用する複数レコードソースの場合、デフォルト値の Flush After N blocks = 

7*（ソース内のレコード数）です。
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例
複数レコードソースに 4 つのレコードタイプ、A、B、C、D が存在するとします。［Flush After N 
Blocks］が定義されていないと、それらのバッファがいっぱいになったときに次のブロックがフラッシュ
されます。
C、C、C、B、C、B、C、C、C、C、C、B、A、D フラッシュ（すべて）

［Flush after N blocks］が 4 に設定されている場合、フラッシュは次のように起こります。
C、C、C、B + ForcedFlush(A、D)、C、B、C、C + ForcedFlush(A、D)、C、C + ForcedFlush (B)、C、A 
+ ForcedFlush (D)、Flush (すべて)
ForcedFlush(X)という表現は、いっぱいになるブロックによってではなく、［Flush After N Blocks］の
設定によってフラッシュが起きるということを示します。

IMS アンロードファイル名
IMS アンロードファイルの名前。IMS データベースからではなく IMS アンロードファイルからソースデー
タを読み込むには、この属性を指定します。IMS ソース定義に［シーケンスフィールドを使用］オプショ
ンが選択されている場合は必須です。

ファイル名のオーバーライド
ソースファイルの名前。必要に応じて、シーケンシャルソースまたは VSAM ソースについてこの属性を定
義します。このソースファイル名は、ソース定義またはデータマップ内のファイル名よりも優先されます。

ターゲットの複数レコードの書き込みセッションのプロパティ
複数レコードの書き込みを実行する PowerCenter セッションを定義する際は、ターゲットセッションプロパ
ティでターゲットファイルの名前を指定する必要があります。必要に応じて、ターゲットの他のセッションプ
ロパティも入力してください。
ファイル名のオーバーライド

ターゲットのシーケンシャルファイルまたは VSAM ファイルの名前。このファイル名は、ターゲット定義
とデータマップ内のファイル名をオーバーライドします。

IMS アンロードファイル名
ターゲットの IMS アンロードファイルの名前。データベースではなく IMS アンロードファイルにソースデ
ータを書き込むには、この属性を指定します。IMS ターゲット定義に［シーケンスフィールドを使用］オ
プションが選択されている場合は必須です。

Insert SQL のオーバーライド
PowerExchange に送信された挿入に SQL クエリをオーバーライドします。
PWXPC は、デフォルトの SQL クエリを、ユーザーが入力する SQL 文に置き換えます。PWXPC は、この
SQL 文が処理されるように PowerExchange に渡します。NRDB SQL に対して PowerExchange でサポー
トされている任意の SQL 文を入力できます。
シーケンスフィールドを使用する複数レコードターゲットの場合、SQL クエリオーバーライドにクエリ内
の生成されたシーケンスフィールドを含める必要があります。
以下の構文を使用します。
group_name1=insert_sql_override1;    group_name2=insert_sql_override2;...

マップ名のオーバーライド
ターゲットの PowerExchange データマップの名前をオーバーライドします。
PWXPC は、この値によってオーバーライドされないかぎり、ソース定義からマップ名を送信します。
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Pre SQL
ターゲットデータベース接続を使用してセッションを実行する前に PWXPC によって実行される 1 つ以上
の SQL 文。
GDG の新しい世代を作成する CREATEFILE コマンドを［Pre SQL］プロパティで指定する場合、［接続ご
とに Pre SQL を 1 回実行］プロパティも選択します。それ以外の場合、セッションはセッションが書き込
むレコードごとに世代を作成します。

接続ごとに Pre SQL を 1 回実行
［Pre SQL］プロパティで指定された SQL を 1 つの接続に 1 回だけ実行します。

GDG の新しい世代または空のファイルを作成する CREATEFILE 文が［Pre SQL］プロパティに含まれる場
合は、このプロパティを選択します。それ以外の場合、セッションはセッションが書き込むレコードごと
に、世代を作成するか新しい空のファイルを作成しようとします。

Post SQL
ターゲットデータベース接続を使用してセッションを実行した後に PWXPC によって実行される 1 つ以上
の SQL 文。

スキーマ名のオーバーライド
ターゲットの PowerExchange データマップのスキーマ名をオーバーライドします。
PWXPC は、この値によってオーバーライドされないかぎり、ソース定義からスキーマ名を送信します。

z/OS における SEQ プロパティ
z/OS における SEQ ターゲットの場合、必要に応じて次に示すデータセット割り当てプロパティを定義し
て、セッションの実行時にセッションがターゲットデータセットを割り当てるようにできます。
• Disp
• スペース
• プライマリスペース
• セカンダリスペース
• LRECL
• BLKSIZE
• RECFM
• UNIT
• VOLSER
• MGMTCLAS
• DATACLAS
• STORCLAS
• MODELDSCB
ターゲットのセッションプロパティの詳細については、「「非リレーショナルターゲットにデータをロード
するセッションの設定」  (ページ 175)」を参照してください。
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リレーショナルターゲットの制約に基づくロード
Workflow Manager では、セッションに制約に基づくロードを指定することができます。このオプションを選
択すると、PowerCenter Integration Service は行ごとにターゲットのロード順序を決定します。 アクティブ
ソースによって生成されるすべての行について、PowerCenter Integration Service は対応するトランスフォ
ーメーション済みの行を、まずプライマリキーテーブルにロードし、次にすべての外部キーテーブルにロード
します。

リレーショナルターゲットの制約に基づくロードの設定
Workflow Manager では、セッションに制約に基づくロードを指定することができます。このオプションを選
択すると、PowerCenter Integration Service は行ごとにターゲットのロード順序を決定します。 アクティブ
ソースによって生成されるすべての行について、PowerCenter Integration Service は対応するトランスフォ
ーメーション済みの行を、まずプライマリキーテーブルにロードし、次にすべての外部キーテーブルにロード
します。

［データベースの制約に基づくロード順序］属性は、挿入操作にのみ適用されます。 通常、変更データには挿
入、更新、および削除操作が混在しています。 PowerCenter には、完全な制約に基づくロードを有効にする
カスタムプロパティが用意されています。
完全な制約に基づくロードを有効にすると、CDC リーダーによってデータに割り当てられた行 ID を使用して、
変更データが同じトランザクション制御単位（TCU）内のターゲットにロードされます。 そのため、データは
ソースに適用されたときと同じ順序でターゲットに適用されます。 このサポートが有効になったことを示す以
下のメッセージがセッションログに発行されます。
WRT_8417 Complete Constraint-Based Load Ordering is enabled.
完全な制約に基づくロードを有効にするには、［設定オブジェクト］タブの［カスタムプロパティ］属性で
FullCBLOSupport=Yes を指定します。 このプロパティは PowerCenter Integration Service でも設定でき、
PowerCenter Integration Service を使用するすべてのワークフローとセッションに適用できるようになりま
す。
完全な制約に基づくロードを使用する場合、CDC リーダーによって生成された行 ID を変更するアクティブな
トランスフォーメーションをマッピングに含めることはできません。 行 ID 値を変更するトランスフォーメー
ションは以下のとおりです。
• アグリゲータ
• Custom（アクティブなトランスフォーメーションとして設定されていること）
• ジョイナ
• ノーマライザ
• ランク
• ソータ

セッションおよび接続のプロパティの変数
変数を使用して、Designer や Workflow Manager のプロパティに値を割り当てたり、サービスおよびサービ
スプロセスのプロパティをオーバーライドしたりできます。
また、変数を使用して、PWXPC セッションプロパティをオーバーライドすることもできます。変数を使用し
て、ソースまたはターゲットのリレーショナルまたはアプリケーションの接続属性をオーバーライドすること
もできますが、PWXPC 接続属性をオーバーライドすることはできません。
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PWXPC 変数は先頭に$PWX または$$を付ける必要があります。
以下の表に、変数を指定できる PWXPC セッションのソースおよびターゲットのプロパティを示します。

セッションプロパティ ソースタイプまたはターゲットタイプ
DATACLAS MVS シーケンシャルファイルのソースおよびターゲット
DB2 サブシステム ID DB2 イメージコピーソースと DB2 データマップソース
DB2 テーブル名 DB2 データマップソース
Delete SQL オーバーライド 非リレーショナルターゲット
抽出マップ名 変更データのキャプチャソース
ファイル名のオーバーライド VSAM ソース/ターゲットおよびシーケンシャルソース/ターゲット
Filter Overrides すべてのソース
イメージコピーデータセット DB2 イメージコピーソース
IMS Unload File Name IMS ソース
Insert SQL のオーバーライド 非リレーショナルターゲット
マップ名のオーバーライド すべてのソースと非リレーショナルターゲット
MGMTCLAS MVS シーケンシャルファイルのソースおよびターゲット
MODELDSCB MVS シーケンシャルファイルのソースおよびターゲット
Post SQL 非リレーショナルターゲット
Pre SQL 非リレーショナルターゲット
スキーマ名のオーバーライド すべて
ソーススキーマのオーバーライド リレーショナル変更データキャプチャソースおよび DB2 イメージコピ

ー
SQL クエリオーバーライド すべてのソース
STORCLAS MVS シーケンシャルファイルのソースおよびターゲット
UNIT MVS シーケンシャルファイルのソースおよびターゲット
アンロードファイル名 Adabas および DB2 のアンロードファイルソース
Update SQL オーバーライド 非リレーショナルターゲット
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PowerExchange Listener サービスへ接続するワークフロー
ワークフローの実行時に、PowerCenter Integration Service は Listener サービスを介して PowerExchange 
Listener に接続できます。 Listener サービスは、PowerExchange Listener を管理する Informatica ドメイン
内のアプリケーションサービスです。 Listener サービスでは、プライマリノードの PowerExchange Listener
が使用できなくなった場合に PowerExchange Listener プロセスを実行するバックアップノードを定義できま
す。
PowerCenter Integration Service は、DBMOVER コンフィギュレーションファイルの NODE 文の設定に基づ
いて、PowerExchange Listener に接続されます。
• NODE 文に SERVICE_NAME パラメータが含まれている場合、PowerCenter Integration Service は、

Listener サービスを介して Listener に接続されます。
• NODE 文に SERVICE_NAME パラメータが含まれていない場合、PowerCenter Integration Service は、直

接 Listener に接続されます。 Listener サービスを介して接続されることはありません。
Listener サービスの詳細については、『Informatica 管理者ガイド』を参照してください。

ワークフロー用の PowerExchange サービスの設定
PowerExchange サービスを使用するワークフローを実行する前に、サービスを設定する必要があります。
PowerExchange サービスをワークフロー用に設定する手順
1. PowerCenter Integration Service マシンと、Listener サービスおよびロッガーサービスを実行する各ノ

ードに、PowerExchange をインストールします。 
2. PowerExchange サービスを実行する各ノードで、DBMOVER ファイルを以下のようにカスタマイズしま

す。 
• LISTENER 文を設定して PowerExchange Listener を特定します。
• CDC セッションの場合は、CAPI_CONNECTION 文を設定して抽出処理を制御します。 同じ文を各

DBMOVER ファイルに含めます。
• PowerExchange Listener が PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）に接続する場

合は、PowerExchange ロッガーに必要な設定をカスタマイズします。
3. PowerCenter Integration Service を実行する各ノードで DBMOVER ファイルをカスタマイズします。 

NODE 文の SERVICE_NAME パラメータを設定して Listener サービスを特定します。 
4. データソースの PowerExchange Listener が PowerExchange ロッガーに接続する場合は、ロッガーサー

ビスを実行する各ノードで pwxccl.cfg ファイルをカスタマイズします。 同じ PowerExchange ロッガー
ファイルを指すように各 pwxccl.cfg ファイルを設定し、各ノードがファイルにアクセスできることを確認
します。 

5. サービスのプライマリノードとバックアップノードに PowerExchange Listener サービスを作成します。 
6. データソースの PowerExchange Listener が PowerExchange ロッガーに接続する場合は、サービスのプ

ライマリノードとバックアップノードに PowerExchange ロッガーサービスを作成します。 
7. Administrator ツールでサービスを開始します。 
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パイプラインのパーティション化
バルクデータ移動セッション内のリーダーパーティションポイントとライタパーティションポイントでパイプ
ラインパーティション化を使用することができます。 リーダーのパーティション化では、データソースに対し
ていくつかのパーティションタイプがサポートされています。 ライタのパーティション化では、VSAM および
シーケンシャルファイルターゲットに対してパススルーパーティション化がサポートされています。 詳細につ
いては、『PowerExchange バルクデータ移動ガイド』および『PowerCenter 上級ワークフローガイド』を参
照してください。
パイプラインパーティション化は、CDC セッションのターゲットに対して使用することもできます。 ただし、
CDC セッションのソースに対して使用することはできません。

バルクデータ移動セッションのコミット処理
バルクデータ移動セッション中、PowerExchange のデフォルトでは、セッションプロパティで定義されてい
るコミット間隔に達するたびに、データがターゲットにコミットされます。
場合によっては、データがターゲットにコミットされる頻度を変更する必要があります。 コミットの発行頻度
が高すぎると、非リレーショナルターゲットに対するバルクデータ移動セッションがメモリ不足エラーで失敗
する可能性があります。
この問題を防止または修正するには、次のいずれかのアクションを実行します。
• ［コミット間隔］セッションプロパティの値を小さくします。 デフォルトは 10,000 行です。
• 受信したエラーメッセージに基づいてデータベースをチューニングします。
• 必要に応じて、クライアントマシンの DBMOVER コンフィギュレーションファイルで

ENABLE_AUTOCOMMIT=Y を定義できます。 ENABLE_AUTOCOMMIT=Y を定義することにより、データバ
ッファがいっぱいになるたびにデータをターゲットにコミットするよう PowerExchange に指示します。 
セッションのデータバッファサイズを設定するには、［設定オブジェクト］タブの［詳細設定］で［デフォ
ルトのバッファブロックサイズ］セッションプロパティを定義します。

注意: ENABLE_AUTOCOMMIT=Y を定義することにより、PowerCenter セッションに対する標準コミットおよ
びロールバック動作を変更します。可能であれば、この文の使用は避けます。

CDC セッションのコミット処理
PowerCenter Integration Service は PWXPC と連携し、コミット接続属性とコミットタイプに基づいて、デ
ータをターゲットにコミットします。
デフォルトでは、セッションの［プロパティ］タブの［コミットタイプ］プロパティは［ターゲット］に指定
されています。 CDC セッションの場合、Integration Service はソースベースのコミット処理を常に使用しま
す。 ターゲットベースのコミット処理が指定されている CDC セッションを実行すると、PowerCenter 
Integration Service は、コミットタイプをソースベースに自動的に変更し、メッセージ WRT_8226 をセッシ
ョンログに書き込みます。
CDC セッションの場合、PWXPC では［コミット間隔］属性が無視されます。 コミット処理を制御するには、
PWX CDC 変更アプリケーション接続およびリアルタイムアプリケーション接続の属性を設定します。
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関連項目：
•「CDC コミット処理のための接続属性 」  (ページ 150)

セッション実行前/実行後 SQL コマンドのストアドプロシージャ呼び出し
マッピングを作成する際に、Source Qualifier トランスフォーメーションとターゲットインスタンスにセッシ
ョン実行前/実行後 SQL を指定できます。Workflow Manager で［Session］タスクを作成するときに、［マッ
ピング］タブで SQL コマンドを上書きできます。
次のデータベースでは、ストアドプロシージャの呼び出しをセッション実行前/実行後 SQL に含めると、
PowerExchange がエラーメッセージ PWX-00183 を発行します。
• DB2 for Linux, UNIX, and Windows
• Microsoft SQL Server
• Oracle
最高のパフォーマンスを得るには、PowerCenter セッションの DB2 i5/OS 対応の PowerExchange ソースに
対するソース修飾子トランスフォーメーションが、i5/OS 上でストアドプロシージャを呼び出す場合に、スト
アドプロシージャの作成時に CREATE PROCEDURE 文で次のオプションを指定します。
 SET OPTION DATFMT = *ISO ,TIMFMT = *ISO
これらのオプションを指定すると、データが DB2 データベースを通じて返される場合と同じ形式で日付と時刻
のカラムタイプが返されるようになります。

ソース文字フィールドの最小値の保持
データソースに最小値と呼ばれる 16 進数の'0'の値を持つ文字フィールドが含まれている場合、
PowerExchange および PowerCenter をこれらの値を保持するように設定して、PowerCenter のセッション
が z/OS の VSAM ターゲット、または Linux、UNIX、Windows もしくは z/OS のシーケンシャルファイルター
ゲットに最小値を書き込めるようにできます。
最小値を保持するには、次の設定タスクを実行します。
• PowerExchange ODBC インタフェースではなく、PowerCenter（PWXPC）用の PowerExchange クライ

アントを使用する PowerCenter セッションを設定します。
• z/OS の非リレーショナルデータソースからの最小値を、値を変換せずに z/OS の非リレーショナルターゲ

ットに書き込む場合、PowerCenter で次のタスクを実行します。
- セッションの［設定オブジェクト］タブの［カスタムプロパティ］フィールドに、
「PreserveLowValues=Yes」と入力します。
- PowerCenter ワークフローに含まれるソースおよびターゲットの PWX NRDB Batch アプリケーション接

続で、［文字データを文字列に変換］オプションが選択されていないことを確認します。
- ソースシステムおよび Integration Service システムの DBMOVER コンフィギュレーションファイルで、

LOWVALUES 文を Y に設定します。詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参
照してください。
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これらの設定タスクを実行しない場合、PowerExchange は最小値を保持しません。16 進数の'0'の値はカラム
文字列の最後として解釈され、文字列の残りの長さを空白でパディングします。16 進数の'0'の値の後のカラム
文字列の部分は、ターゲットに書き込まれません。
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第  6  章

リスタートおよびリカバリ
この章では、以下の項目について説明します。
• リスタートおよびリカバリの概要, 191 ページ
• PWXPC のリスタートおよびリカバリについて, 192 ページ
• リカバリテーブルの作成, 200 ページ
• リスタートトークンファイルの設定, 202 ページ
• PWXPC のリスタートおよびリカバリの使用, 206 ページ

リスタートおよびリカバリの概要
PWXPC ではリスタートおよびリカバリ処理がサポートされています。 この処理を使用するように CDC セッシ
ョンを設定する方法について説明します。
CDC セッションの各ソースには、リスタートトークンと呼ばれる一意のリスタート情報が含まれます。 
PWXPC によって CDC リスタート情報が管理されます。 PowerCenter Integration Service によって CDC セッ
ションのターゲットファイルおよびテーブルのリカバリが行われます。
変更ストリームから変更データを抽出する際に、PWXPC は CDC ソースのリスタート情報を PowerExchange
に提供します。 PowerExchange はソースプラットフォームで変更ストリームを読み取り、完全な作業単位

（UOW）を PWXPC に提供します。 UOW とは、1 つのコミット範囲内の変更を集めたもので、ソースシステム
のトランザクションで作成されます。 CDC セッション接続で指定されたコミット間隔情報に基づいて、
PWXPC は完全な UOW を PowerCenter Integration Service に定期的にフラッシュします。
PowerCenter Integration Service によってターゲットテーブルおよびファイルが更新されると、ターゲット
リカバリおよびリスタート情報が格納されます。 PowerCenter Integration Service と PWXPC は、この情報
を使用して、停止したセッションまたは失敗したセッションを中断した時点からリカバリおよびリスタートし
ます。
関連項目：
•「CDC アプリケーション接続属性」  (ページ 140)
•「CDC セッションのコミット処理」  (ページ 188)
•「PWXPC のリスタートおよびリカバリについて」  (ページ 192)
•「リスタートトークンファイルの設定」  (ページ 202)
•「リスタート処理のための CDC セッションの設定」  (ページ 208)
•「PWXPC のリスタートおよびリカバリの使用」  (ページ 206)
•「CDC セッションのリカバリの有効化」  (ページ 207)
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•「変更およびリアルタイムモードでの CDC データ抽出」  (ページ 166)

PWXPC のリスタートおよびリカバリについて
リスタートおよびリカバリ機能は PowerCenter と PWXPC によって提供されます。

セッションリカバリ
セッションで PowerCenter および PWXPC のリスタートおよびリカバリ機能を使用するには、セッションのプ
ロパティで［最終チェックポイントから再開］のリカバリ戦略を選択します。このリカバリ戦略により、セッ
ションが失敗した場合はターゲットデータと CDC リスタート情報の両方をリカバリできるようになります。
警告: : CDC セッション内のいずれかのターゲットが CDC データをフラットファイルに書き込むためにファイ
ルライタを使用している場合は、リカバリ処理を有効にしないでください。 セッション内の（リレーショナル
ターゲットも含む）すべてのターゲットのリスタートトークンは、フラットファイルターゲットが同じセッシ
ョンにある場合、悪影響を受けます。この場合、データの損失または重複が発生するおそれがあります。 

［最終チェックポイントから再開］リカバリ戦略を有効にすると、PowerCenter 統合サービスによってターゲ
ットテーブルおよびファイルのリカバリが行われ、PWXPC によって CDC リスタート情報のリカバリが行われ
ます。PWXPC は、リカバリが有効になっていることを示す以下のメッセージを発行します。
PWXPC_12094 [INFO] [CDCRestart] Advanced GMD recovery in affect. Recovery is automatic
PowerCenter 統合サービスは、共有場所$PMStorageDir に操作のセッション状態を格納します。
PowerCenter 統合サービスは、リレーショナルターゲットリカバリ情報をターゲットデータベースに保存しま
す。
CDC リスタート情報には、CDC ソースプラットフォーム上の PowerExchange から生成されたリスタートトー
クンが含まれます。PWXPC は、ターゲットタイプに基づいて CDC リスタート情報を以下の場所に格納しま
す。
• リレーショナルターゲットの場合、PWXPC は CDC リスタート情報を統合サービスシステム上の共有場所

$PMStorageDir の状態ファイルに格納します。
• リレーショナルターゲットの場合、PWXPC はターゲットデータベースの状態テーブルに CDC リスタート情

報を格納します。
PowerCenter Integration Service は、リカバリを実行するときに、中断した時点からセッションをリカバリ
するために操作の状態をリストアします。 統合サービスはターゲットリカバリ情報を使用して、ターゲットテ
ーブルのリカバリ方法を決定します。PWXPC と PowerExchange は、CDC リスタート情報を使用して、抽出
をリスタートするべき変更ストリーム内の正しい位置を判断します。

リカバリテーブル
リレーショナルターゲットの場合、PowerCenter Integration Service は、ターゲットデータベースで以下の
リカバリテーブルを作成します。
• PM_RECOVERY。このテーブルには、セッション実行のためのターゲットロード情報が含まれています。 

PowerCenter Integration Service は、各セッションが成功した後でこのテーブルから情報を削除し、後続
のセッションの最初に情報を初期化します。

• PM_TGT_RUN_ID。このテーブルには、Integration Service がデータベース上の各ターゲットの特定に使
用する情報が含まれています。 この情報は、セッション実行後も次の実行まで維持されます。このテーブ
ルを手動で作成する場合は、セッションが正常にリカバリされるように、行を作成し LAST_TGT_RUN_ID
に 0 以外を入力する必要があります。
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• PM_REC_STATE。このテーブルには、CDC セッションのリスタート情報が含まれています。 テーブルに
記録されるリスタート情報には、セッションのアプリケーション名とリスタートトークンがあります。 リ
スタート情報はテーブルに永続的に維持されます。 PowerCenter Integration Service は、ターゲットテー
ブルへのコミットが発生するたびにこの情報を更新します。

セッションのリカバリ前にリカバリテーブルを編集または削除した場合、PowerCenter Integration Service
はセッションをリカバリできません。リカバリを無効にした場合、PowerCenter Integration Service ではタ
ーゲットデータベースからリカバリテーブルが削除されません。 リカバリテーブルは手動で削除する必要があ
ります。
PowerCenter Integration Service でリカバリテーブルが作成されるようにする場合、ターゲットデータベー
ス接続に使用するデータベースユーザー名に対してテーブル作成特権を与えます。
PowerCenter Integration Service でリカバリテーブルが作成されないように設定する場合は、リカバリテー
ブルを手動で作成します。
ヒント: PowerExchange リレーショナルターゲット接続を使用する場合は、目的のデータベース属性を割り当
てることができるように、これらのテーブルを手動で作成する必要があります。 
関連項目：
•「リカバリテーブルの作成と PowerExchange ターゲット」  (ページ 200)
•「手動でのリカバリテーブルの作成」  (ページ 201)

リカバリ状態テーブル
リカバリ状態テーブルには、CDC セッションの状態情報および CDC リスタート情報が格納されます。 このテ
ーブルは、ターゲットテーブルと同じターゲットデータベースに存在します。 状態テーブルが存在しない場合
は、PowerCenter Integration Service によって自動的に作成されます。
PowerCenter Integration Service は、CDC セッションごとに状態テーブルにエントリを作成します。これら
のエントリは、複数行で構成される場合があります。 複数の異なるリレーショナルターゲットテーブルで構成
された CDC セッションは、各ターゲットデータベースの状態テーブルにエントリを持ちます。 例えば、
Oracle テーブルおよび SQL Server テーブルをターゲットとした CDC セッションは、ターゲット Oracle デー
タベースインスタンスおよびターゲット SQL Server データベースの状態テーブルにエントリを持ちます。
状態テーブルの各セッションエントリは、いくつかのリポジトリ ID と、チェックポイント番号や CDC リスタ
ート情報などの実行状態データを含んでいます。 以下のカラムには、PWXPC 固有のリスタート情報が含まれ
ます。
• APPL_ID カラムには、ソースアプリケーション接続で指定されたアプリケーション名にタスクインスタン

ス ID が付加された名前が含まれます。
• STATE_DATA カラムは、セッションのリスタートトークンが含まれる 1,024 バイトの可変長バイナリカラ

ムです。 セッションのリスタートトークン数によってデータの長さが 1,024 を超えると、リスタート情報
の残りに対応するために行が追加されます。 SEQ_NUM フィールドの値は、セッションエントリの行が追
加されるたびに、0 から 1 ずつ増えます。

テーブル内のカラムの大半は、タスクとワークフローのリポジトリ属性です。 これらのリポジトリ属性は、タ
スクまたはワークフローが変更されない限り、静的なままです。 これらのリポジトリ属性を変更するアクショ
ンの例を以下に示します。
• セッションで使用されるマッピングのソースまたはターゲットを追加または削除する
• ワークフローまたはセッションを別のフォルダに移動する
• セッションを別のワークフローに移動する
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PowerCenter Integration Service は、APPL_ID カラムを使用して CDC リスタート情報を取得します。 
APPL_ID カラムにはセッションのアプリケーション名とタスクインスタンス ID が含まれるため、セッション
のソースまたはターゲットを追加および削除するとリスタート処理に影響します。
セッションの初期化中に、PowerCenter Integration Service は状態テーブルを読み取り、CDC セッションの
APPL_ID 情報と一致するエントリを検索します。 一致するエントリが見つかった場合、PowerCenter 
Integration Service はそのエントリをターゲットリカバリ処理に使用します。 PWXPC は、STATE_DATA カラ
ムに格納された CDC リスタート情報を使用して、リスタートおよびリカバリ処理を実行します。
関連項目：
•「リカバリテーブルの作成」  (ページ 200)
•「CDC セッションの変更と中断した時点からのリスタート」  (ページ 213)

リカバリ状態ファイル
リカバリ状態ファイルは状態テーブルに似ています。 PWXPC は、非リレーショナルターゲットファイルの
CDC リスタート情報を格納するために状態ファイルを使用します。 非リレーショナルターゲットファイルに
は、MQ Series メッセージキュー、PowerExchange 非リレーショナルターゲット、およびその他の
PowerCenter 非リレーショナルターゲットが含まれています。リカバリ状態ファイルが存在しない場合は、
PowerCenter Integration Service によって共有場所$PMStorageDir に自動的に作成されます。 リカバリ状態
ファイルのファイル名には、以下のプレフィックスが付きます。
pm_rec_state_application_name
PowerCenter Integration Service は、状態ファイル名のプレフィックスの application name 値に、ソース
CDC 接続のアプリケーション名を使用します。 PowerCenter Integration Service はメッセージ CMN_65003
に完全なファイル名を含めます。 ファイル名の残りのフィールドは、タスクとワークフローのリポジトリ属性
です。 これらのリポジトリ属性は、タスクまたはワークフローが変更されない限り、静的なままです。 これら
のリポジトリ属性を変更するアクションの例を以下に示します。
• セッションで使用されるマッピングのソースまたはターゲットを追加または削除する
• ワークフローまたはセッションを別のフォルダに移動する
• セッションを別のワークフローに移動する
関連項目：
•「CDC セッションの変更と中断した時点からのリスタート」  (ページ 213)

リスタートトークンファイル
PWXPC によるリスタートトークンの格納場所は、リレーショナルターゲットの場合はターゲットデータベー
スの状態テーブルで、非リレーショナルターゲットの場合は PowerCenter Integration Service プラットフォ
ーム上の状態ファイルです。 リスタートトークンファイルは以下を提供します。
• 新しい CDC セッションの最初のリスタートトークン
• 既存の CDC セッションの状態テーブルまたは状態ファイルのリスタートトークンに対するオーバーライド
PWXPC では、ソース CDC 接続の［リスタートトークンファイルフォルダ］属性で指定されているフォルダ内
のリスタートトークンファイルが使用されます。 このフォルダが存在しない場合、属性にデフォルト値の
$PMRootDir/Restart が指定されているときは、PWXPC によってフォルダが自動的に作成されます。 その他
の名前のリスタートトークンフォルダは自動的に作成されません。
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セッションの初期化中に、PWXPC は以下の処理を実行します。
• リスタートトークンファイルがまだ存在しない場合は、［リスタートトークンファイル名］属性で指定され

ている名前を使用して、空のリスタートトークンファイルを作成します。
リスタートトークンファイルで指定されているリスタートトークンを、すべてのリレーショナルターゲット
および非リレーショナルターゲットのそれぞれ状態テーブルおよび状態ファイルに含まれているリスタート
トークンに合わせて、リスタートトークンのマージされたビューを作成します。

• リスタートトークンの調整プロセスの結果をリスタートトークンファイルディレクトリ内の初期化ファイル
に配置して、リスタートトークンファイルを空にします。
リスタートトークンファイルを空にすると、次にセッションが実行されるときに、状態テーブルまたは状態
ファイルのリスタートトークンが同じリスタート情報でオーバーライドされなくなります。

通常終了時に、PWXPC は、リスタートトークンファイルディレクトリ内の終了ファイルに終了リスタートト
ークンを書き込みます。 初期化リスタートトークンと終了リスタートトークンを含むリスタートトークンファ
イルの名前は以下のとおりです。
<restart_token_file_name>yyyymmddhhmmss_init<restart_token_file_name>yyyymmddhhmmss_term
説明:
• restart_token_file_name は、CDC 接続のリスタートトークンファイル名です。
• yyyymmddhhmmss は、初期化ファイルの作成タイムスタンプです。
• init または term は、それぞれ初期化ファイルと終了ファイルに付加されます。
例えば、CDC ソースアプリケーション接続で my.app.txt というリスタートトークンファイル名が指定されて
おり、このファイルが存在しないとします。 PWXPC は、PowerCenter Integration Service プラットフォーム
上の接続で指定されているリスタートトークンファイルフォルダに、以下のファイルを作成します。
• my.app.txt
• my.app.txtyyyymmddhhmmss_init
• my.app.txtyyyymmddhhmmss_term
リスタートトークンファイル my.app.txt は空です。 初期化ファイルと終了ファイルのタイムスタンプは同じ
で、両方のファイルが同じ実行に関連することを示します。 セッションが失敗した場合、終了ファイルは存在
しないか空である可能性があります。
接続属性［リスタートトークンファイルを保持するための実行数］でデフォルト値の 0 を使用すると、PWXPC
では、ペアになった初期化ファイルと終了ファイルのコピーが 1 つだけ保持されます。 デフォルト値を使用し
ない場合は、その属性で指定されている値によって、これらのペアになったファイルの保持するバックアップ
コピーの数が決定されます。 ［リスタートトークンファイルを保持するための実行数］の値を超えるバックア
ップファイルの追加ペアは、終了時に削除されます。
関連項目：
•「リスタートポイントの決定方法」  (ページ 195)

リスタートポイントの決定方法
PWXPC で使用されるリスタートトークンは、CDC セッションをスタートする方法によって、またリスタート
トークンファイルにオーバーライドリスタートトークンを指定するかどうかによって異なります。
スタートタイプに基づいて、PWXPC は以下のいずれかの方法でリスタートポイントを決定します。
• コールドスタート。CDC セッションをコールドスタートする場合、PWXPC は、リスタートトークンファイ

ルのみを読み取ってすべてのソースのリスタートトークンを取得し、セッションをリカバリしようとしませ
ん。セッションは、停止されるか中断されるまで実行を続けます。
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• ウォームスタート。 CDC セッションをウォームスタートする場合、PWXPC は、リスタートトークンファイ
ルに指定されているリスタートトークン（存在する場合）を状態ファイルまたは状態テーブルに存在するリ
スタートトークンに合わせます。PWXPC は、必要に応じてリカバリ処理を実行します。セッションは、停
止されるか中断されるまで実行を続けます。

• リカバリ操作。 CDC セッションをリカバリする場合、PWXPC は、状態ファイルおよび状態テーブルからリ
スタートトークンを読み取り、リスタートトークンファイルに書き込みます。PWXPC は、必要に応じてリ
カバリ処理を実行します。PWXPC でリスタートトークンファイルの更新と必要なリカバリが完了すると、
セッションは終了します。

リスタートトークンオーバーライドは、リスタートトークンファイルで指定できます。
CDC セッションの各 CDC ソースには、それぞれ独自のリスタートポイントがあります。初めて CDC セッショ
ンを実行する前に、ソースのリスタートトークンファイルを作成してそこにリスタートポイントを指定する必
要はありません。リスタートトークンファイルにリスタートトークンが存在せず、状態ファイルまたは状態テ
ーブルにセッションのエントリが存在しない場合、PWXPC はセッション内のすべてのソースに対して NULL
リスタートトークンを PowerExchange に渡します。
関連項目：
•「CDC セッションの開始」  (ページ 210)

コールドスタートのリスタートポイント
ワークフローとセッションをコールドスタートするには、Workflow Manager、Workflow Monitor、または
pmcmd プログラムからコールドスタートコマンドを使用します。
コールドスタートの場合、PWXPC は状態ファイルおよび状態テーブルを無視して、次のようにリスタートト
ークンを使用します。
• リスタートトークンファイルが空になっているか、存在しない場合、PWXPC は、NULL リスタートトーク

ンをセッションのすべてのソースに割り当てます。
• リスタートトークンファイルに明示的なオーバーライド文が含まれる場合、PWXPC は明示的なオーバーラ

イド文のリスタートトークンを指定されたソースに割り当てます。残りのすべてのソースでは、PWXPC は
使用可能なリスタートトークンに基づいて最も古いリスタートポイントを割り当てます。

• リスタートトークンファイルに特殊なオーバーライド文のみが含まれる場合、PWXPC は特殊なオーバーラ
イド文ファイルのリスタートトークンをすべてのソースに割り当てます。

• リスタートトークンファイルに特殊なオーバーライド文と明示的なオーバーライド文が含まれる場合、
PWXPC は明示的なオーバーライド文のリスタートトークンを適切なソースに割り当てます。残りのすべて
のソースでは、PWXPC は特殊なオーバーライド文のリスタートトークンを割り当てます。

ウォームスタートのリスタートポイント
ワークフローとセッションをウォームスタートするには、Workflow Manager、Workflow Monitor、または
pmcmd プログラムからスタートコマンドまたはリスタートコマンドを使用します。
PWXPC は、リスタートトークンファイルに指定されているリスタートトークンを、状態ファイル（非リレー
ショナルターゲット）または状態テーブル（リレーショナルターゲット）に存在するリスタート情報に以下の
ようにマージします。
• リスタートトークンファイルが空または存在しない場合、リスタートトークンは以下のように決定されま

す。
- 状態ファイルまたは状態テーブルエントリがセッションで存在しない場合、PWXPC は NULL リスタート

トークンをセッション内のすべてのソースに割り当てます。
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- セッション内のすべてのソースではなく一部のソースで状態ファイルまたは状態テーブルエントリが存在
する場合、PWXPC は状態ファイルまたは状態テーブル内のリスタートトークンを指定されたソースに割
り当てます。リスタートトークンが指定されていない残りのすべてのソースでは、PWXPC は使用可能な
リスタートトークンに基づいて最も古いリスタートポイントを割り当てます。

- セッション内のすべてのソースで状態ファイルまたは状態テーブルエントリが存在する場合、PWXPC は
状態ファイルまたは状態テーブルからリスタートトークンを使用します。

• リスタートトークンファイルに明示的なオーバーライド文が含まれている場合、リスタートトークンは以下
のように決定されます。
- セッションで状態ファイルまたは状態テーブルエントリが存在しない場合、PWXPC は明示的なオーバー

ライド文のリスタートトークンを適切なソースに割り当てます。リスタートトークンが指定されていない
残りのすべてのソースでは、PWXPC はリスタートトークンファイルで使用可能なリスタートトークンに
基づいて最も古いリスタートポイントを割り当てます。

- セッション内のすべてのソースではなく一部のソースで状態ファイルまたは状態テーブルエントリが存在
する場合、PWXPC はリスタートトークンファイルのリスタートトークンを適切なソースに割り当てます。
次に、トークン値がリスタートトークンファイルによって指定されていない場合、PWXPC は状態ファイ
ルまたは状態テーブルのリスタートトークンを指定されたソースに割り当てます。残りのすべてのソース
では、PWXPC は使用可能なリスタートトークンに基づいて最も古いリスタートポイントを割り当てます。

- セッション内のすべてのソースで状態ファイルまたは状態テーブルエントリが存在する場合、PWXPC は
リスタートトークンファイルのリスタートトークンを適切なソースに割り当てます。残りのすべてのソー
スでは、PWXPC は状態ファイルまたは状態テーブルからリスタートトークンを割り当てます。

• リスタートトークンファイルに特殊なオーバーライド文のみが含まれる場合、PWXPC は特殊なオーバーラ
イド文のリスタートトークンをすべてのソースに割り当てます。

• リスタートトークンファイルに特殊なオーバーライド文と明示的なオーバーライド文が含まれる場合、
PWXPC は明示的なオーバーライド文のリスタートトークンを指定されたソースに割り当てます。次に、
PWXPC は特殊なオーバーライド文のリスタートトークンを残りのすべてのソースに割り当てます。

デフォルトリスタートポイント
新しい CDC セッションを開始したものの、リスタートトークンファイルが存在しない場合でも、
PowerCenter Integration Service はセッションを実行します。PWXPC は、すべてのソースの NULL リスター
トトークンを PowerExchange に渡します。
リスタートトークンが NULL であることを示すため、PWXPC はメッセージ PWXPC_12060 を発行します。
PowerExchange は、可能な限り最も古いリスタートポイントを各ソースに割り当てます。
警告: NULL リスタートトークンによって、予期しない結果が生じることがあります。Informatica では、変更
ストリーム内でソースとターゲットが一貫性のある状態にあるポイントを示している有効なリスタートトーク
ンを常に指定することをお勧めします。
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以下の表に、PowerExchange が NULL リスタートトークンを受け取ったときに使用するデフォルトのリスタ
ートポイントをソースタイプ別および接続タイプ別に示します。

ソースタイプ PWX CDC 変更接続 1 PWX リアルタイム接続 2

すべての z/OS データソ
ース

CDCT ファイルに記録される最も
古い PowerExchange Condense フ
ァイル。

PowerExchange ロッガー（z/OS 用）に
よって、最善の再起動ポイントが決定さ
れます。
通常、このポイントは、アーカイブログ
が使用可能な最も古いリスタートポイン
トか、アーカイブログがない場合はアク
ティブログの最も古いリスタートポイン
トです。

DB2 for i5/OS CDCT ファイルに記録される最も
古い PowerExchange Condense フ
ァイル。

ジャーナルレシーバチェーン上に残って
いる中で最も古いジャーナルレシーバ。

DB2 for Linux, UNIX, and 
Windows

CDCT ファイルに記録される最も
古い PowerExchange ロッガー

（Linux、UNIX、Windows 用）の
ログファイル。

PowerExchange キャプチャカタログが
作成された時点でのログの位置。

Microsoft SQL Server CDCT ファイルに記録される最も
古い PowerExchange ロッガー

（Linux、UNIX、Windows 用）の
ログファイル。

パブリケーションデータベースで使用可
能な最も古いデータ。

MySQL CDCT ファイルに記録される最も
古い PowerExchange ロガー

（Linux、UNIX、Windows 用）の
ログファイル。

バイナリログで使用可能な最も古いデー
タ。この位置は、最小の数値接尾辞値を
含むログ名を持つバイナリログの先頭で
す。SHOW BINARY LOGS 文を使用する
と、このログを識別できます。

Oracle CDCT ファイルに記録されている
PowerExchange ロッガー（Linux、
UNIX、Windows 用）の最も古い
ログファイル - PowerExchange 
Express CDC for Oracle 用。

変更ストリームで利用可能な最も古いポ
イント。具体的には、PowerExchange 
Express CDC for Oracle の場合、最新の
アーカイブログの始まりを示します。

PostgreSQL CDCT ファイルに記録される最も
古い PowerExchange ロガー

（Linux、UNIX、Windows 用）の
ログファイル。

レプリケーションストアテーブルから利
用可能な最も古いデータ。

PowerExchange ロッガー
（Linux、UNIX、Windows

用）に記録される任意の
データソースタイプ 3

CDCT ファイルに記録される最も
古い PowerExchange ロッガー

（Linux、UNIX、Windows 用）の
ログファイル。

CDCT ファイルに記録される最も古い
PowerExchange ロッガー（Linux、
UNIX、Windows 用）のログファイル。

1. PWX CDC 変更接続の場合は、バッチ抽出モードを使用する必要があります。
2. PWX CDC リアルタイム接続の場合は、リアルタイム抽出モードを使用してソース変更ストリームからデ
ータを抽出するか、または継続抽出モードを使用して PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows
用）インスタンスに記録されたデータを抽出します。
3. ローカルまたはリモートの PowerExchange ロッガー（Linux、UNIX、Windows 用）インスタンスに記録
された Linux、UNIX、および Windows データソースを含みます。また、リモートの PowerExchange ロッガ
ー（Linux、UNIX、Windows 用）インスタンスに記録された z/OS および i5/OS データソースも含みます。
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PowerExchange は、CDC セッションのすべてのソースに NULL リスタートトークンがある場合のみ、デフォ
ルトリスタートポイントを使用します。一部のソースに非 NULL リスタートトークンがある場合、PWXPC は、
それらのリスタートトークンの最も古いリスタートポイントをリスタートトークンが指定されていないソース
に割り当てます。
例えば、新しい CDC セッションにソース A、B、C が含まれているとします。リスタートトークンファイルに
は、ソース A と B のリスタートトークンが含まれています。ソース A のリスタートポイントは、ソース B のリ
スタートポイントよりも古いものです。ソース C には、既存のリスタートトークンまたは提供されたリスター
トトークンがありません。CDC セッションの一部のソースには明示的なリスタートポイントがあるため、
PWXPC は NULL リスタートトークンをソース C に割り当てません。代わりに、ソース A のリスタートポイン
トが提供されている中で最も古いものなので、PWXPC はこのリスタートポイントをソース C に割り当てます。
関連項目：
•「PowerExchange の変更データのプレビュー」  (ページ 52)

CDC セッションの初期化と実行
すべてのソースのリスタート情報が特定されたら、PWXPC は以下の処理を実行します。
• リレーショナルターゲットの場合は状態テーブルに、非リレーショナルターゲットの場合は状態ファイルに

リスタートトークンをフラッシュします。
• 空のリスタートトークンファイルを作成します。
• 調整したリスタート情報を含む初期化リスタートトークンファイルを作成します。
PWXPC は、すべてのソースのリスタートトークンを PowerExchange に渡します。 PowerExchange は、
PWXPC から渡された最も古いリスタートトークンを使用して、変更ストリームからのデータの抽出を開始し
ます。 PowerExchange は、リスタートポイントに到達するまでソースのデータを渡しません。 これにより、
前回の抽出の実行で処理されたレコードでターゲットが更新されることを回避できます。
PWXPC は、ターゲットデータのフラッシュを発行するときに、状態テーブルまたは状態ファイルで各ソース
のリスタートトークンを常に更新します。 同じデータベースにリレーショナルターゲットテーブルがある場
合、PowerCenter Integration Service は単一のコミットでターゲットテーブルとリスタートトークンの両方
を更新します。 PowerCenter Integration Service は、コミットをリレーショナルデータベースごとに分けま
す。 複数の異なるターゲットがある場合、特定の時点におけるリスタートトークンは、リレーショナルデータ
ベースごとに異なる可能性があります。
非リレーショナルターゲットを使用する場合、状態ファイルとターゲットはまったく異なるマシンに存在する
ことがほとんどです。 非リレーショナルターゲットの場合、PowerCenter Integration Service はターゲット
と状態ファイルを個別の操作で更新します。 PowerCenter Integration Service がターゲットにデータをコミ
ットした後、状態ファイルのリスタートトークンを更新する前にセッションが失敗すると、ターゲットはリス
タート時に重複データを受け取る可能性があります。 ウォームスタートでは、PWXPC は失敗前に最後に書き
込まれたリスタートトークンを使用します。 そのため、PWXPC は非リレーショナルターゲットにすでに適用
されているデータを再送信します。

CDC セッションの終了
CDC セッションを停止するには、PowerCenter コマンドと PowerExchange コマンドを使用します。 セッシ
ョンは失敗または異常終了することもあります。
CDC セッションを停止すると、PWXPC はバッファに残っている完全な作業単位をフラッシュします。 その
後、フラッシュしたデータがターゲットに書き込まれたことを示す確認を PowerCenter Integration Service
から受け取るまで待機します。 受け取ったら、PWXPC は最後のリスタートトークンを基に終了リスタートト
ークンファイルを作成し、以下のメッセージを発行します。
PWXPC_12075 [INFO] [CDCRestart] Session complete. Next session will restart at:  : Restart 1 [restart1] : Restart 2 [restart2]
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PowerCenter Integration Service は、フラッシュされたデータをターゲットにコミットします（リレーショ
ナルターゲットの場合はリスタートトークンを含む）。 フラッシュされたデータを非リレーショナルターゲッ
トに書き込んだら、PowerCenter Integration Service はリスタートトークンを基に状態ファイルを更新しま
す。
リレーショナルターゲットの場合にセッションが失敗すると、PowerCenter Integration Service はコミット
未完了のデータおよび関連するリスタートトークンをロールバックします。 これにより、最後に正常にコミッ
トされた UOW データとリスタートトークンのみがリレーショナルターゲットテーブルに残ります。 
PowerCenter Integration Service は、リレーショナルデータベースのロールバック機能を使用して、セッシ
ョンの終了時にコミット未完了のデータが削除されるようにします。 リスタートトークンとリレーショナルタ
ーゲットデータはどちらも同じコミット範囲内でコミットされるため、それらのデータ間の整合性は確保され
ます。
非リレーショナルターゲットの場合、PowerCenter Integration Service はロールバック処理を実行しませ
ん。 そのため、リスタート時にデータが重複する可能性があります。 CDC セッションの設計でこの問題に対
応する必要があります。
ヒント: データが重複する可能性を避けるには、リレーショナルターゲットのみを使用するようにアプリケーシ
ョンの CDC セッションを設計します。 
関連項目：
•「CDC セッションの停止」  (ページ 212)

リカバリテーブルの作成
リカバリテーブルが存在しない場合は、PowerCenter Integration Service によって作成されます。 
PowerCenter Integration Service は、接続で指定されたデータベースユーザー名を使用してテーブルを作成
します。 リカバリテーブルを作成するために PowerExchange で使用されるデータベースユーザー名は、
PWXPC 接続によって異なります。
注: PowerCenter Integration Service ではリカバリキューは作成されません。 リカバリキューは手動で作成す
る必要があります。 

リカバリテーブルの作成と PowerExchange ターゲット
PWX DB2zOS 接続の場合は、PowerExchange によってリカバリテーブルが作成されます。

DB2 for z/OS ターゲット用の PWX DB2zOS リレーショナル接続
PWX DB2zOS 接続の場合に PowerExchange によってリカバリテーブルが作成されるときは、以下が使用され
ます。
• デフォルトの DB2 データベース（DSNDB04）。
• PowerExchange Listener が SECURITY=0 または SECURITY=1 で実行されている場合は、PowerExchange 

Listener ユーザー ID。 このユーザーには、適切なテーブル作成特権が付与されている必要があります。
• PowerExchange Listener が SECURITY=2 および MVSDB2AF=CAF で実行されている場合は、

PowerExchange Listener ユーザー ID。 このユーザーには、適切なテーブル作成特権が付与されている必
要があります。

• PowerExchange Listener が SECURITY=2 および MVSDB2AF=RRSAF で実行されている場合は、ターゲッ
ト接続のデータベースユーザー名。 このユーザーには、適切なテーブル作成特権が付与されている必要が
あります。
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DB2 for i5/OS ターゲット用の PWX DB2i5OS リレーショナル接続
PWX DB2i5OS 接続の場合に PowerExchange によってリカバリテーブルが作成されるときは、以下が使用さ
れます。
• PowerExchange Listener が SECURITY=0 または SECURITY=1 で実行されている場合は、PowerExchange 

Listener ユーザー ID。 このユーザーには、適切なテーブル作成特権が付与されている必要があります。
• PowerExchange Listener が SECURITY=2 で実行されている場合は、ターゲット接続のデータベースユー

ザー名。 このユーザーには、適切なテーブル作成特権が付与されている必要があります。
• デフォルトのジャーナル。ユーザー名に対して有効になっている必要があります。

DB2 for Linux、UNIX、および Windows ターゲット用の PWX DB2LUW リレー
ショナル接続
PWX DB2LUW 接続の場合に PowerExchange によってリカバリテーブルが作成されるときは、以下が使用さ
れます。
• ユーザー定義テーブルのデフォルトのテーブルスペース。
• ターゲット接続のデータベースユーザー名。 このユーザーには、適切なテーブル作成特権が付与されてい

る必要があります。

Microsoft SQL Server ターゲット用の PWX MSSQLServer リレーショナル接続
PWX MSSQLServer 接続の場合に PowerExchange によってリカバリテーブルが作成されるときは、ターゲッ
ト接続のデータベースユーザー名が使用されます。 このユーザーには、適切なテーブル作成特権が付与されて
いる必要があります。

Oracle ターゲット用の PWX Oracle リレーショナル接続
PWX Oracle 接続の場合に PowerExchange によってリカバリテーブルが作成されるときは、ターゲット接続
のデータベースユーザー名が使用されます。 このユーザーには、適切なテーブル作成特権が付与されている必
要があります。

手動でのリカバリテーブルの作成
データベース、テーブルスペース、バッファプールなどの属性を制御できるように、リカバリテーブルを手動
で作成することを検討してください。Informatica 提供の SQL スクリプトは、次のディレクトリにあります。
<PowerCenter installation_directory>\server\bin\RecoverySQL 
以下の表に、ターゲットデータベースにリカバリテーブルを作成するために実行できるスクリプトを示します。

スクリプト データベース
create_schema_db2.sql DB2
create_schema_inf.sql Informix
create_schema_neoview.sql Neoview
create_schema_netz.sql Netezza
create_schema_ora.sql Oracle
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スクリプト データベース
create_schema_sql.sql SQL Server
create_schema_syb.sql Sybase
create_schema_ter.sql Teradata
create_schema_tpt.sql Teradata PT

スクリプトは汎用 DDL です。使用している環境に合わせて適切な変更を加えてください。

リレーショナルデータベースのターゲットリカバリテーブルの作成
recovery_template.sql ファイルは、リレーショナルデータベースのターゲット PM_RECOVERY リカバリテー
ブルを作成するためのテンプレートです。このファイルには、リレーショナルデータベースに書き込む際の
CDC トランザクションのターゲットのサポートに関する一般的な要件が含まれています。
インストールプロセスは、recovery_template.sql ファイルを Linux、UNIX、および Windows インストーラ
のルートインストールディレクトリにコピーします。
ターゲットデータベースがサポートされるように、SQL 構文を確認してカスタマイズしてください。
PowerCenter、Informatica Intelligent Cloud Services（IICS）、および PowerExchange Cloud データ統合

（CDI）のターゲットのサポート用のテンプレートを設定できます。詳細については、『PowerCenter 詳細ワー
クフローガイド』を参照してください。

リスタートトークンファイルの設定
リスタートトークンファイルを設定して、ソースデータの抽出ポイントを指定することができます。 リスター
トトークンファイルの名前と場所がわからない場合は、次のいずれかの方法で確認します。
• セッションログで PWXPC_12057 メッセージを確認します。 PWXPC は、このメッセージにリスタートト

ークンファイルフォルダとリスタートトークンファイル名を含めます。
• ソースに関連付けられているアプリケーション接続を開きます。 アプリケーション接続に、リスタートト

ークンファイル名とフォルダの場所が含まれています。 このファイル名は、アプリケーション接続で指定
したファイル名をオーバーライドします。

• アプリケーション接続でリスタートトークンファイル名が指定されていない場合、PWXPC はアプリケーシ
ョン名を（指定されている場合は）使用します。 この値が存在しない場合は、ワークフロー名が使用され
ます。

警告: : リスタートトークンファイル名は、セッションごとに一意であることが必要です。 一意でない名前が使
用された場合、その結果は予測できず、セッションが失敗したり、データの損失が発生したりすることがあり
ます。

一般的な構文ルールとガイドライン
リスタートトークンファイルに明示的なオーバーライド文、特殊なオーバーライド文、およびコメントを定義
する際は、次のルールとガイドラインを使用します。
• 文はどの列で始めても構いません。
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• どの文もオプションです。
• 文と文の間に空白行を入れないでください。
• コメント行の冒頭には、「<!--」を付ける必要があります。
• リスタートトークンファイルでは、1 つ以上の明示的なオーバーライド文と特殊なオーバーライド文を 1 つ

のみ指定できます。
• ソースの明示的なオーバーライド文は、特殊なオーバーライド文（定義されている場合）よりも優先されま

す。
• ウォームスタートでは、明示的なオーバーライド文と特殊なオーバーライド文は、開始テーブルまたは開始

ファイルに格納されているソースのリスタートトークン値よりも優先されます。

リスタートトークンファイルの制御文のパラメータ
リスタートトークンファイルで制御文を指定できます。

明示的なオーバーライド文
明示的なオーバーライド文を使用して、CDC セッションの特定のソースの抽出リスタートポイントを指定しま
す。それぞれ異なるソースに対して、複数の明示的なオーバーライド文を指定できます。
CDC セッションをウォームスタートする際、ソースオブジェクトの明示的なオーバーライド文は、そのソース
の状態テーブルまたは状態ファイルのリスタートトークンをオーバーライドします。明示的なオーバーライド
文と特殊なオーバーライド文を組み合わせて使用すると、CDC セッションのすべてのソースに対してリスター
トトークンをオーバーライドできます。
ソースの明示的なオーバーライド文では、変更ストリームの特定のポイントを定義するリスタートトークンの
ペア、または変更ストリームの現在の終わりの CURRENT_RESTART オプションのいずれかを指定することが
できます。また、PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）を CDC アプリケーション接続とと
もに使用する場合は、必要に応じて、ロガーログファイルの抽出処理の時間ベースリスタートポイントを指定
する明示的なオーバーライド文を定義することもできます。
ソースのリスタートトークンを指定するには、それぞれ抽出マップ名とシーケンストークン（restart1）また
はリスタートトークン（restart2）値を含む文のペアを入力します。以下の構文を使用します。
extractionMapName=restart1_tokenextractionMapName=restart2_token
注: ソースには固有の名前が付いた複数の抽出マップを含めることができるため、ソースに対して明示的なオー
バーライド文の複数ペアの定義が必要な場合があります。
z/OS ソースの場合、LRAP CAPI_CONNECTION 文の FUZZYRSTART パラメータにデフォルト値の Y を使用す
ると、PowerExchange ロガー（z/OS 用）ログで抽出処理を開始する、begin-uow の位置以外の restart2 の
位置を入力することができます。次の例では、restart2_token の値が begin-uow レコードと一致しない RBA
の位置を指し、restart1_token の値が restart2_token の位置より前の位置を指しています。
• restart1_token の値には、000000000001000000000000000000000000000000000000 を指定します。この値は、12

番目の位置に「1」を持つ 48 個のゼロで構成されています。この値を指定すると、restart2_token の値に
より抽出によって返されるレコードが決定されます。

• restart2_token の値には、EBCDIC 形式の 6 バイトロガー ID（スペースで埋める）+6 バイトの RBA の位
置+8 個のゼロで構成される値を指定します。RBA の位置には、抽出処理をリスタートする場所の近くにあ
るログ内の任意の RBA を指定することができます。例: E2C2F2D340400000000AEF4000000000

これらのリスタートトークンの設定では、PowerExchange によって、restart1_token の位置またはそれより
前の最初のレコード、および restart2_token の位置に基づいて返される最初の UOW で抽出処理が開始されま
す。
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変更ストリームの現在の終わりをリスタートポイントとして指定するには、次の構文を使用します。
extractionMapName=CURRENT_RESTART
PowerExchange ロガーに記録されたデータに時間ベースのリスタートポイントを指定するには、
RESTART_TIME オプションを含む文と日付と時刻の値を含む文のペアを入力します。以下の構文を使用しま
す。
extractionMapName=RESTART_TIMEextractionMapName=datetime
パラメータ説明:
extractionMapName

データソースの抽出マップの名前。抽出マップ名を判別するには、以下のいずれかの方法を使用します。
• CDC データマップソースの場合、セッションプロパティの［スキーマ名のオーバーライド］属性と

［マップ名のオーバーライド］属性を参照します。これらの属性は、ソース抽出マップのスキーマ名と
マップ名をオーバーライドします。または、Designer で、ソースのメタデータエクステンションの

［スキーマ名］および［マップ名］の値を参照します。
• リレーショナルソースの場合、セッションプロパティで［抽出マップ名］属性を参照します。
注: 抽出マップを使用して変更データを抽出した後、テーブル名は extractMapName_tableName の形式
でこの値に追加されます。明示的なオーバーライド文を定義する際は、完全名を使用します。

restart1_token
リスタートトークンペアのシーケンストークン部分。この値は、データソースのタイプによって異なりま
す。

restart2_token
リスタートトークンペアのリスタートトークン部分。この値は、データソースのタイプに基づいています。

CURRENT_RESTART
変更ストリームの現在の終わりを示すリスタートトークンのペアを生成するオプション。PWXPC CDC 
Reader は、PowerExchange への個別の接続を開始し、現在のリスタートトークンの生成を要求し、適用
可能なソースにトークン値を提供します。
必要に応じて、PowerExchange Navigator の［データベース行のテスト］ダイアログボックスで、現在
のリスタートトークンを生成できます。
制限: リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モードを使用する CDC セッションでは、
CURRENT_RESTART オプションのみを使用します。

RESTART_TIME
PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）のログファイルを使用する場合、このオプション
を使用すると、ロガーログファイルの抽出処理のリスタートポイントとして日付と時刻の値を指定できま
す。

datetime
PowerExchange ロガー（Linux、UNIX、Windows 用）のログファイルのリスタートポイントとして使用
する日付と時刻。この値は、YYYYMMDDhhmmssuuuuuu の形式で指定する必要があります。YYYY は 4
桁の年、MM は月、DD は日付、hh は時、mm は分、ss は秒です。uuuuuu はマイクロ秒です。
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特殊なオーバーライド文
特殊なオーバーライド文を使用すると、リスタートトークンのペアを指定したり、CDC セッションのリスター
トポイントとして CURRENT_RESTART オプションを指定することができます。
CDC セッションをウォームスタートする際、特殊なオーバーライド文は、セッションの状態テーブルまたは状
態ファイルのリスタートトークンをオーバーライドします。特殊なオーバーライド文は、特定のソースに関連
する明示的なオーバーライド文と組み合わせて使用できます。この場合、特殊なオーバーライド文は、明示的
なオーバーライド文が定義されているソースを除き、CDC セッション内のすべてのソースのリスタートポイン
トを設定します。
特殊なオーバーライド文は、RESTART1 文と RESTART2 文のペアで構成されます。以下の構文を使用します。
RESTART1={restart1_token|CURRENT_RESTART}RESTART2={restart2_token|CURRENT_RESTART}
リスタートトークンファイルには、これらの文のペアを 1 つのみ指定できます。
z/OS ソースの場合、LRAP CAPI_CONNECTION 文の FUZZYRSTART パラメータにデフォルト値の Y を使用す
ると、PowerExchange ロガー（z/OS 用）ログで抽出処理を開始する、begin-uow の位置以外の
restart2_token の位置を入力することができます。次の例では、restart2_token の値が begin-uow レコード
と一致しない RBA の位置を指し、restart1_token の値が restart2_token の位置より前の位置を指していま
す。
• restart1_token の値には、000000000001000000000000000000000000000000000000 を指定します。この値は、12

番目の位置に「1」を持つ 48 個のゼロで構成されています。この値を指定すると、restart2_token の値に
より抽出によって返されるレコードが決定されます。

• restart2_token の値には、EBCDIC 形式の 6 バイトロガー ID（スペースで埋める）+6 バイトの RBA の位
置+8 個のゼロで構成される値を指定します。RBA の位置には、抽出処理をリスタートする場所の近くにあ
るログ内の任意の RBA を指定することができます。例: E2C2F2D340400000000AEF4000000000

これらのリスタートトークンの設定では、PowerExchange によって、restart1_token の位置またはそれより
前の最初のレコード、および restart2_token の位置に基づいて返される最初の UOW で抽出処理が開始されま
す。
パラメータ説明:
restart1_token

リスタートトークンペアのシーケンストークン部分。この値は、データソースのタイプによって異なりま
す。

restart2_token
リスタートトークンペアのリスタートトークン部分。この値は、データソースのタイプによって異なりま
す。

CURRENT_RESTART
変更ストリームの現在の終わりを示すリスタートトークンのペアを生成するオプション。PWXPC CDC 
Reader は、PowerExchange への個別の接続を開始し、現在のリスタートトークンの生成を要求し、適用
可能なすべてのソースにトークン値を提供します。
必要に応じて、PowerExchange Navigator の［データベース行のテスト］ダイアログボックスで、現在
のリスタートトークンを生成できます。
制限: リアルタイム抽出モードまたは継続抽出モードを使用する CDC セッションでは、
CURRENT_RESTART オプションのみを使用します。
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コメント文
リスタートトークンファイルの任意の場所でコメント文を使用できます。コメント文の冒頭には、「<!--」を付
ける必要があります。
以下に例を示します。
<!-- my comments

リスタートトークンファイルの例
リスタートトークンファイルの例で、明示的なオーバーライド文と特殊なオーバーライド文を使用して、7 つ
のソーステーブルを含む CDC セッションのリスタートトークンを指定する方法を示します。
リスタートトークンファイルの例には、以下の文が含まれています。
<!-- Restart Tokens for existing tables -->restart1=000000AD775600000000000000AD77560000000000000000Restart2=C1E4E2D34040000000AD5F2C00000000<!-- Restart Tokens for the Table: rrtb0001_RRTB_SRC_001 -->d1dsn7.rrtb0001_RRTB_SRC_001=0000060D1DB2000000000000060D1DB20000000000000000d1dsn7.rrtb0001_RRTB_SRC_001=C1E4E2D340400000013FF36200000000<!-- Restart Tokens for the Table: rrtb0001_RRTB_SRC_002 -->d1dsn7.rrtb0002_RRTB_SRC_002=000000A3719500000000000000A371950000000000000000d1dsn7.rrtb0002_RRTB_SRC_002=C1E4E2D34040000000968FC600000000<!-- Restart Tokens for the Table: rrtb0001_RRTB_SRC_004 -->d1dsn7.rrtb0004_RRTB_SRC_004=000006D84E7800000000000006D84E780000000000000000d1dsn7.rrtb0004_RRTB_SRC_004=C1E4E2D340400000060D1E6100000000
このファイルには、RRTB_SRC_001、RRTB_SRC_002、および RRTB_SRC_004 の 3 つのソースに対する明示
的なオーバーライド文が含まれています。 また、セッションの残りのソースに対する特殊なオーバーライド文
も含まれています。 セッションの実行時に、PWXPC がメッセージ PWXPC_12060 をセッションログに書き込
みます。 このメッセージには以下の情報が表示されます。

===============================Session restart information:===============================Extraction Map Name           Restart Token 1                                   Restart Token 2                   Sourced1dsn7.rrtb0001_RRTB_SRC_001  0000060D1DB2000000000000060D1DB20000000000000000  C1E4E2D340400000013FF36200000000  Restart file d1dsn7.rrtb0002_RRTB_SRC_002  000000A3719500000000000000A371950000000000000000  C1E4E2D34040000000968FC600000000  Restart file d1dsn7.rrtb0003_RRTB_SRC_003  000000AD775600000000000000AD77560000000000000000  C1E4E2D34040000000AD5F2C00000000  Restart file (special override)d1dsn7.rrtb0004_RRTB_SRC_004  000006D84E7800000000000006D84E780000000000000000  C1E4E2D340400000060D1E6100000000  Restart file d1dsn7.rrtb0005_RRTB_SRC_005  000000AD775600000000000000AD77560000000000000000  C1E4E2D34040000000AD5F2C00000000  Restart file (special override)d1dsn7.rrtb0006_RRTB_SRC_006  000000AD775600000000000000AD77560000000000000000  C1E4E2D34040000000AD5F2C00000000  Restart file (special override)d1dsn7.rrtb0007_RRTB_SRC_007  000000AD775600000000000000AD77560000000000000000  C1E4E2D34040000000AD5F2C00000000  Restart file (special override)
明示的なオーバーライドがあるソースの場合は、メッセージの Source カラムに「Restart file」と表示されま
す。 特殊なオーバーライドのリスタートトークンがあるソースの場合は、メッセージに「(special override)」
と表示されます。

PWXPC のリスタートおよびリカバリの使用
CDC セッションの場合、PowerCenter および PowerExchange のリスタートおよびリカバリの機能を使用す
るには、セッションプロパティで［最終チェックポイントから再開］のリカバリ戦略を選択する必要がありま
す。このリカバリ戦略を有効にすると、PowerCenter 統合サービスはターゲットテーブルデータをリカバリす
ることができ、PWXPC は CDC リスタート情報をリカバリすることができます。
PowerExchange は、変更ストリームの特定のスタートポイントを記述する CDC リスタートトークンを提供し
ます。リレーショナルターゲットの場合、PWXPC はリスタートトークンをターゲットデータベース内のリカ
バリ状態テーブルに格納します。非リレーショナルターゲットの場合、PWXPC は PowerCenter Integration 
Service マシン上のリカバリ状態ファイルにリスタートトークンを格納します。
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PWXPC は、［最終チェックポイントから再開］リカバリ戦略を有効にした場合に次のメッセージを発行しま
す。
PWXPC_12094 [process_id] Advanced GMD recovery in effect. Recovery is automatic.
このリカバリ戦略を有効にすると、エラーが発生した後で PWXPC はウォームスタートされたセッションを自
動的にリカバリできます。

［最終チェックポイントから再開］リカバリ戦略を使用する場合、以下の考慮事項が適用されます。
• PowerCenter 高可用性（HA）システムがある場合、CDC ワークフロー用に HA リカバリを有効にする必要

があります。有効にしないと、CDC セッションをウォームスタートしたときに、リスタートエラーが発生
し、セッションをコールドスタートする必要があります。CDC ワークフロー用に HA リカバリを設定してこ
のエラーを回避するには、Workflow Manager で、ワークフローの［プロパティ］タブに移動し、［HA リ
カバリを有効にする］オプションを選択します。

• セッションで以下のトランスフォーメーションタイプのいずれかを使用する場合、トランスフォーメーショ
ンの［出力は確定的］オプションを選択する必要があります。
- 外部プロシージャトランスフォーメーション
- HTTP トランスフォーメーション
- Java トランスフォーメーション
- ソース修飾子トランスフォーメーション
- SQL トランスフォーメーション
- ストアドプロシージャトランスフォーメーション
- 構造化されていないデータトランスフォーメーション
ルックアップトランスフォーメーションを使用する場合、代わりにトランスフォーメーションの［ルックア
ップソースは静的です］または［ルックアップキャッシュパーシステント］オプションを選択します。

［最終チェックポイントから再開］リカバリ戦略を使用する場合に［出力は確定的］オプションまたはトラ
ンスフォーメーションの［ルックアップソースは静的です］または［ルックアップキャッシュパーシステン
ト］オプションを選択しないと、Workflow Manager で CDC セッションを検証できません。

• ファイルライタを使用して CDC データを同じセッションのフラットファイルや、リレーショナルターゲッ
トなどの他のターゲットタイプに書き込む場合、［最終チェックポイントから再開］リカバリ処理を有効に
しないでください。有効にすると、リスタートトークンが悪影響を受け、データの損失または重複を招く場
合があります。

• ［最終チェックポイントから再開］リカバリ戦略を有効にしてセッションを実行し、セッションが失敗した
場合、セッションをリスタートする前にマッピング、セッション、または状態情報を変更しないでくださ
い。これらを変更すると、PWXPC はリカバリを確実に実行できなくなるおそれがあります。

• PowerCenter 統合サービスは、セッションを再開するときに、各ソース、ターゲット、およびトランスフ
ォーメーションの状態など、操作のセッション状態をリストアします。PWXPC は PowerCenter 統合サー
ビスと連携し、どれくらいのソースデータを再処理する必要があるかを判別します。

関連項目：
•「PWXPC のリスタートおよびリカバリについて」  (ページ 192)

CDC セッションのリカバリの有効化
1. セッションプロパティで、［リカバリ戦略］プロパティの［最終チェックポイントから再開］を選択しま

す。 
このリカバリ戦略は、PWXPC および PowerCenter 統合サービスが CDC セッションをリカバリするため
に必要です。
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2. ［コミットタイプ］プロパティに、［ソース］と入力します。 
［コミットタイプ］の設定に関係なく、CDC セッションではソースベースのコミット処理が常に使用され

ます。
3. ［ファイルの終わりでコミット］プロパティをクリアします。 

PWXPC がシャットダウンした後で、セッションの終了時に PowerCenter 統合サービスがコミットを実行
します。PWXPC のシャットダウン後にターゲットに書き込まれたデータは、リスタートトークンに反映
されません。このプロパティを無効にして、PWXPC がすべてのコミットを実行するようにします。

関連項目：
•「CDC セッションのエラーからのリカバリ」  (ページ 214)

リスタート処理のための CDC セッションの設定
セッションオプションとセッション属性を使用して、PWXPC リスタート処理を制御します。
以下の表に、CDC セッション用に変更する必要があるデフォルトを持つオプションと属性を示します。

オプショ
ンまたは
属性

場所 推奨値とデフォルト

コミット
タイプ

［プロパ
ティ］タ
ブ

［ソース］を指定します。
デフォルト値は［ターゲット］です。PowerCenter 統合サービスは自動的にデ
フォルトを［ソース］にオーバーライドします。この値が［ソース］でない場
合、［ファイルの終わりでコミットします］を変更できません。

ファイル
の終わり
でコミッ
トします

［プロパ
ティ］タ
ブ

このオプションを無効にします。
デフォルトでは、このオプションは有効になっており、セッションの終了時に
PowerCenter 統合サービスがコミットを実行します。このコミットは、PWXPC
がリスタートトークンをコミットした後で実行されます。そのため、リスタート
時にデータが重複する可能性があります。

リカバリ
戦略

［プロパ
ティ］タ
ブ

［最終チェックポイントから再開］を選択します。PWXPC ではリカバリ用にこの
設定が必要です。
PowerCenter 高可用性（HA）オプションを使用する場合、ワークフローの［HA
リカバリを有効にする］オプションを指定する必要もあります。

［出力は確定的］オプションが使用できるトランスフォーメーションタイプを使
用する場合、必ずこのオプションを選択してください。ルックアップトランスフ
ォーメーションを使用する場合、代わりに［ルックアップソースは静的です］ま
たは［ルックアップキャッシュパーシステント］オプションを選択します。これ
らのオプションのいずれかを選択しないと、Workflow Manager で CDC セッショ
ンを検証できません。
デフォルト値は［タスクを失敗してワークフローを続行］です。

ターゲッ
トロード
タイプ

［マッピ
ング］タ
ブ、［タ
ーゲッ
ト］ノー
ド

［ノーマル］を選択します。
デフォルト値は［一括］です。リカバリを使用するには、［ノーマル］を選択し
ます。
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オプショ
ンまたは
属性

場所 推奨値とデフォルト

エラー時
の停止

［設定オ
ブジェク
ト］タブ

ターゲットデータとリスタートトークンの整合性が維持されるようにするには、
1 と入力します。
デフォルトは 0 です。デフォルトの場合、ターゲットデータベースまたはターゲ
ットファイルへの書き込み中に PowerCenter 統合サービスでエラーが検出され
てもカウントされません。ライタしきい値のエラーには、キー制約違反、非
NULL フィールドへの NULL のロード、およびデータベーストリガ応答が含まれ
ている可能性があります。この場合、PWXPC はライタがデータをターゲットに
適用しなかったことを検出せず、結果としてリスタートトークンを送信します。

アプリケ
ーション
名

アプリケ
ーション
接続

一意の名前を指定してください。
デフォルト値は、ワークフロー名の最初の 20 文字です。ただし、デフォルトは
一意のアプリケーション名にならない可能性があります。

リスター
トトーク
ンフｧイル
名

アプリケ
ーション
接続

一意の名前を指定してください。
デフォルトは、アプリケーション名、またはアプリケーション名が指定されない
場合はワークフロー名になります。ただし、デフォルトは一意のアプリケーショ
ン名にならない可能性があります。

リスター
トトーク
ンファイ
ルを保持
するため
の実行数

アプリケ
ーション
接続

0 より大きい値を指定します。
デフォルトは 0 です。デフォルトの場合、PWXPC は、リスタートトークン初期
化および終了ファイルのバックアップコピーを 1 つだけ保持します。0 より大き
な値を指定し、リカバリプロセス用に履歴が保持されるようにします。

関連項目：
•「リスタートトークンファイル」  (ページ 194)
•「リスタート処理のアプリケーション名要件」  (ページ 209)
•「CDC セッションのリカバリの有効化」  (ページ 207)

リスタート処理のアプリケーション名要件
リスタート処理を正常に行うには、各 CDC セッションに対して一意のアプリケーション名を指定する必要があ
ります。
警告: : 異なる CDC セッションに対して同じアプリケーション名を使用すると、データの整合性が維持されな
かったり、データが失われたりするおそれがあります。 

CDC セッションの現在のリスタートトークンの生成
CDC データソースの現在のリスタートトークンを生成するには、以下のいずれかの方法を使用します。
• PWXPC リスタートトークンファイルで CURRENT_RESTART を指定した特殊なオーバーライド文を使用

する。PWXPC と PowerExchange では、PowerCenter セッションが実行される時点の変更ストリームの
最後を表すリスタートトークンが生成されます。

• GENERATE RSTTKN パラメータおよび有効なキャプチャ登録と一緒に DTLUAPPL ユーティリティを使用
する。DTLUAPPL では、ユーティリティが実行される時点の変更ストリームの最後を表すリスタートトー
クンが生成されます。
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• PowerExchange Navigator のデータベース行のテスト関数を使用する。PowerExchange では、指定し
た場所とソースタイプを使用してリスタートトークンが生成されます。 これらのリスタートトークンは、
データベース行テストを実行した時点での変更ストリームの最後を表します。

関連項目：
•「リスタートトークンファイルの設定」  (ページ 202)

CDC セッションに対する DTLUAPPL
CDC データソースの現在のリスタートトークンを生成するために、PowerExchange DTLUAPPL ユーティリテ
ィを使用できます。 生成されたリスタートトークンを基にリスタートトークンファイルを更新し、CDC セッシ
ョンの変更ストリーム内の抽出開始ポイントを確立することができます。

DTLUAPPL を使用してリスタートトークンを生成する例
ADD RSTTKN 文に登録が存在する必要があります。 この登録は、MOD APPL 文で指定されているインスタン
ス名に関連付けられている必要があります。 新しいアプリケーション名の場合は、ADD APPL または MOD 
APPL を使用できます。 MOD APPL を使用すると、アプリケーション名が存在しない場合は DTLUAPPL によ
って作成されます。
ヒント: リスタートトークンの生成時に、アプリケーション名を選択して DTLUAPPL でのみ使用します。 
以下の例では、tokens というアプリケーション名を使用して、ソース登録 DB2DEMO1 用のリスタートトーク
ンを生成し、そのリスタートトークンを出力しています。
MOD APPL tokens DSN7 RSTTKN GENERATE   ADD RSTTKN db2demo1END APPL tokensPRINT APPL tokens          
PRINT APPL 文が指定されているため、DTLUAPPL は生成したトークンを出力します。
Application name=<tokens> Rsttkn=<1> Ainseq=<0> Preconfig=<N>            FirstTkn =<>            LastTkn   =<>            CurrentTkn=<>     Registration name=<db2demo1.1> tag=<DB2DSN7db2demo11>                  Sequence=<000007248B9600000000000007248B9600000000>                  Restart =<D2D1D4D34040000007248B0E00000000>
DTLUAPPL では、SEQUENCE トークンに表示されている完全な restart1_token 値は生成されません。 リスタ
ートトークンファイルの更新時に、末尾の 4 バイト（8 桁）の 0 を手動で追加する必要があります。 Restart=
トークンの完全な restart_token2 値は生成されます。 この値をリスタートトークンファイルにコピーできま
す。
ヒント: リスタートトークンファイルで複数のソーステーブルに対して同じリスタートトークンを使用して、変
更ストリーム内の同じポイントから変更の抽出を開始することができます。 ソースごとに変更ストリーム内の
異なる場所から変更の抽出を開始する場合は、DTLUAPPL を複数回実行するだけで済みます。 
この例のトークンを使用すると、リスタートトークンファイルは以下のようになります。
D1DSN7.db2demo1=000007248B9600000000000007248B960000000000000000D1DSN7.db2demo1=D2D1D4D34040000007248B0E00000000

CDC セッションの開始
ワークフローまたはタスクを開始するには、Workflow Manager、Workflow Monitor、または pmcmd プログ
ラムを使用します。
ワークフロー全体、ワークフローの一部、またはワークフロー内のタスクを実行できます。
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ワークフローおよびタスクのウォームスタート、コールドスタート、またはリカバリを行うことができます。

コールドスタート処理
ワークフローとタスクをコールドスタートするには、Workflow Manager、Workflow Monitor、または
pmcmd でコールドスタートコマンドを選択します。 CDC セッションのコールドスタートを要求すると、
PWXPC は以下のメッセージをセッションログに書き込みます。
PWXPC_12091 [INFO] [CDCRestart] Cold start requested
コールドスタートでは、PWXPC は以下のタスクを実行します。
1. リスタートトークンファイルからのみリスタートトークンを読み取ります。
2. リスタートトークンを状態テーブルと状態ファイルにコミットし、メッセージ PWXPC_12104 をセッショ

ンログに書き込みます。
3. セッションが終了するか停止されるまで、変更データとリスタートトークンの処理およびコミットを続行

します。
関連項目：
•「リスタートポイントの決定方法」  (ページ 195)

ウォームスタート処理
ワークフローとタスクをウォームスタートするには、Workflow Manager、Workflow Monitor、または
pmcmd でスタートコマンドまたはリスタートコマンドを選択します。 ウォームスタートを要求すると、
PWXPC は以下のメッセージをセッションログに書き込みます。
PWXPC_12092 [INFO] [CDCRestart] Warm start requested. Targets will be resynchronized automatically if required
ワークフローまたはタスクをウォームスタートした場合は、リカバリが PWXPC によって自動的に実行されま
す。 ワークフローとタスクをリスタートする前に、リカバリする必要はありません。
ウォームスタートでは、PWXPC は以下のタスクを実行します。
1. リスタートトークンファイルのリスタートトークンとリカバリ状態テーブルおよびリカバリ状態ファイル

のリスタートトークンを合わせます。
2. 複数の異なるターゲットがある場合、PWXPC は、PowerCenter Integration Service に対してすべてのタ

ーゲットのコミットレベルに関するクエリを行います。 セッション内のすべてのターゲットが同じコミッ
トレベルの場合、PWXPC はリカバリ処理をスキップします。

3. 複数の異なるターゲットでリカバリが必要な場合、PWXPC は、コミットレベルの高いターゲットにコミ
ットされた最後の UOW のデータを再読み取りし、コミットレベルの低いターゲットにフラッシュしま
す。 PowerCenter Integration Service が、フラッシュされたデータとリスタートトークンをリレーショ
ナルターゲットにコミットし、非リレーショナルファイルを更新します。
注: リカバリが必要な場合でも、PWXPC はリスタートトークンファイルを読み取りません。 

4. リカバリが不要で、調整されたリスタートトークンが状態テーブルおよび状態ファイルのものとは異なる
場合、PWXPC は、調整されたリスタートトークンをコミットし、メッセージ PWXPC_12104 を発行しま
す。

5. セッションが終了するか停止されるまで、データとリスタートトークンの処理およびコミットを続行しま
す。
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関連項目：
•「リスタートポイントの決定方法」  (ページ 195)

リカバリ処理
ワークフローとタスクをリカバリするには、Workflow Manager、Workflow Monitor、または pmcmd でリ
カバリコマンドを選択します。 リカバリを要求すると、PWXPC は以下のメッセージをセッションログに書き
込みます。
PWXPC_12093 [INFO] [CDCRestart] Recovery run requested. Targets will be resynchronized if required and processing will terminate
リカバリを選択して、CDC セッションのすべてのソースに関するリスタートトークンをリスタートトークンフ
ァイルに含めて、コールドスタートできるようにします。 また、リカバリを使用すると、ターゲットとリスタ
ートトークンが整合しているかどうかを確認することもできます。
ワークフローまたはタスクをウォームスタートした場合は、リカバリが PWXPC によって自動的に実行されま
す。 ワークフローとタスクをリスタートする前に、リカバリする必要はありません。 リカバリでは、PWXPC
は以下のタスクを実行します。
1. リスタートトークンをリカバリ状態テーブルおよびリカバリ状態ファイルから読み取ります。
2. 調整したリスタートトークンで初期化リスタートトークンファイルを作成します。
3. 複数の異なるターゲットがある場合、PWXPC は、PowerCenter Integration Service に対してすべてのタ

ーゲットのコミットレベルに関するクエリを行います。 セッション内のすべてのターゲットが同じコミッ
トレベルの場合、PWXPC はリカバリ処理をスキップします。

4. 複数の異なるターゲットでリカバリが必要な場合、PWXPC は、コミットレベルの高いターゲットにコミ
ットされた最後の UOW のデータを再読み取りし、コミットレベルの低いターゲットにフラッシュしま
す。 PowerCenter Integration Service が、フラッシュされたデータとリスタートトークンをリレーショ
ナルターゲットにコミットし、非リレーショナルファイルを更新します。
注: リカバリが必要な場合でも、PWXPC はリスタートトークンファイルを読み取りません。 

5. 最後のリスタートトークンを基にリスタートトークンファイルを更新し、終了リスタートトークンファイ
ルを作成し、終了します。

これで、ワークフローまたはタスクをウォームスタートまたはコールドスタートし、変更データを中断した時
点から処理することができます。

CDC セッションの停止
CDC セッションを停止するには、PowerCenter で Workflow Monitor または pmcmd から停止コマンドを発
行します。 また、PowerExchange で STOPTASK コマンドを発行するか DTLUTSK ユーティリティを実行して
CDC セッションを停止することもできます。 Workflow Monitor または pmcmd で強制終了コマンドを使用し
て、ワークフローまたはタスクを異常終了することもできます。
PowerCenter または PowerExchange で停止コマンドを発行してワークフローまたはタスクを正常に停止する
ときは、以下のアクションが発生します。
1. PowerCenter の停止コマンドを発行する場合、PowerCenter Integration Service が PWXPC の停止を要

求します。
PowerExchange の停止コマンドを発行する場合、PowerExchange が PWXPC にファイルの終わりを送
信します。

2. PWXPC が、ファイルの終わりの処理を実行し、コミット未完了の残りの完全な作業単位とそれに関連付
けられているリスタートトークンをターゲットにフラッシュします。 次に、メッセージ PWXPC_12101 お
よび PWXPC_12068 をセッションログに書き込みます。

3. PowerCenter Integration Service が、パイプライン内の全データを処理し、ターゲットに書き込みます。
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4. PowerCenter Integration Service が、ターゲットが更新済みであることを示す確認を PWXPC に送信し
ます。

5. PWXPC が終了リスタートトークンファイルを作成し、メッセージ PWXPC_12075 をセッションログに書
き込みます。 この後、PWXPC リーダーがシャットダウンします。

6. PowerCenter Integration Service がセッションを正常に終了します。
以下の場合も、CDC セッションを正常に停止できます。
• PWX CDC リアルタイム接続で［アイドル時間］を 0 に設定する。 ［アイドル時間］を 0 に設定することに

より、ログの最後で処理を停止するよう PowerExchange に指示します。
• PWX CDC 変更接続を使用して圧縮ファイルから変更を抽出する。 圧縮ファイルからの PowerExchange バ

ッチ抽出モードを使用している場合、すべての圧縮データが読み取られると抽出は自動的に終了します。
関連項目：
•「アイドル時間の設定」  (ページ 143)

CDC セッションの変更と中断した時点からのリスタート
新しいソースとターゲットを既存の CDC セッションに追加できます。 ただし、これを行った後はセッション
をコールドスタートする必要があります。つまり、セッションの元のソースに関する正しいリスタート情報を
確保する必要があります。
CDC セッションを変更して中断した時点からリスタートする手順
1. ワークフローを正常に停止します。 
2. ワークフローが正常に停止したら、CDC セッションのリカバリコマンドを発行します。 

タスクをリカバリすると、PWXPC は、CDC 接続で指定したリスタートトークンファイルにセッション内
のすべてのソースの終了リスタートトークンを書き込みます。

3. 必要に応じてセッションまたはワークフローを変更します。
4. ソース CDC 接続のリスタートトークンファイルが、リカバリセッションで更新されたものと同じリスター

トトークンファイルを指していることを確認します。 
5. 必要に応じて、新しいソースのリスタートトークンを指定する文をリスタートトークンファイルに追加し

ます。 
6. ソースをセッションから削除する場合は、リスタートトークンファイルを更新してそのリスタートトーク

ンを削除します。
7. CDC セッションをコールドスタートします。
関連項目：
•「CDC セッションの停止」  (ページ 212)

セッションへのソースの追加 - 例
この例では、3 つのソースを含む既存の CDC セッションに新しいソース（RRTB_SRC_004）を追加します。 
既存のソースのリスタートポイントは維持されます。 DTLUAPPL を使用して、変更ストリーム内の現在のログ
の終わりを表すリスタートトークンを生成します。
既存のセッションに新しいソースを追加する手順 - 例
1. Workflow Monitor で停止コマンドを発行してワークフローを停止します。 
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2. ワークフローが停止したら、Workflow Monitor を使用して、Workflow Monitor からタスクのリカバリコ
マンドを発行し、リカバリセッションを実行します。 PWXPC が、以下のメッセージをセッションログに
書き込みます。 

PWXPC_12060 [INFO] [CDCRestart] 
===============================Session restart information:===============================Extraction Map Name            Restart Token 1                                    Restart Token 2                    Sourced1dsn7.rrtb0002_RRTB_SRC_002   000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000   C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000   GMD storaged1dsn7.rrtb0001_RRTB_SRC_001   000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000   C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000   GMD storaged1dsn7.rrtb0003_RRTB_SRC_003   000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000   C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000   GMD storage

PWXPC が、CDC アプリケーション接続で指定されているリスタートトークンファイルにリスタートトー
クンを配置します。

3. マッピング、セッション、およびワークフローに必要な変更を加え、新しいソース RRTB_SRC_004 を追
加します。 

4. RSTTKN GENERATE を指定して DTLUAPPL を実行し、現在のログの終わりを表すリスタートトークンを
生成します。 そのためには、次の DTLUAPPL 制御カードを使用します。 
mod  APPL dummy DSN7 rsttkn generate   mod rsttkn rrtb004end appl dummyprint appl dummy
PRINT コマンドによって、次の出力が生成されます。
Registration name=<rrtb004.1> tag=<DB2DSN7rrtb0041>             Sequence=<00000DBF240A0000000000000DBF240A00000000>             Restart =<C1E4E2D3404000000DBF238200000000>
Sequence=の値の末尾に 8 個の 0 を追加して、リスタートトークンファイルの値を作成します。

5. リスタートトークンファイルを更新し、新しいソースとそのトークンを追加します。 更新したファイルは
次のようになります。 
<!-- existing sourcesd1dsn7.rrtb0001_RRTB_SRC_001=000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000d1dsn7.rrtb0001_RRTB_SRC_001=C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000d1dsn7.rrtb0002_RRTB_SRC_002=000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000d1dsn7.rrtb0002_RRTB_SRC_002=C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000d1dsn7.rrtb0003_RRTB_SRC_003=000000AD220F00000000000000AD220F0000000000000000d1dsn7.rrtb0003_RRTB_SRC_003=C1E4E2D34040000000AD0D9C00000000<!-- new sourced1dsn7.rrtb0004_RRTB_SRC_004=00000DBF240A0000000000000DBF240A0000000000000000d1dsn7.rrtb0004_RRTB_SRC_004=C1E4E2D3404000000DBF238200000000

6. セッションをコールドスタートします。 
PWXPC がこれらのリスタートトークンを PowerExchange に渡し、PowerExchange が変更ストリーム
からの変更の抽出を再開します。
注: このリスタートポイントは、新しいソースに対して生成されたポイントよりも前です。 リスタートポ
イントの後で最初の変更が検出されるまで、新しいソースは変更を受け取りません。 

関連項目：
•「リスタートトークンファイルの設定」  (ページ 202)
•「CDC セッションに対する DTLUAPPL」  (ページ 210)

CDC セッションのエラーからのリカバリ
再開リカバリ戦略でセッションを実行し、セッションが失敗した場合は、セッションをリスタートする前に状
態情報またはセッションのマッピングを編集しないでください。
CDC セッションは、次のようなさまざまな理由で失敗します。
• 永続的なエラー（ソースまたはターゲットのデータエラーなど）
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• 一時的なエラー（インフラストラクチャの問題、サーバーのクラッシュ、ネットワークの可用性の問題な
ど）

一時的なエラーによってセッションが失敗した場合は、一時的なエラーの原因を解決してからセッションをリ
スタートします。 ウォームスタートされたセッションは PWXPC によって自動的にリカバリされますが、必要
に応じてリカバリセッションを実行することもできます。
注: リカバリ処理が必要な場合でも、リスタートポイントはオーバーライドできません。 ウォームスタートを
実行してリカバリが必要になった場合、またはリカバリセッションを実行する場合に、PWXPC はリスタート
トークンファイルを読み取りません。
CDC セッションは、SQL の失敗やその他のデータベースエラーなど、永続的なエラーが原因で失敗することも
あります。 永続的なエラーを修正してから CDC セッションをリスタートする必要があります。 エラーによっ
ては、修正すれば CDC セッションをリスタートできるものもあります。それ以外の場合は、ソーステーブルか
らターゲットテーブルを再マテリアライズしてから、変更の適用を再開する必要があります。 ターゲットテー
ブルを再マテリアライズする場合は、変更ストリームの新しいリスタートポイントに一致するリスタートトー
クンを指定してから、CDC セッションをコールドスタートする必要があります。
関連項目：
•「リカバリ処理」  (ページ 212)

例:セッションリカバリ
この例では、リレーショナルターゲットを含む CDC セッションを Workflow Monitor で強制終了します。 
Workflow Monitor から CDC セッションのタスクのリスタートコマンドを発行します。 PWXPC から以下のメ
ッセージが発行されます。
PWXPC_12092 [INFO] [CDCRestart] Warm start requested. Targets will be resynchronized automatically if required
セッションがウォームスタートされた場合は、PWXPC によって自動的にリカバリされます。 PWXPC は、セッ
ションとそのソースに対して見つかったリスタートトークンを表示する以下のメッセージを発行します。

PWXPC_12060 [INFO] [CDCRestart] 
===============================Session restart information:===============================Extraction Map Name            Restart Token 1                                    Restart Token 2                    Sourced1dsn8.rrtb0004_RRTB_SRC_004   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0009_RRTB_SRC_009   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0005_RRTB_SRC_005   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0006_RRTB_SRC_006   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0008_RRTB_SRC_008   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0003_RRTB_SRC_003   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0002_RRTB_SRC_002   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0001_RRTB_SRC_001   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storaged1dsn8.rrtb0007_RRTB_SRC_007   00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF   C1E4E2D3404000000D21B1A500000000   GMD storage

リカバリが必要であることが検出された場合、PWXPC は PWXPC_12069 メッセージを発行します。 12069 メ
ッセージは通常、PWXPC がリカバリ時に再読み取りした最も古いコミット未完了の UOW に関する UOW の開
始（from）と UOW の終わり（to）のリスタートトークンを含んでいます。 PWXPC は、サブパケットのコミ
ットが使用されない限り、UOW の終わりリスタートトークンを状態テーブルおよび状態ファイルに格納しま
す。

PWXPC_12069 [INFO] [CDCRestart] Running in recovery mode. Reader will resend the the oldest uncommitted UOW to resync targets: from: Restart 1 [00000FCA65840000000000000D2E004A00000000FFFFFFFF] : Restart 2 [C1E4E2D3404000000D21B1A500000000]   to: Restart 1 [00000FCA65840000000000000D300D8000000000FFFFFFFF] : Restart 2 [C1E4E2D3404000000D21B1A500000000].
from リスタートトークンは、PWXPC_12060 メッセージに表示されているすべてのソースのリスタートトーク
ンと同じです。 このリスタートトークンは、最も古いコミット未完了の UOW の変更ストリームの開始ポイン
トを表します。 to リスタートトークンは、最も古いコミット未完了の UOW の終わりを表します。 このセッシ
ョンのアプリケーション接続ではサブパケットのコミットが指定されているため、どちらの場合も、Restart 2
の値は UOW の開始の値です。 Restart 1 の値は、Restart 2 の UOW の開始および終了の変更レコードを表し
ます。
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PWXPC は、12069 メッセージに表示されている 2 つのリスタートトークン値の間の変更を再読み取りし、デ
ータとリスタートトークンのコミットを発行します。 PowerCenter 統合サービスは、データをターゲットテ
ーブルに、リスタートトークンを状態テーブルに書き込みます。
PWXPC と PowerCenter 統合サービスは、セッションが終了するか停止されるまで、データとリスタートトー
クンの読み取りおよび書き込みを続行します。
関連項目：
•「コミットあたりの最大行数の設定」  (ページ 148)

セッションログとリスタートトークンファイルの履歴の管理
CDC セッションの実行時にリカバリが必要になった場合、セッションログとリスタートトークンファイルの履
歴が役立つことがよくあります。 データを再抽出する必要がある場合、これらの履歴ファイルを使用して、以
前のリスタートポイントを見つけることができます。
デフォルトでは、PowerCenter Integration Service はワークフローまたはセッションごとに 1 つのセッショ
ンログを保持します。 セッションログを保持するための実行数を指定するには、セッションプロパティまたは
セッションの設定プロパティの［最新のセッションログの保存］オプションを変更します。 また、［セッショ
ンログの保存］オプションを変更して、セッションログを実行数ではなくタイムスタンプ別に保持することも
できます。
PWXPC は、初期化および終了リスタートトークンファイルのペアを 1 つ保持します。 ファイルのペアを複数
保持するには、ソース CDC 接続の［リスタートトークンファイルを保持するための実行数］オプションで 0 ま
たは 1 以外の値を指定します。
リスタートトークンファイルの履歴コピーを使用して、各抽出の開始リスタートポイントと終了リスタートポ
イントを特定できます。 セッションの開始から終了までの間の任意の時点から変更を再抽出するには、セッシ
ョンログの履歴コピーが必要です。
PWXPC は、リアルタイムフラッシュを発行してデータをターゲットにコミットするときに、メッセージ
PWXPC_10081 を発行します。 このメッセージには、その時点のリスタートトークンが表示されます。
PWXPC_10081 [INFO] [CDCDispatcher] raising real-time flush with restart tokens [<restart1_token>], [<restart2_token>] <because UOW Count [<n>] is reached.> | <because Real-time Flush Latency [<n>] occurred.>
特定のコミットポイントから抽出をリスタートするには、該当する 10081 メッセージに表示されているリスタ
ートトークンをリスタートトークンファイルに含めて、CDC セッションをコールドスタートします。 PWXPC
はリスタートトークンファイルの値を PowerExchange に渡し、PowerExchange はそのポイント以降のデー
タを抽出します。
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第  7  章

Flexible Target Key トランスフォ
ーメーション

この章では、以下の項目について説明します。
• フレキシブルターゲットキートランスフォーメーションの概要, 217 ページ
• PowerExchange 抽出マップの設定, 218 ページ
• フレキシブルターゲットキートランスフォーメーションを含むマッピングの設定, 219 ページ
• 複数のソースを含むフレキシブルターゲットキートランスフォーメーションの設定, 220 ページ

フレキシブルターゲットキートランスフォーメーションの概要
フレキシブルターゲットキーカスタムトランスフォーメーションは、PowerExchange Change Data Capture
ソース内の更新対象になる可能性があるカラムにデータターゲットのプライマリキーがマップされている場合
に対処するために開発されました。
フレキシブルターゲットキー機能が実装される前は、キーフィールドに対する変更を特定するには、変更スト
リーム内の操作前と操作後の画像の完全なレコードを渡す必要がありました。 大量のデータを対象としたセッ
ションの場合は、このオーバーヘッドが大きく影響する可能性があります。
ネットワークトラフィックを最小限に維持することを望むユーザーのために、PowerExchange は拡張され、
特定のフィールドにインジケータを追加できるようになりました。 このインジケータは、そのフィールドが変
更されたインスタンスを識別するインジケータで、「操作前の画像」フィールドと特定のフィールドの「変更イ
ンジケータ」の両方で構成されます。 この情報から、ターゲットに対して削除と挿入のペアを生成できます。
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以下の図にプロセスを示します。

COL1 は A から C に更新されます。PowerExchange リスナは、A の操作前の画像カラムの値と C の操作後の
画像カラムの値を PowerCenter に送信します。COL1 はターゲットテーブルのプライマリキーとしてマーキン
グされているので、Flexible Target Key トランスフォーメーションは更新を行 A の削除と行 C の挿入として処
理します。

PowerExchange 抽出マップの設定
ターゲットのプライマリキーとして使用するカラムの十分な情報が PowerCenter に渡されるようにするには、

「変更インジケータ」および「操作前の画像」フィールドを PowerExchange 抽出マップに関連付ける必要があ
ります。
PowerExchange 抽出マップを設定する手順
1. 操作前の画像と変更インジケータを追加するには、抽出グループを右クリックします。
2. 抽出グループを開きます。 
3. 抽出マップを開きます。マップを右クリックして［開く］を選択するか、抽出マップをダブルクリックし

ます。
4. 操作前の画像と変更インジケータを設定する必要があるカラムを右クリックします。
5. ［制御インジケータ/前のイメージの拡張の変更］を選択します。
6. 変更インジケータを設定するには、必要なカラムを選択して追加します。そのためには、カラムをダブル

クリックするか、強調表示して［追加］をクリックします。 
7. 必要なすべての変更インジケータを設定したら、［前のイメージ］タブをクリックします。
8. 操作前の画像を変更キャプチャデータに含める必要があるカラムに対して、上記の手順を繰り返します。

注: BI カラム名と CI カラム名は、これらの画面でシングルクリックして編集すると変更できます。 この章
の以降の節では、デフォルトの名前を使用します。
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フレキシブルターゲットキートランスフォーメーションを含むマッピングの設定
ここで、PowerExchange Change Data Capture（CDC）ソースをインポートする必要があります。 インポー
トには、PowerCenter Designer の Source Analyzer の［PowerExchange からインポート］オプションを使
用する必要があります。
CDC ソースをインポートしたら、ターゲット定義が必要になります。 PowerCenter Designer の Target 
Designer でインポートします。
以下の図に、DB2 データキャプチャソースを使用するソース CDC テーブルと DB2 ターゲットテーブルの構造
例を示します。

注: プレフィックスが付いた DTL_CI カラムと DTL_BI カラムはそれぞれ、変更インジケータと操作前の画像で
す。これらのカラムは、このフレキシブルトランスフォーメーションに必須です。DTL__CAPX カラムは
PowerExchange キャプチャカラムです。 
以下の図に、ターゲット DB2 テーブルの構造を示します。
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ソーステーブルにはプライマリキー CUSTOMER_ID があり、PARTNER_CUST_ID はテーブルの属性です。 ト
ランスフォーメーションによって、PARTNER_CUST_ID がプライマリキーで CUSTOMER_ID がそのテーブル
の属性であるターゲットテーブルにデータをロードします。
この場合、ソーステーブルで PARTNER_CUST_ID が変更される際は、ターゲットで削除と挿入が必要になり
ます。
PowerExchange CDC ソースとターゲットをマッピングにドラッグします。
注: 必要に応じて、BI カラムと CI カラムを含む任意の制御情報をターゲット定義で定義できます。 
フレキシブルターゲットキートランスフォーメーションを含むマッピングを設定する手順
1. ［トランスフォーメーション］オプションから［作成］を選択します。 
2. トランスフォーメーションタイプとして［フレキシブルターゲットキー］を選択し、［作成］をクリックし

ます。 
トランスフォーメーションがマッピングに挿入されます。

3. トランスフォーメーションに、ターゲットに必要なソースのカラムをリンクします。 
また、トランスフォーメーションには、PowerExchange で割り当てられた BI および CI インジケータも
必要になります。 最後のカラム DTL__CAPXACTION もトランスフォーメーションに追加する必要があり
ます。
BI カラムと CI カラムは Flexible トランスフォーメーションにリンクする必要があります。

4. 作成したトランスフォーメーションを右クリックします。 ［編集］を選択し、［ソースカラムマップ］タ
ブを選択します。 

5. 関連する操作前の画像と変更インジケータが割り当てられているカラムを追加します。 
ターゲットのプライマリキーに必要な場合は、複数のカラムをここに追加できます。

6. トランスフォーメーションをターゲットにリンクします。 
必要なデータカラムのみをトランスフォーメーションからターゲットにリンクします。 トランスフォーメ
ーションからターゲットへの CI カラムと BI カラムのリンクは存在しません。また、ターゲットで必要な
場合を除き、DTL__CAPXACTION カラムのリンクも存在しません。

7. 通常どおり、マッピングからワークフローを作成します。 
関連項目：
•「抽出マップ定義に関する作業」  (ページ 45)
•「PowerExchange 抽出マップの設定」  (ページ 218)
•「ソース定義とターゲット定義」  (ページ 25)

複数のソースを含むフレキシブルターゲットキートランスフォーメーションの設定
以下の例に、2 種類のレコードタイプを含む VSAM ファイルからキャプチャされた変更を単一の Flexible 
Target Key トランスフォーメーションで処理し、2 つの DB2 ターゲットテーブルに適用する方法を示します。
この例では、両方のレコードタイプに関連するレコード ID 値 test を割り当てるように VSAM データセットの
データマップが変更されていることを前提としています。 この例では、REC_TYPE が「A」のレコードと
REC_TYPE が「B」のレコードに対してデータマップが作成されています。 これらのデータマップは、それぞ
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れ ksdss1.ksdsm1 および ksdss2.ksdsm2 という名前です。 これらのデータマップは変更データキャプチャ対
象として登録されています。
1. BI および CI PowerExchange フィールドを抽出マップに割り当てます。 
2. ［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスを使用して、2 つの抽出マップをデータソースと

して PowerCenter Designer にインポートします。 
関連するデータターゲットをインポートします。 この例では、2 つの入力キャプチャストリームが 2 つの
個別の DB2 テーブルに書き込まれます。
以下の図はマッピングを示しています。

Flexible Target Key トランスフォーメーションには両方の PowerExchange ソースのカラムが含まれ、こ
れらのソースはそれぞれのターゲットテーブルにリンクしています。フレキシブルターゲットキートラン
ザクションには入力グループと出力グループが含まれています。 入力グループと出力グループは、トラン
スフォーメーションの作成時に追加されます。
各ソースに後続の入力グループと出力グループが必要になります。 これらのグループは、トランスフォー
メーションの編集時に［ポート］タブを選択し、［入力グループの作成］ボタンおよび［出力グループの作
成］ボタンを使用すると追加されます。

3. マッピングを検証する前に、操作前の画像と変更インジケータをポートに割り当てる必要があります。 
関連項目：
•「PowerExchange 抽出マップの設定」  (ページ 218)
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パート III: PowerExchange ODBC
この部には、以下の章があります。
• PowerExchange ODBC のインストール, 223 ページ
• PowerExchange ODBC のマッピングに関する作業, 226 ページ
• PowerExchange ODBC の接続の設定, 230 ページ
• PowerExchange ODBC のセッションに関する作業, 233 ページ
• PowerExchange のリスタートおよびリカバリ, 237 ページ
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第  8  章

PowerExchange ODBC のインス
トール

この章では、以下の項目について説明します。
• PowerExchange ODBC のインストールの概要, 223 ページ
• PowerExchange 構成ファイルの変更, 223 ページ
• ODBC データソースの作成, 224 ページ

PowerExchange ODBC のインストールの概要
PowerCenter で PowerExchange ODBC 接続を使用する前に、PowerCenter Client マシンと PowerCenter
統合サービスマシンに PowerExchange をインストールして設定します。また、Windows に PowerExchange 
ODBC ドライバをインストールします。
PowerExchange のインストールと設定が完了すると、PowerExchange ODBC データソースを作成できます。
注: PowerCenter から PowerExchange に接続する場合は、PowerExchange ODBC ではなく PWXPC を使用
することをお勧めします。PWXPC には追加機能があり、パフォーマンスが向上し、CDC の優れたリカバリお
よびリスタートを利用することができます。 
PowerExchange ODBC の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してくださ
い。

PowerExchange 構成ファイルの変更
PowerCenter 統合サービスマシンと Client マシンの PowerExchange 構成ファイル dbmover.cfg で、
PowerExchange リスナのノードを定義する必要があります。 ソースまたはターゲットのデータベースまたは
ファイルにアクセスするリスナと通信するために PowerExchange が使用する情報を NODE 文に指定します。
注: データが PowerCenter 統合サービスと同じマシンに存在する場合は、PowerExchange ローカルモードを
使用することもできます。 ローカルモードでは、PowerExchange Listener は必要ありません。 ローカルモー
ドを使用する場合、ODBC データソースの［場所］プロパティまたは LOCATION パラメータで［ローカル］を
指定します。PowerExchange の dbmover.cfg ファイルを更新する必要はありません。 
32 ビットの Windows システムではローカルモードを使用できません。
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ODBC データソースの作成
PowerCenter Client マシンと PowerCenter 統合サービスマシンで ODBC データソースを作成します。
PowerCenter Client マシンで ODBC データソースを作成し、PowerCenter が PowerExchange ソースおよび
ターゲットのメタデータをインポートでき、ユーザーが PowerCenter からのデータをプレビューできるよう
にします。
PowerCenter 統合サービスを実行しているマシンで ODBC データソースを作成し、PowerCenter ワークフロ
ーで PowerExchange リスナに接続し、PowerExchange ソースまたはターゲットのデータを抽出できるよう
にします。

Windows 上での ODBC データソースの作成
Windows 上に PowerExchange Client と PowerExchange 統合サービス（Windows で実行される場合）用の
PowerExchange ODBC データソースを作成します。ODBC データソースアドミニストレータを使用します。
1. ［ODBC データソースアドミニストレータ］を起動するには、以下のアクションのいずれかを実行します。 

• Windows 32 ビットシステムに 32 ビットデータソースを作成するか、Windows 64 ビットシステムに
64 ビットデータソースを作成する予定の場合は、［コントロールパネル］を開いて、［管理ツール］を
クリックします。［データソース（ODBC）］をダブルクリックします。

• Windows 64 ビットシステムに 32 ビットデータソースを作成する予定の場合は、コマンドプロンプト
で次のコマンドを入力します。
%windir%\SysWOW64\odbcad32.exe
Windows 64 ビットシステムに、32 ビットアプリケーションである PowerCenter Client をインストー
ルした場合は、このコマンドを入力します。

［ODBC データソースアドミニストレータ］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［システム DSN］タブで、［追加］をクリックします。 
3. データソースの新規作成ウィザードで、使用可能なドライバのリストから［Informatica PowerExchange

ドライバ］を選択し、［完了］をクリックします。 
このドライバが使用可能でない場合は、『PowerExchange インストール&アップグレードガイド』を参照
してください。

［PowerExchange データソース］ダイアログボックスが表示されます。
4. ［PowerExchange データソース］タブで、ODBC データソースを定義します。 

選択したデータソースタイプ用に表示されるすべてのプロパティの値を入力します。
5. ［全般］タブで、データソースタイプに依存しないオプションの情報を入力します。 
6. 該当する［プロパティ］タブで、データソースタイプまたはアクセス方式に固有のプロパティを入力しま

す。 
以下の表に、データソース別またはアクセスタイプ別に情報を入力するタブを示します。

データソースまたはアクセスタイプ ［プロパティ］タブ
CAPX ［CAPX プロパティ］タブ
CAPXRT ［CAPXRT プロパティ］タブ
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データソースまたはアクセスタイプ ［プロパティ］タブ
DB2 for i5/OS ［AS/400 プロパティ］タブ
DB2 for z/OS ［DB2/S390 バルクロードプロパティ］タブ

7. ［OK］をクリックします。 
［システム DSN］タブの［システムデータソース］リストに ODBC データソースが表示されます。

8. ［OK］をクリックします。 
詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。

Linux または UNIX 上での PowerExchange ODBC データソースの作成
PowerCenter 統合サービスを Linux または UNIX マシンで実行する場合、そのマシン上に PowerExchange 
ODBC データソースを作成します。データソースを作成するには、該当する odbc.ini ファイルを更新します。
odbc.ini ファイルのデータソースエントリの形式は以下のとおりです。
[data_source_name]DRIVER=PowerExchange_full_install_path/libdtlodbc.sl DESCRIPTION='descriptive_text'LOCATION=data_source_node_from_dbmover.cfg DBTYPE=access_method_for_file_or_database…   (other ODBC parameters as appropriate) 
odbc.ini ファイルで定義したデータソース名は、PowerCenter の ODBC 接続の［接続文字列］属性で指定さ
れます。この接続文字列は、PowerExchange ODBC ドライバをロードし、データを抽出またはロードするた
めに指定された場所に接続するために使用されます。
詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してください。
関連項目：
•「Windows 上での ODBC データソースの作成」  (ページ 224)
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第  9  章

PowerExchange ODBC のマッピ
ングに関する作業

この章では、以下の項目について説明します。
• PowerExchange ODBC のマッピングに関する作業の概要, 226 ページ
• PowerExchange バッチ（ODBC）のソース定義とターゲット定義に関する作業, 227 ページ
• PowerExchange 変更またはリアルタイム（ODBC）のソース定義に関する作業, 228 ページ

PowerExchange ODBC のマッピングに関する作業の概要
マッピングとは、ソース定義とターゲット定義が、データトランスフォーメーションの規則を定義するトラン
スフォーメーション定義によりリンクされているものです。マッピングは、ソースとターゲットの間のデータ
フローを表します。
ソース定義およびターゲット定義は、ソースおよびターゲットのメタデータを表します。ソース定義を作成す
る場合、その構造は、そのソース定義が表すソースのタイプによって異なります。
• 非リレーショナルソースの場合は、複数グループのソース定義が必要です。
• リレーショナルソースの場合は、単一グループのソース定義を使用します。
ソース定義のソース修飾子も、ソース定義のタイプによって構造が異なります。
ソース定義またはターゲット定義を作成したら、マッピングに追加して、ソースからのデータ抽出またはター
ゲットへのデータロードを行えるようにします。 ソースデータの抽出は、バッチモード、変更モード、または
リアルタイムモードで実行できます。1 つのソース定義と 1 つのマッピングを、すべてのモードで使用できま
す。
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関連項目：
•「PowerExchange ODBC ドライバ」  (ページ 18)

PowerExchange バッチ（ODBC）のソース定義とターゲット定義に関する作業
PowerExchange ODBC では、VSAM およびシーケンシャルデータセット（フラットファイル）、Adabas、
DataCom、DB2、IDMS、または IMS データベースにアクセスするためにソース定義またはターゲット定義を
作成できます。 ソース定義とターゲット定義は、データベースタイプに関係なく同様に作成します。 作成した
ソース定義またはターゲット定義は編集できます。
非リレーショナルソースの場合、インポートされるメタデータは、PowerExchange Navigator を介して作成
された PowerExchange データマップから取得されます。 DB2 for z/OS および DB2 for i5/OS の場合、メタデ
ータは DB2 カタログから直接取得されるか、PowerExchange データマップから取得されます。

PowerExchange ODBC のソース定義またはターゲット定義のインポート
ソース定義またはターゲット定義をインポートするには、ODBC を使用して PowerExchange リスナに接続し
ます。 Designer で ODBC 接続を使用してデータマップをインポートする前に、PowerExchange リスナにデ
ータマップを送信する必要があります。
PowerExchange リスナに接続すると、スキーマとテーブルのリストが表示されます。 ソースまたはターゲッ
トに接続する前に、スキーマ名を基準としてリストをフィルタ処理できます。 リストからテーブルを選択し
て、ソース定義またはターゲット定義を作成します。
DB2 for z/OS または DB2 for i5/OS のソース定義を PowerExchange リスナを通じてインポートすると、
Designer がプライマリキーをインポートします。
1. ソース定義をインポートする場合は、Source Analyzer で［ソース］ > ［データベースからインポート］

をクリックします。 ターゲット定義をインポートするには、Target Designer で［ターゲット］ > ［デー
タベースからインポート］をクリックします。 

［テーブルのインポート］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［オーナー名］フィールドにフィルタ条件を入力して、取得したオブジェクトのリストを絞り込みます。 

非リレーショナルのソースまたはターゲットの PowerExchange データマップをインポートする場合は、
オーナー名がデータマップのスキーマ名で、ODBC データソースの DB タイプが NRDB または NRDB2 で
あることを確認します。 DB2 for z/OS または DB2 for i5/OS のソースまたはターゲットで DB2 カタログ
を使用する場合は、オーナーが DB2 テーブルのオーナーで、DB タイプが DB2 または DB2400C であるこ
とを確認します。
注: NRDB と NRDB2 の違いは、データを抽出またはロードするために SQL 文内のテーブルで使用される
命名形式が 3 階層式か 2 階層式かという点だけです。
schema.mapname.table for NRDB 
schema.mapname_table for NRDB2
ODBC のデータソースまたはデータターゲットが、PowerExchange DBMOVER 構成ファイルでセキュリ
ティが SECURITY=(1,x)または(2,x)に設定されている PowerExchange で実行している PowerExchange
リスナを参照する場合は、有効なユーザー ID およびパスワードを指定する必要があります。 i5/OS また
は z/OS のデータソースまたはデータターゲットの場合は、パスワードではなく有効な PowerExchange
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パスフレーズを入力できます。 i5/OS のパスフレーズは、9～31 文字の長さで指定できます。 z/OS のパ
スフレーズは、9～79 文字の長さで指定できます。 パスフレーズには、大文字、小文字、数値、スペー
ス、および以下の特殊文字を使用できます。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 最初の文字はアポストロフィです。

3. ［接続］をクリックします。 
4. インポートするテーブルを選択します（複数可）。 複数のテーブルを選択するには Shift キーまたは Ctrl

キーを使用するか、または［すべて選択］をクリックします。 
5. ［OK］をクリックします。 

ソース定義またはターゲット定義が表示されます。
6. ［リポジトリ］ > ［保存］をクリックします。 

PowerExchange 変更またはリアルタイム（ODBC）のソース定義に関する作業
PowerExchange ODBC では、CICS/VSAM を含む VSAM データセット、ADABAS、Datacom、DB2、IDMS、
IMS、MSSQL Server、および Oracle データベースの変更データにアクセスするためにソース定義を作成でき
ます。

PowerExchange ODBC の変更データキャプチャソース定義のインポート
PowerExchange 抽出マップをインポートして、PowerExchange ODBC 接続を使用する CDC ソースのソース
定義を作成できます。
PowerExchange Navigator でキャプチャ登録を作成する際に、対応する抽出マップが自動的に生成されま
す。 抽出マップは手動で作成することもできます。
1. Source Analyzer で［ソース］ > ［データベースからインポート］をクリックします。 

［テーブルのインポート］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［オーナー名］フィールドにフィルタ条件を入力して、取得したオブジェクトのリストを絞り込みます。 

PowerExchange 抽出マップでは、オーナーは抽出マップ名の最初の修飾子です。 抽出マップ名の形式は
次のとおりです。
DNinstance.regname_TABLENAME
説明:
• 先頭の D は、デフォルトエントリであることを表します（ユーザーが変更したマップは U で始まりま

す）。
• N は、データベース固有の識別子です（DB2 for z/OS の場合は 1、IMS の場合は 2、DB2 for i5/OS の

場合は 3 など）。
• instance は、ソース登録で選択されたインスタンス名です。
• regname は、ソース登録で選択された登録名です。
例えば、DB2 for z/OS 抽出マップ名は d1dsn9.testdb2_KJM723TB のようになります。
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抽出マップをインポートして CDC ソース定義を作成する際に、ODBC データソースの DB タイプは CAPX
または CAPXRT である必要があります。 これらの DB タイプの値は、データマップではなく抽出マップを
選択するように PowerExchange リスナに指示します。
ODBC データソースが、DBMOVER 構成ファイルでセキュリティが SECURITY=(1,x)または(2,x)に設定さ
れている PowerExchange で実行している PowerExchange リスナを参照する場合は、有効なユーザー ID
およびパスワードを指定する必要があります。 i5/OS または z/OS のデータソースの場合は、パスワード
ではなく有効な PowerExchange パスフレーズを入力できます。 i5/OS のパスフレーズは、9～31 文字の
長さで指定できます。 z/OS のパスフレーズは、9～79 文字の長さで指定できます。 パスフレーズには、
大文字、小文字、数値、スペース、および以下の特殊文字を使用できます。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 最初の文字はアポストロフィです。

3. ［接続］をクリックします。 
4. インポートするテーブルを選択します（複数可）。 

複数のテーブルを選択するには Shift キーまたは Ctrl キーを使用するか、または［すべて選択］をクリッ
クします。

5. ［OK］をクリックします。 
ソース定義が表示されます。

6. ［リポジトリ］ > ［保存］をクリックします。 
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第  1 0  章

PowerExchange ODBC の接続の
設定

この章では、以下の項目について説明します。
• PowerExchange ODBC の接続の設定の概要, 230 ページ
• PowerExchange ODBC の接続に関する作業, 230 ページ

PowerExchange ODBC の接続の設定の概要
セッションで PowerCenter からソースまたはターゲットにアクセスするには、事前に Workflow Manager で
接続を設定しておく必要があります。 データベースの読み取りまたは書き込みセッションを作成または変更す
る場合は、設定済みのソースおよびターゲットデータベースのみを選択できます。接続はリポジトリに保存さ
れます。PowerExchange ODBC の場合は、リレーショナルデータベース接続を設定します。
PowerExchange ODBC の詳細については、『PowerExchange リファレンスマニュアル』を参照してくださ
い。

PowerExchange ODBC の接続に関する作業
この節では、データの抽出とロードに使用される接続タイプ、および接続属性を設定する方法について説明し
ます。

PowerExchange ODBC のソースデータ抽出用の接続の種類
設定する接続タイプは、抽出モードによりますが、ソースタイプには依存しません。ただし、複数のリスナと
プラットフォーム固有のパラメータが存在する場合、[接続文字列]で使用される ODBC データソースはソース
タイプの影響を受けます。
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次の表に、抽出モードを基に作成する接続タイプを示します。

抽出モード アプリケーション接続またはリレ
ーショナルデータベース接続

接続タイプ

バッチモード（非リレーシ
ョナルデータマップ）

リレーショナル接続 NRDB および NRDB2 データソースと
の ODBC

バッチモード（リレーショ
ナル）

リレーショナル接続 適切なデータベースタイプ（DB2、
DB2400C、ADAUNLD など）のデータ
ソースとの ODBC

変更モード リレーショナルデータベース接続 CAPX データソースとの ODBC
リアルタイムモード リレーショナルデータベース接続 CAPXRT データソースとの ODBC

PowerExchange ODBC のターゲットデータロード用の接続の種類
データを PowerExchange ターゲットにロードする場合、ターゲット接続はすべてリレーショナルデータベー
ス接続です。
以下の表に、ターゲットデータベースタイプとその機能を示します。

データベースタイプ（アクセス方式） 挿入 更新 削除
Adabas はい はい はい
Datacom いいえ いいえ いいえ
DB2 (DB2) はい はい はい
DB2 (DB2400C) いいえ いいえ いいえ
IDMS いいえ いいえ いいえ
IMS はい はい はい
シーケンシャル（NRDB/NRDB2） はい いいえ いいえ
VSAM-KSDS（NRDB/NRDB2） はい はい はい
VSAM-ESDS（NRDB/NRDB2） はい いいえ いいえ
VSAM-RRDS（NRDB/NRDB2） はい いいえ いいえ

PowerExchange ODBC の接続属性の設定
ODBC 接続を使用する場合、属性の大半を PowerCenter の接続ではなく ODBC データのソースまたはターゲ
ットで指定します。
Workflow Manager で、ソースとターゲットの ODBC 接続をサブタイプが ODBC のリレーショナル接続として
定義します。 データソースでは、ODBC 接続の定義処理はバッチ、変更、およびリアルタイム処理と同じで
す。 これらの接続の相違点は、ODBC データソースであるということだけです。
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以下の表に、ODBC リレーショナル接続の［接続オブジェクト定義］ダイアログボックスの接続属性を示しま
す。

接続属性 必須ま
たはオ
プショ
ン

説明

名前 必須 リレーショナルデータベース接続の名前。
ユーザー名 必須 データのソースまたはターゲットにアクセスするために使用するユーザー名。
パスワード 必須 指定したユーザーのパスワード。

i5/OS または z/OS のソースまたはターゲットに接続する場合は、パスワードで
はなく有効な PowerExchange パスフレーズを入力できます。 i5/OS のパスフレ
ーズは、9～31 文字の長さで指定できます。 ODBC を使用する場合、z/OS のパ
スフレーズは、9～79 文字の長さで指定できます。 パスフレーズには次の文字を
含めることができます。
- 大文字および小文字
- 0～9 の数字
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 最初の文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、通貨記号を含めることはでき
ません。
z/OS では、IBM IRRPHREX exit に指定できる文字は、PowerExchange パスフレ
ーズに指定できる文字に影響しません。
注: z/OS で有効な RACF パスフレーズの最大長は 100 文字です。PowerExchange
は、検証のために RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超えるパスフレ
ーズを切り捨てます。
パスフレーズを使用するには、DBMOVER メンバのセキュリティ設定を
SECURITY=(1,N)以上にして PowerExchange リスナを実行します。 詳細について
は、『PowerExchange リファレンスマニュアル』の「SECURITY 文」を参照して
ください。

接続文字列 必須 ODBC データのソースまたはターゲットの名前。
コードペー
ジ

必須 データソースからデータを抽出するために PowerCenter 統合サービスが使用す
るコードページ。

接続環境
SQL

オプシ
ョン

各データベース接続で SQL コマンドを実行します。 デフォルトでは無効になっ
ています。
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第  1 1  章

PowerExchange ODBC のセッシ
ョンに関する作業

この章では、以下の項目について説明します。
• PowerExchange ODBC のセッションに関する作業の概要, 233 ページ
• バッチモードでの PowerExchange からのデータ抽出（ODBC）, 234 ページ
• 変更およびリアルタイムモードでの PowerExchange からのデータ抽出（ODBC）, 235 ページ
• PowerExchange ターゲットにデータをロードするセッションの設定（ODBC）, 236 ページ

PowerExchange ODBC のセッションに関する作業の概要
PowerCenter Designer でマッピングを作成後、セッションを作成することができます。また、このセッショ
ンをワークフローで使えば、データの抽出、トランスフォーメーション、およびロードができます。 セッショ
ンとワークフローは Workflow Manager で作成します。
ワークフローでセッションを作成して、バッチ、変更、またはリアルタイムモードでデータを抽出することが
できます。セッションを設定するときに、PowerCenter Integration Service でのデータ抽出方法を指定しま
す。 セッションを作成して、データをターゲットにロードすることもできます。
ワークフローを設定したら、ワークフローをスケジュールする必要があります。

PowerExchange ODBC のパイプラインのパーティション化
ソースまたはターゲットデータベースに応じて、パイプライン内のパーティション数を増やしてセッションの
パフォーマンスを向上させることができます。パーティションの数を増やすことにより、PowerCenter 
Integration Service でソースおよびターゲットへの複数の接続が作成され、データのパーティションを同時に
処理できるようになります。 データの処理中、パーティションのデータ処理速度が異なるために、データ処理
の順序が乱れる場合があります。
ワークフローにセッションを作成するときに、Workflow Manager は、マッピング内の各パイプラインにパー
ティションがないかどうかを検査します。PowerCenter Integration Service により、パーティション化され
たデータが処理される際に、データの一貫性が保持される場合、パイプラインに複数のパーティションを指定
することができます。
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PowerExchange ODBC のソースデータ抽出用のパーティションの種類
ソースデータを読み取るセッションを設定する場合、セッションがバッチモードのときはパーティション化を
使用できます。
以下の表に、バッチモードでソースデータを抽出する場合のパーティションポイントのパーティションの種類
についての説明を示します。

ソースタイプ パーティションポイント パーティションの種類
非リレーショナル アプリケーションマルチグループソース修飾子 パススルー
リレーショナル ソース修飾子 キー範囲

パススルー

PowerExchange ODBC のターゲットデータロード用のパーティションの種類
DB2 for z/OS および DB2 for i5/OS ターゲットにデータを書き込むセッションを設定する場合は、すべての種
類のパーティションを指定できます。

バッチモードでの PowerExchange からのデータ抽出（ODBC）
バッチモードでデータを抽出するには、該当する ODBC リレーショナル接続を選択し、セッションプロパティ
を設定する必要があります。 選択する接続と設定するセッションプロパティは、ソースデータの種類によって
異なります。

非リレーショナルバッチモードセッションのプロパティの設定（ODBC）
非リレーショナルソースのリレーショナル接続は、DB の種類が NRDB または NRDB2 である ODBC データソ
ースを指す必要があります。 ソースをインポートしたときに使用した DB と同じ種類の DB との接続を使用す
る必要があります。 つまり、NRDB を使用してソースマッピングをインポートした場合は、セッション接続で
NRDB2 ではなく NRDB ODBC 接続を使用します。
注: NRDB と NRDB2 の違いは、データを抽出またはロードするために SQL 文で使用される命名規則が 3 階層
式か 2 階層式かという点だけです。 PowerExchange でマップされている非リレーショナルソースおよびター
ゲットを、NRDB または NRDB2 と呼ぶことができます。 形式は次のとおりです。 
• NRDB:schema.datamapname.table
• NRDB2:schema.datamapname_table
非リレーショナルバッチモードセッションのプロパティを設定する手順
1. Task Developer で、非リレーショナルソースを含むセッションをダブルクリックして、セッションプロ

パティを開きます。 
2. ［マッピング］タブの［ソース］ビューをクリックします。 
3. ［リーダー］設定の［リーダー］フィールドで、［リレーショナルリーダー］が選択されていることを確認

します。 
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4. ［接続値］フィールドで、非リレーショナル ODBC 接続（NRDB または NRDB2）を選択します。 
5. ［プロパティ］設定で、［オーナー名］属性を設定します。 

実行時に SQL 文を正しく作成するために、少なくとも、PowerExchange データマップのスキーマ名、ま
たはソースマッピングの編集時に表示されるオーナー名を指定する必要があります。 この属性フィールド
では PowerExchange SQL エスケープシーケンスも指定でき、データマップの指定をオーバーライドする
ことができます。
使用可能な SQL エスケープシーケンスのリストについては、『PowerExchange リファレンスマニュアル』
を参照してください。
以下に、［オーナー名］属性でソースのスキーマ名（seq）およびデータマップ内の物理ファイル名のオー
バーライド（dtldsn=new.dataset.name）を設定する例を示します。
seq{dtldsn=new.dataset.name}
注: SQL エスケープシーケンスとオーナー名は、属性フィールドに任意の順序で指定できます。 

6. ［OK］をクリックします。 

リレーショナルバッチモードセッションのプロパティの設定（ODBC）
バッチモードでリレーショナルソースからデータを抽出するには、該当する ODBC リレーショナル接続を選択
し、セッションプロパティを設定する必要があります。 リレーショナル接続は、DB の種類がソース（DB2、
DB2400C、DB2UDB、MSSQL、または Oracle）である ODBC データソースを指す必要があります。 その後、
他の PowerExchange ODBC ソースの場合と同じようにセッションプロパティを設定することができます。
リレーショナルバッチモードセッションのプロパティを設定する手順
1. Task Developer で、リレーショナルソースを含むセッションをダブルクリックして、セッションプロパ

ティを開きます。 
［マッピング］タブの［ソース］ビューをクリックします。

2. ［リーダー］設定の［リーダー］フィールドで、［リレーショナルリーダー］が選択されていることを確認
します。 

3. ［接続値］フィールドで、該当するリレーショナル ODBC 接続を選択します。 
4. ［プロパティ］設定で、［オーナー名］属性を設定します。 

実行時に SQL 文を正しく作成するために、少なくとも、ソーステーブルのオーナー名を指定する必要があ
ります。 ただし、ソースマッピングでオーナー名を指定した場合は、ここでは指定しないでください。

5. ［OK］をクリックします。 

変更およびリアルタイムモードでの PowerExchangeからのデータ抽出（ODBC）
変更およびリアルタイムモードでデータを抽出するには、ODBC リレーショナル接続を選択し、セッションプ
ロパティを設定する必要があります。 変更モードの場合に選択する接続は、DB の種類が CAPX である ODBC
データソースを参照する必要があり、リアルタイムモード接続は、DB の種類が CAPXRT である ODBC データ
ソースを参照する必要があります。
ODBC を使用して変更モードまたはリアルタイムモードで PowerExchange からデータを抽出する場合、リス
タートは PowerExchange 内から処理されます。
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変更およびリアルタイムモードセッションのプロパティの設定（ODBC）
変更モードまたはリアルタイムモードのセッションを設定するには、次の手順を実行します。
1. Task Developer で、リレーショナルソースを含むセッションをダブルクリックして、セッションプロパ

ティを開きます。 
2. ［マッピング］タブの［ソース］ビューをクリックします。 
3. ［リーダー］設定の［リーダー］フィールドで、［リレーショナルリーダー］が選択されていることを確認

します。 
4. ［接続値］フィールドで、DB の種類が CAPX（変更の場合）または CAPXRT（リアルタイムの場合）であ

り、該当する場所の値を持つ ODBC データソースを指す接続を選択します。 
5. ［プロパティ］設定で、［オーナー名］属性を設定します。 

実行時に SQL 文を正しく作成するために、少なくとも、ソース抽出マップのスキーマ名を指定する必要が
あります。 この名前は、PowerExchange Navigator に表示される抽出マップ名の最初の修飾子です。 こ
の名前は、ソースマッピングのオーナー名を確認して特定することもできます。 この属性フィールドでは
PowerExchange SQL エスケープシーケンスも指定でき、データマップの指定をオーバーライドすること
ができます。 使用可能な SQL エスケープシーケンスの完全なリストについては、『PowerExchange リフ
ァレンスマニュアル』を参照してください。
以下に、［オーナー名］属性でソースのスキーマ名（d6vsam）および ODBC データソースの DBQual2/

［アプリケーション名］フィールドで指定されているアプリケーション名のオーバーライド
（dtlapp=new_appname）を設定する例を示します。
{dtlapp=new_appname}d6vsam
注: SQL エスケープシーケンスとオーナー名は、属性フィールドに任意の順序で指定できます。 

6. ［OK］をクリックします。 

PowerExchange ターゲットにデータをロードするセッションの設定（ODBC）
データを PowerExchange ターゲットにロードするには、リレーショナルデータベース接続を選択する必要が
あります。 その後、他のリレーショナルターゲットの場合と同じようにセッションのプロパティを設定しま
す。
PowerExchange ターゲットにデータをロードするセッションを設定する手順
1. Task Developer で、リレーショナルソースを含むセッションをダブルクリックして、セッションプロパ

ティを開きます。 
2. ［マッピング］タブの［ターゲット］ビューをクリックします。 
3. ［ライタ］設定で、［リレーショナルライタ］が選択されていることを確認します。 
4. ［接続値］フィールドで、該当する DB の種類と場所の値を持つ ODBC データソースを指す接続を選択し

ます。 
5. ［プロパティ］設定で、［テーブル名の接頭語］属性を設定します。 

実行時に SQL 文を正しく作成するために、少なくとも、ターゲットテーブル（リレーショナルの場合）ま
たは PowerExchange データマップ（非リレーショナルの場合）のスキーマ名を指定する必要がありま
す。

6. ［OK］をクリックします。 
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第  1 2  章

PowerExchange のリスタートお
よびリカバリ

この章では、以下の項目について説明します。
• PowerExchange のリスタートおよびリカバリの概要, 237 ページ
• PowerExchange ODBC でのリスタートおよびリカバリ, 237 ページ

PowerExchange のリスタートおよびリカバリの概要
PowerExchange 変更またはリアルタイムを使用してセッションとワークフローを設計および設定するときに
は、リカバリおよびリスタートについて考慮する必要があります。 考慮事項は、セッションで
PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）を使用するか PowerExchange ODBC を使用するかによ
って異なります。 これは主に、リスタート情報の保存場所が異なるためです。
PowerExchange ODBC では、リスタート情報は、接続で指定されたアプリケーション名を使用して、
PowerExchange Listener プラットフォーム上の内部変更情報ファイル（CDEP）で制御および保持されます。

PowerExchange ODBC でのリスタートおよびリカバリ
PowerExchange ODBC では、CDEP ファイルのアプリケーション名に関連付けられたリスタートトークンを
使用して、セッション用の開始抽出ポイントを決定します。使用される CDEP ファイルは、抽出の対象のプラ
ットフォームで PowerExchange によって保持されているファイルです。 CDEP ファイルには、各抽出の開始
リスタートトークンと終了リスタートトークンの両方が含まれます。 これが、リスタートトークンファイルに
終了リスタートトークンのみが保持される PWXPC とは異なる点です。
リスタートトークンにより、ソースデータベースの変更データが抽出されるベースラインポイントが決定され
ます。 ODBC を使用する場合は開始リスタートトークンと終了リスタートトークンの両方を使用できるため、
リスタートにどちらのトークンを使用するかが抽出タイプによって決定されます。 抽出タイプは、ODBC 接続
の CAPXTYPE パラメータで指定されています。 これは、SQL エスケープシーケンス DTLXTYPE を使用してセ
ッションレベルでオーバーライドできます。
指定されている抽出タイプが Since Last（SL）の場合、抽出は前回正常に処理された終了ポイントから開始さ
れます。 抽出タイプが Restart（RS）の場合、抽出は、前回実行されて正常に処理された抽出の開始ポイン
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ト、または PowerExchange Navigator の抽出アプリケーションダイアログボックスの［開始ポイントのリセ
ット］で指定されている開始ポイントから開始されます。
注: 複数のセッション間で CDEP に競合が生じないようにするために、セッションごとに一意のアプリケーシ
ョン名を使用する必要があります。 
抽出の CDEP 情報は、セッションが正常に終了したときにのみ更新されます。 セッションが失敗した場合、
CDEP のリスタートトークン情報はそれまでの進捗状況によって更新されません。
警告: : 失敗したセッションがリスタートされると、（指定されている CAPXTYPE に基づいて）前回正常に処理
されたセッションからデータが抽出されます。 つまり、重複する変更がターゲットに送信される可能性があり
ます。 失敗した場合は、セッションをリスタートする前にリスタートポイントと一致するようにターゲットを
復元するか、レコードが重複する可能性に対処するように PowerCenter セッションを設計する必要がありま
す。

PowerExchange ODBC でのリスタートトークンの管理
ソースプラットフォーム上の PowerExchange は、セッションに含まれているソースごとに CDEP からリスタ
ートトークンを読み取ります。 新しいアプリケーション名を使用して初めてセッションを実行するとき、その
エントリがまだ存在しない場合は CDEP に自動的に作成されます。
アプリケーション名が CDEP にすでに存在する場合、PowerExchange は該当するリスタートトークンを使用
して変更ストリームからの抽出を開始します。 使用されるリスタートトークンは、抽出タイプ（SL または
RS）、および前回の実行以降に DTLUAPPL によって新しいトークンが提供されているかどうかによって異なり
ます。 DTLUAPPL によって新しいトークンが提供されている場合は、抽出タイプに関係なくそのトークンが使
用されます。
より新しいリスタートポイントを持つソースが含まれている場合は、そのリスタートポイントに到達するまで
変更ストリームのレコードはソースに提供されません。 これにより、前回の抽出の実行で処理されたレコード
がソースに渡されることを回避できます。
セッションが正常に完了したら、PowerExchange は終了リスタートトークンを基に CDEP を更新します。

CDEP リスタートトークンの例
以下の例に、DB2 ソース DB2DEMO1、DB2DEMO2、および DB2DEMO3 のリスタートトークンファイルを含
むアプリケーションの CDEP のリスタートトークンの内容を示します。
Application name=<odbc_db2demo13ac> Rsttkn=<3>  Ainseq=<0> Preconfig=< >            FirstTkn  =<D2D1D4D340400000003ED5D600000000>            LastTkn   =<D2D1D4D340400000003ED5D600000000>            CurrentTkn=<>     Registration name=<db2demo1.1> tag=<DB2DSN7db2demo11>                  Sequence=<000007337D8A00000000000007337D8A00000000>                  Restart =<D2D1D4D34040000007337D0200000000>     Registration name=<db2demo2.1> tag=<DB2DSN7db2demo21>                  Sequence=<000007337D8A00000000000007337D8A00000000>                  Restart =<D2D1D4D34040000007337D0200000000>     Registration name=<db2demo3.1> tag=<DB2DSN7db2demo31>                  Sequence=<000007337D8A00000000000007337D8A00000000>                  Restart =<D2D1D4D34040000007337D0200000000>
アプリケーション名 odbc_db2demo13ac は、RSTTKN GENERATE を指定した DTLUAPPL を使用して作成さ
れたものです。 以下に、制御カードの例を示します。
mod  APPL odbc_db2demo13ac DSN7 RSTTKN GENERATE   add rsttkn db2demo1   add rsttkn db2demo2   add rsttkn db2demo3end APPL odbc_db2demo13acprint appl odbc_db2demo13ac 
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新しいアプリケーション名の場合は、ADD APPL または MOD APPL を使用できます。MOD APPL DTLUAPPL
を使用すると、アプリケーション名がまだ存在しない場合は作成されます。
DTLUAPPL によって新しいリスタートトークンが提供されたら、このアプリケーション名を使用するセッショ
ンを開始でき、このリスタートトークンが使用されます。
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付 録  A

PowerCenter 用の
PowerExchange インタフェース
のヒント

この付録では、以下の項目について説明します。
• Designer でのソースのマップタイプ別の整理, 240 ページ
• PWXPC でのソースデータのフィルタリング, 241 ページ
• MVS バッチジョブをサブミットするための DTLREXE, 243 ページ
• Pre-SQL 文および Post-SQL 文を使用したファイルおよびテーブルの管理, 244 ページ

Designer でのソースのマップタイプ別の整理
PWXPC を使用して PowerCenter Designer の Source Analyzer にインポートしたソースメタデータは、ソー
スタイプと場所に基づいてサブフォルダに格納されます。 ユーザーはサブフォルダ名を選択できず、それらの
サブフォルダ内のテーブル名は一意である必要があります。
PWXPC の［PowerExchange からインポート］ダイアログボックスでは、これらのフォルダ名の形式は
<source_type_location>です。 source_type の値は、［PowerExchange からインポート］ダイアログボック
スで指定されている［ソースタイプ］と同じです。 location の値は、［PowerExchange からインポート］ダ
イアログボックスで指定されている［場所］と同じで、PowerExchange dbmover.cfg ファイルでユーザーが
指定した名前です。
例えば、場所が MVS2 でソースタイプが IMS の場合、フォルダは IMS_MVS2 という名前になります。 その場
所からインポートしたすべての IMS ソースがそのフォルダに格納されます。 Designer でのソースメタデータ
の整理方法として、場所に割り当てた名前を使用することができます。
PowerExchange データマップとそのデータマップから作成した抽出マップ（CDC データマップ）の両方で、
スキーマ名は異なるがマップ名は同じになる場合がある非リレーショナルソースタイプがいくつかあります。
説明のために、以下の情報を使用して IMS データベースの PowerExchange データマップを作成すると仮定し
ます。
• IMS データベース名は IMS1T01 です。 この名前が PowerExchange データマップ名として使用されます。
• そのデータベース内のセグメントが、IMSSEG1 というデータマップ内のテーブルになります。
• データマップの作成時に使用される PowerExchange スキーマ名は IMS です。
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PowerExchange マップ名（NRDB2 形式）は以下のように構成されます。

      schema_name.datamap_name_table_name
この例では、PowerExchange データマップ名は IMS.IMS1T01_IMSSEG1 です。 IMS データベース名をキャプ
チャ登録名にも使用する場合、構成される抽出マップ名は d2reconid.IMS1T01_IMSSEG1 になります。
データマップと抽出マップのマップ名は同じです。 ソース定義のテーブル名ではスキーマ名が使用されないた
め、それらの名前は Designer にインポートするとまったく同じになります。 したがって、同じ場所からイン
ポートできるのは 1 つだけになります。 ここで、2 つの選択肢があります。
1. キャプチャ登録に別の名前を使用して、一意の抽出マップ名が作成されるようにする。
2. 別の場所名を使用してデータマップと抽出マップをインポートする。
データマップ名とキャプチャ登録名の両方で同じ名前を使用する場合は、［PowerExchange からインポート］
で別の場所名を使用して、これら 2 つのソース定義を異なるフォルダに配置する必要があります。
Designer でソースを整理するには、取得するデータのタイプを示す場所名を PowerExchange dbmover.cfg
で使用します。 同じリスナに対して複数の NODE=文（場所名）を作成するのはまったく問題ありません。 こ
の例では、dbmover.cfg で CDCMAPS という NODE を作成し、これを IMS 抽出マップのインポート時に場所
として使用すると、このマップは IMS_CDCMAPS というサブフォルダに格納されます。
このようにして、通常のリレーショナルソースメタデータと非リレーショナルソースメタデータから抽出マッ
プを分離すると、Designer でソースメタデータを整理するうえで役立ちます。

PWXPC でのソースデータのフィルタリング
PWXPC を使用すると、フィルタリングされた行のみが PowerExchange から PowerCenter セッションに送信
されるように、ソースのデータをフィルタリングできます。このようなフィルタリングを行う理由は多数あり
ます。
この機能は、次の状況で役に立ちます。
• VSAM や IMS などの一部のソースタイプでは、特定のカラムの変更にのみ基づいて変更のキャプチャを制限

することはできません。
• DB2 for i5/OS などの特定のソースタイプでは、選択したカラムのみを登録するキャプチャ登録を

PowerExchange で作成できます。ただし、RDBMS ログが抽出に直接使用され、選択したカラムのキャプ
チャがサポートされない場合は、対象となるカラムがどれも変更されていない場合でも PowerExchange に
よって行が抽出されます。

• ソースタイプが、PowerExchange 自体または RDBMS で対象となるカラムにのみ基づいて変更をキャプチ
ャするソースタイプであるが、追加のカラムまたはすべてのカラムが他の抽出で必要になるためキャプチャ
対象として登録されている場合。

• 特定の値を持つカラムのみを抽出します。例えば、特定の顧客に関するすべてのカラムを読み取る場合など
です。

セッションプロパティの［フィルタオーバーライド］属性を使用すると、PWX バッチ、CDC 変更、および
CDC リアルタイム接続を使用するソースのレコードをフィルタリングできます。［フィルタオーバーライド］
属性でフィルタ条件を指定すると、PWXPC はフィルタ条件を含む WHERE 句を SELECT 文に追加し、その
SELECT 文を PowerExchange に渡します。SQL が失敗しないように、正しい SQL 構文を使用してこのオーバ
ーライドを行う必要があります。また、PowerExchange では、バルクデータと変更データを含む非リレーシ
ョナルソースに対してサポートされる SQL 構文は限られています。
PowerExchange でサポートされている NRDB SQL 構文の詳細については、『PowerExchange リファレンスマ
ニュアル』を参照してください。
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フィルタ条件では、DTL__CAPX カラムなどの PowerExchange が生成したカラム、変更インジケータカラム
（DTL__CI）、および操作前の画像カラム（DTL__BI）を含む、ソース定義に存在する任意のカラムを指定でき

ます。
PWXPC では、2 つの形式のフィルタ条件構文がサポートされています。CDC 抽出マップ、リレーショナルテ
ーブル、単一レコードの非リレーショナルデータマップなど、単一レコードのソース定義の場合は、1 つのフ
ィルタ条件文を指定します。PowerExchange で NRDB SQL 文に対してサポートされている条件オペランドを
使用して、1 つのフィルタ条件を指定するか多数のフィルタ条件を結合することができます。以下に例を示し
ます。
column1 is NULL and column2=’A’
マルチレコードの非リレーショナルソース定義の場合は、以下の構文を使用することもできます。
group_name1=filter_condition;group_name2=filter_condition;...
group_name 形式は、マルチレコードのソース定義内の 1 つ以上のレコードタイプに対してフィルタ条件を指
定する場合に使用します。マルチレコードのソース定義内のすべてのレコードにフィルタ条件を適用するには、
group_name を指定せずに 1 つのフィルタ条件を使用します。1 つのフィルタ条件を group_name 条件と組
み合わせることはできません。
注: ［フィルタオーバーライド］属性とフィルタリング WHERE 句を含む［SQL クエリオーバーライド］属性
の両方を指定すると、結果の SELECT 文には、AND 演算子を使用して［フィルタオーバーライド］フィルタ条
件を［SQL クエリオーバーライド］フィルタ条件と関連付ける WHERE 句が含まれます。

フィルタのオーバーライドの例
以下の例では、CDC とマルチレコードのソース定義に対してフィルタのオーバーライドを使用する方法を示し
ます。

例 1: 変更インジケータカラムを含む変更データをフィルタリングする
ACCOUNT カラムが変更されたときの変更を含めるようにこのソーステーブルの変更データをフィルタリング
するには、以下のフィルタ条件をコーディングします。
DTL__CI_ACCOUNT=’Y’
ACCOUNT カラムが 9999 に変更されたときの変更を含めるように変更データをフィルタリングするには、以
下のフィルタ条件をコーディングします。
DTL__CI_ACCOUNT=’Y’ and ACCOUNT=9999
注: フィルタ条件で DTL__CI 変更インジケータカラムまたは DTL__BI 操作前の画像カラムを使用するには、
PowerExchange Navigator で抽出マップを変更して、これらのカラムを定義する必要があります。 

例 2: マルチレコードの VSAM ソース定義内のレコードをフィルタリングする
以下の例では、マルチレコードの VSAM ソース定義に次の 4 つのレコードが含まれています。
• V07A_RECORD_LAYOUT
• V07B_RECORD_LAYOUT
• V07C_RECORD_LAYOUT
• V07D_RECORD_LAYOUT
各レコードには一意のフィールド名が含まれています。つまり、フィルタ条件に group_name 構文を使用する
必要があります。 最初の 2 つのレコードのデータをフィルタリングするには、フィルタ条件で以下の
group_name 構文を使用します。
V07A_RECORD_LAYOUT=V07A_RECORD_KEY=1;V07B_RECORD_LAYOUT=V07B_RECORD_KEY=2
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マルチレコードのソース定義内のその他 2 つのレコードにはフィルタリングは適用されません。
PWXPC は、マルチレコードのソース定義内のレコードごとに SELECT 文を作成します。 フィルタのオーバー
ライドで group_name 構文が使用され、2 つのレコードのみが指定されているため、PWXPC はレコード
V07A_RECORD_LAYOUT および V07B_RECORD_LAYOUT の SELECT 文に WHERE 句を追加します。
1 つのフィルタ条件を使用してマルチレコードのソース定義内のすべてのレコードをフィルタリングするには、
フィルタ条件をすべてのレコードに適用する必要があります。 そうしないと、セッションが失敗します。例え
ば、マルチレコードのソース定義内のすべてのレコードに ADDRESS という名前のカラムが含まれている場合
は、以下のフィルタ条件をコーディングして、ADDRESS が NULL でないすべてのレコードを選択できます。
ADDRESS is not NULL
PWXPC は、この条件を含む WHERE 句を各レコードの SELECT 文に追加して、フィルタ条件をマルチレコー
ドのソース定義内のすべてのレコードに適用します。

例 3: ［フィルタオーバーライド］および［SQL クエリオーバーライド］セッ
ション属性を使用して、行をフィルタリングする

［フィルタオーバーライド］および［SQL クエリオーバーライド］セッション属性の両方を指定できます。
結果の SELECT 文は、AND 演算子を使用して、［フィルタオーバーライド］フィルタ条件を［SQL クエリオー
バーライド］フィルタ条件と関連付けます。フィルタ条件が処理される順序を制御する場合は、［フィルタオー
バーライド］および［SQL クエリオーバーライド］エントリに括弧を含めます。以下に例を示します。

［フィルタオーバーライド］属性で、次のように入力します。
(ID=2 or COLUMN_1 is NULL)

［SQL クエリオーバーライド］属性で、次のように入力します。
SELECT * from schema.table WHERE (COLUMN_2 is NOT NULL)
結果の SELECT 文の WHERE 句は、次のように条件を AND 演算子と組み合わせます。
SELECT * from schema.table WHERE (ID=2 or COLUMN_1 is NULL) AND (COLUMN_2 is NOT NULL)
このクエリは、［フィルタオーバーライド］条件と［SQL クエリオーバーライド］条件のいずれかと一致する
行を返します。この例に基づいて、返された行には次のカラム値が含まれます。
• ID=2 and COLUMN_2 is NOT NULL
• COLUMN_1 is NULL and COLUMN_2 is NOT NULL

MVS バッチジョブをサブミットするための DTLREXE
PowerExchange には DTLREXE というユーティリティプログラムが用意されており、PowerExchange を実行
している別のプラットフォーム上のプログラムをリモート実行するために使用できます。 このユーティリティ
のオプションに、MVS バッチジョブをリモートでサブミットできる SUBMIT オプションがあります。
このユーティリティは、PowerCenter ワークフローで PowerCenter コマンドタスクを使用して呼び出すこと
ができます。 コマンドタスクは、スタンドアロンタスクまたはセッション実行前およびセッション実行後のコ
マンドのどちらかです。 どちらを選択するかは、実行する操作によって異なります。 スタンドアロンコマンド
タスクはコーディングが 1 回で済み、多数のワークフローで使用できるため、繰り返し可能な関数で使用する
と便利です。 他方のタスクでは、セッション実行前コマンドタスクが失敗した場合にセッションが失敗するよ
うに簡単に設定できます。
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DTLREXE PROG=SUBMIT で実行できるタスクのタイプの例を挙げると、次のようなものがあります。
• セッションでデータベーステーブルにデータをロードする前に、そのテーブルを切り詰める。 これは、

PowerCenter で切り詰めがサポートされていないデータベースタイプ（Adabas など）の場合に役立ちま
す。

• MVS ベースのジョブスケジューラに、ワークフローの開始または終了を通知する。 ジョブスケジューラ製
品の中にはバッチポスティングユーティリティが用意されているものもあり、このユーティリティを
DTLREXE と併用してバッチジョブをサブミットできます。

• データベースをフラットファイルにアンロードして、セッションで別のデータベースのロードに使用できる
ようにする。

• セッションが正常に完了したときに DB2 バルクロードファイルをクリーンアップする。
• 完了するまで待機して一連のメッセージを返す必要がある任意のタイプの MBS バッチジョブをサブミット

する。
［編集］-［コマンド］ダイアログボックスで、コマンドを入力できます。 以下のコードは、セッション実行前

コマンドとして入力した DTLREXE PROG=SUBMIT コマンドの例です。
dtlrexe prog=submit loc=mvs fn=\"dtlusr.jcl(db2load)\" mode=(job,wait) output=dtlusr.output result=c:\submit\output\output.txt uid=user01 pwd=pass01
この例では、DTLREXE コマンドで mode=(job,wait)を指定しています。これは、DTLREXE がジョブが完了す
るまで待機することを意味します。 その後、このセッション実行前コマンドが完了するまでセッションが待機
します。 ［設定オブジェクト］の［エラー処理］セクションの［セッション実行前のコマンドタスクのエラ
ー］フィールドで、セッション実行前コマンドのエラーの処理方法を指定できます。
注: WAIT モードを要求する場合は、DTLREXE によってサブミットされるジョブに適切な DTLNTS ステップが
含まれていることを確認します。 PowerExchange RUNLIB のメンバ DTLREXE に、必要な DTLNTS ステップ
を含む、DTLREXE で使用するサンプル JCL が格納されています。 
DTLREXE でバッチジョブをサブミットするためにスタンドアロンコマンドタスクを使用する場合、成功したか
失敗したかを確認するためのセッション設定オプションはありません。 次のセッションでコマンドタスクのス
テータスをテストする場合は、Workflow Manager で利用可能なタスク固有のワークフロー変数
PrevTaskStatus または Status のいずれかを使用する必要があります。 これらの変数は、ワークフロー内のタ
スクのステータスをテストするためにリンク条件で使用できます。
リンク条件は、DTLREXE コマンドタスクとその接続先の s_bulk_db2demo123_db2demoabc セッション間
のリンクをダブルクリックして作成します。 この操作によって式エディタが呼び出され、DTLREXE コマンド
タスクが成功したことを確認するためのテストを追加できます。

Pre-SQL 文および Post-SQL 文を使用したファイルおよびテーブルの管理
非リレーショナルターゲットの［Pre SQL］および［Post SQL］セッションプロパティで SQL 文を定義し、
ファイルおよびテーブルを管理できます。
以下を実行できます。
• 空のファイルの作成
• ターゲットテーブルの切り詰め
• ターゲットテーブルへの行の挿入
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空のファイルの作成
PowerExchange では、空のシーケンシャルファイル、または世代別データグループ（GDG）の新しい世代を
自動的に作成できます。
空のシーケンシャルファイル、または GDG の世代を作成するには、PowerExchange ソースまたはターゲット
の［Pre SQL］または［Post SQL］セッションプロパティで CREATEFILE コマンドをコーディングします。
PowerCenter は、コマンドがコーディングされたソースまたはターゲットの接続情報を使用して、
CREATEFILE コマンドを PowerExchange に渡します。PowerExchange は、コマンドを処理してファイルを
作成します。
セッションの実行前にファイルを作成するには、［Pre SQL］プロパティで CREATEFILE コマンドをコーディ
ングします。セッションの実行後にファイルを作成するには、［Post SQL］プロパティで CREATEFILE コマン
ドをコーディングします。
注: PowerExchange ターゲットがある PowerCenter セッションは、CREATEFILE コマンドをコーディングし
ない場合でも、新しいフラットファイルまたはシーケンシャルデータセットを作成できます。セッションで最
初のレコードがファイルに書き込まれるときに、そのファイルが存在しない場合は、PowerExchange によっ
てファイルが作成されます。このファイルの作成時には、セッションプロパティに指定するデータセット割り
当て属性が使用されます（該当する場合）。ただし、セッションでレコードがファイルに書き込まれないと、
PowerExchange によってファイルが作成されません。この場合、後でワークフローのタスクでファイルが存
在する必要があると、タスクは失敗します。
CREATEFILE コマンドには以下の規則およびガイドラインが適用されます。
• ［Pre SQL］または［Post SQL］プロパティが利用できる PowerExchange 接続を使用するソースまたはタ

ーゲットでは、CREATEFILE コマンドをコーディングできます。
• コマンドでコーディングしたファイル名に対して PowerExchange データマップまたは PowerCenter ソー

ス定義またはターゲット定義を作成する必要はありません。
• i5/OS または z/OS 上でファイルを作成する場合、CREATEFILE コマンドで割り当てパラメータをコーディ

ングして、ファイルの割り当て情報を指定できます。それ以外の場合は、ファイルを割り当てる
PowerExchange リスナで、DBMOVER 構成ファイルの割り当て値が使用されるか、デフォルト値が使用さ
れます。
注: PowerExchange ではセッションの実行前または実行後にファイルが作成されるため、非リレーショナ
ルソースまたはターゲットのセッションプロパティで指定されている割り当て情報は使用されません。

• i5/OS、Linux、UNIX、Windows システムで、CREATEFILE コマンドは、アペンドモードで開くファイルを
作成するため、ファイルのコンテンツは消去されません。

• z/OS システムで、ファイルが既に存在する場合は、CREATEFILE コマンドは失敗します。
• 場合によっては、［接続ごとに Pre SQL を 1 回実行］属性を［Pre SQL］属性とともに指定する必要があり

ます。以下のいずれかの場合に、［接続ごとに Pre SQL を 1 回実行］属性を選択します。
- ライタのパーティション化を使用するセッションの［Pre SQL］属性で CREATEFILE 文を指定します。
［接続ごとに Pre SQL を 1 回実行］を選択しない場合、セッションはパーティションごとに文を 1 回実行

しようとします。
- 複数レコードの書き込みを実行するセッションの［Pre SQL］属性で、GDG の新しい世代または空のファ

イルを作成する CREATEFILE 文を指定します。［接続ごとに Pre SQL を 1 回実行］を選択しない場合、セ
ッションはセッションが書き込むレコードごとに、世代を作成するか新しい空のファイルを作成しようと
します。

• ［PWX ログエントリの取得］接続属性を選択すると、情報メッセージを含む CREATEFILE コマンドからの
すべてのメッセージ出力を PowerCenter セッションログに書き込みます。デフォルトではこの属性は選択
されておらず、エラーおよび警告メッセージのみがセッションログに書き込まれます。
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PowerCenter セッションでの空のファイルの作成
PowerCenter セッションで空のフラットファイル、GDG の新しい世代、またはシーケンシャルデータセット
を作成できます。
1. Workflow Manager の Task Developer で該当するタスクを右クリックするか、または Workflow 

Designer でワークフローの該当するタスクを右クリックします。 
2. ［タスク］ > ［編集］をクリックします。 

［タスクの編集］ダイアログボックスが表示されます。
3. ［マッピング］タブをクリックしてソースまたはターゲットを選択します。 
4. セッションレベルのプロパティの Pre SQL 属性または Post SQL 属性で、CREATEFILE コマンドを入力し

ます。以下の構文を使用します。 
<CMD>CREATEFILE FN=file_name parameter2 parameter3 ...
次の表は、コマンドに入力できるパラメータを示しています。

パラメータ オペレ
ーティ
ングシ
ステム

説明

BS z/OS ブロックサイズ。
有効な値は 1～32760 です。
RECFM=VB の場合、PowerExchange により、実際のブロックサイズを
決定するために指定する値に最大 4 バイトが追加される可能性がありま
す。詳細については、「ブロック化された可変長データセットのブロックサ
イズとレコードサイズ」  (ページ 249)を参照してください。

CLOSEDEALLOC z/OS ステップの終了時ではなく CLOSE 時にデータセットの割り当てを解除
するかどうかを制御します（FREE=CLOSE）。
有効な値は Y です。

DATACLASS z/OS SMS DATACLAS 値は、SMS で管理されるデータセットを z/OS 上に作成
し、ACS ルーチンによって決定されるデフォルトのクラスを使用したく
ない場合に、使用します。

DSNTYPE z/OS データセットタイプ。大規模形式の物理シーケンシャル（PS）データセ
ットを割り当てるには、DSNTYPE=LARGE を指定します。
有効な値は LARGE です。

EPWD z/OS ま
たは
i5/OS

UID パラメータで指定したユーザー ID の暗号化されたパスワード。あ
るいは、z/OS でファイルを作成する場合は暗号化された
PowerExchange パスフレーズを入力できます。
一重引用符（'）、二重引用符（"）、通貨記号などの無効な文字を含むパ
スフレーズは暗号化しないでください。
PWD パラメータも指定しないでください。
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パラメータ オペレ
ーティ
ングシ
ステム

説明

FN すべて 必須。作成するファイルまたはデータセットの名前。括弧を含むファイ
ル名は二重引用符（“）で囲む必要があります。
GDG の新しい世代を作成するには、次のようにコーディングします。
FN=”gdg_base_name(+1)”
制限事項: 新しい世代を作成する場合は、GDG ベース名が存在する必要
があります。新しい世代を作成する z/OS 上の PowerExchange リスナ
では、z/OS の DBMOVER 構成ファイルで GDGLOCATE パラメータに Y
が指定されている必要があります。

LRECL z/OS ま
たは
i5/OS

論理レコード長。
有効な値は 1～32756 です。
RECFM=VB の場合、論理レコード内のデータバイトの最大数を指定しま
す。PowerExchange では、レコード記述子ワード（RDW）用に、この
値に 4 が追加されます。詳細については、「ブロック化された可変長デー
タセットのブロックサイズとレコードサイズ」  (ページ 249)を参照してく
ださい。

PWD z/OS ま
たは
i5/OS

UID パラメータで指定したユーザー ID のパスワード。
ファイルを i5/OS または z/OS に作成する場合は、パスワードではなく
有効な PowerExchange パスフレーズを入力できます。i5/OS のパスフ
レーズは、9～31 文字の範囲で指定できます。z/OS のパスフレーズは、
最大 128 文字（PWXPC 接続使用時）または最大 79 文字（ODBC 接続使
用時）の長さで指定できます。パスフレーズには次の文字を含めること
ができます。
- 英字（大文字と小文字）
- 数字（0～9）
- スペース
- 次に示す特殊文字。
’ - ; # \ , . / ! % & * ( ) _ + { } : @ | < > ? 
注: 先頭に書かれている特殊文字はアポストロフィです。

パスフレーズに一重引用符（‘）、二重引用符（“）、または通貨記号を含
めることはできません。
注: 有効な RACF のパスフレーズは最長 100 文字です。PowerExchange
は、検証のために RACF にパスフレーズを渡すときに 100 文字を超える
パスフレーズを切り捨てます。
EPWD パラメータも指定しないでください。

MODELDCB z/OS ファイルの作成に使用されるモデル DCB。通常、これは SMS で管理さ
れていない GDG データセットの場合にのみ必須です。

RECFM z/OS ま
たは
i5/OS

レコード形式。

RELEASE z/OS CLOSE 時に使用されていない割り当て済みのスペースを解放します。
有効な値は Y です。
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パラメータ オペレ
ーティ
ングシ
ステム

説明

RELPOS z/OS テープボリューム上のデータセットの相対位置（データセットのシーケ
ンス番号）。
有効な値は 1～512 です。

SPACE z/OS スペース割り当てパラメータ。以下の構文を使用します。
SPACE=(U,P,S)
説明:
- U は単位です。有効な値は以下のとおりです。T（トラック）または

C（シリンダ）。
- P はプライマリスペースです。有効な値は 1～16777215 トラックか、

シリンダ単位の同等の値です。
- S はセカンダリスペースです。有効な値は 1～16777215 トラックか、

シリンダ単位の同等の値です。
65535 トラックを超えるプライマリスペース値またはセカンダリスペー
ス値を入力する場合は、ターゲットシステムのスペース管理チームと連
携して、その大きな割り当てがサポートされることを確認してくださ
い。

STORCLASS z/OS SMS STORCLAS 値は、SMS で管理されるデータセットを z/OS 上に作成
し、ACS ルーチンによって決定されるデフォルトのクラスを使用したく
ない場合に、使用します。

UID z/OS ま
たは
i5/OS

ユーザー ID。このパラメータは、PowerExchange リスナでセキュリテ
ィが設定されている（SECURITY=1 または 2）場合に必須です。
PWD または EPWD のどちらかも指定しますが、両方は指定しません。

UNIT z/OS ユニットタイプ。
VOLSER z/OS ボリュームシリアル。

コマンドのパラメータを区切るには、スペースを使用します。
5. ［OK］をクリックします。 

空のファイル - 例
以下の CREATEFILE 文の例では、GDG の新しい世代およびフラットファイルを作成する方法を示します。
レコード長が 80 バイト、ブロックサイズが 8880 の新しい世代を MY.GDG という GDG データセットに作成す
るには、以下のコマンドをコーディングします。
<CMD>CREATEFILE FN=”MY.GDG(+1)” LRECL=80 BS=8880 RECFM=PS
新しい世代を作成する MVS 上の PowerExchange Listener では、DBMOVER メンバを使用して、このファイ
ルの残りの DCB 属性とスペース属性が判別されます。
my.flat.file という新しいフラットファイルを作成するには、以下のコマンドをコーディングします。
<CMD>CREATEFILE fn=my.flat.file
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ブロック化された可変長データセットのブロックサイズとレコードサイズ
ブロック化された可変長データセットを作成するために CREATEFILE コマンドで RECFM=VB を指定する場合、
データセットのブロックサイズとレコードサイズは BS および LRECL に指定する値とは若干異なります。
RECFM=VB の場合、LRECL に指定する値はレコード内のデータバイトの最大数です。レコード記述子ワード

（RDW）のスペースを確保するために、PowerExchange は、指定された LRECL 値に 4 バイトを追加して、新
しいデータセットの実際のレコード長を決定します
また、RECFM=VB の場合、BS に指定した値に最大 4 バイトが追加される場合があります。PowerExchange
では、このようにして、実際のブロックサイズ値が実際のレコードサイズ値よりも少なくとも 4 バイト大きく
なるように設定されます。これらの 4 バイトはブロック記述子ワード（BDW）用に確保されます。
例えば、［Pre SQL］属性に以下のコマンドを含めるとします。
<CMD>CREATEFILE FN=JSMITH.RVLOAD.TEST UNIT=SYSDA RECFM=VB LRECL=27994 BS=27998 SPACE=(C,50,50) RELEASE=Y CLOSEDEALLOC=Y
作成されたデータセットの属性は以下のようになります。
  Record format . . . : VB   Record length . . . : 27998     Block size  . . . . : 28002
この例では、PowerExchange はレコードサイズを 27994 から 27998 に増やします。また、ブロックサイズが
レコードサイズよりも 4 バイト以上大きくなるように、PowerExchange はブロックサイズを 27998 から
28002 に増加します。
トラックサイズによっては、結果のブロックサイズがトラックの半分よりも大きくなり、余分なスペースが生
じる可能性があります。この問題を回避するには、LRECL にレコード内のデータバイト数を指定し、RDW 用
の追加の 4 バイトを含めないようにします。

ターゲットテーブルの切り詰め
非リレーショナルターゲットタイプの場合、PowerExchange および PowerCenter は PowerCenter ワークフ
ローに書き込む前のターゲットテーブルのクリアをサポートしています。
ターゲットテーブルは、次の方法でクリアできます。
• ターゲットテーブルの［Pre SQL］セッション属性のテーブルを切り詰める SQL を含める。
• PWXPC 接続を使用する VSAM ターゲットの［ターゲットの切り詰めオプション］セッションプロパティを

選択する。
• PowerExchange ODBC 接続を使用する非リレーショナルターゲットの［ターゲットテーブルの切り詰め］

プロパティを選択する。
SQL の最初の 2 つのトークンには TRUNCATE TABLE または DELETE FROM を使用できます。SQL の最後のト
ークンにより、データマップが決定される完全修飾テーブルを定義します。例えば、以下のいずれかの文を使
用できる場合があります。
 TRUNCATE TABLE schema.map_table DELETE FROM schema.map_table

［ターゲットの切り詰めオプション］セッションプロパティまたは［ターゲットテーブルの切り詰め］ODBC プ
ロパティを選択した場合、PowerExchange は以下のいずれかの形式の文を生成します（この文は変更できま
せん）する。
システムはテーブルのデータマップをロードし、基礎となるマップタイプを決定します。
マップタイプが ESDS、KSDS、RRDS、SEQ、または TAPE の場合、データマップで定義されたファイル（ま
たは実行時にオーバーライドされるファイル）は書き込みモードで開かれ、ファイルの既存のコンテンツがク
リアされるように閉じられます。他の方法では、ワークフローでデータが処理されない場合、初期の実行時に

Pre-SQL 文および Post-SQL 文を使用したファイルおよびテーブルの管理        249



生成されて保持されているレコードが出力ファイルに含まれていることがあるため、このファイルのクリア方
法は便利です。PowerExchange は、実際のデータが書き込まれるまで出力ファイルを開くのを遅らせます。
エントリファイルは常にクリアされます。複数レコードのファイルの場合、いずれのテーブル名も選択するこ
とができ、すべてのテーブルのデータがクリアされます。個別のテーブルを KSDS ファイルおよび RRDS ファ
イルからクリアすることも物理的には可能ですが、［Pre SQL］セッションプロパティで TRUNCATE TABLE ま
たは DELETE FROM を定義してもこの結果は得られません。ワークフローの一部として実行される WHERE 句
と一緒に DELETE SQL を使用して、KSDS ファイルの一部をクリアすることも可能な場合がありますが、［Pre 
SQL］セッションプロパティで文を定義してもクリアできません。
これらの方法のいずれかを使用してターゲットテーブルをクリアするのは、他のデータマップタイプではサポ
ートされていません。
注: テーブルの切り詰めを正常に機能させるには、REUSE オプションを使用して VSAM データセットを定義す
る必要があります。 

テーブルへの行の挿入
PowerCenter ワークフローは、NRDB ターゲットタイプ ADABAS、IMS、SEQ、TAPE、および VSAM に書き
込むことができます。これらのターゲットタイプでは、INSERT SQL を実行してハードコード化されたデータ
値を持つ行を出力テーブルに挿入することができます。
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付 録  B

データ型とコードページ
この付録では、以下の項目について説明します。
• データ型とコードページの概要, 251 ページ
• PowerExchange 非リレーショナルデータ型とトランスフォーメーションデータ型, 251 ページ
• リレーショナルデータ型の制限事項, 253 ページ
• PowerExchange Client for PowerCenter でのバイナリデータの読み書き , 254 ページ
• コードページ, 255 ページ

データ型とコードページの概要
PowerCenter では、ソースデータの読み取り、データの変換、およびターゲットデータの書き込み時に、次の
データ型を使用します。
• ネイティブデータ型。ソースデータベースおよびターゲットデータベースまたは PowerExchange に固有で

す。 ソースおよびターゲット定義に示されます。
• トランスフォーメーションデータ型。トランスフォーメーションに示される汎用データ型です。

PowerCenter Integration Service は、このデータ型を使用して、プラットフォーム間のデータ移動を行い
ます。

PowerExchange 非リレーショナルデータ型とトランスフォーメーションデータ型
PowerExchange データマップをインポートして、非リレーショナルソース定義を作成します。 ソース定義の
フィールドのデータ型は、データマップ内の対応するフィールドのデータ型に一致します。 このデータ型は、
PowerCenter トランスフォーメーションデータ型に対応します。 トランスフォーメーションデータ型は、非
リレーショナルソースのアプリケーションマルチグループソース修飾子およびマッピング内の他のトランスフ
ォーメーションに表示されます。
注: PowerExchange では、PACKED など特定フィールドのデータ型に対して精度を最大で 31 に指定すること
ができます。これらのファイルは、PowerCenter の Decimal トランスフォーメーションデータ型にマップさ
れています。セッションプロパティで高精度を有効にすると、PowerCenter が Decimal データ型に対し最大
28 までの精度をサポートするようになります。高精度を有効にしない場合、または精度を 28 を超える値に指
定すると、PowerCenter は精度 16 の Double データ型を使用し、データの丸め処理が発生することもありま
す。
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以下の表に、PowerExchange 非リレーショナルデータ型と、対応するトランスフォーメーションデータ型を
示します。

PowerExchange
データ型

精度 トランスフ
ォーメーシ
ョンデータ
型

範囲

BIN 10 バイナリ 1～104,857,600 バイト
バイナリデータをソースからターゲットに渡すことはできます
が、バイナリデータに対してトランスフォーメーションを実行
することはできません。PowerCenter は COBOL のバイナリデ
ータあるいはフラットファイルソースをサポートしません。

CHAR 10 String 1～104,857,600 文字
固定長または可変長文字列。

DATE 10 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日
結合された日時の値、ナノ秒単位の精度。

DOUBLE 18 Double 精度 15 桁
倍精度浮動小数点数値。

FLOAT 7 Double 精度 15 桁
倍精度浮動小数点数値。

NUM8 3 Small 
Integer

精度 5、位取り 0
整数値。

NUM8U 3 Small 
Integer

精度 5、位取り 0
整数値。

NUM16 5 Small 
Integer

精度 5、位取り 0
整数値。

NUM16U 5 Integer 精度 10、位取り 0
整数値。

NUM32 10 Integer 精度 10、位取り 0
整数値。

NUM32U 10 Double 精度 15 桁
倍精度浮動小数点数値。

NUM64 19 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28
宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、精度以下
にする必要があります。負の位取りを持つ値または 28 より大
きい精度が宣言された値を渡した場合、倍精度に変換されま
す。

NUM64U 19 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28
宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、精度以下
にする必要があります。負の位取りを持つ値または 28 より大
きい精度が宣言された値を渡した場合、倍精度に変換されま
す。

252        付録 B: データ型とコードページ



PowerExchange
データ型

精度 トランスフ
ォーメーシ
ョンデータ
型

範囲

NUMCHAR - String 1～104,857,600 文字
固定長または可変長文字列。

PACKED 15 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28
宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、精度以下
にする必要があります。負の位取りを持つ値または 28 より大
きい精度が宣言された値を渡した場合、倍精度に変換されま
す。

TIME 5 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日
結合された日時の値、ナノ秒単位の精度。

TIMESTAMP 5 日付/時刻 西暦 0001 年 1 月 1 日 - 西暦 9999 年 12 月 31 日
結合された日時の値、ナノ秒単位の精度。

UPACKED 15 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28
宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、精度以下
にする必要があります。負の位取りを持つ値または 28 より大
きい精度が宣言された値を渡した場合、倍精度に変換されま
す。

UZONED 15 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28
宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、精度以下
にする必要があります。負の位取りを持つ値または 28 より大
きい精度が宣言された値を渡した場合、倍精度に変換されま
す。

VARBIN 10 バイナリ 1～104,857,600 バイト
バイナリデータをソースからターゲットに渡すことはできます
が、バイナリデータに対してトランスフォーメーションを実行
することはできません。PowerCenter は COBOL のバイナリデ
ータあるいはフラットファイルソースをサポートしません。

VARCHAR 10 String 1～104,857,600 文字
固定長または可変長文字列。

ZONED 15 Decimal 精度 1～28 桁、位取り 0～28
宣言された精度と位取りを持つ 10 進値。位取りは、精度以下
にする必要があります。負の位取りを持つ値または 28 より大
きい精度が宣言された値を渡した場合、倍精度に変換されま
す。

リレーショナルデータ型の制限事項
特定の例外はありますが、PowerExchange Client for PowerCenter（PWXPC）では、PowerCenter でサポー
トされている DB2 for z/OS、DB2 for i5/OS、および DB2 for Linux、UNIX、および Windows のデータ型と同
じデータ型がサポートされています。 また、PowerCenter でサポートされている Oracle と Microsoft SQL 
Server のデータ型と同じデータ型もサポートされています。
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LOB データ型
PowerExchange は、バルクデータ移動セッションの DB2 for i5/OS および DB2 for z/OS ソーステーブル
の LOB データ型をサポートしています。LOB データ型には、BLOB、CLOB および DBCLOB があります。
次の制約は、LOB カラムが含まれる DB2 テーブルに適用されます。
• アンロードファイルはデータソースとして使用できません。
• LOB カラムがインラインの場合にのみ、イメージコピーをデータソースとして使用できます。
• LOB カラムが含まれているターゲットテーブルに挿入を実行することはできません。
DB2 for i5/OS および DB2 for z/OS 以外のリレーショナルデータソースの場合、PowerExchange は LOB デー
タ型をサポートしていません。PWXPC では、LOB データ型を含むテーブルのメタデータをインポートすると
きに LOB カラムは含まれません。

DB2 for z/OS の TIMESTAMP データ型
DB2 10 for z/OS では、最大 12 桁のサブ秒値を使用できる拡張精度 TIMESTAMP カラムがサポートされるよう
になりました。PowerCenter が拡張精度 TIMESTAMP カラムをどのようにトランスフォーメーションデータ型
にマップするかは、スケールによって異なります。
以下の表に、拡張精度 TIMESTAMP データ型がトランスフォーメーションデータ型にどのようにマップするか
を示します。

スケール 精度 トランスフォーメーションデータ型
6 26 date/time
0 19 string
1～5、または 7～12 20+scale string

DB2 の TIMESTAMP データを DB2 ターゲットに書き込む際、ソースとターゲットの位取りが同じである必要
があります。そうしなければ、予期しない結果が発生することがあります。
DB2 ソースの TIMESTAMP フィールドの位取りが 9 より大きく、対応する DB2 ターゲットの TIMESTAMP フ
ィールドの位取りが 6 の場合、値はターゲットに書き込まれる前に切り詰められます。
拡張精度 TIMESTAMP データを非リレーショナルターゲットに書き込む場合は、［タスクの編集］ダイアログ
ボックスで以下のセッション属性を定義して、すべての TIMESTAMP フィールドが同じ形式になるようにしま
す。
• ［日付/時刻フォーマット文字列］を YYYY-MM-DD HH24:MI:SS に設定します。
• ［85 以前のタイムスタンプの互換性］の選択を取り消します。

PowerExchange Client for PowerCenter でのバイナリデータの読み書き
PowerExchange Client for PowerCenter を使用して任意のソースからバイナリデータを読み取る場合、また
は DB2 for z/OS または DB2 for i5/OS ターゲットにバイナリデータを書き込む場合は、データが 128000 バイ
トを超えることはできません。 超えた場合は、PowerCenter Integration Service によってデータが切り詰め
られます。
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コードページ
Workflow Manager で接続オブジェクトを設定するときに、接続に使用するコードページを選択します。
PowerCenter Integration Service でコードページの検証機能を設定する場合は、ソースコードページをター
ゲットコードページのサブセットであるコードページにする必要があります。
PowerCenter Integration Service でコードページの検査の制約緩和機能を設定する場合は異なります。 
PowerCenter でサポートされている任意のコードページをターゲットに対して選択できます。
関連項目：
•「Oracle CDC アプリケーション接続」  (ページ 122)
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付 録  C

PowerCenter 用の
PowerExchange インタフェース
のトラブルシューティング

• PowerCenter 用の PowerExchange インタフェースに関するトラブルシューティング, 256 ページ

PowerCenter 用の PowerExchange インタフェースに関するトラブルシューティング
Designer を起動すると、DLL のロードに失敗したことを示すメッセージが表示されます。
これは、PowerExchange Client for PowerCenter プラグインがインストールされているが、さまざまな理由

（インストールされている PowerExchange のリリースが正しくない、PATH に問題があるなど）でロードでき
ない場合に発生します。 詳細については、Informatica Knowledge Base Article # 15346 を参照してくださ
い。
DB2 for i5/OS ソース定義をインポートしたいのですが、i5/OS マシン上の DB2 データベ
ースの名前を特定する必要があります。
DSPRDBDIRE コマンドを使用すると、i5/OS マシン上のデータベースの一覧が表示されます。
セッションが失敗して、PowerExchange メッセージリポジトリをロードできないという
エラーが表示されました。
PWX_HOME 環境変数が PowerExchange インストールディレクトリに設定されてない場合、UNIX でこのエラ
ーが表示されます。 PWX_HOME 環境変数を PowerExchange インストールディレクトリに設定してくださ
い。

［アイドル時間］のセッション条件を-1 に設定しました。しかし、セッションが完了し
て、「Idle 時間制限に達しました」というメッセージが表示されました。
これは、PowerExchange 構成ファイル（dbmover.cfg）の CAPI_CONNECTION 文で EOF=Y が指定されてい
る場合に発生します。 EOF=Y を設定した場合、PowerExchange は、セッションが読み取りを開始したときに
判別される変更ストリームの最後に達すると、EOF を返します（セッションを停止します）。 そのため、
PowerCenter セッションは実行を継続せずに完了します。

256

https://kb.informatica.com/solution/3/Pages/15346.aspx?docid=15346&type=external&index=1&myk=powerexchange 15346


このメッセージは、PowerExchange との接続が PowerExchange の STOPTASK コマンドで停止された場合に
も表示されます。
セッションでパイプラインが順番に処理されているようです。
マスタパイプラインと明細パイプラインを順次処理するように PowerCenter 統合サービスを設定できます。
そのように設定されている場合、変更およびリアルタイムモードで各ソースからデータを順次読み取ります。
Informatica Server Setup の［互換性およびデータベース］タブで［PMServer 6.X ジョイナソースの順序の互
換性］オプションをオフにしてください。セッションを再実行すると、PowerCenter 統合サービスでパイプラ
インが同時に処理されるようになります。
セッションが失敗して、次のプラグインエラーが表示されました。
MAPPING> SDKS_38007 Error occurred during [initializing] reader plug-in #30nnnn.
これは、PWXPC でエラーが発生したことを示す汎用メッセージです。 セッションログで、問題の内容を示す
他のメッセージを確認してください。 セッションログに他のエラーメッセージがない場合は、PowerCenter
統合サービスプラットフォームとリスナプラットフォームの両方で PowerExchange ログを確認してください。
キャプチャしたすべての変更を読み取ってステージングエリアに挿入したいのですが、
どのようにすればよいでしょうか。
PowerExchange ODBC を使用してキャプチャした変更を読み取るときは、INSERT がデフォルトの操作です。 
ソースで実行された操作と同じ操作（INSERT、UPDATE、または DELETE）を使用して変更をターゲットに適
用する場合は、マッピングにアップデートストラテジトランスフォーメーションを明示的に含めて、
DTL__CAPXACTION フィールドをテストして目的の動作になるようにする必要があります。 ［アップデート
ストラテジ式］フィールドで、次のようにコーディングします。
DECODE(DTL__CAPXACTION,'I',DD_INSERT,'U',DD_UPDATE,'D',DD_DELETE,DD_REJECT) 
PWXPC を使用する場合、DTL__CAPXACTION フィールドは変更データの処理時に自動的に処理されます。 
DTL__CAPXACTION フィールドに関係なくすべての変更を INSERT として処理する場合は、［アップデートス
トラテジ式］フィールドで DD_INSERT を指定してアップデートストラテジをコーディングする必要がありま
す。
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